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　　　　１




　ようやく手に入れた休息は、不意に生じた喧けん騒そうで破られた。

　立木に身をもたせかけ、まどろんでいたイアンは、夢とうつつが入り混じった状態で、何事かと音のしたほうを振り向いた。

　既すでに少年と呼ばれる時期を終えていた彼だったが、見る人がいれば、起き抜けの眠そうな群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみや、柔らかそうな栗くり色いろの髪に、大人になりきっていない、あどけなさの残ざん滓しともいえるものを見出すことも可能かもしれない。

　イアンが目を覚ましたのと同時に、近くの天幕の入り口が開き、中からひとりの男が顔を見せた。

　月明かりに照らされた男の顔は、元来の酷こく薄はくそうな表情が、眠りを妨げられたことにより、ますます剣けん吞のんさを増していた。

「誰だれかが酔って騒いででもいるのか？　ちょっと行って様子を見てこい」

「はい」

　男に命じられ、イアンは即答した。ここでもたついていると、たちまち猛烈な罵ば声せいを浴びせられることになるのは明白だった。声だけに留とどまらず、手や足が飛んできてもおかしくない。

　男にはイアンに何をしてもいいという権利があり、イアンはそれを甘んじて受けなければならないという義務があった。その男、アルバート・ロレンスは機士と呼ばれる特権階級の人間であり、イアンはそんなアルバートが所有する戦闘奴ど隷れいだったからだ。ふたりの年齢差はさほどなかったが、その身分には天地ほどの開きがあった。イアンにとってはアルバートの命令は絶対服従以外ありえなかった。何をいわれようともまず返事、というのは、長年の奴隷生活で体に染み込まされた条件反射のようなものだった。

　彼らが今いるのは、リュクサリア王国の中心、『永遠の都』と吟遊詩人に謳うたわれる王都リュクシスに隣接する森の中だった。周辺には同じような天幕がいくつも張られ、多くの者が野営しているのが見て取れる。

　イアンは隣国オルガンドの突然の侵攻から祖国リュクサリアを救うため出陣したアルバートの供をして、ここ王都までやってきたのだった。

　敵であるオルガンドの軍勢は、国境付近での戦いでリュクサリア王国の軍を破った後、国内の主要な砦とりでを次々に抜き、王都に向かって進撃中とのことだった。イアンの耳には真しん偽ぎの定かでない噂うわさ話ばなしがあれやこれやと耳に入ってきており、中には国王であるキンゲイド四世が戦死したというものもあった。

　近くにいた、別の機士に従っている戦闘奴隷の男と目が合った。男はイアンに向かって、何があった？　とばかりに首を傾かしげた。先ほどイアンに、持っていたパンを一切れ譲ゆずってくれた男だった。怪け我がをしていたせいで、天幕の設営に手間取っていたのをイアンが手伝ってやったところ、礼だといって渡してくれたのだ。ずっと取っておいたものらしく、石のように硬くなってしまった代物だったが、満足な食事を与えられず慢性的な空腹状態にあるイアンにとっては、この上ない貴重品だった。

　そのパンをイアンはまだ食べずに、服のかくしにしまいこんでいる。

　様子を見てこいとアルバートに命令されたイアンだったが、足を運ぶまでもなく、喧けん騒そうの正体はすぐに知れた。

「敵襲！」

「オルガンドが襲ってきたぞ！」

　悲鳴にも似た叫び声が次々に聞こえてきて、イアンのいた周辺一帯もたちまちのうちに騒乱のただ中に叩たたき込まれることになったからだ。

「敵襲だと……」

　男は信じられないといった口調で呟つぶやくと、自分の主人のいるほうに向かって走っていった。

「馬ば鹿かな、もう数日かかるのではなかったのか？」

　アルバートが天幕からあわてた様子で飛び出してきた。

「イアン！　すぐに出るぞ。手伝え！」

　イアンに向かってそう命じるなり、アルバートは天幕の傍かたわらに置かれていた巨大な物体に走り寄り、前面の扉を開けて中へと飛び込んだ。

「早く閉めろ！」

　アルバートに怒鳴られ、イアンは自分も急いでその巨大な物体のそばへ走っていくと、アルバートの開けた扉を外側から閉め、彼の姿を隠した。

　途端、巨大な物体が小刻みな振動を開始する。

　イアンが急いで飛びのくのと、それが動き出したのはほぼ同時だった。

　イアンの目の前で、その巨大な物体は大地を踏みしめるように立ち上がった。

　それは、異い形ぎようだった。二本の足と二本の腕、頭部を持つさまは人間とよく似ているが、身の丈は優に倍を超える。全身を金属の装甲で覆われており、見た目は大きな甲かつ冑ちゆうそのものといえた。内側には筋肉と血液の代わりに無数の部品の組み合わせからなる精巧な機械式の機構が詰まっており、胴体にあたる部分に乗り込んだ操縦者の意思に応じて稼動する仕組みとなっている。

　機械じかけの巨大兵士。
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　それが機巧鎧アームネインと呼ばれる、異形の正体だった。

　イアンは改めて周囲を見渡した。今は夜だったが、中天に満月が煌こう々こうと輝き、柔らかな光が彼らのいる森を照らし出しているため視界はそう悪くない。天幕と木々の間に他ほかにも何機か機巧鎧アームネインの姿が見え、それらのほとんどが、アルバートの乗る機体と同じように立ち上がっていた。

　そのうちの一機が、突然激しい音を発し、その場に頽くずおれた。

『何っ!?』

　驚いたアルバートの声が、機体に備わった仕組みによって増幅され、外のイアンの耳にも聞こえてくる。

　イアンは頽れた機巧鎧アームネインに向かって目を凝こらし、そして気がついた。

　倒れた機体のすぐ傍かたわらに、両手に戦せん斧ぷを携えた別の機巧鎧アームネインが、闇やみに溶け込むようにして立っているのを。

　しかも、一機だけではなかった。その機体の背後には、同じように闇にまぎれてうごめく数機の機巧鎧アームネインの姿があった。

　イアンの心臓が大きく鼓動を打った。

　間違いない。イアンは固かた唾ずを吞のみ、声に出さずに呟つぶやいた。

　間違いない。あれは敵だ。

　夜や陰いんに乗じて出現した敵の機巧鎧アームネイン部隊は、先頭にいた一機が片手を挙げて合図するのに合わせて散開し、周囲にいたリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインに次々と襲いかかった。

　森は大混乱に陥おちいった。

　巨大な機巧鎧アームネインが高速で動き回り、そこかしこで斬きり結ぶ。機体同士が激突して生じる甲高い音や、木々に衝突して発せられる鈍い音、そしてそれらに混じって発せられる人の悲鳴や叫び声が、一斉に湧わき起こってイアンの耳を圧した。機巧鎧アームネインが戦っている間を、大勢の戦闘奴ど隷れいたちが必死に逃げ惑う姿が視界に飛び込んでくる。

　戦いを本分とする機士を補佐し、身の危険を顧かえりみずどこまでも付き従う。時には自らも武器を取り、機士と共に敵に立ち向かう。それが戦闘奴隷の役目だと、イアンは聞かされていた。

　しかし、機巧鎧アームネインの圧倒的な力の前に、生身の人間はあまりにも無力だった。攻撃を当てたところで、傷ひとつつけられるとも思えない。それどころか、そばに近寄るだけでも命がけだった。現にイアンの目の前で、戦闘奴隷たちが次々と、走り回る機巧鎧アームネインに蹴け散ちらされ、踏みつけられして、冷たい地面に身を横たえ動かなくなっていく。

　先頭の一機は周囲を睥へい睨げいするように見渡していたが、不意にイアンのいるほうに顔を向けた。機巧鎧アームネインの頭部、顔に当たる部分に穿うがたれたふたつの穴から覗のぞく目が、きらめきを帯びる。

　それを見た瞬しゆん間かん、イアンは機巧鎧アームネインの中にいる、姿の見えない機士の放つ殺気を感じ取った気がした。

　こちらに向かってくる。

　イアンの予感は当たった。敵の機巧鎧アームネインは左右それぞれの手に握った戦せん斧ぷを構え直すと、イアンたちのいるほうを目指してまっしぐらに走ってきた。

　イアンの頭は真っ白になった。このまま立っていたら踏み潰つぶされる、逃げなければ、と思うものの、体はまったく動かない。まるで魅入られてしまったかのように、迫り来る敵の機巧鎧アームネインを見つめるばかりだった。

『どけ、邪じや魔まだ！』

　背後から聞こえてきたアルバートの怒声がイアンを呪じゆ縛ばくから解き放った。アルバートの声が聞こえるなり、イアンは真横に飛びのいて近くにあった木の陰に身を寄せた。

　アルバートは機体のそばに寝かせてあった機巧鎧アームネイン用の槍やりを手に取り、身構えた。

　敵の機巧鎧アームネインはたちまちのうちに距離を詰めると、アルバートの機体に向かって戦斧による初しよ太だ刀ちを叩たたきつけてきた。

　アルバートは槍の柄の部分をかざし、これを受け止める。金属と金属がぶつかり合う激しい音が響ひびき渡った。

『こいつ、ドラードじゃないのか!?』

　アルバートの驚いたような声が耳に入ってきたが、イアンには何のことかわからなかった。心の準備が伴わないまま、不意に目の前で始まった機巧鎧アームネイン同士の戦闘、その凄せい愴そうで苛か烈れつな空気に、ただ圧倒されていた。イアンにとっては戦場に出るのも、機巧鎧アームネインが戦うところを見るのも、全すべてが初めての経験だった。

　敵の機巧鎧アームネインは最初の攻撃を受け止められたとわかると、すぐに戦斧を引いて後ろに下がり、腰を沈めて低い体勢から右肩をぶつけていった。

『うわっ！』

　焦ったようなアルバートの声が聞こえる。今度の攻撃にはまったく対応できず、彼の機体はその場で仰あお向むけに引っくり返った。

　敵の機巧鎧アームネインは生じた隙すきを逃さず、足でアルバートの機体の操縦席の部分を踏みつけると、右手に握った戦せん斧ぷを頭上高く振り上げ、アルバートの機体の頭部に向かって振り下ろす。

　何かが破は砕さいされる鈍い音が響ひびき渡った。

　アルバートの機体は、まったく動かなくなった。

　全すべてが一いつ瞬しゆんの間の出来事だった。

　一部始終を目にしていたイアンは、なおもアルバートの乗っていた機体を片足で踏みつけたままその場に立つ敵の機巧鎧アームネインを、呆ぼう然ぜんと見上げた。敵の機巧鎧アームネインの動きはまるで人間のように滑らかで、一切の無駄がなく、優雅ですらあった。おそらくはさぞ腕のある機士なのだろう。アルバートが初しよ太だ刀ちだけでも受け止められたのは奇跡というべきで、両者の格の違いは歴然としていた。

　こんな相手に、勝てるはずがない。

　イアンがそう思ったとき、敵の機巧鎧アームネインが再び顔を彼のほうへ向けてきた。

　まずい。

　イアンは弾はじかれたように立ち上がり、敵に背を向けた。途端、視線の先に誰だれかが倒れているのに気づく。

　先ほどイアンにパンを譲ゆずってくれた、あの男だった。

　イアンは反射的に、男に向かって走り寄っていた。男は全身を泥にまみれさせ、地面に突っ伏した状態で既すでに冷たくなっていた。体に手をかけ、揺すってみたが、何の反応もない。開いた口と鼻から黒い筋が下に向かって伸びており、両目が地面を力なく見つめていた。

　もう限界だ……！

　イアンは男の体を再び地面に横たえると、全力でその場から走り出していた。主人であるアルバートの安否を確認しなければという意識は、すっかり消えうせていた。彼を衝つき動かしていたのは死にたくないという生存本能、ただそれだけだった。

　混乱はイアンが向かった先にも既に伝でん播ぱしていた。武器を構えた味方の機巧鎧アームネインがイアンのいるほうへ向かって次々に走ってくる。その間を、彼は無我夢中ですり抜け、体が悲鳴をあげるのにも構わず、ひたすら走り続けた。

　どこへ向かえばいいかのあてなどあるはずもなく。




　　　　２




　森だけではなく、王都の中にもまた、破壊と殺さつ戮りくの嵐あらしが吹き荒れていた。

　悲鳴をあげながら逃げ回る群集の中に、城門から突入してきたオルガンド軍の機巧鎧アームネインが、兵士が、次々に突っ込み、手当たり次第に命を奪っていく。

　頭上高く掲かかげた鉾槍ハルバードを目の前の相手に振り下ろし、穂先に装着した斧おのの部分で頭ず蓋がいを叩たたき割る重装兵がいる。

　組み伏せた相手の両腕を両足で押さえ込み、急所にとどめの一撃を加えようと、腕に装備した戦闘用義肢の刃をひらめかせる兵がいる。

　横一列に並んだ弓兵部隊が指揮官の号令に応じて一斉に矢をひき放ち、逃げ惑う人々の背から胸へと貫通する致命傷を見舞う。

　機巧鎧アームネインの両足が無抵抗の人間を踏み潰つぶし、石畳を鮮血で染めていく。

　数多あまたの命が次々に散っていき、物いわぬ亡なき骸がらとなって倒れ伏す。

　王国内のみならず、国外からも多くの人間と物資が集まり、繁栄を謳おう歌かしていた『永遠の都』は、今や戦場そのものだった。

　街の中にはもちろん多くの守備兵が配備されていたが、奔ほん流りゆうとなって押し寄せるオルガンド軍の勢いを押しとどめる力は持ち合わせていなかった。兵たちの多くは戦い慣れしたオルガンド軍にたちまち蹴け散ちらされ、一般市民に混じって屍しかばねをさらすこととなった。

　そんな中、王都の中心に位置する王城、通称『雪せつ月げつ宮きゆう』の正面入り口前広場では、リュクサリア王国軍の機巧鎧アームネイン部隊が、攻め寄せるオルガンド軍の攻撃を懸命に食い止めていた。

『ひるむな！　断じてこの先に敵を進めるわけにはいかぬ！　何としても踏みとどまれ！』

　陣頭に立って家伝の槍やりを振りかざしながら、伝声器で増幅させた塩しお辛から声ごえをあたり一帯に響ひびき渡らせ、味方を叱しつ咤たしていたのは、近衛このえ長官のエリック・ファウラーだった。彼の乗る機巧鎧アームネインはリュクサリア王国軍で制式採用されているライオットで、基本性能は一般機士用と変わらないものの、外見は白銀に金の縁取りを施した装甲を全身にまとった、非常に目立つものになっている。肩には近衛長官の身分を示す刃型の飾りが施されていた。

　ファウラーは現在のリュクサリア王国軍諸将の中で、一番の重じゆう鎮ちんともいえる将軍だった。今年で六十四歳になる。本来なら引退してもおかしくない年齢だったが、状況がそれを許さなかった。

　戦争が全すべてを覆くつがえしたのだ。

　隣国オルガンドが突とつ如じよ大軍を発し、怒ど濤とうを打って国境からなだれ込んできたのが半年前。国王であるキンゲイド四世が親征し、万全の態勢を整えて迎え撃ったはずの大会戦で蒙こうむった予想外の大敗北は、キンゲイド四世の敗死と、今日きようの王都陥かん落らくの危機という、最悪以外の何物でもない状況を生み出した。

　キンゲイド四世の死は公式には伏せられていたが、完全に情報を遮断することはできず、噂うわさは既すでに一般民の間にも広まっていた。また、オルガンド軍の勢いを止められず、日に日に国土を蚕さん食しよくされていく戦況に関してはどうにも隠しようがなく、リュクサリア王国全土にあまねく伝わり、人々に計り知れない動揺をもたらしている。

　未み曾ぞ有うの国難といってよかった。

　キンゲイド四世が戦いに敗れた際、ファウラーは自らの領地にあって参陣していなかった。そのことを彼は、今に至るも生涯一の痛つう恨こん事じとして悔くいている。それはともかく、領地で王国軍の敗走を知ったファウラーは、即座に手勢をかき集めてここ王都へ参じ、戦いから戻ってきた敗残勢力と合流した。そして国王亡き後、『五公』と呼ばれる有力諸しよ侯こうを中心とした合議制によって王国の国政が運営される中、近衛このえ長官に任じられ、王城と、残された王家の人々の守りに全力を尽くしてきたのだった。

　なぜ、こんなことになった。

　槍やりを構え、王城へ向かって次々に押し寄せてくるオルガンド軍を見据えながら、ファウラーは歯は嚙がみする思いにとらわれていた。なぜ、王都にオルガンド軍の侵入を許してしまったのか。近衛長官としての自らの責任を痛感しつつ、ファウラーはその原因を考えずにはいられなかった。

　オルガンド軍の動向に関する情報収集は、決して怠おこたっていなかった。ファウラーが把握していた限りでは、オルガンド軍の本隊が王都の外に迫るまでには、まだ多少の猶ゆう予よがあるはずだった。

　それがよりによって、いきなり王都に現れるとは。

　しかも、いくら夜や陰いんに紛まぎれてとはいえ、守備部隊がろくな抵抗も見せないうちから敵の大部隊が市街地になだれ込むなどという事態は、あまりに異常だった。

　いつ、やってきたのか。

　なぜ、王都の守りをこうも易やす々やすと突破したのか。

　経験豊かな老将は、既すでにひとつの可能性に思い至っていた。だが、今の時点では、その可能性を深く推察する情報がそろっていなかった。

　代わりにファウラーの脳裏に浮かんだのは、ひとりの少女の姿だった。

「姫様は無事に脱出なさっただろうか……」

　ファウラーは機巧鎧アームネインの操縦席の中で、伝声器に乗らない小さな声で呟つぶやいた。

　姫様というのは、キンゲイド四世の長女で、今や公式にリュクサリア王家直系の血を受け継ぐ唯一の身たる王女フランシスカ・リュクサリアのことだった。ファウラーにとっては、赤ん坊の頃ころから守役として面倒を見ていた、孫のような存在でもある。

　王都にオルガンド軍が侵入を開始したとわかったとき、ファウラーはすぐに自室にこもっていたフランシスカの下もとへ急行し、脱出するよう促したのだった。ここはじいに任まかせて姫様はお逃げください、そういって送り出したときのフランシスカの表情は、戦っている間もずっとファウラーの脳裏に投影されていた。まだ子供っぽさは抜けきらないものの、かつて王国一の美び貌ぼうを謳うたわれた彼女の母、アルミラ前王妃から確かな資質を受け継いだことを見る者皆に伝えるその顔が、そのときは悲壮感と焦しよう燥そう感に彩られていた。

　状況は絶望的だった。リュクサリア王国の王都リュクシスは、これまで皆が蛮ばん族ぞく呼ばわりして蔑さげすんでいたオルガンドの手に落ちようとしていた。最終防衛線ともいえる城門を突破されてしまった以上、もはや落城を食い止める手立てはない。

　もとよりファウラーは、自分がこの戦いで生き長らえることができるなどとは思っていなかった。王国のために犠牲となる覚悟はとっくにできている。今や唯一の望みは、フランシスカが無事に王都から脱出することだった。姫様だけには何としても生き延びてもらわなくてはならない。そのためならこの老いさらばえた身が犠牲になろうと構わぬ。自分の命に代えても、敵をこの先へ一歩たりとも踏み込ませてなるものか──

　その思いが、老将の闘志をかき立てていた。

　そんな中、自軍と敵軍が入り乱れて戦っている中をすり抜けるようにして、一機の味方の機巧鎧アームネインが近づいてくるのがファウラーの目に映った。

「あれは……」

　その機体の頭部、人間でいうと額に当たる部分には、大きな角型の前立が施されていた。リュクサリア王国軍においては、機巧鎧アームネインの所有者が自分の裁量で、ちょっとした装飾を機体に加えることが認められている。そのため貴族のような財力に余裕のある者の中には、特徴的な意い匠しようの前立や肩の飾りなどをあつらえている者も多かった。

　その機巧鎧アームネインは、ファウラーのすぐ横まで来て止まった。

『ファウラー閣下、ご無事でしたか』

『おお、フォティオス卿きようか』

　伝声器を通して発せられた声を聞いて、ファウラーは操縦している者が誰だれなのか思い至った。中堅貴族のひとり、ヴィクト・フォティオスだった。キンゲイド四世に従って先の国境地帯での戦いにも参加していた人物で、王都に戻ってきてからは、五公のうちの誰かの与力になっていたと記憶している。

　ファウラーはヴィクトとこれまで何度か話をしたことはあったが、それほど親しくしていたわけではなかった。そのヴィクトが、こんなときに何の用があって自分のところまでやってきたのだろうか？

『閣下、王女殿下は今どちらに？』

　ヴィクトはおもむろにファウラーに質問してきた。

『既すでに王都を脱出なさっているはずだ』

　ぜひともそうであってほしい、という本音までは声にせず、ファウラーは答えた。

『警けい護ご役はどなたが？』

『バーナビー公の部隊に任まかせる手て筈はずになっているが……レナード、前に出すぎるな！　囲まれるぞ！』

　ヴィクトと伝声器越しに会話しながらも、ファウラーは戦闘の状況から目を離すことはなかった。槍やりを構え、敵の機巧鎧アームネインが向かってきたならすぐにも応戦できる態勢を取っている。

『それはいけませんね……』

　ヴィクトの呟つぶやきがファウラーの耳に入った。

『どういう意味だ？』

『……閣下、この場は他ほかの方々に任まかせて、王女殿下の下もとへ向かってください』

　ヴィクトはファウラーの問いには直接答えず、別のことを口にした。

『何？』

　思わず耳を疑ったファウラーだったが、こんな状況でヴィクトがわざわざやってきてそう告げるからには、そこによほどの理由があると考えるべきだった。

『貴公、何を知っている？』

　ファウラーは胸の奥から嫌な予感が湧わき出してくるのを感じながら尋ねた。

『バーナビー公が敵に内通したようです』

『何だと！』

　ファウラーの驚きよう愕がくする声が、伝声器を通じて周囲に響ひびき渡った。誰だれかが敵に内応したのかもしれない、そこまではファウラーも既すでに考えていた。彼の思い至っていた可能性とは、まさにそのことだった。

　だが、よりによってそれがバーナビーだったとは。

　ファウラーにとっては一番ありえない、またそうであってほしくない相手といえた。

　バーナビーは五公のうちでも屈指の実力を持つ諸しよ侯こうで、キンゲイド四世亡き後の王国の運営において重きをなしていた人物だった。領地から多くの兵力を引き連れて参陣しており、今回の戦いでは、市街地全域の守りを担当していた。それゆえファウラーはフランシスカを王都の外まで連れ出す役目を、彼に任せたのだが──

　ヴィクトは機体をさらにファウラーの近くに寄せ、伝声器の音量を絞って話しかけてきた。

『詳しくは道々。私もお供させていただきます』

　ファウラーは改めて周囲を見渡した。決断を下すまでに要したのは、瞬またたき一回分ほどの間に過ぎなかった。

『ノックス！』

『はっ！』

　ファウラーは近くにいた副官に声をかけた。ノックスと呼ばれたその機士は、王城内に侵入しようとした敵兵をちょうど退けたところだったが、ファウラーに呼ばれるや、自身の機巧鎧アームネインに乗ったまま走り寄ってきた。

『ノックス、わしは少しの間、ここを離れる。任せて平気だな？』

『お任せください』

　ノックスの返答は簡潔だった。

　ファウラーは操縦席の中で頷うなずくと、ヴィクトのほうへ機体の顔を向けた。

『フォティオス卿きよう、こっちだ。ついてきてくれ』

　ファウラーはヴィクトを促し、ひとまず戦域から後退した。

『いい部下をお持ちですね』

『当然だ』

　ファウラーにとってノックスは、自分の領地から連れて来た大切な子飼いの機士だった。機巧鎧アームネインを乗りこなす技量も確かなものを持っている。彼ならば、自分の代わりを十分務められるだろう。

　ファウラーとヴィクトは王城の正面入り口のところまで来ると同時に乗機から降りた。王城の中へ、機巧鎧アームネインに乗ったまま進入することはできない。

　ファウラーは六十を越えているとは思えない機敏な動作で、地面へと降り立った。頭髪や口のまわりにたくわえた髭ひげは年相応に白くなっていたが、今も恰かつ幅ぷくはよく、堂々たる体たい軀くを誇っている。

　ヴィクトのほうはすらりとした体つきの、背の高い男だった。長い髪を頭の後ろで束ね、銀の胸当てをまとっている。

　ファウラーとヴィクトは小走りで王城の中へと向かった。

「ヴィクト、バーナビーが内通したという話、本当なのか」

　ファウラーは階段を走って上がりながら、横に並ぶヴィクトに問いかけた。焦りのあまり、敬称をつけることも忘れていたが、それも無理のないことだった。ヴィクトのいっていることが真実なら、ファウラーは一番近づけてはならない人物にフランシスカの身を託してしまったことになるからだ。

「複数の筋からの情報を総合して、判断しました。今回のオルガンド軍の王都侵入は、バーナビー公の手引きによるものと考えて、ほぼ間違いありません」

「しかし」

　信じがたい話ではあった。五公といえばただの諸しよ侯こうではない。いずれもリュクサリア王国の建国にあたって特に功績のあった部下を家祖とする名門であり、王家の藩はん屛ぺいたることを義務付けられる代わりに、他ほかの諸侯とは明らかに異なる厚遇を保証されている存在だった。王国の長年の歴史の中で、どの家も王家との間に幾度となく婚こん姻いんを交わしており、今や準王族と呼んで差さし支つかえないほどの立場にある。

　そんな五公のうちのひとりであるバーナビーが、オルガンドに内通するなどということが本当にあるのだろうか？

　そうしたファウラーの疑問は、彼にとっては望んでいない形で、すぐに判明することになった。

　王城の中へ足を踏み入れた途端、あたりにいた兵士たちが一斉に近寄ってきて、彼らの目の前で槍やりを交差させた。

「お引き取りください。許可のない方をこの先へ進ませてはならないと、命令を受けています」

「許可のない方、だと」

　ファウラーは自分に向かってそう述べた兵を、にらみつけた。

「貴様、誰だれに向かって物をいっているか、わかっているのか」

　近衛このえ長官として王城を守る責任者の立場にあるファウラーが、守るべき王城への入城を禁じられる。こんな馬ば鹿かな話があるはずがない。しかもファウラーは、行く手を塞ふさぐ兵たちの顔に見覚えがなかった。ファウラーの知らない者たちが、本当なら彼がやるはずのことを、知らないうちに勝手にやっているということになる。

「貴様ら、バーナビーの手の者か」

　ファウラーが声を低めて、恫どう喝かつするように問うと、兵たちの間にあからさまな動揺が走るのがわかった。

　ファウラーは傍かたわらに立つヴィクトに顔を向けた。それと同時に手を、腰に差した剣の柄つかにかける。

「フォティオス卿きよう、貴公のもたらした情報はどうやら確かなようだ」

「そのようですね」

「かくなる上は……こうするしかあるまい」

　ファウラーは、腰に吊つるしていた剣を抜き放ち、兵たちに向かって身構えた。ヴィクトもすかさずファウラーにならい、同じようにする。

　ファウラーは兵たちに向かって告げた。

「近衛長官のエリック・ファウラーだ。そこをどけ。さもなくば斬きり捨てる」

　ふたりの行く手を塞ふさいでいた兵士たちは、互いに顔を見合わせ、後ずさる素振りを見せたものの、道を空あけようとはしなかった。

　ファウラーはちらとヴィクトに一いち瞥べつをくれ、目と目で意志を通じ合わせると、次の瞬しゆん間かん裂れつ帛ぱくの気合と共に床を蹴けり、目の前の兵士に向かって斬り込んでいった。

　王城の正面入り口を入ってすぐのところにある大広間は、たちまちのうちにリュクサリア王国に属する者同士が刃を交わす殺し合いの場と化した。

　ファウラーとヴィクトは行く手に立ち塞がる兵たちを剣でなぎ払いながら、大広間を全力で走り始めた。兵たちが次から次へとあちこちから現れ出て、ふたりの前を遮さえぎろうとする。ファウラーとヴィクトは共に卓越した剣さばきを見せ、向かってくる兵たちを退けながら進んでいった。

　雪せつ月げつ宮きゆうの名の由来ともなっている、白大理石で築かれた床が、壁が、柱が、剣撃によって飛び散る兵士たちの鮮血で、みるみる赤く染め上げられていく。

　ファウラーとヴィクトは互いに小さな傷は受けたものの、深手を負うことはなかった。ふたりは追いすがる兵たちを振り切って大広間から一本の通路へと入り、そこを扉で封ふう鎖さした。

「これで少しの間はもつでしょう」

「そうだな……」

　ファウラーの胸は悔かい恨こんと焦しよう慮りよとで、はちきれんばかりになっていた。自分たちが正面から来るオルガンド軍を迎え撃っている間に、肝心の王城が裏切り者の手に落ちていた。なぜバーナビーの策動を見抜けなかったのか。あまりの間抜けさ加減に、自分で自分を処刑したい気持ちにさせられる。

「閣下、今は王女殿下のご無事だけを考えましょう」

　ヴィクトがファウラーの心中を察したかのように、口にした。

「わかっている。こっちだ」

　ファウラーは頭を一振りすると、ヴィクトの前に立ち、歩き始めた。

　その後は行く手を遮さえぎる兵に出会うこともなく、ふたりは通路を奥へと進んでいった。何度も角を折れたり、階段を降りたりしているうちに彼らがたどり着いたのは、巨大な地下水路だった。床から天井までの高さは機巧鎧アームネインが立って歩けそうなくらいで、横幅も、数名の兵が並んで歩けるほどある。石と煉れん瓦がで全面が固められており、今はふたりのすねの半分あたりまでの深さの水が流れていた。先々に一定間隔で松明たいまつが灯ともされていたため、薄暗くはあったものの最低限の視界は確保されている。

「この先にバーナビーが待っていて、そこまではわしの部下が姫様をお送りすることになっていたのだが」

　水を蹴け立たてて走りながら、ファウラーはヴィクトに説明した。ここまで既すでにかなりの距離を疾走してきている。しかも、立ち塞ふさがるバーナビーの兵を斬きり伏せたり、そもそもその前から機巧鎧アームネインに乗ってオルガンド軍と戦い続けていたということもあって、老将の肉体はもはや限界に達していた。体が悲鳴をあげているのがわかったが、それでも走るのを止めはしない。フランシスカを助けなければという一念で、彼は己の体を叱しつ咤たし、足を動かし続けた。

「ファウラー閣下、あれをご覧ください」

　ヴィクトが前方を指差した。ファウラーの目に、誰だれかが松明の下で、壁に背を預ける形で座り込んでいるのが映った。

「あれは……！」

　ファウラーとヴィクトは足を速め、座り込んでいる人物の下もとへと近づいていった。

「やはり……ダノン卿きよう、しっかりされよ！」

　そこにいたのは、王国の財政管理を司る財務総監の地位にあった貴族、ダノンだった。実務処理能力の高さと清せい廉れんな人柄で知られており、キンゲイド四世亡き後は人材難のあおりを受けてさまざまな業務を兼任していた。事実上宰さい相しように近い立場にあったともいえる。ファウラーがフランシスカと共に、王城から逃がそうとしていた人物でもあった。

　ダノンの全身は傷だらけで、激しい戦いに巻き込まれたことが見ただけですぐにわかった。意識を失っているのか、ファウラーたちがそばに来てもうなだれたまま動こうとしない。

　ファウラーがダノンの肩に手を置き、軽く揺すると、その体がようやく反応し、顔が持ち上がった。

「おお、ファウラー卿きよう……バーナビー公が……公が……！」

「状況は概おおむね承知している。姫様は今どこに？」

　ファウラーは言い募ろうとするダノンを制し、最も肝心なことを尋ねた。

「護ご衛えいの方々が戦っている間に、私が機巧鎧アームネインの格納庫までお連れしました」

「王女殿下は機巧鎧アームネインにお乗りになられたのですか？」

　ヴィクトが確認するように問うと、ダノンははい、と頷うなずいた。

「姫様はエリュシオンを操縦され、格納庫からご出発なさいました」

　ファウラーはヴィクトと顔を見合わせた。どうやらここの地下水路でフランシスカがバーナビーに捕とらわれるという事態にはならずに済んだらしい。

「ただし……ご出発なさったのは王女殿下だけです」

「誰だれも随ずい伴はんしていないのか!?」

　ファウラーは思わず声を荒げた。

「申し訳ありません。私が機士であれば、お供できたのですが」

　貴族の全すべてが、機巧鎧アームネインを操る機士というわけではない。このダノンのように、自身が戦場に出ることはなく、内政を専もつぱらとする者の中には、機士でない者も大勢いる。

「地下水路を通って、王都から脱出するまでは大丈夫だと思いますが、問題はその後ですね」

　ヴィクトは顎あごに手をやり、考え込む様子を見せながら口にした。

「王都の外にも、オルガンドの大部隊が押し寄せています。味方の軍も展開はしているはずですが、王女殿下がそちらにうまく合流できるかどうか」

　ファウラーはうめき声をあげ、白髪頭をかきむしった。

「とにかく、すぐに後を追いかけなければならん。姫様にしろ、エリュシオンにしろ、バーナビーやオルガンドの手に渡ろうものなら、とんでもないことになる」

　敵に捕まると困るのは、フランシスカだけではなく、彼女の乗っている機巧鎧アームネインエリュシオンに関しても同じだった。エリュシオンは王家の正統な血を引く者にしか動かせないとされ、これまで歴代のリュクサリア国王のみを所有者としてきた、由緒正しき王家専用の機巧鎧アームネインだったからだ。

　リュクサリア王国を打ち立てた『太たい祖そ』ルパート一世の乗機として記録に初めて姿を現したエリュシオンは、ルパート一世を乗せて大小五十余の戦い全てに勝ち抜き、王国建国の礎いしずえを築いたと歴史書には記されている。

　その後もエリュシオンは、四百年にわたるリュクサリア王国の歴史の中で合計二十五人の国王を所有者とし、幾多の戦場を走り巡った。エリュシオンの軌跡はリュクサリア王国の歴史そのものと歩みを同一にしており、これまでに戦場で討ち取った敵機巧鎧アームネインの数は一千を超えるともいわれる。その存在はリュクサリア王国全軍の象徴として王国内外に広く知れ渡っており、たとえ国王自身が姿を見せなくても、エリュシオンが動いていれば、誰だれもがその場に国王がいるものとみなすほどだった。

　即すなわち、エリュシオンとはただの機巧鎧アームネインではなく、リュクサリア王家の威い信しんそのものであり、玉座と同等の価値を持つ存在に他ほかならなかった。そのエリュシオンが、もしオルガンドの手に落ちるようなことがあれば、全軍に与える悪影響は計り知れない。しかもそれが、フランシスカも一緒などということになれば、もはやリュクサリアの未来は完全に閉ざされたも同然だった。

「ダノン卿きよう、エリュシオンが置いてあった格納庫に、他の機巧鎧アームネインは残っているか？」

「は、はい。正確な数はわかりませんが、何機かは」

　ファウラーはダノンの言葉を聞くと、よし、と頷うなずいた。

「このままわしらが行くしかない。すぐに格納庫へ向かうぞ」

　ファウラーはヴィクトに向かって促した。

「わかりました」

　ファウラーは頭の中で、今も彼の戻りを待ちながらオルガンド軍と戦い続けているであろうノックスをはじめとする部下たちのことを思い浮かべた。

　生きて彼らと再びまみえることは、もうあるまい。

　老将はかぶりを振って、部下に対する思いを断ち切った。非情と恨まれることになろうと、今は取るべき道はひとつしかない。

「格納庫はこっちの方向だ。フォティオス卿、ついてきてくれ。ダノン卿、すまぬが今は姫様のことが第一だ。我らはここで失礼する」

　ダノンの返事を待たず、ファウラーはヴィクトを促して再び走り出した。
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　松明たいまつの明かりを頼りに地下水路を進み、出たところは周囲に木の生い茂る森の中だった。

　フランシスカは周囲を見渡し、近くに敵味方を問わず機巧鎧アームネインも兵の姿も見えないことを確認した。ずっと薄暗いところを通ってきたため、月の光がやけに明るく感じられる。

「てっきり、バーナビーの手勢が待ち構えていると思ったけれど……」

　フランシスカはエリュシオンの操縦席の中で呟つぶやいた。自分を守ってくれるはずだったバーナビーの兵たちが、突然槍やりを自分に向けてきたときの光景を、彼女はここへ来るまでの間に、何度となく思い返していた。バーナビーといえば、亡き父が実の兄のように思うといったこともあるほど、深く信頼していた臣下だった。それを知っていたからこそ、ファウラーも自分を託そうとしたのだ。よりによってそのバーナビーが、父の敵であるはずのオルガンドと手を結び、反逆の牙きばをむくとは。父がこのことを知ったら、どう思っただろうか。

　やめよう。今はそんなことを考えても仕方がない。

　フランシスカはこれから自分がどうするべきかに意識を集中することにした。

　この場にじっとしているわけにはいかない。今敵の姿が見えないといっても、次の瞬しゆん間かんこの場に現れないとも限らないからだ。もしそれが機巧鎧アームネイン部隊ででもあろうものなら、たちまちのうちに囲まれ、捕とらわれてしまうことは目に見えている。

　とにかく、できる限り速すみやかに、味方の部隊と合流しなければならない。

　フランシスカは操そう演えん桿かんを握る両手に力をこめ、両足に体重をかけた。すかさず、エリュシオンにその動きが伝わり、機体の足が前に踏み出される。

　彼女は地面を蹴けって、エリュシオンを走らせ始めた。加速は抜群だった。全速力に達するまで、瞬またたき数回分程度の間しかなかったろう。

「すごい……なんて速いの」

　フランシスカがエリュシオンに乗るのは今回が初めてだった。エリュシオンは国王の専用機、玉座と同等の重みを持つがゆえに、『神み子こ姫ひめ』たるフランシスカですら、軽々しく操縦席に座ることは許されなかったからだ。彼女が機巧鎧アームネインの扱い方を習ったのはファウラーからだったが、その際練習機として用いられたのは一般機のライオットで、エリュシオンに触れたことはなかった。ダノンに連れられて王城地下の機巧鎧アームネイン格納庫へたどり着いた時点でも、フランシスカがエリュシオンに乗ると決まっていたわけではない。現にダノンには、フランシスカがエリュシオンを選ぼうとしたとき、乗り慣れたライオットにするべきではないかと進言されたほどだった。

　それでもフランシスカは、迷うことなくエリュシオンを選択した。この機体を敵の手に渡すわけにはいかなかった。それに何より、彼女にはエリュシオンを託したいと考える相手がいた。

　それは彼女にとって今や唯一の肉親である、兄のアルトゥールだった。

　会ったのは幼い頃ころにわずか一度きりだったが、それでも彼女はそのときの兄の姿を、今でも鮮明に覚えている。王国東部にある夏離宮に赴おもむいたときのことだった。そのとき、父が密ひそかにアルトゥールを招き寄せ、フランシスカと非公式ながら兄妹の対面を果たさせたのだった。

　アルトゥールは栗くり色いろの柔らかそうな髪と、フランシスカと同じ深い海の色をした瞳ひとみを持った少年だった。
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　彼はフランシスカの頭に手を置き、優やさしい声でこういった。

　将来、君が困ることがあったら、必ずぼくが助けてあげる。

　アルトゥールのその言葉は、それ以来何にも替えがたい宝物となって、フランシスカの胸に刻まれることとなった。

　アルトゥールが父キンゲイド四世の庶しよ子しであり、その存在が公おおやけにされていないことをフランシスカがはっきりと知ったのは、もう少し成長してからのことだ。

　父の治世が平へい穏おんなまま過ぎていれば、アルトゥールの存在は父とフランシスカだけの秘密であり続けたことだろう。

　しかし、今や父は亡くなり、公式にリュクサリア王家の直系の血を受け継ぐ人間は、フランシスカひとりとなってしまった。

　彼女が考え抜いた末に、アルトゥールの存在を五公をはじめとする主だった臣下に明かし、彼を探し出して王位に就けることを考えていると表明したのは、つい先日のことだった。とはいえ現段階では、アルトゥールが今も健在なのか、どこにいるのかといったことは一切わかっていない。その辺のことを知っていた唯一の存在である父が、フランシスカに何も教えないまま逝いってしまったからだ。

　こんなことならもっと早く手を打っておくのだった。居場所さえわかれば、このまま自分から兄を迎えに行くのに。

　そうだ。味方と合流し、ひとまず安全を確保したら、誰だれかにはかって兄様の居場所を探してもらおう。ファウラーに相談できれば一番いいのだが、果たして今も無事だろうか──

　決して、油断していたわけではない。

　今いるのが戦場だということを、忘れたわけでもない。

　しかし彼女は、自分の考えに、少しばかり夢中になりすぎていた。

　だから周囲の異変を察知するのが少しだけ遅れ、気づいたときにはもう後の祭りだった。

　いつの間に接近したのか、エリュシオンの周囲を、オルガンド軍の機巧鎧アームネインドラードが数機、気配を潜ひそめるようにして、併走していた。

「この機体……まさか、突撃機ランサー？」

　ざわ、とフランシスカの全身に悪寒が走る。左右を見回し、視界に入る範囲に四機の姿を確認した。エリュシオンの性能はドラードを上回っているはずだが、一対四というのはあまりに不利だった。フランシスカは自分の実力を過信しなかった。この場は逃げるしかない。だが、突撃機ランサーが相手となると厄介だった。機巧鎧アームネインには用途に応じて突撃機ランサー、重装機ヴアンカーの区別があり、同じライオットやドラードであっても、突撃機ランサー仕様と重装機ヴアンカー仕様とでは、見た目も性能もだいぶ異なる。敵軍への切り込みや追撃を行うことを主目的として調整された突撃機ランサーは、とにかく機動性に優すぐれているのが特徴だった。乗っている機士の能力によっては、どれほどの性能を叩たたき出すかわからない。さしものエリュシオンといえど、簡単に振り切れるとは──

　大丈夫、やれる。フランシスカはかぶりを振り、自身の内に芽生えかけた弱気を打ち消した。

　こんなところで足止めされてたまるものか。

　少しでも早く、兄様の下もとへ行かなければ。

　彼女は両足に力をこめた。エリュシオンの走る速度がさらに上がり、横にいた敵機の位置がたちまち後ろに下がっていく。

　どうやら加速面に関しては、エリュシオンに分があるようだった。

　これなら何とかなるか、とフランシスカが思った、まさにそのときだった。

　突然耳元で轟ごう音おんが炸さく裂れつし、視界が閃せん光こうに塗り潰つぶされた。

「──！」

　フランシスカは反射的に身をすくませてしまい、エリュシオンもそれに反応して足を止めた。たたらを踏んだ機体がよろけて半回転し、後ろを振り返る形になる。そこへ、左右から追いすがってきた敵機が、同時に槍やりを投げてきた。エリュシオンは横跳びでこれをかわす。だが一本は何とかしのいだものの、もう一本がエリュシオンの右足を直撃した。

　激しい衝撃とけたたましい音が操縦席のフランシスカを見舞う。

「うっ……！」

　そこへ、今度は真正面から、手ちよう斧なが回転しながら飛んできた。フランシスカはエリュシオンの頭部をひねり、かろうじてこれをよける。フランシスカの耳元を、風を切り裂くうなりがかすめていった。手斧はエリュシオンのすぐそばにあった木をへし折り、地面に落ちた。

　エリュシオンは地面に片かた膝ひざをついた。

　フランシスカはへし折られた木の切り口を、呆ぼう然ぜんと見つめた。細い木ではなかった。彼女が両腕を広げても、抱えきれないくらいの太さはあるだろう。それがたやすく破壊されていた。フランシスカは機巧鎧アームネインの持つ破壊力、兵器としての禍まが々まがしいほどの暴力性を、改めて肌で感じた。手ちよう斧なが操縦席を直撃していたらどうなっていたか。そう思った途端、恐怖に心臓をわしづかみされそうになる。

　相手は本気だ。

　本気でこちらを狙ねらってきている。

　機巧鎧アームネインの扱い方を習うにあたり、戦いに関しても基本的な手ほどきを受けていたフランシスカだったが、これまで本物の戦闘を体験したことはなかった。ましてや、自分自身が敵の攻撃にさらされるなど、想像はしても実感することはなかったといっていい。

　しかし、今やそれはれっきとした現実、形ある危機として、彼女の身に迫ってきていた。

『足が止まった。このまま包囲しろ』

『了解』

　敵機士の声が聞こえた。四機の機巧鎧アームネインは、剣や鉾槍ハルバードなど手持ちの武器を構え、エリュシオンに迫ってくる。

　フランシスカは敵の放つむき出しの殺気が、自分の身に吹きつけてくるのを感じた。

「こんな……」

　声を出そうとしたものの、喉のどがひりついてすぐに出てこない。

「……こんなところで、負けるわけにはいかないわ！」

　フランシスカは操縦席の中で懸命に声を張り上げた。敵に向けて発したというよりも、むしろ臆おくしそうになる自分への叱しつ咤ただった。

　彼女は再び機体を立ち上がらせた。

　大丈夫、エリュシオンの加速力なら必ず振り切れる。目くらましや飛び道具を使ってくることも、そうとわかっていれば対処のしようはある。もう一度。もう一度だ。

　だがエリュシオンが機体を翻ひるがえし、再び走り出そうと腰を落としかけたその瞬しゆん間かん、激しい亀き裂れつ音が聞こえて、右足ががくん、と大きく沈み込んだ。たちまち平へい衡こうが損なわれ、機体が大きくよろけてしまう。すぐに体勢を立て直すべく、フランシスカは操縦席の中で右足に力をこめたが、機体の動きに変化はなかった。何度も何度も、蹴けりつけるように自分の足の動きを機体に伝える。それでもまったく反応はない。

　エリュシオンは傍かたわらに生えていた木をつかみ、かろうじて体を支えた。

「まさか……」

　フランシスカの脳裏に、最悪の仮定が思い浮かぶ。

　エリュシオンの足が壊れてしまった。

　あの槍やりが当たったことが原因なのは間違いない。

　足が壊れるということ。それは今のエリュシオンにとって、最大の強みともいうべき機動性が失われたことを意味していた。

　即すなわち、逃げ切れないということだ。

　フランシスカの全身から血の気が引いた。

「そんな……！」

　もう一度背後を振り返る。四機の機巧鎧アームネインは、すぐ近くまで来ていた。下生えを踏みしめる足音が、はっきり聞こえる。

『メルツァー隊長、もしやこの機巧鎧アームネインは、エリュシオンではありませんか？』

『そうだとしたら、中に乗っているのは王家の人間……？』

『捕とらえてみればわかる。油断はするな』

　どくん、とフランシスカの心臓が早はや鐘がねを打つ。

　いやだ。

　フランシスカはエリュシオンの動かないほうの足を引きずりながら、後ずさった。

　いやだ。

　助けて。

　兄様、助けて。

　エリュシオンはなおも後ずさる。敵機はじりじりと距離を詰める。

　四機のうち、最もエリュシオンの近くまで来ていた一機がやおらその手を伸ばし──

　不意に、フランシスカは自分の体が下に向かって引っ張られる感覚にとらわれた。

　エリュシオンが仰あお向むけに転倒してしまったからだ。敵機に気を取られ、足元から急な斜面が始まっていることにフランシスカが気づかなかったのが全すべてだった。

　エリュシオンは倒れたまま、頭を下にして斜面を滑り落ちる。

　天地が逆転したとフランシスカが気づいたときには、もうどうにもならなかった。何もできず、声をあげることすらできず、機体を見舞う激しい衝撃に翻ほん弄ろうされ、ただただ落ちていくのみだった。

「くっ……！」

　斜面を滑り落ちている間、フランシスカは意識をずっと保ち続けていた。必死に歯を食いしばり、息を止め、襲い来る振動に耐える。

　永遠にも思われた落下は、最後に叩たたきつけられるような激しい衝撃をもたらして、止まった。

　フランシスカはようやく息を吐くことができた。自分とエリュシオンが今どうなっているのか、まったくわからない。頭は下を向き、機体が仰向けになった状態のままらしいというところまではおぼろげに察せられたが、そこまでだった。いつの間にか涙があふれ出していた。だがどうしてそうなるのか、彼女にも理由がわからない。恐怖、悲しみ、痛み、心細さ、情けなさ、これらのどれでもあり、どれでもないような気がした。

「兄様……」

　脳裏に浮かんだアルトゥールに向かい、声に出してその名を呼ぶ。途端、涙がますます湧わき出てきた。

　兄様助けて。私を助けて。お願い、どこにいるの。

　もはやすがれるのはそれだけとばかり、会いたいと願う兄に対する言葉を心の中で並べ立てながら、フランシスカは引っくり返ってしまったエリュシオンの機体をうつぶせにし、両手を地面について上体を起こす。

　その瞬しゆん間かん、彼女は自分のすぐ近くに、誰だれかがいることに気がついた。左右の操そう演えん桿かんから手を放し、扉に顔を触れんばかりに近づける。そして、正体を確認した。涙でほとんど見えない状態ではあったが、彼女はそれが、自分の捜さがし求めていた人物であると確信した。

「そこにいたのね……兄様」

　フランシスカはそう呟つぶやくと、扉に手をかけた。
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　一機の白い機巧鎧アームネインが自分のいる方向に向かい、猛もう烈れつな勢いで斜面を滑り落ちてくるのを、イアンは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　あれからひたすら走り続け、敵味方を問わず周囲に誰だれの姿も見えなくなったことを確認し、ようやく人ひと心地ごこちがついた気になった矢先のことだった。

　機巧鎧アームネインは斜面に生えている木にぶつかり、小刻みに進む方向を変えながら、イアンの立っているすぐ目の前まで落ちてきて、止まった。

　逃げようとする間さえ与えられない、あっという間の出来事だった。

　目の前に落ちてきた機巧鎧アームネインが再び動き出すのを見ても、イアンはまだ立ち尽くしたままだった。唐突な事態の発生に戸惑い、機巧鎧アームネインが上体を起こすまでの一部始終を、食い入るように見つめていた。

　片かた膝ひざをつく体勢となった機巧鎧アームネインが、イアンのほうに向き直る。イアンと機巧鎧アームネインの目が合った。

　機巧鎧アームネインの胴体にある扉が開き、操縦者が姿を現した。

　随ずい分ぶんと小柄だな、と思ったイアンだったが、すぐにその理由がわかった。

　中にいたのは長い金髪の美しい少女だった。

　その少女は、扉が開くなり身を乗り出し、まっすぐな視線をイアンに向けてきた。

　その瞬しゆん間かん、イアンの心臓が大きく鼓動を打った。

　彼の目は少女と、機巧鎧アームネインとに、釘くぎ付づけになった。月の光に包まれて、少女と機巧鎧アームネインは柔らかな輝かがやきを全身から放っていた。光が粒子となって、彼女たちに降り注いでいるかのようだった。

　イアンと少女の目線が、絡み合う。

　少女は大きな瞳ひとみを潤うるませ、口元にうっすらと微び笑しようを浮かべている。初めて会ったにもかかわらず、本来一番身近な、心を許した相手にしか向けられないであろう面持ちが、ひたむきにイアンに対して注がれていた。

　何てきれいなんだろう。まるで──

　なおもイアンが心の中で続けようとしたとき、少女の様子が急変した。糸の切れた操り人形のように全身の力が抜け、くたりと頽くずおれてしまう。身を乗り出していたせいで体は操縦席へ収まらず、真っ逆さまに落ちそうになった。

「危ない！」

　イアンは咄とつ嗟さに少女の下もとへ駆け寄り、落ちてくる体を両腕で抱きとめた。瞬しゆん間かん的に両足にずしりと負荷がかかったが、耐えられないほどではなかった。それに一度受け止めてしまえば少女の体は驚くほど軽く、抱えるのは苦にならなかった。

　イアンは自分の腕の中にいる少女を、改めて見つめた。長い髪が乱れ、ほっそりと優美な曲線を描く眉まゆが、今は苦しそうにひそめられている。両目は閉じられていた。ふっくらと形のいい唇が少しだけ開き、そこから漏もれ出る浅い息遣いに合わせて、ドレスを盛り上げている胸がかすかに上下していた。

　少女は正規の機士には見えなかった。

　イアンの心の中が疑問符で満たされる。

　どうしてこんな女の子が、機巧鎧アームネインに乗っているのだろう？

　そんなことを思いながら少女の顔を見つめていると、その両目がうっすらと開いた。

　再び、イアンと少女の視線が合う。

　以前にどこかで会っていただろうか？

　イアンは懸命に自分の記憶を探った。初めて顔を合わせた瞬間に向けられた、少女の親しみのこもった表情から、知っている人だろうかとも一瞬考えたが、まったく覚えはなかった。

　少女が片方の手をゆっくりと持ち上げ、イアンに向かって伸ばしてきた。その指先がイアンの胸元に軽く触れた瞬間、彼の心臓が跳ねた。

「あ……」

　少女はイアンを見つめながら口を開き、かすれる声で言葉を紡つむいだ。

「……けて……」

「え？」

　イアンは聞き返したが、少女はそれだけを言い終えると、再び目を閉じてしまった。彼の胸元に当てられていた指先も、力を失って下へ落ちる。

　はっきり聞き取ることができたのは終わりのほうだけだったが、口の動きで、イアンは少女が何といったのかがわかった。

　助けて。

　確かにそういっていた。

　イアンは顔を上げ、周囲を見渡した。近くに生えている木に目をつけ、少女を抱えたままそこまで歩いていく。そして地面に膝ひざをつき、少女の体を、木の根元に背中をもたせるようにして座らせた。

「ん……」

　少女の口からかすかなうめきが漏もれたが、目を覚ます様子はなかった。

　イアンは立ち上がり、大きくひとつ息をついた。

　短い間に、彼の頭の中ではいくつもの疑問が同時に湧わき起こり、激しく渦を巻いていた。

　この少女は誰だれなのか。

　なぜ、機巧鎧アームネインに乗っているのか。

　なぜ、いきなり崖がけの上から落ちてきたのか。

　なぜ、自分を親しみに満ちた目で見るのか。

　助けて、という言葉の意味は。

　そして──

　イアンは背後を振り返った。

　そこには少女が乗っていた機巧鎧アームネインが、彼女が操縦席から出てきたときと同じ姿勢で鎮ちん座ざしていた。

　この機巧鎧アームネインは一体……？

　イアンは機体のそばへと近づいていき、真下からその姿を見上げた。

　その機巧鎧アームネインは、月の光を全身に浴びて、イアンを見下ろす格好になっていた。今までに見たことのない型だった。これまで頻ひん繁ぱんに目にしてきたリュクサリア王国軍の機体と、先ほど遭そう遇ぐうしたばかりのオルガンド軍の機体、そのどちらにも似ていない気がした。

　それほど大きくはないのだな、とイアンは改めて見て思った。比較する対象がこの場にないのではっきりしたことはわからないが、主人のアルバートが乗っていた機体はこれよりひとまわり大きかった気がする。もっともそれは、目の前の機巧鎧アームネインの全身の形象から、イアンがそのような印象を受けただけなのかもしれない。

　アルバートの機体にしてもそうだったが、リュクサリア王国軍の機士たちが乗っている機巧鎧アームネインの多くは、肩や操縦席のまわりを分厚い装甲で覆おおった、見るからに重厚そうな外見をしたものが多かった。それらの機巧鎧アームネインを見て、イアンはよく、巨大な甲虫を連想したものだ。

　しかし、今目の前にある機巧鎧アームネインから、そういった印象はまるで感じられない。機巧鎧アームネインというのは人間の着用する甲かつ冑ちゆうをそのまま大きくしたようなものだと、以前アルバートが誰かと話しているのを聞いたことがあるが、目の前の機体を見ていると、その言葉がなるほどと頷うなずける気がした。

　少女の乗っていた機巧鎧アームネインは、まるで人間がそのまま大きくなってその場にいるかのような、自然なたたずまいを見せていた。過度の装甲で覆われたりしていない分、機巧鎧アームネインが本来備えている基本的な姿形が表に現れているのかもしれない。軽装ではあっても弱々しい感じはまるでしなかった。むしろ無駄な要素を一切省いたがゆえの、あたかも抜き身の刃物がそこにあるかのような研とぎ澄すまされた迫力が、内からにじみ出ているように感じられた。

　頭部が流線型をしているせいか、人間以外に例えるなら鳥、それも剽ひよう悍かんな猛もう禽きん類るいを連想させる。

　イアンの目の高さの位置に操縦席があり、両開きの扉が開け放たれたままになっていた。彼は縁のところに手をかけ、中を覗のぞき込んだ。

　操縦席の中は、大人ひとりがある程度ゆとりを持って入れるだけの広さがあった。左右の壁に穴が開いており、そこから棒のようなものの先端が覗いている。おそらく穴の中に手を差し込み、棒を手で握って操縦するのだろう。椅い子すはなかったが、背中の当たる部分が、寄りかかって楽に体重を預けられそうな形状になっていた。

　イアンは目線を下のほうへ向けた。左右の足を別々に乗せるようになっている、金属製の踏み板があるのが目に入る。

　ふと、その踏み板と踏み板の間に何かが転がっていることに、彼は気づいた。

「何だ……？」

　イアンは縁にかけた手を支えにして飛び上がり、上体を操縦席の中へ突っ込ませると、片手を伸ばして転がっていたものをつかみ取った。

　ペンダントだった。小鳥の卵程度の大きさの角ばった形の石に、金属製の鎖がくくり付けられている。

　あの子の持ち物だろうか？

　イアンはペンダントの石を握り締めながら、地面に降りた。

　複数の機巧鎧アームネインの稼動音が耳に入ってきたのは、そのときだった。

　イアンははっとなって、音のしたほうに顔を向けた。

　夜や陰いんと、密生する木立ちに紛まぎれて数ははっきりしないが、オルガンド軍のものとおぼしき機巧鎧アームネインが数機、こちらへ向かって進んでくるのが目に入った。

『落ちたのはこのあたりのはずだ。探せ』

『はっ』

　機士同士が交わす会話の内容も、漏もれ聞こえてくる。

　イアンは急いで少女の下もとへ戻った。どうやらまだ、目を覚ましていないようだった。

　この子が追われているのか……？

　おそらくそうだろう。イアンは少女が助けて、といった意味がわかった気がした。そして、少女がリュクサリア王国軍に属する立場であることと、何らかの事情によりたった一機で敵に追われる羽目になったのだということをも、同時に把握した。

　イアンはあわてて周囲を見渡した。こうしている間にも、敵はじわじわと距離を詰めてくる。木立ちをかき分け、下生えを踏みしめる音が次第に大きくなってきた。

　このまま機巧鎧アームネインのそばにいたら、すぐに見つかってしまう。

　かといって、少女を抱えたまま、走って逃げ切れるとも思えなかった。

　少女を置いてひとりで逃げるという選択肢は、イアンの中にはない。

　どうすればこの子を助けられるだろうか？

　彼の頭の中は、そのことで占められていた。

　もう一度、少女の乗っていた機巧鎧アームネインを見る。

　自分がこれに乗れれば……

　そんな考えがイアンの頭をよぎった。

　自分がこの機巧鎧アームネインに乗って、別の方向へ逃げれば、敵の注意を少女からそらすことができるのではないか？

　無理だ。そんなことができるはずがない。

　イアンは脳裏に浮かんだ考えを、急いで振り払おうとした。

　その瞬しゆん間かん、機巧鎧アームネインの顔の部分にあたる目が光り、それに合わせて機体がかすかなうなりをあげた。

　イアンは驚き、わずかに体をのけぞらせた。

　今の反応は何だ？

　まるで機巧鎧アームネインが自分の考えを読んで、それに同意したかのような──

　イアンは動揺し、それを抑えようと奥歯を強く嚙かみ締めた。心の中でふたつの感情がせめぎ合い、たちまち激しい葛かつ藤とうを引き起こす。乗るしかない、という気持ちと、乗れるわけがない、という気持ちと。

　根本的な問題として、どうやって動かせばいいのかわからなかった。戦闘奴ど隷れいとして、しばらく主人のアルバートの供を務めたイアンだったが、その間主人がどのようにして機巧鎧アームネインを動かしていたのかを実際に目にすることはなく、話を聞くこともなかったため、具体的な手順がまるで思い浮かばなかった。

　これではどうにもならない、とかぶりを振ったイアンは、ふと右の掌てのひらに、ほのかな熱を感じた。視線を落とすと、例のペンダントが熱を帯び、おぼろげな光を放っているのがわかった。

　イアンはペンダントと、機巧鎧アームネインの顔を交互に見た。ふたつの光は同期しており、同じ感覚で明めい滅めつを繰り返している。

　どういうことだ？

　もっとよく見てみようと、イアンがペンダントを目の高さまで持ち上げた、そのときだった。

　突然、目の前にある機巧鎧アームネインの右腕が動いた。

「えっ？」

　イアンは驚き、反射的に身をすくませた。

　誰だれも乗っていないにもかかわらず、機巧鎧アームネインは右腕を持ち上げ、肘ひじを折り曲げて拳こぶしを顔の近くへ持っていく動きを取っていた。それはちょうど、今しがたイアンが取った動作と酷こく似じしていた。

　これは……

　機巧鎧アームネインのその動きを見た瞬しゆん間かん、イアンは不意に自分の中で、何かがすとんと腑ふに落ちるのを感じた。

　このペンダントを使えば、機巧鎧アームネインを動かせるのではないか？

　イアンは右手につかんだペンダントと機巧鎧アームネインを交互に見た。後は決断するだけだった。やるか。やらないか。

　イアンは心を決めた。

　自分がこの機巧鎧アームネインに乗って、囮おとりになる。それしかない。

『今の音は？』

『隊長、例の機体が向こうに！』

　敵機士の発する緊迫した声が響ひびいてきた。

　とうとう見つかってしまった。もはや少しの猶ゆう予よも許されない。

　イアンは少女の顔をもう一度見、声をかけた。

「ここにいて」

　それからの彼の反応は速かった。さっと身を翻ひるがえすや、機巧鎧アームネインの下もとへ走り寄り、操縦席に飛び込む。続いて、ペンダントを首から提げ、手を伸ばして操縦席の扉を閉めた。

　イアンの首にかかった途端、ペンダントの輝きが増した。操縦席の中が、ペンダントの石から発せられる青い光に包まれる。

　操縦席からは、扉の一部を透かして外の様子を普通に見ることができた。機巧鎧アームネインの中にいる機士が視界をどうやって確保するのか、不思議に思ったこともあるイアンだったが、これなら心配はいらないようだ。

　敵の機巧鎧アームネインが足早に接近してくる音が耳に入った。急がないと、少女までも見つかってしまう。

　イアンは両方の足を踏み板に乗せ、同時に左右の開いた穴に手を差し込んだ。穴の中にある棒をつかむと、ぴたりと両手になじみ、まるで自分のためにあつらえられたかのような心地ここちよさを感じる。自分は以前にもこの感覚を味わったことがあったのでは？　という既き視し感かんに、束つかの間まとらわれた。そんなことがあるはずはないのだが。

　このとき、彼の脳裏を、六年前に離れ離れになってしまった姉エミリアの言葉がよぎった。

〝いいこと、イアン。困難に打ち勝つのに必要なのは、自分がどうしたいのかを想像することよ〟

　どのような状況でいわれたのか、今となっては詳しいことは思い出せない。だが姉のその言葉は、今の自分がすべきことを何よりも的確に言い表しているようにイアンには思えた。

　想像しろ。イアンは己に言い聞かせた。想像しろ。この機巧鎧アームネインが動いているところを。あの子を守って敵と戦うところを。想像しろ。想像しろ。想像しろ！

　イアンの気持ちに応こたえるように、機巧鎧アームネインが立ち上がった。

『あいつ、動いた!?』

　イアンの頭の近くにあった管から、敵機士の声が響ひびいてきた。どうやら外の音を拾って、その管から中に流す仕組みになっているらしい。

「よし、次は!?」

　操縦席の中で、イアンは叫んだ。立ち上がっただけで喜んでいるわけにはいかない。こうしている間も敵は間近に迫ってきている。

　左だ。左を向くにはどうしたらいい？

　イアンは左右の棒を振るように、軽く動かしてみた。機体の反応はない。ならば、と強く動かしてみる。それでも動く気配はない。

　どうしたんだ、とあせりが募る。

　この棒を使って動かすのではないのか？

『どうしたんでしょう？　あいつ、立ち上がったきり、動きませんが』

『何かやってくる気かもしれない。油断はするな』

　敵機士同士の会話が聞こえてきた。イアンのあせりがさらに増す。

　ええい、動けというのに！　左を向けばいいんだ！　こう！

　イアンは実演してみせるかのように、操縦席の中で自分の体をひねった。すると機巧鎧アームネインがイアンの動きに合わせるかのように反応し、機体を彼の望んだ方向へと向けた。

　どうやらそうするのが正解だったらしい。機巧鎧アームネインというのは、中に乗っている人間の体の動きを感知して動くものなのだろうか？

　ようやく機体ごと左のほうを振り向いたイアンは、敵の機巧鎧アームネインが四機、横一列に並んで身構えているのを確認した。いずれも鉾槍ハルバードや剣などの武器を構えており、今にもこちらに向かってきそうな勢いだった。距離はかなり近い。危ないところだった。もう少しもたついていたら、あっさり捕まっていたかもしれない。それに──

　あの子が見つからないようにしないと。

　少女の今いる位置はちょうどイアンの背後にあたり、敵の視界から遮さえぎる形になっているはずだった。イアンは少女が自分の真後ろにいることを意識した。自分が機巧鎧アームネインに乗ってではなく、自らの二本の足で地面に立ち、少女を背中にかばっているような感覚を覚える。

『数はこちらが多い。油断さえしなければ大丈夫だ。早く捕とらえて、中を確認するぞ』

『はっ』

　敵機が武器を構えたまま、一斉にイアンに向かって足を踏み出してきた。

　それを見たイアンは、反射的に操縦席の背に体を押しつけた。すかさず、機巧鎧アームネインもそれに反応し、後ろに下がる素振りを見せる。

　だめだ。後ろにはあの子がいる！

　イアンはあわてて体を前に出すようにして、背を浮かせた。機巧鎧アームネインは後ろに下がることなく、その場に踏みとどまる。

　ここからは一歩も下がれない。

　イアンは自分に念押しするように言い聞かせた。

　このまま下がれば、少女を機巧鎧アームネインの足で踏み潰つぶしてしまうかもしれない。そんなことが許されるはずがない。

　敵機は一歩、また一歩と距離を詰めてくる。間もなく、武器の射程内に入るだろう。

　どうすればいい？　どうすれば──

　頭の中が真っ白になる。

　続いて取った行動は、彼自身も予測しないものだった。

　イアンは真正面にいた敵機に向かい、自分から突っ込んでいった。

　だがすぐに、自身の機体の違和感に気づく。

　姿勢が安定せず、上体がぐらついたことで、機体の右足の自由が利かないことがわかった。

　咄とつ嗟さにイアンは機体を前転させ、敵機の横をすり抜けた。

『こいつ、何て真ま似ねを！』

『逃がすな！』

　敵機士のあわてた声が夜の森に響ひびき渡った。イアンは立ち上がりながら背後を確認し、四機の敵機が武器を振り上げて彼のほうに殺到してくるのを見た。

　もはや何も考えられなかった。

　彼にできるのは、目の前の状況に対し、瞬しゆん間かん的に対応すること、ただそれだけだった。

　一機が鉾槍ハルバードを振り下ろすのを、踏ん張りの利くほうの足を使って後方へと飛びのき、すんでのところでかわす。

　息をつく間もなく、二機目が剣の一突きを繰り出してくるのを、今度は横転で何とか避ける。

　次は？　さすがに次は逃げ切れないかもしれない。どうする？

　そう思った途端、再びイアンの頭の中に、姉から聞かされた言葉が蘇よみがえった。

〝だめだと思ったら終わりよ。できると信じるの〟

　三機目も剣で、今度は足を横なぎで狙ねらってきた。手近にあった木を両手でつかんで体を支え、動くほうの足で飛び跳ねてしのぐ。

　四機目は最初に横をすり抜けた相手で、またしても鉾槍ハルバードで一撃を食らわせようとしてきた。

　イアンは次の瞬間の自分の機巧鎧アームネインの動きを想像する。

　思い切り横っ飛びし、射程内から離脱することで回避した。

『どういうことだ？　さっきと動きが違う』

『ふざけた真ま似ねをして、我々を愚ぐ弄ろうする気か』

　わざと聞かせようとしているのか、それとも気づいていないのか、敵機士が発する声は機巧鎧アームネインの外まで響ひびき渡り、逐ちく一いちイアンの耳にも入ってきた。

　イアンはふざけてなどいなかった。目の前の敵の攻撃に反応することに、ただ夢中なだけだった。ほんのわずかな間に、操縦席の中の彼は早くも息を荒げ、全身を汗まみれにしていた。瞬しゆん時じに移り変わる状況に対し、最善と思われる自分の動きをただ思い浮かべるだけだった。

　イアンの機巧鎧アームネインは手近な位置にあった木につかまり、体を支えた。

『ブルーノ、レクター、後ろに回り込め。四方から包み込んで動きを止める』

『了解』

　ひとりの機士の言葉に合わせ、四機の機巧鎧アームネインのうちの二機が散開した。残り二機はそのままイアンに向かってきた。

　斜面のほうを右手に見る形で立っていたイアンの機巧鎧アームネインは、木から木へと渡るようにして、後ろへ下がっていった。

　近づいてくる敵機の姿をとらえながら、イアンは朦もう朧ろうとなりかかった頭を懸命に奮い立たせ、この後のことを想像しようとした。

　とりあえず敵の目をこちらに引きつけることには成功したようだ。このまま、あの子から引き離して──

　それから、どうすればいいのか？　問題はそこだった。いつまでもこうやって敵の攻撃をかわし続けられるとは思えない。かといって有効な反撃の手段があるわけでもなかった。せめて武器でもあれば少しは抵抗のしようがあったかもしれないが、イアンが乗っている機巧鎧アームネインは現れた当初からそういったものを何も持っていなかった。

　どうする？　どうすればいい？

　何度も自問を繰り返すが、答えは出ない。

　正面にいた一機が、腰に提げていた瓶のようなものを手に取り、投げてきた。瓶はイアンの機巧鎧アームネインの至近で爆発し、轟ごう音おんと閃せん光こうを放つ。

　一瞬空白になった意識をイアンが取り戻し、気配を感じて振り返ったときには、既すでに背後に回り込んでいた二機が、彼の目の前まで距離を詰めていた。

　まずい、と思ったときにはもう遅かった。

『もらった！』

　一機が両手を伸ばし、体ごとつかみかかってきた。かわそうとしたイアンだったが、踏み出した足が動かなくなっていた方だったため踏ん張りが利かず、体たいを崩してしまう。

「くっ……！」

　すかさず敵機に腕をつかまれる。装甲のきしむ音が聞こえ、機体が揺すぶられる振動がイアンの下もとに伝わってくる。

　ここまでか、と思ったイアンの心中にみたび、姉の言葉が響ひびき渡る。

〝最後まであきらめないで〟

　こんなところでやられてたまるか！

　イアンは体を落としながら、つかんできた相手の腕を逆に取って自分のほうに引き寄せるのと同時に、無事な方の足を胴体に当て、力の限り蹴けり上げた。

　弾はずみのついていた敵の機体が思い切り浮き上がる。

『何っ！』

　その機巧鎧アームネインは投げたイアンが驚くほどの距離を飛び、前方にいた二機の間をも抜け、頭から地面に突っ込んだ。装甲のひしゃげる鈍い音が響き、仰あお向むけになった状態でそのまま動かなくなる。

　イアンは地面に伸びた敵の機巧鎧アームネインを見、呆ぼう然ぜんとなった。相手の勢いをたまたまうまく利用したとはいえ、まさかこうも飛ぶとは思わなかったからだ。考えた上での行動ではない。今度は想像さえしている暇はなかった。敵機が迫ってきたのに対し、反射的に取った対応の結果だった。

　あの少女は敵機の下敷きにならなかっただろうか？

　イアンは投げ飛ばした機巧鎧アームネインの周囲に少女がいないかどうか、目で探した。少なくとも視界内には見当たらないことを確認し、ひとまず安あん堵どする。

『ブルーノ、平気か？　しっかりしろ！』

　敵機士の声を聞きながら、イアンは再び機体を起こした。背後から迫ってきていたもう一機はイアンの脇わきを通り抜けて仲間のそばに戻っており、今はイアンの目の前に、三機が固まっている。いずれも動かなくなった自分たちの仲間と、イアンの機体を交互に見る素振りを示していた。仲間を潰つぶされたことで、敵意を増しているように思える。数が一機少なくなったにもかかわらず、イアンの気持ちが楽になることはなかった。むしろますます窮きゆう地ちに追いつめられた気さえした。同じ手がもう一度通用するとはとても思えなかったからだ。相手がそんな隙すきを見せるはずがない。ただでさえ限られた選択肢が、またひとつ消えてしまった気がした。だとすればどうするか？　考えても相変わらず明確な答えは出ないままだった。

『おのれ！　よくもブルーノを！』

　一機が足を踏み出し、近づいてこようとする。

　イアンの背後から別の声が聞こえてきたのはそのときだった。

『ファウラー閣下、あれを』

『何と！　ひ、姫様！』

　イアンは声のしたほうを振り向いた。木々の間から、リュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインが次々と姿を現すのが目に入った。

　新たに登場した機巧鎧アームネイン部隊は、指揮官機とおぼしき機体の合図に合わせ、一斉に槍やりを構えると、鬨ときの声をあげながらイアンのいるほうに向かって走ってきた。

『全機突撃！　エリュシオンに敵を近づけさせるな！』

　イアンはその数を数えた。全部で十機。

『こうなってはこちらが不利だ。やむを得ん、撤てつ退たいするぞ』

　対たい峙じしていた敵の機巧鎧アームネインのうちの一機がそう口にするのが聞こえ、イアンは再び視線をそちらに戻した。

『ブルーノは？』

『回収している余裕はない。急げ！』

　一機がイアンに背を向けて走り始めると、残りの二機もすぐに追つい随ずいした。

　先頭に立って向かってきていたリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネインは、イアンの横を走り抜け、そのまま逃げる敵機の追撃にかかる。

『半数はわしと一緒にこい！　フォティオス卿きよう、貴公は姫様を！』

『かしこまりました』

　六機が敵を追って木々の中に姿を消し、イアンの周囲に四機が残った。

『あそこに倒れているドラードを確保してください』

　そのうちの一機の指示で、三機が倒れていた敵機の下もとへ向かった。

「助かった……のか？」

　どうやら窮きゆう地ちは脱したらしい。そう実感した途端、イアンはたちまち激しい疲労感に全身が襲われるのを感じた。このまま地面に頽くずおれ、意識を失ってもおかしくない気さえする。かろうじてそうならずに済んだのは、イアンの下に一機の機巧鎧アームネインが歩み寄ってきたためだった。

『お怪け我がはございませんか、王女殿下』

　最初は何といわれたのかわからなかった。オウジョデンカ？

　一拍遅れて、意味不明だった音の羅ら列れつが明確な意味を帯びる。王女……殿下……王女殿下？

　まさか、あの少女は。

　イアンの意識がにわかに覚かく醒せいした。あわてて周囲を見渡し、少女の姿を探す。見た目が同じような木ばかりで、どこにいるのかすぐにはわからなかった。

　どこだ？　どこにいる？

　イアンの心の中で、あせりが不安となってみるみる膨ふくれ上がっていく。

『殿下？』

　傍かたわらの機巧鎧アームネインの機士に怪け訝げんそうに声をかけられたが、答えている余裕はなかった。イアンは少女を見つけ出すことに全すべての神経を集中させた。

　ややあって彼の目線は、一本の木の根元に吸い寄せられた。

「いた！」

　彼らがいる場所から少し離れたところで、少女は先ほどと同じ姿勢のまま、木の根元に背をもたせて座り込んでいた。

　イアンは少女の下もとへ向かって歩き出そうとした。だが一歩踏み出した途端、彼の乗った機巧鎧アームネインは体勢を崩し、よろけてしまう。

「しまった、足が……」

　傍かたわらの機巧鎧アームネインが間かん髪ぱつ入れずに近寄ってきて、イアンの機体の肩の部分をつかんで支えてくれた。イアンはかろうじて転倒せずに済んだ。

『その状態で無理に歩かれるのは危険です。右足がひどく損傷しています』

　それを聞いたイアンは、無言で少女のいるほうを手で指し示した。

『あれは……』

　傍らの機巧鎧アームネインはイアンの示す方向に誰だれかがいることに、すぐに気づいたようだった。

『すみません、どなたか、あの木のところへ向かっていただけますか』

『はっ！』

　敵機を囲んでいた三機のうちの一機がイアンたちのほうを振り返り、イアンの機体を支えている機巧鎧アームネインが指示する方向へと向かっていった。

　イアンはその機巧鎧アームネインが少女の下へ近づいていく様子を、目を離さずに見守った。

『ヴィクト様、王女殿下です！　殿下がここに！』

『ご無事かどうか、確認してください』

　少女に近づいていった機巧鎧アームネインの操縦席の扉が開き、中からひとりの機士が降り立って、少女の下にかがみ込むのがイアンの目に映った。

　機士はすぐに立ち上がり、イアンたちのほうを振り向く。

「意識を失われているようですが、見たところお怪け我がをなさっているご様子はありません」

『そうですか、わかりました』

　よかった……

　イアンは操縦席の中で安あん堵どのため息をつく。だがそれも束つかの間まに過ぎなかった。

『ところで……あなたはどなたですか』

　ヴィクトと呼ばれていた、傍らの機巧鎧アームネインの機士がおもむろにイアンに問いかけてきた。口調は落ち着いていたが、彼にそう尋ねられた瞬しゆん間かん、イアンの全身はすくみ上がった。

　どうする？　何といえばいい？

　ここに至ってイアンの中に、自分はとんでもないことをしてしまったのではないかという意識がにわかに湧わき起こった。いくら弾はずみだったとはいえ、一介の戦闘奴ど隷れいに過ぎない身分でありながら、機士にしか機乗を許されない機巧鎧アームネインに乗ってしまった。それはもしかすると、大きな罪に当たることなのではないか？

『失礼ながら、王女殿下の他ほかに、その機体を乗りこなせる方がいらっしゃるとは思いませんでした。どこのどなたか、ぜひお伺うかがいしたいのですが』

　ヴィクトが、重ねて問いかけてくる。

　イアンは背筋を冷たい汗が流れるのを感じた。自分が今も窮きゆう地ちのただ中にあるのだということを、今更ながら悟る。先ほど敵機に囲まれていたときとは状況が異なるが、危機の度合い、自分が追いつめられているという点に関しては、同じようなものだった。

　正確に事情を説明すれば、許してもらえるだろうか？

　いや、とイアンは即座にその考えを否定した。怪しいものだ。仮に自分が機士であったなら、話を聞いてもらえる余地もあるかもしれないが、あいにく自分はそうではない。

　かといって、このまま機巧鎧アームネインの中に立てこもっていられるわけもなかった。

　束つかの間ま逡しゆん巡じゆんした後、イアンは覚悟を決めた。どうせこのままでいても、遅かれ早かればれてしまうのだ。だったら──

　イアンは操縦席の扉に両手をかけ、中から外に向かって、ゆっくりと押し開けていった。湿った土と、木々のにおいをたっぷり含んだ夜風に、全身が包まれるのを感じる。

『あなたは……』

　ヴィクトの戸惑う声が、イアンの耳に響ひびいた。ややあって、彼の機巧鎧アームネインの操縦席も開き、中にいた本人の姿がイアンの目に映る。

　ヴィクトは立派な身なりをした、端たん整せいな顔立ちの機士だった。イアンよりもだいぶ年上のようで、目つきは鋭く、射るような視線の持ち主だった。

「あなたがこの機巧鎧アームネインに乗って、あのドラードを倒したのですか？」

　ヴィクトがまじまじとイアンを見つめながら、信じられないといった調子を言外ににおわせつつ、尋ねてきた。

「は、はい」

「そうですか……」

　イアンの答えを聞いたヴィクトは、右手を顎あごの下にやり、しばし考え込む素振りを見せた。

「こうして確たる証拠を目にしていなければ、そんな馬ば鹿かな、と叫んでいたかもしれませんね……」

　ヴィクトが驚くのも当然だろうとイアンは思った。どんな大層な人物が出てくるかと思いきや、現れたのは見るからに粗末な身なりをした、自分のような者だったのだから。

　貴族でもなければ機士でもない、そればかりか一般民ですらない、戦闘奴ど隷れい──

　イアンはヴィクトが態度を豹ひよう変へんさせ、怒鳴りつけてくるさまを想像した。

　だが、彼の予想は外れた。

「とにかく、いったん機巧鎧アームネインから降りていただけますか。他ほかの方に見られると騒ぎになりますので……その上で、改めてお話を伺うかがわせてください」

「わ、わかりました」

　ヴィクトに向かって返事をしながら、イアンは意外な思いにとらわれた。彼の態度や言葉遣いは、イアンの姿を見ても、変わる様子がなかった。そればかりか、自分の話を聞こうとしてくれている。

　主人のアルバートとは随ずい分ぶん違う、それが率直な印象だった。

　そんなことを考えながら、イアンは機巧鎧アームネインの操縦席を出て、地面へと飛び降りた。

　ヴィクトもイアンに続いて、乗っていた機体から降りた。並んで立つと、ヴィクトのほうがイアンよりもだいぶ背が高かった。イアンも決して低いほうではなかったが、ヴィクトと目を合わせるにはかなり上を見上げる必要があった。

　イアンは少女のほうに目をやった。相変わらず木の根元に背をもたせたままだった。その脇わきにひとりの機士が立ち、様子を見守っている。

　一方では、倒れていた敵の機体の操縦席が開き、中から操縦者が両手をあげながら出てくるのが見えた。周囲は二機の機巧鎧アームネインによって固められている。死んだのではないとわかり、イアンは少しだけ安心した。戦った相手とはいえ、恨うらみがあったわけではない。

「まずはお礼を申し上げます。王女殿下とエリュシオンを守ってくださって、本当にありがとうございました」

　ヴィクトはイアンに向かって深々と頭を下げた。

「いえ、そんな」

　イアンはあわてた。ヴィクトのような立場の人間が自分のような者に頭を下げるなど、常識では考えられないことだった。

　やはりこの人は、自分の主人とはだいぶ違う。

　ヴィクトは頭を上げ、少女のほうに顔を向けた。

「とにかく、王女殿下に何事もないご様子で、よかったです。あのお方の身に何かあってはと、それだけを念じながらここまでやって参りましたので」

「お姫様……だったんですね」

　イアンも少女のほうに視線をやりながら、嚙かみ締めるように呟つぶやいた。初めて少女の姿を見たときの光景を、改めて脳裏に思い浮かべる。いわれてみれば顔立ちといい、身なりといい、少女はイアンがこれまで一度も目にしたことのない、特別な存在ならではの気品に満ちていたように思われた。王女といわれれば、なるほどと素直に頷うなずける。

「ええ。あのお方こそ、リュクサリア王家直系の血を受け継ぐ存在、『神み子こ姫ひめ』フランシスカ様です」

　フランシスカ。それが彼女の名前。

　イアンは少女の名を、声に出さないようにしながらそっと口の中で繰り返した。フランシスカ。神子姫フランシスカ。

「そして、あなたがお乗りになったこの機巧鎧アームネインですが」

「え？」

　イアンはあわててヴィクトのほうに顔を戻した。いつの間にかヴィクトは、イアンの乗っていた機体のほうに目を向けていた。

　ヴィクトは目の前に立っている機体を見上げながら、口にした。

「この機体の名はエリュシオン。代々、リュクサリア王国を統すべる特別なお方だけが機乗してきた、国王専用の機巧鎧アームネインです」

「エリュシオン……」

　イアンは自分でも改めてその機体を見つめた。全身が激しく身震いし始めるのを感じる。国王専用機。王国を統べる特別な人間だけが機乗してきた機巧鎧アームネイン。自分はそれに乗った。

　その罪は、フランシスカを助けた功績よりも、よほど重いのではないだろうか？

「王女殿下がお気づきになられました！」

　イアンははっとなって、声のしたほうを見た。フランシスカに向かって目を凝こらしたが、距離がある上、月明かりの下では目を開けているのかどうかさえもよくわからない。

「だそうです。参りましょう」

「いいんですか？」

　ヴィクトに促され、イアンは思わず問い返していた。

　しかしヴィクトは、イアンの態度を咎とがめることはなかった。

「もちろんです。王女殿下にもきちんと事情をご説明しなければなりませんから。さあ、こちらへ」

　イアンはヴィクトの後について、フランシスカの下もとへと向かった。

　近づくにつれ、徐々にフランシスカの表情が見て取れるようになる。

　彼はフランシスカが、じっと自分を見つめていることに気がついた。

　初めて会ったときのような、親しみのこもった眼まな差ざしではない。どちらかといえば探るような、どこか緊張を漂わせているかのような表情だった。

　イアンは自分の心臓が、たちまち激しく脈動し始めるのを感じた。

　今の彼女の目に、自分はどのように映っているのだろう？

　ヴィクトはフランシスカのそばまで近づいていくと、地面に片かた膝ひざをつき、臣下の礼を取った。フランシスカのそばにいた機士もそれにならう。

　イアンもあわてて同じようにした。ヴィクトともうひとりの機士の後ろで膝をつき、見よう見まねで頭を下げる。

「ヴィクト・フォティオスと申します、殿下。ご無事をお喜び申し上げます」

　イアンは真下の地面を見つめていたが、フランシスカが立ち上がるのを気配で感じ取った。

「心配をかけてすみませんでした、ヴィクト。それに他ほかの方たちも」

　フランシスカの年齢は、自分よりも少し下だろう。それにもかかわらず、改めて聞く彼女の声は、王女という立場ならではの威い厳げんに満ちたもののようにイアンには思えた。

「ところで……エリュシオンはどうなったのですか？」

　フランシスカのこの言葉を聞いて、イアンの全身の緊張が一気に高まった。

「その件につきまして、王女殿下にご報告申し上げたいことがございます」

「何でしょうか」

　ヴィクトがフランシスカに向かって、真実を告げようとしている。イアンにはそれを止める術すべはなかった。

「私の後ろにいらっしゃるこの方が、殿下に代わってエリュシオンを操り、我々が到着するまでの間、たったおひとりで殿下の御身をお守りしていたのです」

　フランシスカが息を吞のむ音が聞こえた。しかし彼女は、すぐには何もいおうとしない。

　イアンは後頭部のあたりに、痛いほどの視線を感じた。

　永遠に続くかとも思われた沈ちん黙もくは、実際には少しの間だったに違いない。

　やがて彼女は、イアンに向かってゆっくりとした口調で告げた。

「後ろの方……顔を上げていただけますか？」

「は、はい」

　イアンはいわれた通りにした。みたびフランシスカと目が合う。

　王女殿下と呼ばれる少女は、初めて会ったときと同じ表情を浮かべてイアンのことを見つめていた。

　今度はイアンのほうが息を吞む番だった。彼女のこの顔を、もう一度目にできるとは思わなかったからだ。

　どうしてそんなに優やさしそうな眼まな差ざしで、自分のことを見るのだろう？

　それとも、それは誰だれに対しても、等しく向けられるものなのだろうか？

　イアンは声に出せない疑問を心の中に浮かべながら、フランシスカの視線を受け止めた。

　ややあって、フランシスカはイアンに視線を向けたまま、嚙かみ締めるように口にした。

「やはり……あなただったのですね」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イアンはまたしても声に出して聞き返しそうになった。

　やはり？

　やはりというのは、どういう……？

　そのとき、複数の機巧鎧アームネインの足音が木々の間から聞こえてきた。すぐに音の主が次々に姿を現す。

　先ほど逃げた敵機を追っていった六機だった。

　六機の機巧鎧アームネインは、イアンたちのいる近くまでやってきて止まった。

　先頭を走ってきた指揮官機とおぼしき機体の中から、年配の機士が飛び出してくる。

「姫様！」

　その老機士はまるで転がるかのような勢いでフランシスカの前に出ると、地面に両手両足をつき、ひれ伏した。

「姫様、申し訳ございません！　じいがバーナビーめの姦かん計けいを見破れなかったばかりに、姫様をこのような危険な目に……っ！」

　話しているうちに感極まったのか、老機士の声は途中で詰まってしまう。

「じい、そんなに自分を責めないで。私はこうして無事でいるのだから」

「しかし……っ！」

　ここでヴィクトが口を挟んだ。

「ファウラー閣下、逃げた敵のほうは？」

「む……それがだな」

　ファウラーと呼ばれた老機士は立ち上がって咳せき払ばらいをひとつすると、両手についた泥をはたきながらヴィクトの質問に答えた。

「どうにも逃げ足が速く、取り逃がしてしまった。無理をすれば追いつけないこともなかったが、姫様からあまり離れるわけにはいかないと思ってな。途中で引き返してきたのだ」

「賢明なご判断です。今は王女殿下を速すみやかに安全な場所までお連れし、しかる後に残った軍勢の建て直しを図るのが最優先でしょう」

　ファウラーはうむ、と頷うなずくと、再びフランシスカに向き直った。

「姫様、敵の主力がすぐ近くに展開しております。急いでこの場を離れますゆえ、申し訳ありませんがいま少しのご辛抱を」

「私は大丈夫です。それより……」

　フランシスカが改めてイアンのほうに顔を向けた。ファウラーの目線がフランシスカのそれをなぞり、イアンへと行き着く。老機士の眉まゆが、初めてイアンの存在に気がついたという風に、怪け訝げんそうにひそめられた。

「義勇軍に参加している一般民か？　いや、違うな。その格好……戦闘奴ど隷れいか？」

　ファウラーの目つきと口調は、いかにも場違いなものを見るといった風だった。イアンは老機士の鋭い眼光を避けようと、あわてて頭を下げる。

「なぜ貴様のような者が、恐れ多くも姫様のお近くにいる？　無礼な！」

　咎とがめるようなファウラーの言葉が突き刺さり、イアンが反射的に身をすくませた、そのときだった。

「やめなさい、じい！　この方は私の兄様よ！」

　フランシスカの鋭い声があたり一帯に響ひびき渡った。

　え？

　イアンは反射的に顔を上げ、フランシスカの顔を見つめていた。

　今、彼女は何といった？

　フランシスカの顔は厳しく引き締まっており、とても冗談をいっているようには見えなかった。

　その傍かたわらで、ファウラーは口をあんぐりと開け、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「な……な……」

　ファウラーのすぐ近くにいるヴィクトも、切れ長の目を見開き、驚いた顔をしていた。

　その場の全員が凍りついたように固まっている中、フランシスカがイアンのそばに近づき、ファウラーから遮さえぎるようにして立った。

「初めて目にした瞬しゆん間かん、そうだとわかりました。この方は私の兄様、私以外に亡き父上の血を受け継ぐ、もうひとりの方です」

　兄様だって？

　イアンは今の自分が、ファウラーと同じ顔をしているに違いないと思った。

　まったくもって、身に覚えのないことだった。

　彼は頭上を振り仰あおいだ。

　いつの間にか月は沈みかかっていたが、この場の誰だれにとっても長いものであろう夜は、未いまだ明ける気配を見せていなかった。
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　行き先も告げられないまま、機巧輿キヤバリーの個室へと乗り込まされた。

　中は毛足の長い絨じゆう毯たんが床一面に敷かれ、座席は柔らかく滑らかな肌触りの布で覆われていた。イアンにとっては生まれて初めて目にする豪ごう奢しやな作りの内装だったが、乗り心地ごこちを堪たん能のうするゆとりなどあるはずもない。

　頭の中は一晩の間に自分の身に次々起きた出来事と、この先に待ち受けている運命を思って、あふれんばかりになっていた。

　なぜ、こんなことになったのだろう。

　自らに問いかけてみるが答えは出ない。

　右手の先が何かに触れた。服のかくしをまさぐると、硬くなったパンが出てきた。その黒い塊を目にした途端、くれた男の姿が脳裏に蘇よみがえった。

　顔から血を流し、冷たい屍しかばねとなって地面に倒れ伏していた姿を。

　続いて、機巧鎧アームネインの戦闘に巻き込まれて森で命を散らした、自分と同じ戦闘奴ど隷れいたちのことが次々に思い浮かぶ。

　自分もあの中に加わっていてもおかしくなかった。

　そう思った途端、全身に震えが走り、パンを握る手に力がこもった。

　後で食べようと思い取っておいたものだが、今やそんな気分は微み塵じんも残っていなかった。見つめるだけで胸が一杯になり、口に含むことさえできそうにない。

　これからどうなってしまうのだろう。

　再び問いかけてみたが、やはり答えは出なかった。

　機巧輿キヤバリーの脚が地面を踏みつける震動に身を任まかせながら、イアンは手の中のパンを見つめていた。

　そうこうするうちに、彼の意識は疲労に押され、遠くなっていった。
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　聖紀四〇七年十月十五日の深夜に始まった戦いは、翌十六日未明になって決着した。

　リュクサリア王国建国以来、王都としての地位を保ち続けてきた『永遠の都』リュクシスは、オルガンド軍の手に落ちた。

　無む慈じ悲ひな侵略者たちの手からかろうじて逃れ、脱出を果たした市民たちは、王都のそこかしこから立ち上る紅ぐ蓮れんの焰ほのおと、夜空を背景に照り返しで赤く染まった雪せつ月げつ宮きゆうを見て、涙をこぼしたという。

　後年『双そう竜りゆう戦せん役えき』の名で知られることになる、リュクサリア王国とその周辺諸国を舞台として繰り広げられた大戦争。それが全部でいくつの過程に分かれているかについては、歴史学者によって解釈が異なっており、未いまだに統一見解は得られていない。しかしながら、いつをもって戦役の始まりとするかはほぼ衆しゆう目もくの一致するところで、王都リュクシス陥かん落らくの半年前、聖紀四〇七年四月二十日を発端と考えるのが一般的だ。即すなわち、リュクサリア王国軍とオルガンド軍の間で『モーリス河の戦い』と呼ばれる大会戦が行われた日にあたる。戦力的に優位にあったはずのリュクサリア王国軍が敗れ、時のリュクサリア国王キンゲイド四世が命を散らしたのはこのときだった。

　このモーリス河の戦いから、王都陥落までの一連の出来事を、当時のリュクサリア王国国民の多くは、この世の終わりにも匹敵する重大事として受け止めたに違いない。事実、そういった心情を書き連ねた当時の知識人の日記や書簡などが、後の世に何点か伝わっている。自分たちの寄よる辺べとしていた存在が倒れてしまったのだから無理もないだろう。

　しかし、後の時代から歴史を俯ふ瞰かんする者は、ここまでの半年間が、双そう竜りゆう戦せん役えきと呼ばれる長い戦いの、あくまで前ぜん哨しよう段階に過ぎないということを知っている。

　歴史の表舞台に主要な担にない手てたちが次々に登場し、戦役が真の開幕を告げるのはこれからだった。

　この時点で、担い手たち当人の中に、自分がこの先歴史の大きなうねりの中でどのような役割を演じ、最終的にどうなるかを正確に見通すことのできた者は、恐らくひとりもいなかったに違いない。

　それができるのは神と呼ばれる存在のみだ。

　ただ、これだけはいえる。

　どんな時代にも、そうした神の特権に挑もうとする者は必ず、それもひとりならず、いるのだと。

　ヴィクト・フォティオスは、そうした者のひとりだった。




　二日後、十月十七日。

　王都リュクシスを失ったリュクサリア王国軍は、およそ二十リグド（約百キロ）離れたウェンズロー砦とりでまで軍勢を引き、態勢の立て直しを図っていた。

　ウェンズロー砦は王都のある中央平原の南の端に位置する要よう衝しようだった。王都から南方街道を進んでくると、このあたりで平原が終わり、グラナン大湿原と呼ばれる広大な沼しよう沢たく地ちと、ローミット山地と呼ばれる山岳地帯の間を抜けていく形となる。

　ウェンズロー砦はその街道を押さえるように築かれた城じよう砦さいだった。石造りの高い城壁に囲まれた、見るからに堅けん牢ろうそうな外観は、仮に機巧鎧アームネインの大軍に包囲されたとしても、容易に落ちることはないだろうという信頼感を、見る者に抱かせた。

　それでも、あくまで一要よう塞さいに過ぎないため、王都と比べればその規模は小さい。目下再結集しつつある軍勢の全すべてを砦とりで内に収容する余裕などあるはずもなかった。結果、ほとんどの将兵が、ウェンズロー砦の城壁を仰あおぎ見る形で、周辺に天幕を張り、王都攻防戦とその後の敗走により疲労困こん憊ぱいした体を休めることとなった。
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　そんなウェンズロー砦内の一室に、ヴィクトとファウラーの姿があった。

　ファウラーは椅い子すに腰をおろし、傍かたわらの卓に片かた肘ひじを乗せていた。一方のヴィクトはちょうど部屋に入ってきたところで、入り口のところに、扉を背にして立っている。

「閣下、会議室に五公……今となっては四公とお呼びすべきかもしれませんが、皆様がお集まりになったようです」

「五公のままで構わんだろう。言い慣れた呼び方をわざわざ改める必要はない」

　ファウラーは卓に乗せていた手の指先をこめかみに当て、押し込むようにしながら答えた。見るからに疲れている様子だった。無理もない。ファウラーにしろヴィクトにしろ、王都を後にしてからというもの、ほとんど眠る時間すら与えられず、諸事に忙殺されていたからだ。二十代のヴィクトはまだしも、六十を過ぎたファウラーにはとりわけ酷こくな状況であるのは間違いない。ファウラーが並みの若者よりもよほど頑がん健けんな肉体を持っていることは疑うべくもないが、それでも今の状況が、こたえないはずがなかった。

「話し合いで、今後の方針がうまくまとまるといいですね」

「どうだろうな」

　ファウラーはふん、と鼻を鳴らした。

「簡単に決まるくらいなら、何の苦労もない。互いに牽けん制せいし合っている場合ではないということを、方々には理解していただきたいものだ」

　老将の口調には、五公に対する不信感が、ありありとにじみ出ていた。

　それも当然か、とヴィクトはひそかに思った。ファウラーのような考え方をしている者は、彼ひとりではない。五公が力を合わせ、挙国一致体制をきちんと作り上げていれば、これほどひどい状態にはならなかっただろうというのは、何かしらの形でリュクサリア王国の国政運営に関わってきた者の多くが、共通して抱いている見解でもあった。

　そもそも五公と、先の国王キンゲイド四世の間でもっと密接な連携が取れていれば、モーリス河の戦いで惨ざん敗ぱいを喫することもなかったかもしれない。

　今でこそ隣国オルガンドに一方的にやられている観のあるリュクサリア王国だが、元々両国の間にそれほど大きな国力の差があったわけではなかった。機巧鎧アームネインの保持数はほぼ互角で、歩兵まで含めた総兵力でいえば、むしろリュクサリアのほうが勝っていたほどだった。

　モーリス河の戦いが行われた時点において、リュクサリア王国軍が理論上動員可能だった最大兵数は約二十五万。内訳は国王直ちよつ轄かつの兵力が十万で、他ほかは五公が各々三万程度を擁ようするという具合だった。

　このうち、実際に会戦に参加したのは十四万で、そのほとんどは国王の直属軍と、モーリス河流域を領地としていた五公のひとり、アシュフォードの軍勢で構成されていた。

　モーリス河の戦いに始まり、その後半年間にわたるオルガンドとの攻防を経て、国王直属の軍勢の数は半減した。王都陥かん落らくからウェンズロー砦とりでへの撤てつ退たいの過程でさらに多くの犠牲や脱落が生じているため、その数は今となってはさらに少ない。

　惨さん憺たんたる有様なのは間違いなかった。

　しかし、それでもまだ、何とかならないこともなかった。

　今の段階に至っても、五公のうちの三名、即すなわちオルガンドに寝返ったバーナビーと、領地の全すべてを失ったアシュフォード以外の者たちは、自前の兵力をほぼ無傷に近い状態で温存していたからだ。

　これらの戦力を結集させることさえできれば、オルガンド軍に対抗することは十分に可能なはずだった。

　しかし──

　誰だれもがわかるその簡単なことを、簡単にできないところに、今のリュクサリア王国が抱える根本的な問題があるといってもよかった。

「積極的に反撃を提唱される方はいらっしゃらないのですか？」

　ヴィクトはファウラーに尋ねた。五公による協議の場に、彼は参加する資格を持たない。ゆえに、近衛このえ長官という立場から特別に出席を認められているファウラーに、話を聞くしかなかった。

「オルグレン公などは以前から声高にそう主張されている。だが、ヒューム公がいい返事をしないのだ」

「なるほど。そういえばあの両家は、昔からあまり仲が……」

「それもあるだろうな」

　ファウラーは大きなため息をついた。出席を認められているといっても、彼に実質的な発言権はないのだろう。

　そんなファウラーの様子を見て、ヴィクトは老将の苦悩がわかる気がした。おそらく彼は、ただ見ているしかなかったのだ。これまで五公が、空むなしい話し合いに貴重な時間を費やすさまを。さぞや忸じく怩じたる思いだったに違いない。

「これはいっても詮せんないことだが……五公ににらみを利かせられる王族の方がいらっしゃればと、何度も思った」

「わかります」

　リュクサリア王国は四百年あまりにわたって続いている。となれば当然、王族と呼ばれる者の数も多い。現にキンゲイド四世にも、病床にあって今回の戦いには参戦していないものの、同じ父母の血を受けた弟のグレル公がいる。

　だが、これら王家の血を引く者の中から、五公の上に立って国政に重きをなせるような人物が出てくる気配はなかった。

　その理由は色々とあるが、結局のところ、誰だれもキンゲイド四世の次の国王となるための資格を持たなかったからというのが大きい。

　資格とは何か？

　それはかの機巧鎧アームネインエリュシオンを操ることのできる、機士でなければならないというものだった。

「我が王国の至し尊そんの座は、エリュシオンと共にあり」

　エリュシオンの最初の所有者であり、リュクサリア王国の建国者でもある『太たい祖そ』ルパート一世はそう言い残したとされる。

　エリュシオンは王家の血を色濃く受け継ぐ、直系ないし限りなくそれに近い出自の身で、かつ機士としても非凡な才能を持つ者でなければ動かすことができないといわれていた。

　ふたつの条件は不可分であり、どちらが欠けてもエリュシオンは反応しないというのが定説だ。

　これについては歴史的な裏づけもある。百年前に発生し、当時の王国を揺るがした『偽王ルーファス事件』もそのひとつだ。この事件は、当時の国王だったエドマンド二世が崩ほう御ぎよした後、その庶しよ子しと主張するルーファスなる若者が現れ、自らに次期国王の権利があると訴えた一件だった。ルーファスは機巧鎧アームネインの扱いに関しては確かに非凡な実力を持っており、並みいる機士たちを模擬戦でことごとく退けたほどだったという。だがそれほどの力を持つ身であったにもかかわらず、彼がいざ操縦席についても、エリュシオンはまったく反応することがなかった。ルーファスは虚きよ偽ぎの主張をしていたことがやがて明らかになり、火あぶりの刑に処された。

　ルーファスの場合とは逆に、血筋的には申し分ないにもかかわらず、機士の才能がなかったがためにエリュシオンを動かすことができなかった者も多数存在する。グレル公もそのひとりだった。血統上、王位を継ぐ可能性のある者は、全員が幼少の折に、実際にエリュシオンの操縦席につき、資格があるかどうかを試される儀式に臨むことになっている。グレル公も七歳のときにその儀式を行ったが、エリュシオンは動かなかった。彼はその時点で王位に就く権利を永久に失い、長じてからも、機士の才能を開花させることはなかった。今回のように、キンゲイド四世が死んで国王不在の事態となっても、グレル公を王位に就けるべきだという意見がどこからも出なかったのはそのためだった。

　王家の正統な血筋。

　機士の才能。

　このふたつを満たす者だけが、エリュシオンの操縦者となり、王冠を戴いただく資格を有する──

　それが、四百年二十五代の間連綿と受け継がれてきた、リュクサリア王国の伝統だった。

　今の王族の中に、残念ながらこの条件に該当する者はいない。

　それゆえに、あの戦闘奴ど隷れいの若者の出現は一大事といえた。

　彼は本当にフランシスカの兄、キンゲイド四世の血を引く存在なのだろうか？

「フォティオス卿きよう。あの男はどうしている？」

　ヴィクトが思ったのと同じことをファウラーも考えたらしい。老将はヴィクトの顔を見つめながら、質問してきた。

「昨日きのう、何度か様子を見に行ったときは、ずっとお休みされていました。よほどお疲れになったのだと思います」

「誰だれにも気づかれていないだろうな？」

「はい。部屋の外には警備兵を置き、誰も近づけないようにしてあります」

　ヴィクトが答えると、ファウラーはよし、と頷うなずいた。

「それでいい。事の真しん偽ぎが定まらないうちに、あの男の存在を他ほかの者に知られるわけにはいかないからな」

「ええ。うっかり五公の方々の耳にでも入ったら、果たしてどれほどの騒ぎになるか」

　ヴィクトがファウラーから聞いた話によれば、フランシスカが異母兄アルトゥールの存在を初めて明らかにしたときの、五公の面々の驚きぶりたるや、相当なものだったという。結局、事があまりに重大であるとの理由から、フランシスカの発言は今も公おおやけにはされていない。これまでその話を知っていたのは、五公の他はファウラーのみだった。

　ヴィクトにしても、ああいった形でフランシスカから話を聞かされていなければ、当分の間、情報を知ることはなかっただろう。

「本当ならすぐにでも貴公とあの男の下もとへ行き、詳しい話を聞きださなければならないところだが……」

　さらにファウラーがいいかけたところへ、扉を叩たたく音が聞こえてきた。ヴィクトとファウラーの視線が、音のしたほうに向かって注がれる。

「失礼いたします。長官閣下、至急会議室までお越しくださいと、ヒューム公からご伝言です」

　ファウラーは改めてヴィクトと目を見交わし、肩をすくめた。

「こういったわけだ。どうやらわしの体は、わしの自由にならないらしい」

「あの方のことについては、私にお任まかせください。閣下がお越しになる前に、聞けるだけのことは聞いておきます」

「頼む」

　ファウラーは椅い子すから立ち上がった。

「貴公には迷惑をかける。すまんな」

「何の。ささやかな身分とはいえ、私も王家に忠ちゆう誠せいを誓う立場です。微び力りよくながら、何なりとお手伝いできれば」

　ヴィクトはファウラーに向かって一礼した。ファウラーがそんな彼を、まじまじと見つめる。

「ヴィクト、わしは貴公のことをこれまであまりよく知らなかったが……わしが漠ばく然ぜんと思っていたのとはどうやら違う人間だったようだ」

「もっと浮世離れして、何を考えているのかわからない偏へん屈くつ者ものを想像されていましたか？」

　ヴィクトは微び笑しようを織り交ぜながら、やや皮肉めいた口調で答えた。自分が口さがない宮廷雀の間で、これまでどのように評価されていたかくらいは、とうに知っている。

「いや……まあ、なんというかだな」

　ファウラーは気まずそうに咳せき払ばらいした。

「人の真価は、危急のときにあって初めてわかる。そんな当たり前のことを、改めて思い知った。正直、意外ではあったが……この二日間というもの、貴公がいてくれたお陰で助かった。礼をいう」

「もったいないお言葉です」

　ヴィクトがもう一度頭を下げるのと、改めて扉を叩く音が聞こえてくるのとは同時だった。

「うるさいことだ。仕方がない、行ってくるとしよう」

　ファウラーはそう言い残すと、扉のほうへと向かった。

　老将が部屋を出て行き、扉が再び閉ざされるまで、ヴィクトは頭を下げたままだった。

　もしもこのとき、部屋の中に別の誰だれかが残っていたら、再び頭を上げたヴィクトの瞳ひとみの中に、これまでと異なる、どこか不ふ遜そんな光を見て取ることができたかもしれない。

「意外……ですか」

　ヴィクトはファウラーにいわれた言葉を繰り返した。

　そうかもしれない。

　ヴィクト自身、このところの自らの気持ちのありように対し、自分でそう思っているところが確かにあった。

　今、彼の属するリュクサリア王国は、明らかに存亡の危機にある。本来ならば憂うれえるべき状況のはずだ。

　しかしヴィクトは気づいていた。

　そんな今の王国の状態を、心のどこかで歓迎しているもうひとりの自分がいることに。

「さて、これからどうなるか」

　ヴィクトは誰だれに聞かせるともなく呟つぶやいた。

　リュクサリア王国という名の宮殿は、すでに瓦が解かいし始めている。これを修しゆう繕ぜんで持ちこたえさせるか、それとも全すべてを更地に戻し、そこに新たな宮殿を打ち立てるか──

　全てはこれから次第だ。

　二日前、あの若者と出会い、フランシスカの話を聞いてからというもの、ヴィクトの内でひとつの考えが頭をもたげ、形を成そうとしていた。

　彼は背筋をぐっと伸ばし、前方にある扉を見つめた。

　双そう眸ぼうのきらめきが、さらに強くなる。

　それは神の特権に挑もうとする者が放つ光だった。

　彼は自分がこれから取り得る道のりについて、あれこれ考え始めながら、部屋の外へ向かって歩いていった。
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　扉を叩たたく音が聞こえた瞬しゆん間かん、全身がこわばり、呼吸が止まりそうになった。

　窓際に立って外の様子を窺うかがっていたイアンは、あわてて背後を振り返り、閉じられたままになっていた扉へと視線を向けた。

　誰がやってきたのだろう？

　固かた唾ずを吞のんで見守るイアンの目の前で、扉が開いていく。

「失礼いたします」

　現れたのは王都近くの森で出会った機士、ヴィクトだった。

　イアンの緊張がますます高まった。これから何が始まるのか。そう思うだけで心臓の鼓動が速まる。最初に会ったとき、ヴィクトには親切にしてもらったが、今度も同じだという保証はない。機士や貴族といった階級の人間が、自分のような奴ど隷れい身分の者に対し、気分によっていくらでも態度を変えることは、これまでの経験で嫌というほどわかっていた。

　ヴィクトは部屋の中を見渡すようにしながら、中に入ってきた。

「このような殺風景なところに押し込めてしまい、申し訳ありません」

「いえ、そんな」

　確かに、寝台と数脚の椅い子すの他ほかは何も置かれていない、簡素な部屋ではあった。しかし、それでもイアンにとっては、これまで自分が置かれていた環境と比べれば信じられないほどの厚待遇といえた。分不相応としかいいようがない。他の誰だれにも気兼ねせず、寝台で手足を伸ばして眠ったのは、かれこれ六年ぶりだろうか。アルバートの下もとでは今より狭い場所に何人もの奴ど隷れいと一緒に詰め込まれ、地面にむしろを引いてその上に横になるしかなかった。枕まくらの代わりになっていたのは長い丸太で、そこに全員が頭を並べて眠った。朝になると監督役の者がやってきて巨大な槌つちで丸太の端を叩たたき、それによって生じる、脳天を揺さぶられるほどの激しい振動で否応なしに叩き起こされる。そんな生活をこれまで重ねてきたのだった。

「ゆっくりお休みいただけましたか？　ほぼ二日の間、ずっと眠っていらっしゃったので、さすがに少し心配していたところでした」

「そ、そうだったんですか？」

　イアンは驚いた。自分がフランシスカと出会い、あのエリュシオンという名の機巧鎧アームネインに乗ったのは、昨夜のことだとばかり思い込んでいたからだ。そんなに長い時間眠っていたとは思わなかった。イアンには、機巧輿キヤバリーに乗せられてしばらく経たった後からの記憶がまったくなかった。自分の足でこの部屋まで歩いてきたのか、それとも誰かに運ばれたのか、それすら覚えていない。

「こちらの椅子を使わせていただいてよろしいでしょうか？」

「は、はい」

　ヴィクトは椅子のひとつに腰を下ろし、あなたもどうぞ、とイアンに促してきた。イアンはいわれるまま、別の椅子に座った。

　改めてヴィクトと向かい合う。こちらを安心させようとしてか、口元にはわずかに笑みをたたえているようにも見えたが、目は笑っていなかった。全すべてを見通すような鋭い視線が自分に向かってまっすぐに注がれるのをイアンは感じた。

「ファウラー閣下もお話がしたいとおっしゃっていたのですが、お時間が取れないとのことなので、私ひとりで参上いたしました。あまりお待たせするわけにもいきませんので」

　ファウラーというのは、あのときフランシスカにじいと呼ばれていた老機士のことだったはずだ。イアンは少しだけ安心した。彼がこの場にいたら、釈明の機会すらろくに与えられないまま、厳しい処分を下されたかもしれない。フランシスカがイアンのことを兄と呼んだとき、驚きの顔を見せたファウラーは、彼女に対しては直接反論はしなかったものの、イアンに対してずっと厳しい不審の目を向けていた。両方の瞳ひとみが爛らん々らんと燃え盛り、憎しみすらこめられているようにイアンには思えた。あんな目でにらみつけられたら、ろくに口も利けなくなるのは間違いない。

　やってきたのがヴィクトひとりなのは、まだしも幸いという気がした。

「確認したいことは色々ありますが……まずは単刀直入にお聞きいたします。あなたは本物のアルトゥール様でいらっしゃいますか？」

　アルトゥール。

　それがあのお姫様、フランシスカの兄の名か。

　前ふりもなくいきなり切り込まれてイアンは内心驚いたが、改めてその質問を受けるだろうというのは、眠りに落ちる前から想像できていたことだった。

　なんと答えるべきか、心も決まっていた。

　彼はヴィクトの目を見つめながら口を開いた。

「いいえ」

　正直に全すべてを話すしかない。

　それがイアンのたどり着いた結論だった。自分はフランシスカの兄などではないこと。エリュシオンに乗ったのはあくまで非常事態ゆえで、仕方なかったからだということ。話したところで許されるとも思えなかったが、だからといって、言いつくろってもどうなるものでもない。ならば本当のことを、聞かれるまま答えるしかない。

　ヴィクトはイアンの答えを聞いても、驚く様子を見せなかった。あらかじめ予想していたのか、あるいはとうに調べ上げていたのかもしれない。

「間違いありませんね？」

「はい」

　そんなことを間違えるはずもなかった。確かにイアンは両親の顔を知らない。物心ついたときには既すでにそばにいなかったからだ。しかし、唯一残った肉親である姉のエミリアからは、そのような話をついぞ聞かされたことはなかった。少なくともイアン自身は何も知らない。

「なるほど。そうなるとなぜ、あなたがエリュシオンを動かすことができたのかということが、改めて疑問として浮上してくるわけですが……」

　ヴィクトは顎あごに右手を当てて考える素振りを見せた。

「まあ、それはおいおい明らかにするとして。そういうことでしたら、改めてあなたご自身のことについてお聞かせいただきたいのですが、構いませんか？」

「はい」

　いちいちこちらの意思を確認してくるなんて、ていねいな人だとイアンは思った。自分が本物のアルトゥールならともかく、そうでないとわかっても態度が変わらないのが不思議でならない。そういえばこのヴィクトという機士は、相手がファウラーやフランシスカであっても、やはりこんな感じだった気がする。それはつまり、誰だれに対しても同じ接し方をするということだろうか？

「ありがとうございます。では最初に、お名前を教えていただけますか？」

「イアンです」

「姓は？」

「ありません」

　リュクサリア王国において姓を持つのは、一般に機士以上の階級の者だけだった。イアンは六年前までは今のような戦闘奴ど隷れいではなく、立場的には一般民だったが、それでも姓を名乗ることはなかった。

「どなたにお仕つかえしていたのですか？」

　イアンはヴィクトから次々に発せられる問いに答える形で、己の素性や二日前の夜、ヴィクトたちと出会うまでに自分の身に起こった出来事を語った。

　自分が機士アルバート・ロレンスに仕える戦闘奴隷だったことや、元々はリュクサリア王国の南部地方にあるロレンス家の所領で、農奴として暮らしていたこと。これまでロレンス家当主の供をして戦場に出ていたのは別の人間だったのだが、その者が負傷して役目を果たせなくなったため、急きゆう遽きよ自分に代役がまわってきたこと──

　二日前のことについても、イアンなりにありのままをヴィクトに話した。突然襲ってきたオルガンド軍部隊の攻撃を受け、主人であるアルバートの乗った機巧鎧アームネインが倒されたとき、イアンはアルバートをその場に置いて逃げ出した。これもまた、重大な罪に問われてもおかしくない行為だったが、イアンは包み隠さずヴィクトに打ち明けた。

　ヴィクトは顔色を変えることもなく、それは大変でしたね、と述べるだけだった。

　さらに、ヴィクトの質問は、イアンの生い立ちにまで及んだ。イアンは自分がなぜ奴隷身分になったのかということまでも、彼に聞かせることとなった。

　六年前だった。イアンが当時住んでいた村が傭よう兵へい部隊の襲撃を受けた。機巧鎧アームネインや四足歩行型の襲歩機ギヤロツパーまでも配備した、軍隊と呼んでも差さし支つかえないほどの集団だった。ひなびた農村は、殺さつ戮りくと破壊を専もつぱらとする血に飢えた獣たちの前にひとたまりもなかった。老若男女を問わず多くの人間が殺され、それと同じくらいの人数が捕とらわれの身となった。

　イアンは姉のエミリアが身を挺ていして守ってくれたお陰で、かろうじて襲撃から逃れることができた。とはいえ、年端も行かぬ子供がたったひとりでその後の人生を切り開いていけるわけもない。疲労と空腹でふらふらになって、街道で行き倒れ寸前になっていたところを通りがかりの奴隷商人に拾われ、その後の彼の運命が決したというわけだった。

　奴隷仲間にこの話をすると、中には、そのまま死んでいたほうがよほどましだったのではないか？　と述べる者もいた。

　イアンにとって、それは断じて賛同しかねる考えだった。

　何があっても生き延びて。お願い。

　別れ際にエミリアにいわれたその言葉が、イアンにとっては姉と交わした最後の約束として、今も心に深く焼き付いていたからだ。自分が生き続け、姉との約束を守り続けることで、姉との間に通じている糸を、ささやかながらも保っていられる気がした。

　だから死ねなかった。今日きようまで、色々あったが生きてきた。

　姉が今も無事かどうかはわからない。生きていてくれればもちろん嬉うれしいが、そうあることを強く望むこともできない。イアンの心境は複雑だった。姉は弟である彼の目から見ても、美しい人だった。ふんわりと緩ゆるやかな曲線を描く柔らかそうな髪に、透き通るような白い肌と、冬の青空のような澄んだ瞳ひとみが、未いまだに強くイアンの印象に残っている。不思議と笑顔を目にした記憶がないのだが、優やさしい人だったことはよく覚えている。それはさておき、そういう若くて見栄えのいい女性があのような状況下に置かれた場合、仮に生き残ったとしてもその後どういった人生をたどることになったかと考えると、楽観的な想像はとてもできなかった。

「なるほど。そういった事情でしたか」

　ヴィクトの声で、イアンはいつしか過去に飛んでいた自分の気持ちを、現在に引き戻した。

　姉の話を聞かせても、ヴィクトはまったく感情を刺激された様子がなかった。会ったこともない人間に対する反応など、そんなものなのだろう。そもそもヴィクトのような特権階級の者から見れば、下々の人間のひとりふたりどうなろうと知ったことではないだろうし、所しよ詮せんこの手の話など「ありふれた」ものに過ぎないということかもしれない。現にイアン自身も、他ほかの奴ど隷れい仲間から、似たような話を何度となく聞かされたものだった。

「しかし、これまでのイアンさんのお話を聞いた限りですと、どうしてもわからない点がありますね」

「それは……いつ僕が機巧鎧アームネインの動かし方を覚えたのか、ということでしょうか」

　ヴィクトがその通りです、と頷うなずくのを見て、イアンも首を傾かしげた。それはむしろ自分が、自分に対して問いかけたい疑問でもあった。エリュシオンにいきなり乗って敵と戦ったということが、今となっては信じられなかった。どうしてあんなことができたのかと、不思議でならない。もう一度やれといわれても間違いなく無理だろう。

「僕が機巧鎧アームネインに乗ったのは、あのときが初めてです。今までに習ったこともありません」

　機巧鎧アームネインは兵器であると同時に、機士という身分の象徴でもある。特に、機巧鎧アームネインを個人で所有しているというのは大変な名誉であるらしい。イアンはアルバートから、何度その話を自慢げに聞かされたかわからなかった。彼の機体は、数代前のロレンス家当主がオルガンドとの戦いで戦功を挙げた際、褒ほう美びとして当時の国王陛下からいただいた由緒ある物とのことだった。

　そんなアルバートが、戦闘奴隷のイアンを、家宝にも等しい己が家の機巧鎧アームネインに乗せることなど、あるはずがなかった。無論、操縦方法だけを教えてくれたということもない。六年前まで暮らしていた村においても、そういった経験は皆無だった。

「支援機ローダーなどを扱われたこともありませんか？」

　イアンは頷うなずいた。支援機ローダーというのは主に土木工事や荷物の運搬、農作業などで使われる、小型の機体のことだった。木製のため耐久性に難があったり、発揮できる力がせいぜい人力に毛が生えた程度のものだったりと、性能的にはほとんどが機巧鎧アームネインとは比べるべくもなかったが、原理的には両者の間には通じるものがあるらしい。こちらは機巧鎧アームネインと違って一般民の間にも普及していたが、これとて、イアンがこれまで自らの手で動かしたことはなかった。

「なるほど。初めてのご経験であれば、お疲れになったのも無理はありませんね」

　ヴィクトはさも納得したとばかりに大きく頷いた。

「ところで……ご自分で実際にお乗りになっておわかりになったと思いますが、実は機巧鎧アームネインを動かすこと自体は、そう難しいわけではありません」

「そうなんですか……？」

「ええ。機巧鎧アームネインの操縦において何よりも大切なのは、乗っている者がその機体をどうやって動かしたいか、その具体的な指示を、的確に機体自体に伝えることです。それは操縦者自身の体の動きであったり、頭の中で情景を想像したりといったことになるわけですが、とにかく、それさえできれば、機巧鎧アームネインは反応して動きます」

　ヴィクトの言葉を聞いて、イアンは思い当たる点があった。あのとき自分は姉の言葉を思い出し、エリュシオンが動いているさまを頭の中で想像した。そのやり方がまさに正解だったということではないだろうか。

「それでも、いくら難しくないといっても、それはあくまで動かすだけに限った話です。イアンさんのように何の訓練もなく、いきなり実戦を行えるほど乗りこなせるというのは、やはり異例中の異例といわざるを得ません」

「別にそれほどでは……僕はただ、夢中で動き回っていただけで……」

　夢中で動いているうちに、たまたま敵の攻撃をよけることができた。夢中で動いているうちに、たまたま一機を投げ飛ばしてしまった。結局はそういうことでしかないのだと思う。狙ねらった通りにやったわけではなく、あくまで偶然の結果に過ぎない。

「普通はそこまでできるものではありません。機巧鎧アームネインと操縦者の相性がよほどよくなければ自在に動かすというところまでいきませんし、そもそも、本気で向かってくる敵機士と渡り合うには、操縦者自身に卓たく越えつした戦闘の勘かんが必要とされます。しかもそれがあのエリュシオンとなると、これはもう、イアンさんが特別な存在であるとしか考えようがありません」

「どういうことですか？」

　イアンが問いかけると、ヴィクトはひたとイアンの目を見つめ、宣告するように口にした。

「イアンさんはエリュシオンの操縦者たるに必要な、ふたつの資質をお持ちだということです。ひとつは、機士として非凡な才能をお持ちであるということ。そしてもうひとつは、イアンさんの中に、本当に王族の血が流れているかもしれないということです」

　ヴィクトは特にもったいをつける様子もなく、さらりと口にした。それゆえイアンは、一いつ瞬しゆん、彼にいわれた言葉の意味がわからなかった。二日前に王女殿下と呼ばれたときと同じだ。

　理解した途端、その場で反射的に立ち上がっていた。

「ま、まさか！」

　衝撃のあまり、全身が震え出していた。この人はなんと大それた発言をするのだろう。機士の才能云うん々ぬんもさることながら、自分に王族の血が流れているかもしれないなどと、たとえ冗談であっても軽々しく口にしていい事柄ではあるまい。もし今の言葉が誰だれかの、それこそあのファウラーの耳にでも入ったら、いったヴィクトもいわれたイアンもただでは済まないのではないか？

　あわてふためくイアンの様子を見て、ヴィクトが面白そうに、表情をわずかにほころばせた。

「それほど驚くようなことでもありません。機士や貴族の家柄の出身でないにもかかわらず、才能を見出されて取り立てられた例は枚まい挙きよに暇いとまがありませんし、血に関しても、一般民と関係を持ち、子をなした王族の方など、今までにいくらでもいらっしゃいます。どこにどのような形で血脈が受け継がれているかなど、わかりようもないのですよ」

「いや、で、でも……」

「イアンさんはそのふたつを同時にお持ちになっている可能性があるので特別といえますが、個々を取れば極端に珍しいというわけではありません」

　確かにそうなのかもしれない。とはいえ。

　そんなことをあっさりいってしまっていいのだろうか？

　イアンは信じがたい思いだった。またしてもヴィクトを、主人のアルバートと比較してしまう。彼はよく、自分のような機士や貴族は尊とうとい血の持ち主であり、一般民や奴ど隷れい身分の者とはまるで異なる存在なのだと口にしていた。

　イアンは啞あ然ぜんとして、目の前の椅い子すに座るヴィクトの顔を見つめた。そんなイアンを涼すずしい表情で見返しながら、ヴィクトが口を開く。

「さて、私の知りたかったことは大体お伺うかがいできましたが……もう一度、改めてお聞かせください。イアンさんは、どうしてエリュシオンに乗ったのですか？」

「それは……」

　二日前の経緯に関しては、既すでに説明したはずだった。なぜ改めてそのことを聞くのだろう？

　イアンの心に浮かんだ疑問は、表情に出ていたらしい。ヴィクトが補足するように言葉をつなぐ。

「王女殿下をお助けするため、自らを囮おとりになさったイアンさんの勇気と機転には感服いたします。ですが、そこがまさに引っかかる点なのです」

「どういう……意味ですか？」

　イアンが尋ねると、ヴィクトは顔を見据えるようにして、続けた。

「結果的にうまくいきましたが、そうならない可能性のほうが高かったでしょう。イアンさんは何もできずに死んでいたとしても、おかしくなかったと思います」

　イアンとしても、ヴィクトのその言葉には同意するしかなかった。それはそうだろう。

　彼の脳裏に、アルバートの乗った機体がオルガンド軍の機巧鎧アームネインに打ち倒され、頽くずおれる光景が思い浮かんだ。

「それでもあなたは、エリュシオンにお乗りになることを決断した。それが、今しがたお話ししてくださった、生き別れのお姉さんとの約束を違たがえることになるかもしれないにもかかわらずです。それはなぜです？」

　ヴィクトの口ぶりに変化はなかったが、イアンはふと、この質問が自分の命運を決する、最も重要なものになるのではないかという気がした。

　少し考え、彼は答えた。

「放っておけなかったので……」

　結局のところ、それに尽きるのだった。

　あの状況で、自分に向かって助けを求めてきたフランシスカを置いて、ひとりだけで逃げることなどできるはずもなかった。たとえフランシスカが、イアンを別の人間と勘違いしていたにせよだ。あのとき、彼女をなんとかできるのは自分ひとりだった。放っておけるはずがなかった。

　イアンの答えを聞いたヴィクトは、彼に向かって深々と頭を下げた。

「失礼しました。この質問は余計でしたね」

「いえ……そんなことは……」

　ヴィクトがイアンに向かって頭を下げるのは二度目だったが、それでもやはり慣れるものではなかった。イアンはなんとも落ち着かない、居い心地ごこちの悪さを感じた。

「ひとまずお聞きしたかったことはこれで終わりです。ありがとうございました」

「は、はい」

　それきり、ふたりの間にしばし沈黙が下りる。

　ヴィクトは椅い子すに座ったまま、両目を閉じた。自分の考えに没頭しているようだった。イアンが聞かせた話を頭の中で整理でもしているのだろうか。

　その様子をちらちらと見ながら、イアンは心の中で、彼に対して自分から質問をすべきかどうか、考えあぐねていた。

　自分はこれからどうなるのか？

　イアンが聞きたいのはその点だった。しかし、答えを聞いてしまうことが怖くもあった。結局何もいえないまま、イアンは黙だまってヴィクトの様子を窺うかがうばかりだった。

　ややあって、ヴィクトは目を開いた。彼の顔つきを目にして、イアンは息を吞のんだ。イアンを見つめるヴィクトの表情からはこれまで見せていた穏おだやかな様子は一掃されており、真剣そのものの面持ちとなっていた。

「イアンさん。あなたのご尽力により、リュクサリア王国は窮きゆう地ちを救われました。改めて御礼を申し上げます」

「それはもう……」

　いいですから、と答えようとしたイアンだったが、ヴィクトの発した言葉に遮さえぎられた。

「つきましてはイアンさんのそのお力を、引き続き王女殿下と王国のために、お貸しいただけないでしょうか？」

「と、いいますと……？」

　ヴィクトのイアンに向けられる眼まな差ざしが、一段と強くなった。射すくめられるような感覚になりつつも、イアンはその視線を外せず、真っ向から受け止める形となる。

　なんだろう？

　一体この人は、自分に何をいおうとしているのだ？

　まるでにらみ合うかのように互いが互いを凝ぎよう視しする中、ヴィクトが続く言葉を口にした。

　それを耳にした瞬しゆん間かんのことを、イアンは後々に至るまで、ずっと忘れずに心に刻み付けることとなる。

「実は……あなたにこのまま、王女殿下の兄君、アルトゥール様になっていただきたいのです」

　いわれたことの意味がわからなかった。

　だが、それを聞き返すこともできなかった。

　どちらも一言も発することなく、体を動かすこともなく、まるで時が経たつのを忘れたかのように、イアンとヴィクトはただお互い、見つめ合うばかりだった。




　　　　４




　重い音を立てて扉が閉まり、ヴィクトの姿が部屋の外へ消えた後も、イアンは椅い子すから立ち上がった姿勢のまま、扉を凝ぎよう視しし続けていた。

　どれくらいそうしていたのか、自分でもわからない。

　やがて、椅子にもう一度腰を下ろし、同時に大きなため息をついた。

　頭の中ではヴィクトに聞かされた言葉が、鐘かねの音のように反はん響きようし続けていた。

　あなたにこのまま、王女殿下の兄君、アルトゥール様になっていただきたいのです。

　イアンに向かってそう告げた後、ヴィクトはなぜそうする必要があるのか、理由を語った。

　それによってイアンは、リュクサリア王国が置かれている状況がどのようなものであるかを、詳しく知ることとなった。ヴィクトに聞かされた情報の中には、これまでに噂うわさ話ばなしとして耳にしていたものもあれば、初めて聞く内容もあった。

「今のリュクサリアは、一方の車輪が壊れ、もう一方だけで走っている荷車のようなものです」

　ヴィクトは王国の現状を、そう例えた。

　壊れた車輪というのが死んだ国王を指していることはイアンにもすぐにわかった。

　そしてもう一方の、残っているほうの車輪というのが、どうやらフランシスカを指すらしいということも。

　ヴィクトの話によれば、彼女の持つ神み子こ姫ひめという肩書きには、単に死んだ国王キンゲイド四世の血を受け継ぐ王女というだけに留とどまらない、もっと大きな意味があるとのことだった。

　イアンはこれまで、国王というのが国の中で他ほかに並ぶ者のない、唯一無二の存在だと思っていた。それは一般的な言葉の意味としては正しかったかもしれないが、ことリュクサリア王国においては、完全な正解とはいえなかった。

　リュクサリアは国王を頂点に戴いただく王政国家であると同時に、『大おお神み子こ』と呼ばれる存在を中心とする、祭さい祀し国家としての一面も持ち合わせていたからだ。

　大神子というのは王国の神事全般を取り仕切る存在であり、同時にリュクサリアだけでなく、隣国ウィリニアでも広く信仰されている宗教『イグニス教』の聖職者としての最高位を示す称号でもあった。

　今のリュクサリア王国には、国王だけでなく、この大神子も存在しなかった。直近ではフランシスカの母であるアルミラ前王妃がその地位にあったが、彼女は二年前に、病気で世を去っていた。フランシスカは母の喪が明け次第、次の大神子となるべく準備が進められていたが、オルガンドとの戦争が始まったことで、襲名は棚上げとなっていた。それでも、彼女がいずれ大神子の地位に就く予定であることは変わっておらず、ゆえに神子姫と呼ばれていたのだった。神子姫という呼称には、次の大神子たる者という意味があった。

　大神子の地位は国王と同様、王家の血を引く、こちらは女子によって、代々受け継がれてきた。この大神子と、実際の国政を司る国王が連携することで、リュクサリア王国は成り立っていたといっていい。ところが、今はこのどちらもいないため、唯一の後継者たるフランシスカの両肩に、全すべてがのしかかる形になっていた。

　ヴィクトはこういったことを、イアンに語って聞かせた。

　イアンはフランシスカが、これまでずっと黙だまっていたアルトゥールの存在を最近になって明らかにし、彼を新たな王位に就けようと考えているのだということも知った。元々リュクサリア王国の国王は、大神子によって指名されるのがならわしらしい。フランシスカは今のところはまだ大神子ではないが、いずれそうなる立場であるため、その意向は重要なものとして周囲に受け止められているとのことだった。

　ヴィクトはイアンに、そのアルトゥールになってくれという。

　それはつまり、国王の替え玉になれということではないか？

　ヴィクトの口にした提案の、あまりの荒こう唐とう無む稽けいぶりに、イアンはただ絶句するばかりだった。悪い冗談かとも思ったが、ヴィクトの表情は真剣そのもので、そうではないということがすぐにわかった。

「本物のアルトゥール様の所在は今のところまだつかめていませんが、もちろんすぐに探し出します。イアンさんにはアルトゥール様が見つかるまでの間、その代わりを務めていただきたいのです」

　ヴィクトは呆ぼう然ぜんとなるイアンを見つめながら、さらに話を続けた。

「アルトゥール様になっていただきたいといっても、本来あの方が担になうべき仕事の全すべてをこなしてほしいというわけではありません。実際の政務は、ファウラー閣下や私のほうで取り仕切ります。イアンさんには主に、エリュシオンに乗るという役割を、担っていただきたいのです」

　ヴィクトの依頼の真意は、イアンにアルトゥールとなってエリュシオンに乗り込み、戦場に出てほしいというものだった。

　これから自分たちは、失われた王都リュクシスと国土を取り戻すための戦いを開始しなければならない。そのためには、今残っている戦力を、人心共々ひとつにまとめる必要がある。それには誰だれもが認める旗はた頭がしらを立てるのが一番効果的であるが、その旗頭たりえるのは、エリュシオンをおいて他ほかにない。

　だからイアンさんにお願いしたいのです、と、ヴィクトはイアンの目をまっすぐ見つめながら説いた。今、エリュシオンに乗ることができるのは、王女殿下に認められたあなたしかいません。どうかお引き受けください──

　実際に前線で戦う必要はないともいわれた。エリュシオンは全軍の総司令官たる国王の機体であるゆえ、下へ手たに動き回る必要はなく、本陣にあってその姿を周囲に見せつけるだけでいいのだと。戦場にエリュシオンがいるということ、その中に、国王陛下がいるのだとまわりに思わせること。そうすることが、何よりも大切であるらしい。

　陛下が直じき々じきに自分たちを統率してくださっている。

　陛下の御前で自分たちは戦っている。

　そう思うことで、将兵たちの心はひとつにまとまり、より一層の力と、闘志を、奮い起こせるようになるのだという。

　ヴィクトはひとしきり熱弁を振るった後、イアンに向かっていかがでしょうか？　と答えを促してきた。

　イアンはためらいつつも、この依頼を断った。

　引き受けられるはずがなかった。

　自分にとっても祖国であるリュクサリア王国が、今にも滅亡しそうだということはわかった。フランシスカが大変な状況に置かれているということも理解できる。特に彼女に対しては、分不相応な考え方かもしれないが、ああいった形で関わりを持った以上、気にならないといえば噓うそになる。

　だがそうはいっても、アルトゥールになりすますというのは、やはりどう考えてもあり得ないことだった。あまりにも恐れ多く、かつあまりにも荷が重い。それだけを取ってもイアンには断るだけの十分な理由となったが、もうひとつ、彼にはどうにも納得できないことがあった。

　それはヴィクトが、フランシスカに対しても、イアンの正体を伏せるつもりだということだった。

「王女殿下はイアンさんがアルトゥール様であると、信じきっておられます。いずれは真相をお話しいたしますが、それはもう少し後、状況が落ち着いてからということになるでしょう」

　ヴィクトは悪びれる様子もなく、イアンにそう語った。あまりにも平然と話すその様子を見て、むしろイアンのほうが、背中がうっすらと寒くなる感覚を覚えたほどだった。話を聞いてしまったというだけで、既すでにとんでもない陰いん謀ぼうの片棒を担かつがされているような、そんな気さえした。

　ヴィクトはイアンが断っても、あきらめなかった。無理やり承しよう諾だくを迫ることはなかったが、何度も何度も、王女殿下と王国のためです、どうかお願いします、と同じ依頼を繰り返した。

　最後は少し考えさせてくださいと答えることで、イアンはようやく会話を締めくくることができた。本当にそうしたかったわけではない。考えたところで、自分の気持ちが変わるとは思えなかった。ただ、そうでもいわないことには、埒らちがあきそうになかったからだった。

　ヴィクトはわかりましたといって部屋を出て行った。

　イアンは椅い子すに座ったまま、もう一度、大きなため息をついた。

　ここから逃げることはできないだろうか、と思った。

　ここは自分のいる場所ではない。今のヴィクトの話を聞いて、イアンの中で、その思いがますます強くなった。

　しかし──

　イアンは椅子から立ち上がり、外に面した窓のある壁際に向かって歩いていった。窓に顔を近づけ、外の様子を窺うかがう。ヴィクトが訪れる前にもやっていたことだった。イアンが今いるのは、砦とりでの外郭に面した、建物の二階にある部屋だった。窓の下に、槍やりを構えた兵が三名立っている。イアンの脱走に備えていることは明らかだった。隙すきが生まれる様子は微み塵じんもない。

　イアンは窓から離れると、今度はヴィクトが今しがた開けて出て行った扉へと近づいていった。取っ手をつかんで押し引きしてみたが、びくともしない。ヴィクトが部屋を出るのと同時に、外から鍵かぎがかけられたらしい。扉が開いた際、ちらと様子が見えたが、窓の外と同様、そこにも警備の兵が何名かついているようだった。

　イアンが目を覚ましたのはヴィクトが訪れる少し前だったが、もしかしたら、眠っていたときからずっとこの状況だったのかもしれない。

　このまま自分がヴィクトの提案を拒み続けたら、どうなるのだろう？

　そのときこそ、エリュシオンに不当に乗ってしまった罪を問われ、処罰されることになるのだろうか？

　それとも、最後は自分の意思などお構いなしに、エリュシオンの中に放り込まれる羽目になるのだろうか？

　答えは出そうになかった。

　イアンは扉の前からも離れ、部屋の中央へと戻った。今度は椅い子すでなく、寝台に腰を下ろす。

　首に例のペンダントがかかったままになっていることに気がついた。掌てのひらにのせてみる。ペンダントの石が、イアンの手が触れるのと同時に、ほんのりと青く光り始めた。

　そもそもこのペンダントが落ちているのを見つけなければ、あのようにエリュシオンに乗ることもなかったはずだった。そう考えると不思議な気持ちになる。

　なぜ自分に、エリュシオンを動かすことができたのだろうか。

　機士の才能。

　王族の血。

　ヴィクトにいわれたそのどちらも、自分にあるとはとても思えなかった。やはり、ただの偶然であったとしか考えられない。

　もし、ヴィクトの依頼を引き受ければ、自分が本当にエリュシオンを動かせるのかどうか、はっきりと確かめることができるのかもしれないが──

　いけない。

　イアンはあわててかぶりを振った。そんなことができるはずはないとヴィクトに断っておきながら、ふと、そんなことをやっている自分を想像してしまっていた。

　部屋の外から、誰だれかの話している声が聞こえてきたのはそのときだった。

「こ、困ります！　ここは誰も通すなと上から……」

「私がどなたにお仕つかえしているか、ご存じありませんか？」

　ひとりは男性、もうひとりは女性の声だった。

　また誰か来たのか？

　イアンはペンダントを枕まくら元もとに置くと、寝台から立ち上がった。そして吸い寄せられるように、扉の前へと近づいていく。

「それでは、入らせていただきますね」

「ま、待って……！」

　イアンの目の前で、扉が廊下のほうに向かって、ゆっくりと開いていく。

　そこに立っていたのは、ひとりの若い女性だった。紺の服と、レースで装飾された白いエプロンを身に着けている。服装からすると、侍女のようだった。片手に掃除道具を持ち、もう片方の手に折りたたまれた白い布を持っている。豊かな胸がエプロンの内側を盛り上げているのがわかり、イアンはあわててそこから視線をそらした。年齢は二十歳をわずかに越えたくらいだろうか。明るい茶色をした髪が肩の上のところで切りそろえられており、わずかに外にはねている。大きくつぶらな瞳ひとみが印象的で、目が合うと思わず吸い込まれそうな錯覚を覚えた。
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　女性はイアンのことをじっと見つめていた。その真剣な眼まな差ざしに気おされながらも、イアンは彼女から視線を外すことができなかった。

　ややあって、女性は表情を緩ゆるめると、にこやかな笑みを浮かべながら一礼した。

　その背後では、警備の兵が二名、困惑した顔を見せている。その表情を見て、今この瞬しゆん間かん、自分たちの気持ちはどうやら同じらしいとイアンは悟った。

　この人は、一体誰だれなのだ？

　女性は頭を上げると、周囲のことなどお構いなしとばかりに、部屋の中に入ってきた。室内をぐるりと見渡してから、扉のところに立っていた兵に向かって告げる。

「すみませんが、隣の部屋から卓を持ってきていただけますか？」

　兵のひとりが、どこか釈然としない顔をしつつ、扉の前から姿を消した。

　女性は掃除道具を床に置き、寝台に近づいていくと、手慣れた動作で寝具を整えた。次いで、掃除道具を手に取り、床を掃除し始める。そうこうするうち、兵が卓を抱えて戻ってくると、こちらに置いていただけますか、とさも当然といった様子で指示を出した。兵がいわれた通りに卓を設置すると、女性は持ってきた白い布を広げて卓の上にかぶせ、椅い子すを卓のまわりに並べた。

　これら一連の行動を、女性はごく短い時間のうちにやってのけた。その間イアンはといえば、何かを手伝うわけでもなく、扉のそばに立ったまま、女性の様子をただ見ているだけだった。

「これで準備はよし、と。あとは……」

　女性は再び室内の様子を見渡し、納得したように呟つぶやいてから、イアンのほうを振り向いた。

「お着替えはまだなんですね」

「は、はい」

　イアンは椅い子すのひとつに視線を向けた。そこにたたんだ服が置いてあることは、目を覚ましたときから気づいていた。だが、それが自分のために用意されたものとはどうしても思えず、そのままにしていたのだった。その服は真っ白な、見るからに高級そうな布でできていた。イアンにとっては今までに着たことはおろか、見たこともない、自分が着ているのと同じ服というのがはばかられるような代物だった。

　女性の今の言い方からすると、どうもあれは、自分のために用意されたものということになるらしい。

　本物のアルトゥールでもなく、ヴィクトの依頼も断った今の自分に、着る権利があるとはますます思えないのだが──

「よろしければ、私がお手伝いいたしましょうか？」

「い、いえ、大丈夫です、自分で着られます！」

　女性が笑みを浮かべながら近寄ってこようとするのを、イアンはあわてて制した。

「そうですか？　でしたらすぐにお願いしますね。今、お連れしますので」

　イアンが誰だれを？　と問い返そうとしたときには、女性は既すでに彼の脇わきをすり抜けるようにして、部屋の外に出てしまっていた。兵の手で扉が閉められ、イアンはまたも、室内にひとり取り残される。

　一体何が始まろうとしているのだろうか？

　疑問が尽きないまま、イアンはとりあえず、女性にいわれた通り着替えることにした。椅子のところまで歩いていき、まずはこれまで自分が着ていた、汗と汚れで黒くなった奴ど隷れいの服を脱ぐ。

　かくしにしまってあったパンが、床に転がり落ちた。

「あ……」

　イアンは床にかがみ込み、パンを拾い上げた。

　握り締めた途端、またあの森で見た光景が思い出されそうになる。

　だがそこに、扉を叩たたく音が割り込んできて、彼の思考は中断された。

「よろしいでしょうか？」

　部屋の外から、先ほどと同じ女性の声が聞こえてくる。

「す、すいません、もう少し」

　イアンは扉に向かって返事をすると、あわててパンを離し、新しい服を手に取った。想像した以上の滑なめらかな布の肌触りに一いつ瞬しゆん陶とう然ぜんとなりながら、急いで袖そでを通す。今まで着ていた服を丸めて寝台の枕まくら元もとに置き、その上にパンと、首にかけていたペンダントを並べた。

　そこまでやってから、扉に向かって再び返事をした。

「す、すみません。どうぞ」

　扉が開くと、そこには女性と共に、フランシスカの姿があった。

「き……！」

　君は、といおうとして、イアンはあわてて言葉を吞のみ込んだ。

「じいにはいけないといわれていたのですが……我慢できなくて、来てしまいました。入ってもよろしいでしょうか……？」

　フランシスカが恐る恐るといった調子で尋ねてきた。二日前にも見せていた、緊張した面持ちがそこにあった。イアンのほうが彼女よりも背が高いせいで、自然と上目遣いになっている。それもあってか、今の彼女に王女殿下、神み子こ姫ひめといった、地位に見合った威い厳げんはほとんど感じられなかった。

　それでも、イアンの行動を支配するには十分だった。

「す、すみません。どうぞ」

　イアンは脇わきに飛びのくようにして、扉の前をあけた。不意打ちにも等しいフランシスカの来訪に、ほとんど頭の中が真っ白になっていた。

「よかった。ありがとうございます」

　フランシスカはゆっくりとした足取りで、部屋の中に入ってきた。イアンがちらと外の様子を窺うかがうと、警備の兵たちが背筋をまっすぐに伸ばして、直立不動の姿勢を取っているのが見えた。

　フランシスカは先ほど整えられたばかりの卓の前まで歩いていって、足を止めた。例の女性も部屋の中に入り、中から扉を閉める。女性は今度は片手に籠かごを提げており、それを、卓のところまで近づいていって上に置くと、再び扉の前に戻った。

「ミリアム……？　あなた、部屋の外で待っていてくれるのではないの？」

　フランシスカが扉の前に立つ女性を振り返り、声をかけた。

「ふたりきりにするのは心配ですから」

　ミリアムと呼ばれた女性の答えを聞くと、フランシスカは瞬しゆん時じに頰ほおを赤く染めた。

「何をいっているの。に……この方が、私に変な真ま似ねをするはずがないでしょう。失礼なことをいわないで」

「私が心配しているのは、むしろアルトゥール様の身の安全ですわ」

「な……」

　フランシスカは真まっ赤かになって絶句した。そんなふたりの会話を聞いて、イアンも内心驚いた。どうやらミリアムはフランシスカ付きの侍女のようだが、主人をからかうようなことを口にするなどと、そんなことが許されるのだろうか？　この調子だと、普段からこのふたりは、こういった会話を交わしているのかもしれないが、それにしても随ずい分ぶんと打ち解けているものだ。

　フランシスカはしばらくの間続く言葉を口にせず、黙だまって立っているだけだった。

　そんな彼女の様子を見ているうちに、イアンのほうも少しずつ落ち着きを取り戻していった。

　フランシスカがここへやってきたのは、やはりヴィクトと同じ用件だろうか？

　恐らくそうに違いないとイアンは思った。ヴィクトの口から、フランシスカがアルトゥールを次の国王に望んでいるという話は既すでに聞かされている。それを、直接打診しに来たということではないだろうか？

　困った、というのが正直な気持ちだった。たとえフランシスカに頼まれようと、承しよう諾だくできるものではない。彼女が自分を兄だと信じているなら、なおさらだ。

　下へ手たに期待を持たせるくらいなら、いっそ今、ここで自分の正体を明らかにしてしまったほうがいいだろうか？

　そんなことをイアンが考えていると、フランシスカが彼のほうに顔を向け、口を開いた。

「あ、あの……おなか空すきませんか？」

「え？　おなか？　ええと……」

　尋ねられて初めて、イアンは自分がもう長い時間何も食べておらず、びっくりするほど腹を減らしていることに思い当たった。ミリアムが卓の上に置いた籠かごにちらと視線を向ける。あの中に食べ物が入っているのだろうか？

　今にも倒れそうなくらい空腹なのは事実だった。とはいえ、そのことをフランシスカに正直に告げるのも、はばかられる気がした。

　イアンは少し考え、言葉を継いだ。

「そうですね……少し空いたかもしれません」

　フランシスカの表情が、光が差したようにたちまち明るくなった。

「そうですか？　実は、ちょっとしたものを用意してきたんです。よかったら一緒に、と思いまして」

　フランシスカは籠の中に入っていたものを、卓の上に広げ始めた。ミリアムが足音もなく近寄ってきて、主人の行動を手伝う。

　蜂はち蜜みつを塗った薄切りのパン、チーズ、リンゴをはじめとする数種類の果物、陶とう器き製の水差しなどが、主にミリアムの手で、手際よく並べられていく。

「今は非常時なので、ありあわせの物しかありませんが……一応、一生懸命準備したんですよ」

　傍かたわらにいたミリアムが軽く咳せき払ばらいすると、フランシスカは小さな声で補足した。

「……やったのは主にミリアムですけど」

「主に？」

　ミリアムは笑顔のまま、なおも追及を緩ゆるめない。

「私だって籠に詰めるのを手伝ったわ……少しだけど」

　フランシスカが口を尖とがらせながら答えると、ミリアムは主人に向かって一礼した。

「フランシスカ様のお優やさしいお心遣いには、いつも感謝しております」

　その様子を見て、フランシスカは口の中で何やら不平らしき言葉を呟つぶやいていたが、イアンと目が合うと、あわてて笑顔に戻った。

「さあ、どうぞ。おかけになってください」

「わ、わかりました」

　イアンはフランシスカに促されるまま、椅い子すに腰を下ろした。フランシスカもイアンと向かい合うように、ミリアムの引いた席につく。

「それでは……」

　フランシスカは両手を胸の前で組み合わせ、目を閉じた。傍かたわらに立っていたミリアムもそれにならう。それがイグニス教徒がよくやる祈りの仕種だとわかったイアンは、自分も同じようにした。神に対して特に捧ささげる言葉を持たないイアンだったが、祈りの行為そのものを忌き諱きしているわけではない。

「神よ、大いなるご加護に感謝いたします。今日きようの恵みが明日あしたの糧かてにならんことを」

　フランシスカの祈りの言葉は、簡潔ではあったが力強く、伸びやかな響ひびきに満ちていた。

「いつもながら素晴らしいですわ、フランシスカ様」

　ミリアムがうっとりした口調で感想を述べる。

「ミリアムったら……私のすることはなんでもほめるのね」

　フランシスカは呆あきれたように口にしたが、イアンが抱いた印象も、ミリアムと同様だった。短い文句の中に、言葉の力をこめられる。それを、信徒でないイアンのような人間にも感じさせる。このあたりが、神み子こ姫ひめたるゆえんなのかもしれない。

「さあ、いただきましょう」

　こうして、イアンとフランシスカのささやかな食事会が始まった。

　胃は空腹のあまり痙けい攣れんを起こしそうなほどになっていたが、イアンは目の前に並んだ食べ物に即座に手を出すことができなかった。

　フランシスカに改めてどうぞ、と促され、ようやく思い切ってパンの一切れに手を伸ばす。

　触れた指先が沈み込むような柔らかさ。鼻を近づけなくても漂ってくる、焼きたてのこうばしいにおい。

　口に含んだ途端、甘みと瑞みず々みずしさをたっぷり含んだ豊かな味が口の中に広がっていく。

　未いまだ食べずに取ってある、石のように硬くなったもうひとつのパンとはあまりに違っていた。

　不意に、六年にわたる奴ど隷れい身分の生活の中で消えかけていた、姉エミリアと平へい穏おんに暮らしていた頃ころの思い出が蘇よみがえった。

　決して豊かではなかったけれど、楽しかったあの頃。こんなに立派なものではなかったが、姉が焼いてくれたパンを頰ほお張ばって、笑っていたあの頃。二度と味わえないと思っていた、団だん欒らんの味──

　イアンは口に含んだパンが、いつのまにか涙の塩気を帯びてきているのに気づいて、袖そでで顔を拭ぬぐった。

「ど、どうしました？　大丈夫ですか？」

　フランシスカがあわてた表情になる横で、ミリアムが水差しから器に水を注ぎ、イアンに渡してくれた。その水を一気に飲み込むと、ようやく楽になった。

「どこか痛いのですか？　大丈夫ですか……？」

　フランシスカがもう一度、心配した様子で尋ねてくる。

　だが、それを彼女に逐ちく一いち説明するわけにもいかない。

「……ものすごくおいしくて、何だかほっとして……」

　その言葉を聞いた途端、フランシスカの顔に安あん堵どの表情が浮かんだ。

「そうですか？　たくさんありますから、どんどん食べてくださいね」

　イアンは勧められるまま次々と、目の前にあった食べ物を手に取っていった。一度弾はずみがつくと、もう止まらなかった。卓の上に並べられていたパンが、チーズが、果物が、みるみるうちに胃袋の中へと収められていく。ありあわせといっていたが、イアンにしてみればこれまで食べたことのない最上級のご馳ち走そうばかりだった。ひとつひとつを口に含むたび、驚きと感動に包まれた。

　そんなイアンの様子を、ミリアムが微び笑しようを浮かべながら見守っていた。一方のフランシスカはといえば、自身はほとんど食べ物に口をつけることなく、どこか思いつめたような顔をして、イアンのことを見つめている。何かをいおうと口を開きかけてはやめ、という動作を何度となく繰り返しているようでもあった。

　あるいは彼女は、イアンが水を向けるのを待っていたのかもしれない。

　やがて、意を決したらしく、自ら切り出した。

「あの……実はお願いがあるのですが……」

　いよいよ来た、とイアンは身構えた。食べている間も、その話が出たらどう答えるべきかと、ずっと考えてはいたのだ。結論としては、やはりここでも本当のことを話すしかない、だった。

　真実を告げたら、フランシスカはさぞ驚き、落胆もするだろう。それでも、他ほかに選択肢はない。

　イアンは心の中でそう自分に言い聞かせながら、フランシスカの次の言葉を待ち受けた。

　しかし、彼女の口から発せられたのは、彼が想像だにしていなかった内容だった。

「……さまと、お呼びしてもいいですか？」

「はい？」

　フランシスカが何をいっているのかよくわからず、イアンは咄とつ嗟さに聞き返していた。

「いえ、その……」

「フランシスカ様、頑がん張ばってください」

　しどろもどろになるフランシスカを、横からミリアムが元気づける。それに気持ちを鼓こ舞ぶされたか、彼女はイアンの目をぐっと見据え、もう一度、その問いを彼に向かって口にした。

「ですから……兄様とお呼びしてもいいですか？」

　最後のほうはほとんど消え入りそうな声になっていたが、それでも今度は、かろうじて聞き取れた。

　言い終わるなり、フランシスカは顔中、それこそ耳まで真まっ赤かにして、うつむいてしまう。

　兄様と呼んでいいか、って……

　イアンは全身から力が抜ける感覚にとらわれた。

　それだけのことを頼むのに、今までためらっていたなんて。

　もっと重大なことを切り出されると思っていただけに、そうならなかった安あん堵ど感も手伝って、彼は首を縦に振っていた。

「うん、いいよ」

　しかし、返答してはみたものの後ろめたさは拭ぬぐえない。

　その返事の意味するところは、フランシスカに対して、自らをアルトゥールと偽いつわると決めた、という意味でもあるからだ。

　だがそんなイアンの言葉に対し、フランシスカは嬉うれしそうに顔をほころばせ、見るからにほっとした様子になった。

「よかった……こんなことを言い出して、驚かれてしまったらどうしようと思っていたんです」

　そう口にしながら、胸に手を当て、大きく深呼吸をする。

「おめでとうございます、フランシスカ様」

　兄と呼べる。ただそれだけでこんなに喜んでいる彼女に、本当のことがばれてしまったら──

　そう考えると、イアンの胸は苦しくなった。

　本物でなくても、せめて兄らしい振ふる舞まいができれば、こんな思いはなくなるのだろうか。

　意を決した願いが叶かなって、肩の力が抜けたのか、フランシスカはそれからは打って変わって饒じよう舌ぜつとなり、色々なことを話し始めた。

　ミリアムと普段どんなやり取りをしているか。王城の生活がどのようなものであったか。幼少の頃ころ、いかにファウラーにかわいがってもらったか。好きな食べ物。好きな花。好きな物語──

　フランシスカの表情は、話題に応じてめまぐるしく変わった。そうした反応は、イアンの目に新鮮に映った。主人の下もとにいたときは、まわりに同年代の女の子はいなかったからだ。彼よりもずっと大人か、あるいはずっと下、そのどちらかだった。

　仮にいたとしても、こんな風に談笑することは難しかったかもしれない。互いに過酷な労働環境に置かれ、何かと連帯責任を強しいられる体制下にあっては、同じ奴ど隷れい仲間であっても育はぐくまれるのは疑心や妬ねたみといった、後ろ向きの感情ばかりというのが普通だったからだ。

　ふと、イアンは自分が本当にフランシスカの兄で、今までもこうして何でもない日常を、彼女と共に過ごしてきたかのような錯覚にとらわれた。

　それは、そうであればよかったのにという、願望の表れだったのかもしれない。

　そして唐突に思い至る。

　フランシスカがイアンの下もとへやってきた理由も、まさにそれを求めてではないかということに。

　彼女が口にする話題には、今のリュクサリア王国が置かれている厳しい状況や、殺さつ伐ばつとした戦争を連想させるようなものはひとつもなかった。気の向くままに話している風を装ってはいたが、実はそこには、細心の注意を払って何気ない空気を作り出そうとする、フランシスカの懸けん命めいな姿が潜ひそんでいるように思われた。

　そうか。この子は。

　彼女はほんの束つかの間ま、平へい穏おんな空気の中に身を置くことで、自分の中の平へい衡こうを保とうとしているのかもしれない。

　ならば、せめて今だけでも──

　そうと知ったイアンは、より真剣に彼女と向かい合うことにした。彼女が口にする他愛ない話に懸命に耳を傾け、相あい槌づちを打つ。本物のアルトゥールならどうするだろうかと考え、それを実践する。

　あくまでも和やかに、しかし、どこまでも真しん摯しに。

　彼らが作り出しているのは偽いつわりの家族団だん欒らんだったが、求める気持ちは本物だった。

　そんなふたりを、ミリアムは一切邪じや魔まをすることなく、黙だまって見守っていた。何度か、じっと見つめられているような強い視線を感じ、イアンは彼女のほうを見たが、そのたびにミリアムは、あのにこやかな微び笑しようを浮かべるばかりだった。

　そんな中、ふと窓のほうを振り向いたイアンは、いつのまにか日が傾きかけていることに気がついた。

「もうすぐ夕方か……」

「いけない、お祈りの時間だわ」

　フランシスカはあわてた様子で立ち上がった。

「お名残なごり惜しいですけど、ここまでにしますね。兄様、ありがとうございました」

「あ、うん……」

　自分はフランシスカの望む兄でいられただろうか。

　わずかなりとも、彼女の助けになれただろうか。

　フランシスカとこうして話をするのも、これが最後だろう。イアンの中には漠然とではあったが、そうした思いがあった。だからこそ、彼女の兄の代役を務める気にもなれたのだと思う。

　そんな彼だっただけに、続いて発せられたフランシスカの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、息が詰まりそうになった。

「明日あしたは兄様のお好きな物を、用意してきますね。何がよろしいですか？」

　フランシスカは期待に満ちた眼まな差ざしで、イアンの答えを待っている。目の前にいるのが兄アルトゥールだと疑わず、明日も今日きようと同じようにまた会えるということを、微み塵じんも疑っていない顔がそこにあった。

「それは……」

　イアンとしてはどうにも答えようがなかった。明日、自分がどうなっているかなど、自分でもわからない。自分の意志で砦とりでを去っているかもしれないし、他人の思惑でどうにかなっているかもしれない。ここにいるという保証はまったくなかった。下へ手たに約束をして、それを破ることになってしまったらと考えると、心苦しさが募り、軽々しいことをいう気にはなれなかった。

「フランシスカ様、そろそろお部屋にお戻りになりませんと」

　ミリアムのそのひとことが、イアンにとっては思わぬ助け舟となった。

「そ、そうね。もう行かないと。ミリアム、後のことはお願いね」

　そう口にするなり、彼女は身を翻ひるがえすと、足早に扉のところまで近づいていった。

　すかさず、ミリアムがそばに歩み寄り、主人に代わって扉を開ける。

「兄様、それではまた……ごきげんよう」

　扉が閉まり、部屋の中にイアンとミリアムのふたりが残された。

　イアンは思わず、安あん堵どの吐息を漏もらしていた。それは無事に代役をまっとうしたことと、明日の約束をせずに済んだこと、その両方に対する安堵だった。

　ミリアムがイアンに背を向け、扉のほうを向いたまま、ぽつりと呟つぶやく。

「あんなに楽しそうなフランシスカ様のご様子を見るのは久しぶりです。やはりこれまで、相当に張り詰めていらっしゃったのですね」

　その口調にはこれまでの軽やかな雰囲気はどこにもなく、フランシスカをいたわる真剣な思いにあふれているようにイアンには聞こえた。

　だがそれも、ほんの一瞬だった。

「さてと。それでは、後片付けをさせていただきますね」

「は、はい」

　振り返ったミリアムの話し方も、表情も、ここまでイアンが既すでに見慣れたものへと戻っていた。彼女は卓の前に戻ると、上にのっていた物を手際よく、籠かごの中にしまい始めた。その様子を横目で見ながら、イアンは寝台のところに行き、腰をかける。混乱している頭の中を、少し整理しようと思った。

　ふと枕まくら元もとに目をやると、元着ていた服の上に、パンと並べて置いてあったはずのペンダントが見当たらなかった。

「あれ？　確かここに……」

「お探しになっているのはこれでしょうか？」

　イアンはミリアムの手を見た。どこから取り出したのか、彼女は例のペンダントを、鎖の部分をつまんで吊つり下げるようにして持っていた。

「は、はい。それです」

　イアンは寝台から立ち上がってミリアムのそばへと近づいていった。床に落ちたのを拾っておいてでもくれたのだろうか。それならそうといってくれれば……そんなことを思いながら、ペンダントを受け取ろうと手を伸ばす。

　ミリアムはイアンの掌てのひらにペンダントをのせながら呟つぶやいた。

「これでエリュシオンを動かして、フランシスカ様をお助けしてくださったんですね」

「ええ、まあ……」

「あんな大きなものに乗って戦うなんて、凄すごいですね。恐ろしくはなかったのですか？」

　イアンはペンダントを握り締めながら、ミリアムの顔を見つめた。なぜ急にそんなことを聞くのだろう？　質問の意図がまるでわからなかった。

　イアンの当惑を知ってか知らずか、ミリアムはなおも言葉を紡つむいでくる。

「私があなたの立場だったら、きっと逃げ出していたと思います。とてもではないですが、戦うなんて無理だったでしょう」

　見透かされている？

　イアンは凍りついた。

　目の前のミリアムは、口調も表情も、これまでとまったく変わっていない。相変わらずのにこやかな微び笑しようが、その面には浮かんでいた。しかしその奥に潜ひそむ感情は、これまでとまるで違うものに変わったようにイアンには思えた。

「やはり、本当のお兄様だからこそ、できたことなんですよね？」

「いや……それは……」

　イアンは返答に窮きゆうした。彼にとっては、一番痛い所を衝つく質問だった。

　そんなイアンを、ミリアムはしばらく黙だまって見つめていたが、ふと両目を閉じると、小声で呟いた。

「それでも、エリュシオンを動かせるということは、資格があるということなのですよね……」

　イアンは何も答えられないまま、彼女を見つめた。ややあって、再び目を開いたミリアムは、初めに彼が見たときと同じの、真剣な眼まな差ざしを向けてきた。

「もう少しだけ……」

「え？」

「もう少しだけで構いません。どうか本当のお兄様として、フランシスカ様に接していただけませんか？」

　今度こそイアンは絶句した。

　やはりミリアムには、自分が本物のアルトゥールではないということを見抜かれているのか？

　一体いつ、気づかれたというのだろう？

　今の会話のやり取りか？

　それとも、自分がフランシスカと接している間に、既すでに見破られていたのか？　あるいは、最初に姿を見られたときに──

　愕がく然ぜんとするイアンを前に、当のミリアムはあくまで穏おだやかだった。

「私は政治向きのことはよくわかりません。ですが、国王陛下がお亡くなりになられてからというもの、この国がとても大変な状態になっているということは理解しています。もちろんフランシスカ様も、そうした事情をご存じであるからこそ、おひとりで頑がん張ばろうと必死に努力なさっているのだと思います。ただ……」

「ただ……？」

「フランシスカ様は最近になって、昔一度会ったきりのお兄様のことを、しきりに口になさるようになりました。やはり心細かったのだと思います。ですからあなたを見て、お兄様だと信じ込んだのでしょう」

「でも、僕は……」

　その後の言葉をイアンは吞のみ込んだが、ミリアムは大丈夫です、といわんばかりに頷うなずいた。

「きちんとお話しすれば、フランシスカ様もきっとわかってくださいます。近いうちにきっと、この砦とりでから出られるようになりますよ。もちろんそのときは、私もご協力させていただきます」

　だから今だけは、フランシスカが信じるアルトゥールでいてほしい。

　ミリアムがいっているのは要はそういうことだろうか。

　もう少しだけアルトゥールとしてフランシスカと接し、その後本当のことを話し、ここから出る。

　その後はどうすればいいのだろう？

　自分がこれまで生活していた、主人の所領へ戻るのだろうか？

　それとも、別の誰だれかの戦闘奴ど隷れいとなって、また戦場を走り回るのだろうか？

　あるいは──

　イアンは自分の未来の姿を想像しようとしたが、どれもうまくはまらなかった。

　いずれにせよ、自分のような取るに足らない存在などたちまち埋もれてしまう、厳しい現実が待っているのに違いない。

　それは自分だけでなく、フランシスカにしても同じだろう。

　今のリュクサリアは一方の車輪が壊れ、もう一方だけで走っている荷車のようなものだというヴィクトの言葉が、イアンの脳裏に蘇よみがえった。

「僕がいなくなったら……フランシスカ様は、どうなるんですか？」

「もちろん、大変な困難に直面されるでしょう。でも、それがフランシスカ様のお立場ですから」

　ミリアムは事もなげにそう断言した。

「フランシスカ様は、これまでも、孤独に耐え、亡くなられたご両親の代わりを、立派に務めてこられました。あの方は強いお方です」

　ミリアムの言葉には、フランシスカを称たたえようとする調子が多分に含まれていた。そこには侍女が主人に向ける忠ちゆう誠せい心しん以上の熱がこもっているようにも感じられた。

　そんなミリアムの話を聞いているうちに、イアンは自分の中で違和感が湧わき起こるのを禁じ得なかった。

　本当にそうなのだろうか？

　確かにフランシスカは強いと思う。話を聞いただけで気が遠くなるような重責を、これまでひとりで、立派に担になってきたのだ。そんな彼女が強くないはずがない。それはわかる。だがしかし──

　イアンの思考は、不意に響ひびいた破壊音にかき消された。音のした床に目を向けると、卓の上に置いてあった水差しが落ちて粉々になっているのが見えた。

　どうやらミリアムが、片付けの際に手を滑らせでもしたらしい。

「大丈夫ですか？」

　床にかがみ込んで、破片を拾おうとしたイアンだったが、すかさずミリアムに制された。

「そんなことをしていただくわけにはいきません。フランシスカ様に知られたら、私が怒られてしまいます」

　なおも手伝おうとしたイアンだったが、ミリアムにきっぱりと固辞され、あきらめざるを得なかった。

「丈夫だと思ったんですけど……壊れるときはあっけないものですね」

　床にかがみ込んだミリアムが、水差しの破片を拾い集めながらそう呟つぶやくのを聞いて、イアンははっとなった。

　今の言葉は、そのままフランシスカにも当てはまるのではないだろうか？

　イアンがそう思った瞬しゆん間かん、部屋の扉が開いた。

　現れたのはフランシスカだった。どこから持ってきたのか、布にくるまれた丸い物を両手に持っている。

「お祈りはもうよろしいのですか？　フランシスカ様」

「ええ、もう終わったわ……ところでどうしたの、その床」

　ミリアムが水差しを落として壊したことを説明すると、フランシスカは驚いた顔を見せた。

「ミリアムがそんな失敗をするなんて、珍しいこともあるのね」

　次いで、彼女はイアンのほうに近寄ってきた。

「兄様、もしよかったら、これを……」

　イアンは差し出された物を手に取った。じんわりとした温かさが布を通して伝わってくる。中にくるまれているのはあんかのようだった。

「これをわざわざ持ってきてくれたの？」

　イアンが問うと、フランシスカははい、と頷うなずいた。

「この部屋は暖炉がないから、夜は寒いかと思って。私の部屋は十分暖かいですから」

「……ありがとう、嬉うれしいよ」

　イアンが礼を述べると、フランシスカははにかんだような笑顔を浮かべた。

「よかった。喜んでもらえて」

　イアンはそんなフランシスカの姿を、改めて見つめた。今彼の目の前にいるのは、あくまでもひとりの少女に過ぎなかった。体もさほど大きくはなく、年も自分とほぼ同じくらいの。

　それでも。

　そんな彼女の小さな両肩には、とてつもなく大きく、重いものが、載っているのだ。

　それがわかっていて、それでも自分は、この少女の下もとを去るというのだろうか？

　本当に、それでいいのだろうか？

「それと兄様。私が戻ってきた理由は、もうひとつあるんです」

「もうひとつ？」

「はい。明日あした何を用意したらいいか、まだお伺うかがいしていませんでしたよね？」

　イアンはしばし考えた。

　好きな物。この六年というもの、食事のえり好みなどしていられる状況ではなかった。どれほどまずかろうが、質が悪かろうが、己が生きるために口にできる物はなんでも口にするしかなかった。好き嫌いを気にしたことなど久しくない。

　さらにその前はどうだったろうか。まだ奴ど隷れい身分に落ちる前、自分が特に好きだったといえる物は何かあったろうか。

「いちごジャム……」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、味の記憶が舌に蘇よみがえった。そうだ。毎年春になると、姉にせがんでよく作ってもらっていた。もし、もう一度食べられるなら、あれを──

「わかりました、いちごのジャムですね！」

　フランシスカの笑顔が輝かがやきを増した。

「必ずご用意します。楽しみにしていてください」

「どこにあるかご存じなんですか？」

　水差しの始末を終えたミリアムが、すかさず釘くぎを刺す。

「当たり前じゃない。厨ちゆう房ぼうに決まっているでしょう？」

「厨ちゆう房ぼうの、どこですか？」

「……どこかよ」

　フランシスカは不本意そうにそう口にした。

　ミリアムがそんなフランシスカを見て、さもおかしそうに微笑ほほえむ。

　そんなふたりの会話を聞きながら、イアンは自分に向かって言い聞かせていた。

　まだ、結論を出したわけではない。

　もう少し考えてみようと思っただけだ。

　こちらを向いたミリアムと目が合う。

　今の自分のこうした感情も、全すべて彼女に見通されているのだろうか。

　イアンのほうから彼女の内心を読み取ることは、到底できそうになかった。
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　市街地のそこかしこから、激しい戦闘の名残なごりを感じさせる黒煙が湧わき出て、空に立ち上っていた。

　十月十七日。オルガンド軍の総攻撃を受けて陥かん落らくしたリュクサリア王国の王都リュクシスは、この日、新たな軍勢の到来を迎えることになった。

　その数、およそ二万。

　五千余機を数える機巧鎧アームネインもその中に含まれている。

　五公のひとりであるバーナビーが、自らの領地から呼び寄せた部隊だった。

　元々彼は、機巧鎧アームネイン約一千機を含む四千の軍勢を王都に連れてきていたため、これにより二万四千の大軍団を擁ようすることとなった。

　王都に残ることを選び、建物の中で身を縮め、自分たちの上に吹き荒れる暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしをなんとかやり過ごそうと苦心していた市民たちの目に、このバーナビーの軍勢はどのように映ったことだろうか。

　雪せつ月げつ宮きゆうへと続く大通りを、武器を携えた多数の機巧鎧アームネインライオットが行進していくさまは、本当なら彼らがずっと待ち望んでいた光景のはずだった。

　しかし今、バーナビーの軍勢が歓呼の声で迎えられることはない。

　市民たちの多くは、今回の王都陥落の一番の原因を作ったのがバーナビーであることを知っていた。これにより、彼らがバーナビーの部隊に対して向ける視線は、その大半が怒りと怨えん嗟さ、失望とで彩られることとなった。

　これからどうなるのか。

　誰だれもが息を潜ひそめて、今後の成り行きを見守っていた。二万もの大軍が、王都の治安維持のためだけに呼び寄せられるはずがない。本格的な戦闘に備えてであることは明らかだった。次の大きな戦いが間近に迫っていることを、多くの者が肌で感じ取っていた。

　問題はそれがいつ、どこで繰り広げられることになるかだ。

　さまざまな噂うわさが、早くも市民たちの間を飛び交っていた。

　王都からひとまず落ち延びた五公の他ほかの四名が、自分たちの領地へ戻って配下の部隊を引き連れ、連合して王都に攻め上ろうとしているというもの。

　先の国王キンゲイド四世の忘れ形見であるフランシスカが、自ら残りの全軍を率い、王都近辺に到達したというもの。

　中にはもうひとつの隣国ウィリニアが、リュクサリアの混乱に乗じて東の国境を侵し始めたため、そこへ向けて出撃するのだというものもあった。

　何が真実で、何がそうでないのか。神でもなければ事態を主導する立場にもない者たちに、真実を的確に把握しろといっても無理な話だった。

　彼らにできるのはただ、嵐あらしが通り過ぎるのを待つことだけだった。




　バーナビーの軍勢が続々と王都への入城を果たしていたのと同じ頃ころ、市街に隣接する森の中を、襲歩機ギヤロツパーに乗って進むひとりのオルガンド軍将校の姿があった。

　いかにも敏びん捷しようそうな体つきと、彫りの深い顔立ちをした男だった。

　彼の名はイェルク・メルツァー。二日前、今いる場所の近くでエリュシオンと遭そう遇ぐうし、もう少しのところまで追いつめた男だった。

　メルツァーの軍内における地位は千機長だった。オルガンド軍の軍団構成は、機巧鎧アームネイン十機を一小隊となし、これを編成にあたっての基本単位としている。この小隊を束ねる隊長が十機長と呼ばれる。メルツァーはこれまで、この十機長よりもひとつ上の位である百機長の地位にあった。それが、直属の司令官であるシュマイザーからこのたび千機長に任ぜられ、千人規模の機士を束ねる高級将校の一員となったのだった。

　ちなみに千機長の上はシュマイザーと同格の万機将ということになるが、これは文字通り、万単位の機士に号令する将軍格の者を指しており、総勢二十万を数えるオルガンド全軍を見渡してもたったの八名しかいなかった。今回のリュクサリア王国侵攻にあたっては、大王ゲイルグルの長子であるボラドーを総司令官として、シュマイザー、バルテル、ガズレイの三名の万機将が、軍団を率いて参戦していた。

　二日前、エリュシオンと遭遇して取り逃がしたことをシュマイザーに報告したとき、メルツァーはシュマイザーの厳しい叱しつ責せきを覚悟し、十機長への降格さえあり得ると思っていた。そんな彼が千機長に抜ばつ擢てきされたことはシュマイザー幕下の部将たちを驚かせたが、最も仰天したのはメルツァー本人だったろう。

　だがすぐに、メルツァーは自らの身に起きた思わぬ栄達の裏に秘められた理由を知ることとなる。

　部隊を任まかされるにあたり、メルツァーはふたつの条件をシュマイザーから突きつけられることとなった。

　そのうちのひとつに絡んで、今、彼は森へとやってきていた。

　平時においては、王都市民の憩いこいの場として親しまれていた森も、リュクサリア王国軍とオルガンド軍の間で行われた熾し烈れつな戦闘の舞台となったことで、今や無残な光景を白日の下もとにさらしていた。

　そこかしこに人間の死体が、機巧鎧アームネインや支援機ローダーの残ざん骸がいが、両軍を問わず散乱している。投降したリュクサリア王国軍の機士が武器を構えたオルガンド軍の兵に連行されている様子や、主人を失ったとおぼしき戦闘奴ど隷れいが所在なさそうに木々の間を歩き回っているところも、メルツァーは何度か目にした。

　やがて彼の耳に、まとまった数の機巧鎧アームネインが地じ響ひびきを立てて走り回る音と、金属同士がぶつかり合う鋭い音が響いてきた。

　事情を知らない者が聞いたら、未いまだに戦闘が続いているのかと勘違いしたかもしれない。それほどに苛か烈れつで、一分の隙すきもない緊迫感に満ちた音だった。

　音の正体は、調練中の機巧鎧アームネイン部隊だった。

　森の木々の間をすり抜けるようにして、何機ものドラードが動き回っていた。全部で五十とメルツァーは聞いていたが、全すべてを一度に目にすることはできない。どうやら二手に分かれ、実戦形式でぶつかり合っているようだった。いずれも使っているのは調練用の棒だったが、打ち込みの厳しさは半端ではなかった。打ち所が悪ければ機体の大破は免まぬかれないだろう。そのときは当然、中の操縦者も無傷では済むまい。

　メルツァーは感嘆した。森のすぐ脇わきにあるリュクサリア王都では、今も多数のオルガンド軍将兵たちが戦勝に沸わき、美酒に酔っている真っ最中だった。総司令官のボラドーから略りやく奪だつ行為を禁じる布告が出されてはいたものの、いったん解き放たれた欲望を完全に押しとどめる術すべはなく、多くの者たちが、敵国の王都という豊ほう潤じゆんな果肉を、思うままに貪むさぼっていた。にもかかわらず、そうした享きよう楽らくから目を背そむけ、厳しい調練を続けているこの部隊の士気の高さは尋常ではなかった。メルツァーはそこに、部隊の指揮官の強烈な統率力の発はつ露ろを感じた。それが指揮官の人望から来るものか、それとも畏い怖ふによるものかはわからないが、おそらく後者だろうと彼は思った。

　メルツァーは指揮官の機巧鎧アームネインがどこにいるのか、すぐに見つけることができた。全身を黒一色に染め上げられたその機体はどこにいてもよく目立ち、動きも際立っていた。

　ネストール。それが指揮官の乗る機巧鎧アームネインの名だった。ドラードを土台にして、その特別強化型として作り上げられた機体だとメルツァーは聞いていたが、実際目にするとまるで別物と感じられた。比較的曲線主体に形作られているドラードに対し、全体的に鋭角的な部分が目につく。大きさも通常のドラードよりひとまわり大きく、装甲も厚い。筋肉にみっしりと鎧よろわれた闘士といった趣きだった。どちらかといえば重装機ヴアンカー仕様に近いようにも思えたが、周囲にいる突撃機ランサー仕様のドラードに敏びん捷しよう性や格闘性能で遅れを取る様子はまったくなく、むしろ圧倒する気配を見せていた。重装機ヴアンカーと突撃機ランサー、双方の長所を取り入れる形になっているのはさすが特別機といったところだろうか。

　指揮官はネストールの両手に戦せん斧ぷを模した短い棒を持たせ、それを振り上げて周囲に指示を出したり、敵方にまわった機体に強烈な打撃を見舞ったりしながら、場の全体の動きを完かん璧ぺきに統制していた。

　これがひとたび実戦となれば、今は敵味方に分かれている五十機が一丸となり、指揮官の号令の下もと、猛もう然ぜんと敵に襲いかかることになる。この部隊はそうやって、今までのリュクサリア王国軍との戦いでも赫かく々かくたる戦果を重ねてきていた。二日前の王都攻略戦においても、市街地へ突入する役目は負わなかったものの、今メルツァーのいる一帯を中心として、敵戦力の掃そう討とうに功績を挙げている。来る途中でメルツァーが目にした機巧鎧アームネインの残ざん骸がいの多くは、間違いなく彼らの手によるものだった。

　メルツァーが聞いた話では、敵のリュクサリア王国軍においてもこの部隊の存在は有名になりつつあるらしい。特に指揮官に対しては、黒い乗機にちなんだ通り名までつけられているとのことだった。

　ふと、メルツァーは思った。

　もし自分が万機将で、配下の機士たちが全員、ここにいる者たちほどの錬度を備えていたら、今いま頃ごろリュクサリア王国の全土を制圧し終えていたのではないか。

　調練が一区切りつき、指揮官機がメルツァーの前までやってきて止まった。メルツァーも襲歩機ギヤロツパーから降りた。

　ネストールの操縦席が開き、中からひとりの人物が姿を現した。この部隊を束ねる指揮官、百機長のマンフレート・クロイツその人だった。髪を短く刈り込んだ目つきの鋭い男で、屈強な体つきをしており、見るからに武人といった風格を漂わせている。顎あごの辺の無精髭ひげが、より精せい悍かんな印象を増していた。

　メルツァーがシュマイザーに言い渡された条件のひとつが、このマンフレートと彼の率いる部隊を幕下に加えることだった。

　シュマイザーからそのことを告げられたとき、メルツァーは押し付けられた、と思った。マンフレートの部隊はこれまで一貫してシュマイザーの直下にあった。シュマイザーがマンフレートの能力を高く評価しているということは、本来彼の乗機となるはずだったネストールを与えていることからも窺うかがえたが、直下にあったのはおそらくそれだけが理由ではない。

　マンフレートは他ほかの部将たちから忌き諱きされる存在だった。彼には真しん偽ぎの定かでない、来歴や出自、素行に関するさまざまな噂うわさがあり、そのことが彼を周囲から隔絶させる大きな要因となっていた。口数が極めて少なく、同僚ともほとんど接しようとしない彼の態度も、周囲に傲ごう岸がんと受け取られ、彼をますます軍内で浮き上がらせる一因となっていた。

　メルツァーは数日前までマンフレートと同輩の百機長だった。その気安さもあって、他の部将のようにマンフレートを敬遠することもなく、普通に接していた。シュマイザーはそれを見て、メルツァーにマンフレートをつけることを思いついたのかもしれない。

　メルツァーはマンフレートに対する挨あい拶さつもそこそこに、自分が千機長として、マンフレートを仕切る立場になったことを説明した。

「出撃でしょうか」

　マンフレートの問いは簡潔だった。メルツァーは頷うなずいた。

　まもなく王都から、バーナビーの軍とオルガンドの連合軍が進発する。

　メルツァーはその軍に参加するよう命じられていた。

　連合軍の目標地点は王都から二十リグド（約百キロ）離れたウェンズロー砦とりで。

　主力となるのはバーナビーの軍勢だった。

　二日前、リュクサリア王都が陥かん落らくした直後、バーナビーは王都市民や、未いまだ自らの領地に留とどまっている国内の諸しよ侯こうに向けて声明を出していた。いわく、自分は他ほかの五公たちの専横から王女殿下をお救いするため、やむを得ず兵を挙げたものである。決して私心あってのことではない。混乱が収まった後は王女殿下と、いずれ殿下がお選びになるはずの新たな王位継承者に政教の全権をお返しし、自分はその下もとで忠ちゆう誠せいを尽くす所存である──

　どれだけの市民や諸侯がこの声明を信用するかはさておき、バーナビーは自分の取った行動を正義の戦いとして位置づけようと懸けん命めいだった。従ってこのたびの出陣の名分も、「神み子こ姫ひめフランシスカ及び機巧鎧アームネインエリュシオンの奪だつ還かん」ということになっている。どちらも、バーナビーが自らの正当性を証明するためには、是が非でも手元に確保しておかなければならない存在だった。

　しかし、オルガンド軍の思惑はバーナビーのそれとは少し違っていた。一番の目的はリュクサリア王国軍の「残党」と、「元」王国軍とを激突させ、共倒れをはかることにあった。バーナビーの軍を主力として前面に押し立てているのもそういった理由からだった。

　さらに、メルツァーはシュマイザーから、ある指示を受けていた。それは彼が、千機長となって部隊を任まかされるにあたって突きつけられたもうひとつの条件でもあった。

「エリュシオンを倒す」

　メルツァーが重々しい口調で発した言葉を、マンフレートは表情を変えることなく受け止めた。

　リュクサリア王国全軍の象徴であるエリュシオンを戦場で討ち果たし、完かん膚ぷなきまでに破壊せよ。

　メルツァーはシュマイザーにそう命じられていた。オルガンド軍の中では、二日前にエリュシオンに乗って王都を脱出したのがフランシスカ自身だということが、既すでに確定事項になっている。エリュシオンを倒すということは、この場合、操縦者のフランシスカを倒すということも意味していた。

　シュマイザーからこの命令を告げられたとき、メルツァーは上層部が今後リュクサリアをどう統治していこうと考えているか、その方針がわかった気がした。少なくともそれは、バーナビーの思い描いている絵図とはまるで違うものであることは間違いなさそうだった。

「逃げたらどこまでも追っていけと、シュマイザー閣下にはいわれた」

「なるほど」

　難しい任務だった。まず、エリュシオンを戦場に引きずり出すだけでも簡単ではない。出てきたとしても、当然、本営の一番奥で大勢の護ご衛えいに囲まれているはずなので、そこをこじ開けて肉薄するのがまた至難だった。うまくやらなければ、そもそもエリュシオンを倒そうなどとは考えていないバーナビーの軍勢との連携を乱し、最悪彼らを再びリュクサリア方に寝返らせてしまう可能性もある。それは避けなければいけない事態だった。

　しかも、これらの障しよう壁へきを乗り越え、首尾よくエリュシオンと神み子こ姫ひめを討ち果たしたとしても、それで終わりではない。任務達成の瞬しゆん間かんから、メルツァーはリュクサリア王国人民のすさまじい憎悪を一身に受けることになる。エリュシオンと神子姫を手にかけるというのはそういうことだった。

　メルツァーが千機長の地位と引き換えに課せられた条件はそれほどに重く、これが栄達と素直に喜べるようなものでないことは明白だった。

　それでも、やるしかない。

　メルツァーの中では、シュマイザーに命令を告げられた瞬間に覚悟は決まっていた。元々自分に拒む権利などないのだ。ならばとことん突き進むしかないではないか。自分の名は英名でなく、汚名を伴って歴史に刻まれることになるかもしれないが、知ったことではない。これを機会にとことんのし上がってやる。そのためには使えそうなものはなんでも使うしかない。たとえ今目の前にいるマンフレートのような、味方にさえ忌き諱きされる男であっても──

「どうだ、勝てるか」

　メルツァーは尋ねた。エリュシオンに関する具体的な情報も与えないまま、こんなことを聞くのは乱暴だなと自分でも思ったが、目の前の男がどのような答えを返すか興味があった。

「エリュシオンは機巧鎧アームネインの中でも特別とされる、決戦機と呼ばれる種類だそうですね」

　マンフレートの言葉は、メルツァーの想像もしなかったものだった。決戦機という言葉には彼も聞き覚えがあった。突撃機ランサーや重装機ヴアンカーといった用兵上の区分とは異なり、特別な場所で作られたごく小数の機体のみが、そう呼ばれるらしい。

「確かそうだったはずだ。だが、それがどうかしたのか？」

「決戦機の一番の特徴は、フェノメナを発動させられる点にあるとか」

「まさかそんな言い伝えを、恐れているのではあるまいな？」

　フェノメナとは、決戦機だけが具現化可能といわれている、特別な力のことだった。天候を自在に操っただの、手を払って海面を割っただのといった事象があくまで伝承として残ってはいるが、その実在は今ではほぼ否定されているはずだ。

　いいえ、とマンフレートは小さくかぶりを振った。

「フェノメナを発動させるには機巧鎧アームネインだけでなく、操縦者にも特別な素質が必要とされるそうです。もう何百年もの間、実際に現れたという記録はありません。その点は心配する必要はないでしょう」

　マンフレートがエリュシオンの何に引っかかっているのかメルツァーには不明だったが、それ以上言及するのはやめた。

　代わりに彼は、再度同じ問いを発した。

「勝てそうか」

「全力を尽くします」

　マンフレートの返事を聞いた瞬しゆん間かん、メルツァーの頭の中で、ネストールとエリュシオンが一機打ちで組み合う図が思い浮かんだ。

「マンフレート。私は二日前、実際にエリュシオンと遭そう遇ぐうし、戦闘に及んでいる。そのとき感じた印象を、伝えておきたい」

「伺うかがいます」

　メルツァーが話し始めようとしたとき、少し離れたところで待機していた機巧鎧アームネインの一団の中から一機が進み出てきて、彼らに向かって近づいてきた。

　メルツァーは口を開こうとしていたのを止めて、その機体に見入った。

「これは……？」

　メルツァーのまったく知らない機種だった。ドラードともネストールとも違う。そのどちらとも、まるで似ていなかった。それほど大きくはない。極端に細身で、特に操縦席のある腰回りなど、大人の操縦者には乗れないのではないかと思うくらいの太さしかなかった。顔が尖とがっていることもあり、昆虫に近い印象を受ける。マンフレートのネストールが黒一色であるのに対し、こちらは濃紺を基本としていたが、腕や足の一部は別の機体の部品を流用しているのか、色彩が統一されていなかった。そんなこともあって、全体的にどこかちぐはぐな印象をメルツァーは受けた。

「この機巧鎧アームネインも君の管かん轄かつ下の機体か？」

「はい」

　以前の戦闘で鹵ろ獲かくした機体を、そのまま使っているのかもしれないとメルツァーは思った。決して珍しいことではない。オルガンド軍の機士の中には、リュクサリア王国軍から奪ったライオットを自らの乗機としている者もいる。メルツァーには、目の前の機巧鎧アームネインがドラードに性能面で勝るとはとても思えなかったが、機巧鎧アームネインは機種によってくせが異なり、それが機士との相性にも直結するので、一いち概がいにどれがいいとはいえなかった。

　ここまではわからない話でもなかった。だが、機巧鎧アームネインの操縦席の扉が開き、中からひとりの少女が現れるに至って、メルツァーは驚きよう愕がくしないわけにはいかなかった。

「マンフレート、どういうことだ？」

　その少女はまだ幼く、明らかに十一、二歳程度にしか見えない体つきをしていた。そんな年齢では無理もないが、通常機士が戦闘時に着用する服ではなく、一般民の子供が着るような物を着ていた。銀色をした髪を顎あごの線で切りそろえ、丸い形をした髪留めをつけている。瘦やせているせいか、目が非常に大きい印象を受けた。軍用兵器である機巧鎧アームネインの中からそのような少女が出てくるのは、明らかに異様だった。

　その少女は機巧鎧アームネインから降りると、マンフレートの下もとへ近づいていった。少女の身長はマンフレートの腰のあたりまでしかなかった。

「お父とう」

「メイ。今私は大切な話をしている最中だ」

　マンフレートの口調に、困惑の色が混ざる。だが少女は、それがどうしたとばかり、顔色ひとつ変えようとしなかった。
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「ユリシーズの調子がよくない」

「足と手両方ともか？」

　メイと呼ばれた少女は黙って頷うなずいた。

「そうか……大きさも同じくらいだったから、今度こそはと思ったのだが」

　メルツァーはふたりの会話に割って入った。

「マンフレート、こちらの少女は君の娘さんか？」

「メイといいます。帯同をお許し願います」

　マンフレートはメルツァーに向かって頭を下げてから、メイの乗っていた機巧鎧アームネインを一いち瞥べつした。

「この機体はまだ補修中なので、戦力としては期待できませんが」

「しかし、こんな幼い子を」

「シュマイザー閣下から、機士としての公認はいただいております」

　メルツァーに視線を戻したマンフレートの顔つきからは、何をいわれようと押し通してみせるという決意が感じられた。

　メルツァーはマンフレートにまつわる噂うわさのひとつが真実であることを悟った。彼が年端のいかない少女を常に自分のそばに置いているというものだ。その理由は、噂で語られているような下げ卑びたものではなく、実際にメイはマンフレートの本当の娘なのかもしれないが、それでも他人の想像をかきたてるには十分だった。機士は体面を重視する。オルガンドの機士はリュクサリアの機士ほどには気位は高くないと一般的にいわれてはいるが、それでも、他人からどう見えるか、どう思われているかということをまったく気にしないという者は少ない。人の噂の端にのぼるようなことをしているというだけで、敬遠される理由になり得るのだった。

　この分だと他ほかの噂も本当かもしれない。そんなことを思いかけたメルツァーだったが、すぐにその考えを振り払った。

　よそう。自分はこの男をとことん使うと決めた。必要なのは機士としての才能と、部隊長としての能力だけであって、人となりは関係ない。

　メルツァーはマンフレートの申し出を承しよう諾だくすると、そんなことはどうでもいいとばかりに、自分の話を再開した。

　メルツァーが語るエリュシオンの話を、マンフレートだけでなく、メイも傍かたわらで黙だまって聞いていた。その最中、メルツァーは何の気なしにメイの乗っていた機巧鎧アームネインを目にし、あることに気がついた。

　気づいた途端、言葉が止まった。

「どうしたのですか？」

「この機体、どことなくエリュシオンに似ている気がする」

　具体的にどこが、というわけではない。全体を概がい観かんして、ふとそう思っただけだった。

「なるほど、隊長にはそう見えましたか」

「改めて見るとそんなことはないのだが。不思議なものだな」

　やがて話を終えたメルツァーは、マンフレートに出撃の準備を命じた。

　マンフレートは姿勢をただし、メルツァーに向かって敬礼した。

「我が部隊は常に臨戦態勢にあります。いつでも出られます」

　彼は待機していた部下を呼び寄せ、指示を出した。メルツァーと話をしている間、小休止状態にあったマンフレートの部隊が、指揮官の命により、再び活発に動き始めた。

　その様子を確認して、メルツァーは再び襲歩機ギヤロツパーに乗り込んだ。彼には他ほかにもやるべきことが山積していた。出撃までもう時間がない。

「隊長」

　立ち去ろうとしていたメルツァーを、マンフレートが呼び止めた。メルツァーが振り返ると、マンフレートは再び敬礼をし、言葉を続けた。

「隊長のお話を伺うかがって、エリュシオンとまみえるのが楽しみになりました」

　自分が話した言葉のどの部分が、マンフレートを刺激したのかはわからない。ただ、彼の中の何かに火をつけたことはどうやら間違いないようだった。

　だったらそれでいい。

「頼む」

　メルツァーは短く答え、答礼すると、襲歩機ギヤロツパーの機首を王都へ向けた。




　　　　２




　オルガンドとバーナビーの連合軍がリュクシスを進発。

　その第一報がリュクサリア王国軍の拠よるウェンズロー砦とりでに届いたのは、王都陥かん落らくから三日が経過した聖紀四〇七年十月十八日の午後のことだった。

　伝令が報告を持ってきたとき、近衛このえ長官のファウラーは、バーナビーを除く残りの五公四人と共に砦内の会議室にこもって、今後の方針に関する話し合いを重ねている最中だった。

　協議は一時中断となった。ファウラー及び五公の面々は、各々が配下の者を使って独自に情報を集めていたため、それらを持ち寄ることを確認した後、再開の時刻を定めて、皆が会議室を後にした。

　部屋を出たファウラーは、足早に砦の二階にある一室へと向かった。協議の再開までさほど時間がない。老将の気は急せいていた。

　目的の部屋の前までたどり着いたファウラーは、扉をあわただしく叩たたくと、中の返事を待たずに取っ手をつかんで開け、室内へと体を滑り込ませた。

　部屋の中にいたのはヴィクトひとりだった。この若い中堅貴族は、窓際に椅い子すを置いてそこに座り、外の様子を見ていたが、ファウラーの姿を認めると椅子から立ち上がり、落ち着いた仕草で一礼した。

「これはファウラー閣下、わざわざお越しいただき、ありがとうございます」

「聞いたか」

　ファウラーは室内に置いてあった別の椅子に腰を下ろすなり、挨あい拶さつもなく本題を切り出した。何を、と言及する必要は感じなかった。オルガンドとバーナビーが再び動き出したという知らせは、既すでに砦の内外にいる多くの将兵の耳に入っているはずだったからだ。

「はい。歩兵を含めた総兵力は五万以上、機巧鎧アームネインも一万五千を超えるとか」

　果たしてヴィクトは、ファウラーの予想した通り、精度の高い情報をつかんでいた。

「そのうちの半分近くがバーナビーの軍勢だ。奴やつが我々のことを何と呼んでいるか知っているか？」

「王女殿下とエリュシオンを奪い去った逆臣の群れ、ですか」

「逆臣はどちらだ！　よくもぬけぬけとそんなことを！」

　ファウラーは苛いら立だたしげに床を踏み鳴らした。

　ヴィクトがそんなファウラーを見やりながら、右手を顎あごにやり、考える様子を見せる。

「このまま行けば、敵軍は明日あした中にはここウェンズローに到達することでしょう。五公の方々との評議は、今現在、どのような流れになっているのですか？」

「まったく話にならん」

　ファウラーの口調はまるで吐き捨てるかのようだった。

「遅かれ早かれこうなることがわかっていたにもかかわらず、方々は互いの意見を主張されるばかりで、一向に歩み寄ろうとせん。あれでは何もまとまるはずがない」

　ファウラーは不満をぶちまけるように一気に口にした。

　実際のところ、ここまでのおよそ一日半にわたる話し合いを、ファウラーはまったく不毛なものとしかとらえていなかった。事前に懸念していたことではあったが、五公の一員であるジョエル・オルグレンと、もうひとりのランディ・ヒュームの間で激しい意見の対立が起こり、丸々一日を費やしても、未いまだ折り合う気配を見せていなかったからだ。

　オルグレンとヒュームは共に二十五歳の同い年で、五公の中では最年少だった。諸々の事情でお互いが相手に強い敵てき愾がい心しんを抱いており、以前から何かと対立することが多かった。

　今回の話し合いでも、ふたりの考えは真っ向から衝突した。

　オルグレンは一貫して、国内に残る全すべての残存戦力を早急にウェンズローに結集させ、王都へ逆侵攻する案を主張し続けていた。これに対してヒュームは、オルグレンの意見を時期尚しよう早そうと指摘し、王国南部にある港町エミンガムへの全軍撤てつ退たいを提案していた。諸外国との交易によってもたらされた巨万の富を背景に発展を続けてきたエミンガムは、近年では王都に次ぐリュクサリア王国第二の都市の地位を揺るぎないものとしていた。町の規模は大きく、物資も大量に集積されている。リュクシスを失ったリュクサリア王国が仮に新たな王都を求めることになった場合、最有力候補として浮上するのは間違いのない場所ではあった。

　ただし、エミンガムには一点、大きな問題があった。

　それはこの港町が、ヒュームの本城でもあるということだった。

　このままエミンガムにフランシスカが身を寄せるような事態になれば、それはヒュームが事実上王家の庇ひ護ご者しや的立場となり、オルグレンをはじめとする残りの五公の上に立つということを内外に示すことになる。オルグレンたちにしてみれば、簡単に受け入れられる話ではなかった。

「オルグレン公とヒューム公以外のお二方は、どのようなお考えなのですか？」

「エリクソン候こうはずっと中立を保っている。アシュフォード公はオルグレン公に同調する姿勢を見せてはいるが、いかんせん今のあの方には力がない」

　ファウラーはやり切れないといった調子で呟つぶやいた。

　ジェラルド・エリクソンとダーレイ・アシュフォード。残るこのふたりがオルグレンとヒュームの対立を仲裁できていれば、話し合いがここまでこじれることはなかっただろう。しかし実際はそうはならなかった。

　ジェラルド・エリクソンは現在三十八歳。五公の一角を占める名門貴族エリクソン家の一員として、王国内にその名を知られている。そんな彼はここまで、オルグレンとヒュームどちらの意見にも明確な賛意を示さず、また、自分の意見を述べることもなかった。

　ファウラーはそれを、彼の置かれている微び妙みような立場によるものと見ていた。

　彼、ジェラルド・エリクソンは正式な五公ではなかった。そう呼ばれるべき立場にあるのは父である先代エリクソン公の跡を継いだ兄レオポルドだった。ジェラルドはそんな兄の代理として、王都に参陣していた身に過ぎない。彼の中立という立場は、おそらく兄のレオポルドから出されている指示を受けてのものだった。

　彼らの主力となる三万の軍勢は、今も当主であるレオポルドと共に自領にあり、動く気配を見せていなかった。エリクソン領の勢力圏は東の隣国ウィリニアと国境を接しており、これに備えるためというのが一応の理由ではある。だが本当はそれだけではなく、これを機にエリクソン家はリュクサリアからの独立を図っているのではないかというのは、かねてから雪せつ月げつ宮きゆう内で、噂うわさとして囁ささやかれていたことだった。レオポルドがかねてからバーナビーと懇こん意いにしていたこともあって、今となってはその動向は、さらに不鮮明の度合いを強めていた。

　こうした立場的な微妙さをおいて、エリクソン自身がどう考えているかということになると、ファウラーにはなんとも判断がつかなかった。彼は昔から自分の意思をあまり表に出すことがなく、それは今のような事態においても変わることはなかった。

「エリクソン候こうがそういう御ご仁じんだということは承知しているが……こんなときくらいなんとかならないものか。いい年をして、情けない」

　ファウラーは苛いら立だちに任まかせて、頭をかきむしった。

　もうひとりのアシュフォードに関しては、領地をオルガンドと接していたことが何よりの不幸だった。今年で四十歳になる彼は、機士としても為い政せい者しやとしても、まずまずの才覚の持ち主とされ、戦争が始まるまでは五公の中でも実力者として一目置かれる存在だった。特に、オルグレン、ヒューム、エリクソンらに対しては、いわゆる「兄貴分」として強い影響力を保持していた。

　だがそうした彼の地位は、戦争によって失しつ墜ついした。彼が領していた地域は今やその全すべてがオルガンドの勢力下にあり、アシュフォードの下もとにはごくわずかな手兵が残るばかりとなっている。彼はオルグレンの主張に賛意を示していたが、戦力的な後ろ盾を持たない彼の言葉はオルグレンに対する援えん護ごとはならず、ヒュームやエリクソンをねじ伏せるだけの力を発揮することができずにいた。

「わしも気持ちの上では、オルグレン公の提案に賛成だ。このまま一戦も交えずエミンガムに退いたりすれば、バーナビーめが何を言い出すかわかったものではない」

「そうですね。少なくとも、公の掲げる大義名分に、一定の説得力を与えてしまうのは間違いないところでしょう」

　状況は日を置けば置くほど、リュクサリア王国方に不利になることは目に見えていた。王国内には未いまだに己が領地に留とどまり、個別にオルガンドの侵攻に対抗したり、状況を窺うかがったりしている諸しよ侯こうや機士が少なからずいる。今のうちに有効な手を打っておかなければ、そうした者たちが次々とオルガンドとバーナビーの連合軍の下に降くだってしまう可能性があった。いったんそうした流れに勢いがついてしまったら、もはや戦力の回復など到底おぼつかない。王都リュクシスの奪だつ還かんなど、永遠の都ならぬ永遠の夢となってしまうことは確実だった。

　リュクサリア王国軍としては、自分たちの正当性を示すためにも、ここで是が非でも敵に対して一いつ矢しを報いたいところだった。

「かといって、今の状態のままウェンズローで敵を迎え撃っても、おそらく勝ち目はない。こんな有様では、部隊間の連携がまるで取れず、易やす々やすと各個撃破されてしまうことは目に見えている。そこでだ」

　ファウラーはヴィクトに向かって視線を据えると、しぼり出すように続く言葉を口にした。

「ヴィクト、昨夜の貴公の申し出について、わしはあれから改めて考えてみた」

　前の晩、協議が散会となった後、ファウラーは自分にあてがわれた部屋へ戻ったところでヴィクトの訪問を受けた。そして、あの戦闘奴ど隷れいの若者がフランシスカの兄アルトゥールではないという報告を受けていた。

　やはり、偽にせ者ものだったか。

　どこの誰だれともわからぬ者が、恐れ多くもエリュシオンの操縦席を汚したことに対して、改めて怒りを覚えたファウラーだったが、同時に落胆も感じた。もし彼が本物だったら、という思いは、五公との協議の間、ずっとひとつの期待として、老将の胸の中で育はぐくまれていたからだ。もしそうだったら、彼の存在を公おおやけのものとして五公の上に立たしめ、リュクサリア王国全軍を束ねる象徴とするものを──

　そんなファウラーが心底驚いたのは、報告に続いてヴィクトが持ちかけてきた申し出を耳にしたときだった。

「イアンさんにはこのまま、アルトゥール様の身代わりを務めていただきましょう」

　そのときのヴィクトの口調はさも当然といった具合で、そこには何の後ろめたさも、気負いも感じられなかった。

　ファウラーはヴィクトの意図が自分の考えたことと同じであると即座に理解したものの、提案は拒絶した。そればかりでなく、そうしたことを考え、口にしたヴィクトの態度を、王家に対する不忠の表れとして激しく非難しさえした。ヴィクトはそんなファウラーに対して何ひとつ反論することなく、黙だまってファウラーの言葉を受け止めるばかりだった。

　昨夜の時点ではそれ以上話が進むことはなかった。だが一晩が過ぎ、さらに半日を空むなしい協議の続きに費やしたことと、さらには敵軍襲来の報告を受けたことにより、今やファウラーの中では、昨夜とまるで別の結論が、ある覚悟を伴って、醸じよう成せいされようとしていた。

「わしにとって一番大切なのは姫様を無事にお守りすることだ。そのためであれば、わしの命はもとより、何を犠牲にすることになってもやむを得ないと思っている」

　ファウラーはここでいったん間を置き、続く言葉に力をこめた。

「それが最悪、エリュシオンであったとしてもだ」

「では……」

　ファウラーはヴィクトから視線を外すことなく頷うなずいた。

「こうなっては、貴公の企たくらみに乗るしかあるまい」

　苦渋の決断だった。しかし、今の状況を打開する手は他ほかにない。

　あの戦闘奴ど隷れいの若者をエリュシオンに乗せ、戦場に出す。

　それが考え抜いた末に、ファウラーのたどり着いた答えだった。

「閣下のご決断に感謝いたします。それでは、さっそくイアンさんのところへお伺うかがいしましょう」

　ヴィクトは老将の言葉を聞いて、恭うやうやしく頭を下げた。

「昨夜の話では、まだ本人の正式な承しよう諾だくは得ていないとのことだったが、その点は大丈夫なのか？」

　ファウラーは椅い子すから腰を上げながら尋ねた。

「だいぶお悩みのご様子ではありましたが、イアンさんなりに王女殿下に対しては、深い忠ちゆう誠せい心しんをお持ちのようでした。理を尽くして説明すれば、きっとご承諾いただけると確信しております」

「よし。そうなると、問題はその後だな」

　ファウラーは腕を組み、深い息をついた。

　現状、ウェンズロー砦とりでとその周辺に集つどっているリュクサリア王国軍の残存兵力は約四万。うち機巧鎧アームネインは九千機と見積もられている。たとえあの若者をアルトゥールの替え玉に仕立て、それによって全軍をまとめ上げたとしても、なお劣れつ勢せいであることは疑いようがなかった。

　ここからどう、有効な反撃の手を打つか。そのことをずっと考えていたファウラーだったが、未いまだ妙案が浮かばずにいた。

　ファウラーの言葉を聞いても、ヴィクトは相変わらず落ち着いていた。ファウラーはそこに、彼の自信を感じ取った。

　思えばここ数日というもの、ヴィクトの実務処理能力の高さには驚かされてばかりだった。彼がいなければ、間違いなく今の状況はもっと混こん沌とんとしていただろう。

　そんなヴィクトは、果たして今後の見通しについてどのような絵図を描いているのか？

　ファウラーは、自分がぜひそれを聞いてみたいと思っていることを自覚した。

「しかし……まずはあの男の所だ」

　部屋の外へ向かって歩き出しながら、老将はヴィクトにそう告げた。
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　砦とりでに来てから三日目の朝、イアンがいる部屋を最初に訪れたのはミリアムだった。

　イアンは彼女から、午後になったら昨日きのうに引き続いて、フランシスカが部屋を訪れることを告げられた。

　フランシスカ様がいちごジャムを見つけられなかったら、取りやめになるかもしれませんけどね。

　ミリアムはそういって、おかしそうに笑った。

　イアンはフランシスカが厨ちゆう房ぼうに入って、血ち眼まなこになってジャムを探し回っている姿を思わず想像した。

　ミリアムが去った後、しばらくの間は誰だれも来ず、何も起こらなかった。イアンは例によって何度となく窓のそばに近づいては、外の様子を窺うかがっていたが、初めのうちは目立った変化は見受けられなかった。

　だが午後になって、砦を包む空気はにわかに一変した。イアンは窓から見える兵たちの動きから、彼らの間に緊張が高まっているのを感じ取った。

　部屋の扉が叩たたかれ、ヴィクトがファウラーを伴ともなって現れたのはそんなときだった。

「外の様子が気になるようですね」

　部屋の中に入ってきたヴィクトは、イアンに向かってそう口を開いた。

「は、はい」

　ヴィクトがまた現れるだろうということはあらかじめ想定できていたイアンだったが、ファウラーまで一緒だとは予想していなかった。面食らった彼は、動揺を鎮しずめるべく、胸に抱いていた疑問をヴィクトに向かって投げかけることにした。

「次の戦いが始まるんですか？」

「そうですね。早ければ明日あしたの夜、遅くとも明後日あさつてには、そういうことになるでしょう」

　ヴィクトが答えるのを聞いて、イアンは息を吞のんだ。あと一日、もしくは二日。それだけの時間を経た後、今この砦にいる将兵の多くは、再び敵軍と、命を懸かけて激突することになる。そのときフランシスカはどうなるのだろう。そして、自分は──

　ヴィクトはそれきり何もいわず、黙だまり込んだ。ファウラーも何も口にしないため、部屋の中に沈ちん黙もくが満ちる。

　イアンは気重さを感じ、自分からさらに質問を重ねていった。

「敵の数は、多いんですか？」

「そうですね。主力となっているバーナビー公の軍勢だけで約二万四千、それに加えてオルガンド軍が三万を超えるくらいといったところでしょうか」

「バーナビー公……」

　イアンにとっては既すでに知っている名前だった。王都が陥かん落らくした経けい緯いに関して、イアンは昨日きのうヴィクトから話を聞かされている。当然、バーナビーの取った行動についても、知るところとなっていた。

　忠ちゆう誠せいを誓ちかうべきフランシスカを裏切ったばかりか、元々敵だった相手と組んで、改めて攻めてこようとしている──

　イアンはバーナビーがなぜそこまでするのか、わからなかった。しかも、五万以上の軍勢とは。その規模がどれほどのものになるのか、彼にはまるで想像ができなかった。

　会話はここで終わり、室内は再び静せい寂じやくに包まれた。

　イアンの中で違和感が生じ、それがたちまちのうちに大きくなっていく。

　なぜこの人たちは、あの話をしないのだろう？

　あの話というのは、当然、昨日ヴィクトから持ちかけられた一件のことだ。

　ふたりは、そのためにやってきたのではないのだろうか？

　ヴィクトが自分から話を切り出そうとする様子を見せなかったため、イアンは彼の隣にいるファウラーに目を向けた。フランシスカの守役でもあった老機士は、彼女の話の中では厳しくも優やさしい人物として登場していたが、イアンにとってはただ威い圧あつ的なだけの存在だった。彼は口をまっすぐ引き結び、やはり何も話そうとしないまま、鋭い目つきでイアンのことをにらみ据えていた。

　イアンもこれ以上何もいえなくなり、黙だまり込んでしまう。

　誰だれも口を開こうとしない、奇妙な沈ちん黙もく状態が続いた。どれくらいの間、そうしていただろう。

　やがて、扉を叩たたく音が、唐突に部屋の中に響ひびき渡った。

「アルトゥール様、よろしいでしょうか？」

　部屋の外から、ミリアムの声が聞こえてくる。

　よりによってこんなときに。

　イアンは一いつ瞬しゆん、自分が悪事の現場を押さえられたかのような感覚にとらわれた。しかも、今の彼に取りつくろう術すべはまったくない。

「この声は……ミリアムか？」

　ファウラーが訝いぶかしげに呟つぶやく。イアンはあわてて頭を上げ、扉のほうを見たが、舌がもつれて、咄とつ嗟さに声が出せなかった。

　それを見たヴィクトが、彼に代わって返事をした。

「どうぞ、お入りください」

　開いた扉の先に立っていたのは、ミリアムとフランシスカだった。

「じい？」

「ひ、姫様？」

　予想していなかった相手と、予想していなかった場所で出会った驚きで、ふたりとも目を丸くする。

　先に立ち直ったのはファウラーのほうだった。

「姫様。この部屋へ近づいてはなりませんと、申し上げたはずですぞ。一体何のご用です？」

「私は……その……」

　ファウラーの追及に対し、フランシスカが困ったような顔を見せた。

「状況が変わったので、今日きようのお約束が果たせなくなったことを一言兄様に詫わびようと……」

「約束ですと？　それはどういうことです？　姫様がここへ来られたのは、今が初めてではないということですか？」

　ファウラーの口調があわてたものとなり、それと同時にイアンに向けられた彼の目つきが、剣けん吞のんな光を帯び始める。

　自分はどうなってしまうのだろうとイアンは思った。

　ヴィクトが沈ちん黙もくを破り、フランシスカに向かって声をかけた。

「王女殿下、いいところにお越しくださいました。ちょうどこの後、ご面会に伺うかがおうと思っていたところでした」

　ヴィクトの言葉を聞いて、フランシスカとファウラーがそろって物問いたげな目を彼に向けた。

「私に何か用でしょうか？」

「ヴィクト……？」

　ヴィクトはフランシスカに向かって一礼してから言葉を継いだ。

「王女殿下。バーナビー公がオルガンド軍と連合し、ここウェンズロー砦とりでに向け進軍中です」

「そのようですね……」

「バーナビー公は旗を違たがえたとはいえ、その配下にある機士や兵たちは、今も我々と同じ、リュクサリア王国の人間であることは変わりません。このままでは同胞同士が相打つ、凄せい惨さんな光景が出現することになります」

　フランシスカは唇を嚙かみ、右手を左の二の腕に当てた。

「わかっています。なんとかそれを阻止する手立てはないものでしょうか？」

　フランシスカの口調は、心痛に満ちているようだった。彼女の声も表情も、今や厳しく引き締まっていた。昨日きのうイアンに見せていたような、年相応の少女らしい雰囲気はなく、大国リュクサリアの運命を一身に背負う、王女としてのフランシスカの姿がそこにあった。

「私にひとつ考えがあります」

「考えとは……？」

　フランシスカが問うと、ヴィクトは彼女に向かい深々と頭を下げた。

「お願いいたします、殿下。どうかエリュシオンにお乗りになって、バーナビー公の下もとへ向かっていただけないでしょうか」

　ヴィクトの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イアンは自分の耳を疑った。

　この人は何をいっているのだ？

　エリュシオンに乗ってバーナビーの下へ行くということは、つまり──

「何をいっている、ヴィクト！　昨日きのうと話が違うではないか！」

　ファウラーが瞬時に沸ふつ騰とうし、声を荒げてヴィクトに詰め寄った。

「貴公、そんなことを本気でいっているのではあるまいな？　姫様を差し出して、バーナビーめに我々の命いのち乞ごいでもするつもりか!?」

「バーナビー公の大義名分は、逆臣である我々の手から、王女殿下とエリュシオンを取り返すことにあります」

　頭を上げたヴィクトは、ファウラーの怒りを受け流すかのように、淡々と答えた。そこには何の感情も混じっていないかのようだった。

「それがどうした！」

「この場合、王女殿下とエリュシオンの無事が何よりも優先されることはいうまでもありません。即すなわち、エリュシオンにお乗りになった王女殿下には、バーナビー公といえど、おいそれとは手を出せないということです」

「だからといって……」

　そこまで口にして、ファウラーはにわかに目を見開き、何かに気づいた様子を見せた。

「ヴィクト……まさか姫様を、囮おとりに使うつもりか？」

「交渉の仕方によっては、公自身を軍勢の中から引きずり出すことも可能でしょう。そうすれば、被害を最小限に……」

　ヴィクトの言葉は途中で遮さえぎられた。ファウラーが彼の胸むな倉ぐらをつかみ、自分のほうへ引き寄せたからだった。

「そんなことができるか！　姫様にもしものことがあったらどうするつもりだ！」

「ですから、バーナビー公には……」

　ヴィクトのほうがファウラーよりも身長が高い。そのためヴィクトは、喉のどを絞しめあげられるのに加えて腰をかがめる姿勢となってしまい、さすがに苦しそうな声になった。

「我が国をオルガンドに売り渡した男など、信用できるか！」

　イアンはヴィクトとファウラーのやり取りを、呆ぼう然ぜんと見ているばかりだった。ファウラーが怒るのも無理はないというのが正直な気持ちだった。フランシスカ自身を囮にするなどと、ヴィクトの提案は失敗したときの危険性があまりにも高すぎるように思う。

　にもかかわらず、なぜ彼はそんなことを言い出したのだろう？

　まさか、自分が昨日の提案を承しよう諾だくしなかったことと関係が──

「……わかりました。ヴィクトの提案通りにしましょう」

　落ち着いた、しかし決して無視できない静かな決意がこめられたフランシスカの声が、室内に響ひびいた。

　え……？

　イアンはあわてて彼女のほうを見た。

「姫様……？」

　ファウラーもヴィクトの胸むな倉ぐらをつかんだまま、呆あつ気けに取られた様子で、フランシスカに目をやる。

　ヴィクトとミリアムの視線も、彼女に向けられていた。

　その場にいる全員の眼まな差ざしを受け止めながら、フランシスカは言葉を続けた。

「私がエリュシオンに乗って、バーナビーの下もとへ向かいます。そうすれば、被害を最小限に抑えられる……そうですね？」

「はい」

　ヴィクトが答えるのと、ファウラーがヴィクトから手を放し、フランシスカに声をかけるのとはほとんど同時だった。

「おやめください、姫様！　あまりに危険すぎます！」

「……だからこそ、行くといっているのです」

　フランシスカの表情は青ざめていたが、口調は決然としていた。

「ヴィクトのいうように、このままではリュクサリアの民同士が戦い、多くの命が失われることになります。みすみすそのような事態を引き起こすわけにはいきません」

「しかし……！」

「私には責任があります。人々を守り、安あん寧ねいへ導くという責任が」

　フランシスカはここでいったん言葉を切り、胸に手を当てて息を整えてから、改めて言葉を継いだ。

「私は王族の一員で……大おお神み子この娘でもありますから」

「姫様……」

　ファウラーはそれ以上何もいえず、肩を落とした。

　その様子を見ながら、ヴィクトはフランシスカに向かって頭を下げた。

　ミリアムは先ほどから、部屋の隅にじっと控えているだけだった。

　そしてイアンもまた、一言も発することができないまま、フランシスカを見つめていた。

　彼の心の中で、もうひとりの自分が叫び立てているのがわかる。

　本当にこれでいいのか。

　このまま彼女を行かせていいのか。

　彼女に全すべてを背負わせてそれでいいのか──

　フランシスカがイアンのほうに顔を向けた。目が合った瞬しゆん間かん、イアンは彼女の瞳ひとみの中に、かすかな逡しゆん巡じゆんの色が混ざっているのを見た。

　それは、前にも見たことのある目だった。

　三日前、イアンが彼女と初めて出会った夜──

　彼に向かって、フランシスカが助けて、と囁ささやいたあのときと同じだった。

　しかし、そう見えたのはほんの一瞬だった。

　フランシスカはすぐに表情を改めると、イアンに向かってどこか吹っ切ったような微び笑しようを浮かべた。

　違う。

　フランシスカの笑顔を見た瞬間、イアンはそう思った。

　その微笑は、違う。無理に装っているだけだ。昨日きのう自分に見せてくれていたものとは、明らかに違う。

　その途端、いても立ってもいられなくなった。

「あの……」

　イアンはおもむろに口を開いた。

　室内にいる全員の視線が、今度は一斉にイアンに向けられる。

　彼は自分の気持ちを懸けん命めいに奮ふるい立たせながら、答えた。

「僕が乗ります。いえ……乗らせてください」

　その言葉を聞いたフランシスカが、たちまち驚いた表情を見せる。

「いけません。兄様にそこまでさせるわけには」

「大丈夫。既すでに一度乗っているから」

　フランシスカに対して、今度はイアンが、彼女を安心させるべく微笑した。

「でも……」

　このまま放ってはおけない。

　万が一にも、フランシスカがいなくなってしまうようなことになってはいけない。

　イアンを衝つき動かしていたのは、ただそれだけだった。

　心配そうな顔をするフランシスカに対し、イアンはきっぱりとした口調で告げた。

「君はこの国にとって、かけがえのない存在だ。そんな君を危険な目に遭あわせることはできない」

「兄様……」

　フランシスカはなおも賛成できないといった表情を浮かべている。

　そこに割って入ったのはヴィクトだった。

「ありがとうございます。アルトゥール様の王女殿下と祖国を思われるお気持ちに、このヴィクト・フォティオス、深く心を打たれました」

　ヴィクトはイアンに向かって頭を下げた。

「アルトゥール様がそこまでのお覚悟をお示しになられたからには、私も今しがたの提案を取り下げ、アルトゥール様のお考えを全面的に支持させていただきます」

　まさか、この人は。

　ヴィクトの言葉を聞いて、イアンの中に閃ひらめくものがあった。

　この人は初めから、自分がどう出るかまで見越した上で、わざとフランシスカにあんな話を持ちかけたのではないか？

　だがそれが事実だったとしても、事はもうヴィクトの思い通りに運んでしまった後だった。

　ヴィクトはさらに言葉を継いだ。

「ご安心ください、王女殿下。アルトゥール様ひとりをバーナビー公の下もとへ向かわせるようなことはいたしません。近衛このえ部隊も随ずい行こうします。そうですね、ファウラー閣下？」

　ファウラーは急に水を向けられ、はっとした表情になった。彼は咳せき払ばらいをひとつしてから答えた。

「その通りです、姫様。私は近衛長官として、エリュシオンにどこまでもお供させていただきます。兄君の身は、必ずや、お守りしてみせます」

　イアンは深呼吸をひとつしてから、フランシスカに改めて向き直った。

　自分は既すでに態度を決した。もう後戻りはできない。

「ふたりともこういってくれてる。だから、任まかせて」

　イアンは自分に対しても言い聞かせるべく、言葉の最後に力をこめた。

　フランシスカは眉まゆをひそめて、イアンとヴィクト、ファウラーの顔を交互に見ていたが、やがて意を決したようにイアンに視線を据えると、頭を下げた。

「申し訳ありません、兄様……どうか、よろしくお願いいたします」

「そうと決まれば、すぐに準備にかかりましょう。我々にはもう時間がありません」

　ヴィクトが全員を見渡しながら口にした。

「ヴィクト。わしはそろそろ五公の方々の下へ戻らなければならんのだが……アルトゥール様のことを、方々にもお話しするべきではないか？」

「もちろんです。エリュシオンを使ってバーナビー公を誘い出すことに成功したとしても、それで終わりではありません。我が軍を完全な勝利に導くためには、五公の皆様の協力が不可欠です」

　ヴィクトの答えを聞いたファウラーは、苦いものを飲み込んだような、複雑な表情を浮かべた。

「その言い方からすると、バーナビーを引きずり出した後のことも既に考えてあるのだな。用意周到なことだ」

「恐れ入ります」

「油断のならん奴やつめ。どうやらわしは、貴公に対する見方を、さらに改めなければいけないようだ」

　ヴィクトは何もいわずに頭を下げた。

「……まあいい。貴公には近衛このえ副長官の肩書きをくれてやる。そうすれば五公の方々の話し合いに参加してもおかしくはない。その席で、貴公の考えを方々にも披ひ露ろうしてもらおう」

「かしこまりました」

「それと、もちろんアルトゥール様が出撃なさる際は、わしと一緒に来てもらう。近衛であれば、当然のことだ」

「はっ。微び力りよくながら殿下やアルトゥール様、ファウラー閣下のお役に立てるよう、全力を尽くします」

　そう口にした瞬しゆん間かん、イアンは彼の瞳ひとみの中に、これまでとは様子の違う、強い光が生じたのを見たように思った。だがそれもほんの一瞬だったため、はっきりと確かめることはできなかった。

「五公との話し合いには、私も参加します」

　フランシスカが口を挟んだ。

「兄様のことは、私から五公の皆に話したほうがいいと思いますから」

「ありがとうございます、王女殿下。そうしていただけると、助かります」

　ファウラーがイアンに視線を向けながら、ヴィクトに問いかけた。

「アルトゥール様ご本人はどうする？」

「直接のお披ひ露ろ目めは落ち着いてからのほうがいいでしょう。皆様にお会いする前に、アルトゥール様に知っておいていただいたほうがいいこともありますので。今は、既すでに戦闘の準備に入っているとお伝えしておけばいいかと」

　ヴィクトの答えを聞いて、イアンは少し安あん堵どした。エリュシオンの操縦席の中にいるならまだしも、大勢の知らない人間の前で、フランシスカの兄として振ふる舞まうのは、あまりに不安だった。一言でも口を開いた瞬間、どのようなボロが出るか、わかったものではない。

　ヴィクトがイアンに向き直った。

「それではアルトゥール様、王女殿下とファウラー閣下と私は、五公の皆様の下もとへ行って参ります。なるべく早く戻ってきますので、それまではミリアムさんと一緒に、準備を進めておいていただけますか？」

「は、はい」

　イアンは部屋の隅にいるミリアムを見た。目が合うと、彼女はイアンに向かって例のにこやかな微び笑しようを浮かべ、一礼した。

「それでは王女殿下、ファウラー閣下、お願いいたします」

　フランシスカとファウラーが同時に頷うなずいた。

　ミリアムが扉を開けるのを合図に、三人は部屋の出口へ向かって歩いていった。フランシスカ、ファウラーが出て行き、最後に残ったヴィクトが、扉を押さえているミリアムに声をかける。

「ご心配をおかけして、申し訳ありません」

「いいえ、心配など。ヴィクト様がフランシスカ様のことを大切に考えてくださっていることは、承知しておりましたから。そうですよね？」

　ミリアムは非の打ち所のない、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮かべていた。

　ヴィクトはあくまでも冷静に、当然といった具合に答えた。

「ええ、もちろんです」




　聖紀四〇七年十月十八日。後の歴史書に、この日の出来事は特に記されていない。しかし、この後の双そう竜りゆう戦せん役えきの展開を考えれば、間違いなく歴史の大きな転換点となった一日といえた。

　この日、フランシスカとファウラーは、イアンとヴィクトという、戦役の主要な担にない手てとなるふたりを、同時に表舞台に出す手て筈はずを整えたことになる。

　とはいえこの時点で、当の本人たちにそこまでの自覚はない。

　今、彼らの頭の中を占めていたのは、アルトゥールの存在をどう説明するかということと、迫り来るバーナビーとオルガンドの連合軍にどう対処するかという、その二点だった。

　彼らはヴィクトを伴ともない、五公の待つ部屋へ向かって歩いていった。




　　　　４




　地平を埋めつくさんばかりの圧倒的な数の敵軍が、砂さ塵じんと共に迫ってくる。

　迎え撃つのはただ一機、自分の乗る機巧鎧アームネインのみ。

　だが臆おくすることはない。たとえ一機であっても、自分の機体の能力は敵の千機にも勝る。

　待っていてくれ。すぐに行く。

　小声でそう呟つぶやいて、機体に意思を伝えた。

　途端、鋼はがねの巨体が全身を躍やく動どうさせ、疾走を開始する。その速度は凄すさまじく、離れていた敵との間の距離が、たちまちのうちに詰まっていく。

　走りながら、背中に差していた剣を右手で構え、速度を維持したままの状態で敵軍のただ中へと機体を躍おどり込ませていく。

　敵の機巧鎧アームネインが次々に、攻撃を浴びせようと向かってくる。だがそれらの攻撃に自分が不覚を取ることはない。そこらの凡ぼん庸ような機体と機士がいくら束になってかかってこようと、自分には傷ひとつ負わせることはできない。

　この機巧鎧アームネインに乗っている限り、自分は無敵だ。

　神速と神武を謳うたわれたこの機体、エリュシオンなら。

　敵機の間を華か麗れいにすり抜けるうちに、敵軍の本陣が、目で見える位置まで迫ってくる。

　そこへ向かって機体を進ませながら、視線を走らせ、彼女の姿を探す。

　それはすぐに見つかった。

　多数の敵兵に周囲を囲まれ、絶対逃走不可能な絶望的といえる状況にあっても、彼女は気丈に己を保ち、自分に向かってひたと視線を注いでいた。

　もう一度、そんな彼女に向かって叫ぶ。

　待っていてくれ。今君を助ける。アルミラ、いや、君は──




「エリクソン侯こう、貴公はどうお考えになられますか？」

　え……？

　不意に自分の名前を呼ばれ、ジェラルド・エリクソンの意識は急に現実へと引き戻された。目の前に展開していた戦場の情景は瞬しゆん時じに霧む消さんし、代わって彼の目に、自分を見つめる三人の男たちの姿が映る。

「いや、私は……」

　話を聞いていなかったと正直に口にするのもはばかられて、エリクソンは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

　だがそうしたごまかしは、通用しなかったらしい。

「これは失礼。どうやら私の質問は、侯の高こう尚しようなる思索を妨さまたげてしまったようですね」

　前髪に手をやりつつ、どこか皮肉めいた物言いでそう口にしたのは、五公のひとりであるジョエル・オルグレンだった。

　今エリクソンがいるのは、二日にわたって話し合いが続けられている部屋の中だった。三人のうちの残りふたりは、やはり五公の一員であるランディ・ヒュームとダーレイ・アシュフォード。これに、兄レオポルドの代理としてこの場にいるエリクソンと、近衛このえ長官のファウラーを加えた五人で、これまで協議が行われてきた。ファウラーはまだ休憩から戻っていなかったが、彼を待つ間にヒュームとオルグレンが論争を始めたため、なし崩し的に話し合いが再開していたのだった。

　エリクソンが答えあぐねていると、三人の視線が、急に関心を失ったかのように彼から外れた。オルグレンとヒュームは再びお互いに向かって自分の主張を展開し始め、それをアシュフォードが見守るという図式になる。

　エリクソンはまるで自分が取り残されたような気分を味わった。胸の内にもやもやと鬱うつ憤ぷんがこみ上げる。だがそれをなんとか押しとどめると、目の前で行われているオルグレンとヒュームの議論に耳を傾けた。

　ヒュームは一貫して自分の領地であるエミンガムへの即時全軍撤てつ退たいを主張していた。これに対してオルグレンは、これまでずっとウェンズローに留とどまって戦うことを訴えていたが、休憩を挟んで戻ってきてからは、がらりと主張を変えていた。今では彼も撤てつ退たいを提案している。自分の集めた情報から、迫り来る敵軍を今ここで待ち受けても、勝ち目はないと判断したのかもしれない。

　ただし、彼が向かうべきだといっているのは、自身の本拠地であるフリマスだった。

「我がフリマスは峻しゆん険けんな山岳地帯を周囲に配した天然の要害。どこからでも入り込めるエミンガムと異なり、守りは万全です」

　椅い子すに座って足を組んだ姿勢で、オルグレンは再び前髪に手をやりつつ口にした。その様子が、エリクソンの目にはいかにも気き障ざっぽく映った。

　リュクサリア貴族文明の申し子。雪せつ月げつ宮きゆうに集つどう人々の間で、オルグレンはよくそう評されていた。甘い容よう貌ぼうと洗練された物腰、それに華やかな修辞文句に彩られた巧みな話術によって、彼は貴族令嬢や奥方連の間で絶大ともいえる人気を誇ほこっていた。

　ただ、異性に対しては絶対的といえるほど強い影響力を及ぼすことのできる彼の言動も、この場にいる三人の同性を魅了し、自分が有利な状況へ話を導くほどの効能は持たないようだった。

　オルグレンと卓を挟んで反対側に座っていたヒュームが、苛いら立だたしそうに舌打ちし、表情をゆがめた。その隣のアシュフォードも、眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む顔つきになる。

　エリクソンとしても、オルグレンの提案は賛同しかねるものだった。確かにフリマスは、こと防御という点においてはエミンガムよりも優すぐれているといっていい。オルグレンがそこを主張するのもわかる。しかし、守りさえ固めればいいというものではない。今のリュクサリア王国軍には、事態が長期化することも踏まえ、いざとなれば王都の代わりを務められるだけの潜在力、発展性のある地こそが求められているのだ。その点で考えると、フリマスでは器が小さいというのが、エリクソンの見立てだった。

「何をいわれる、オルグレン公。卿きようのフリマスでは、今ウェンズローにいる四万の兵すら収容しきれまい。今後さらに味方が増えることも考えると、我が城、エミンガムをおいて、本拠地の条件を満たす地は他ほかにない」

　ヒュームがエリクソンが考えていたのと同じ観点から、反対意見を唱えた。オルグレンと同い年の彼は、外見から所作に至るまで、全すべてが対照的だった。見るからに荒々しく精せい悍かんな活力をみなぎらせたその風ふう貌ぼうは、名門貴族の当主にはとても見えないというのが、宮廷雀たちの専もつぱらの評判だった。本人も雅みやびやかな貴族様式を嫌い、ともすれば傭よう兵へい団の団長などと間違われそうな、独特の服装に身を扮ふんすることが多い。それが品位を尊とうとぶ人々の眉まゆをひそめさせる一方、一般民の間で彼の支持を高める大きな要因ともなっていた。

　だが、そうした彼の振ふる舞まいも、エリクソンの目には、青臭い自己演出としか映らなかった。人気取りに夢中になるより先に、彼はもっと政治的駆け引きを学ぶべきだというのが、エリクソンがヒュームに対して常々抱いている印象だった。

　自分が彼の立場だったら、ヒューム家が長年にわたって整えてきた海軍を説得材料として強調するところだ。それこそ、内陸部にあるフリマスでは持ち得ない戦力であり、いざというときにはそれを使ってフランシスカを国外へ脱出させるための切り札ともなり得る。

　だがヒュームにそのことを教えるなり、援えん護ご射撃をしてやろうという考えはエリクソンにはなかった。それくらい自分で気づかなくてどうする、という思いだった。
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　ヒュームの隣にいるアシュフォードは、黙だまったままだった。頰ほおに刀傷を刻みつけ、赤しやく銅どう色いろに日焼けした彼の顔には、露ろ骨こつに疲労の色が浮かんでいた。話し合いが始まったばかりの頃ころは発言する機会も多かったが、次第にそれも減っていき、今ではエリクソン同様、黙り込むことが多くなっている。

　そんな彼を見て、エリクソンはこの方も落ちぶれたものだ、と思った。自分とさほど年齢が離れていないにもかかわらず、ずっと年上に見える。彼がここ最近見舞われた状況を考えれば、そうなるのも無理からぬところだが、それにしても、以前の生気に満ちあふれた状態は見る影もない。

　オルグレンとヒュームによる議論の応おう酬しゆうが続いた。どちらもまったく譲ゆずる気配がない。だが肝心の発言の中身は、同じ主張の繰り返しと、相手の揚げ足を取ろうとするものばかりで、あまり実があるとは言いがたかった。

　エリクソンは急速に話に対する関心を失っていった。代わって浮かんできたのは、先ほど中断させられた白レ日ヴ夢リの続きだった。

　自分が機巧鎧アームネインエリュシオンを操って敵軍のただ中に颯さつ爽そうと斬きり込んでいき、捕とらわれの身となった王女を救い出す。若いときから、繰り返し頭の中で思い描いてきた光景だった。実際は王家の血を引かないエリクソンにエリュシオンが動かせるはずもない。それは彼自身にもよくわかっていることだった。むしろそれだからこそ、エリクソンは自らの白レ日ヴ夢リの世界を余計にいとおしんだといってもよかった。

　自分の望みが全すべて思い通りとなる世界を。

　結びの場面はいつも決まっていた。無事に王女を助け出した自分が、彼女に向かって手を差し伸べる。王女がこぼれんばかりの笑顔を浮かべながらその手を取る。そして、王女が小声で囁ささやくのを聞き、自分が彼女の手にそっとくちづけをする──

　エリクソンはその部分をいきなり思い浮かべた。

「遅くなって申し訳ない」

　ファウラーがしわがれ声を響ひびかせながら戻ってきた。またしても白レ日ヴ夢リを遮断されたエリクソンは、ファウラーの後ろに長身の男と、もうひとり、フランシスカがいるのを見て、仰天した。

　なぜフランシスカ様が……？

　動揺しながらも、体は反射的に椅い子すから立ち上がり、フランシスカに向かってあわてて頭を下げていた。他ほかの三人も同じようにする。

「フランシスカ様、なぜこちらへ？」

「ファウラー伯はく、これは一体……？」

　ヒューム、オルグレンから次々に疑問の声があがった。

　エリクソンは自分の顔が真まっ赤かに紅こう潮ちようするのを自覚した。

　自分の白レ日ヴ夢リの中に現れるのが、フランシスカだと気づいたのはいつだったろう。それまではずっと、出てきていたのは彼女の母であるアルミラ前王妃の若かりし頃ころの姿だった。彼にとってはアルミラこそが、永遠の、王女と呼ぶべき対象だったのだ。それがいつの頃からか代わっていた。気づいた途端、フランシスカをまともに見られなくなった。

「もういいですよ、エリクソン。顔を上げてください」

「は、はい……」

　フランシスカに声をかけられ、エリクソンはおそるおそるいわれた通りにした。こうなってはもう、あきらめるしかない。自分の顔がフランシスカの目にどのように映っているのかと考えると、気が気でなかった。

　誰だれかがふん、と鼻で笑うのが聞こえたが、誰なのか特定している余裕はなかった。

「火急の事態ゆえ、姫様にもご臨席いただくことにした。ご異存はあるまい？」

　ファウラーが場をにらみつけるように見回しながら告げた。その迫力に気おされてか、誰だれも異議を唱える者はいなかった。

「それと、このヴィクト・フォティオス男だん爵しやくだが、今後は近衛このえ副長官として、わしの傍かたわらで働いてもらうことになった。方々にもそのつもりでいてもらいたい」

　ファウラーが傍らにいた長身の男を紹介するのを聞いて、エリクソンはようやくその正体に思い至った。ヴィクト・フォティオス。一応は多少の領地を持つ諸しよ侯こうだったはずだが、そんなことよりも、変人としてその存在を雪せつ月げつ宮きゆうに知られていた人物だ。なんでも無類の本好きとかで、王都に与えられた屋敷は諸方からかき集めた様々な書物で、あふれんばかりになっていたという。華やかな宮廷生活にはほとんど目もくれず、集めた書物と日がな一日向き合うことを無上の喜びとしていたらしい。噂うわさによれば雪月宮に伺し候こうする際ですら書物を離さず、国王を呆あきれさせたとも聞く。

　ファウラーが引き連れていた部下は王都脱出の際、そのほとんどが置き去りとなり、彼の下もとには残っていないはずだ。人手不足なのはわかるが、ヴィクトのような男が果たして役に立つのだろうか？　ろくに機巧鎧アームネインにも乗れないのではないか？　王都脱出の際のヴィクトの働きを知らないエリクソンには、甚はなはだ懐かい疑ぎ的だった。

「ファウラー閣下の特別のお計らいをもちまして、この場に同席させていただくことになりました。よろしくお願いいたします」

　挨あい拶さつしている分には、ヴィクトの態度はいたって普通だった。

　アシュフォードが改めて、フランシスカに向かい頭を下げた。

「王女殿下におかれましては、敵軍来襲の報に接し、さぞご心痛のこととお察しいたします」

　ここまで口にしたところで、彼は顔を上げ、後の言葉を続ける。

「ですがご安心ください。ここにいる我ら五公一同、王女殿下と愛する祖国を守るべく、心をひとつにして、鋭意対応策を協議中です。どうか我々をご信頼の上、全すべてをお任まかせいただきたく存じます。ちょうどもうそろそろ、考えをまとめようとしていたところでした」

　フランシスカに向かって話しながら、アシュフォードは右腕を、エリクソンたちに向かって大きく広げた。それはまるで、自らが他ほかの三人を率いる立場であることを、フランシスカに印象付けようとしているかのようだった。彼の口調も表情もいきいきとしており、フランシスカが現れる直前までの、精彩を欠いた様子はどこにも見当たらなかった。

　なんと調子のいい御ご仁じんだ。

　エリクソンは舌打ちしたくなるのをかろうじてこらえた。アシュフォードがフランシスカの前でやたらと饒じよう舌ぜつになり、あからさまに機嫌を窺うかがう言葉を並べ立てるのは、ここ最近始まったことではない。それでも、これだけの豹ひよう変へん振りを目の当たりにすると、苦々しさを感じずにはいられなかった。

　エリクソンはオルグレンとヒュームの様子を観察した。ふたりとも面白くなさそうに顔をしかめている。

　さらに彼は、フランシスカまでもが、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが眉まゆをひそめたのを目に留とめた。どうやら彼女も、アシュフォードをあまり良く思ってはいないようだ。少なくともエリクソンにはそう見えた。

　さすがフランシスカ様、よく本質を見抜いていらっしゃる。

　当のアシュフォードといえば、そんな周囲の空気に気づく気配はまるでなく、ますます張り切った様子で告げた。

「さて、各々方。王女殿下にご心配をおかけするわけにはいかぬ。ここは活発に、意見交換を行おうではないか」

「その前に姫様から、お話がある」

　ファウラーがアシュフォードを制した。室内にいる全員の視線が、ファウラーとフランシスカに集中する。

　その視線を受け止めながら、フランシスカは明らかに緊張しているとわかる、やや青ざめた面持ちで告げた。

「五公の皆に伝えたいことがあります。三日前の王都脱出の際、私を助けてくれたのは……私の兄の、アルトゥール様なのです」

　なんだって？

　口調は静かだったが、フランシスカのその言葉は、巨大な衝撃となってエリクソンの耳を打った。まったく予想していなかった名前をいきなり聞かされた驚きに、思わず目を丸くする。

　室内が束つかの間ま、奇妙な静寂に包まれた。

　次の瞬間、オルグレンとヒュームが、弾はじかれたかのような勢いで、立て続けに言葉をまくし立てた。

「ど、どういうことです、フランシスカ様!?」

「兄君が見つかった話など、私は聞いておりません！」

　アシュフォードもその場に立ち尽くしたまま、呆ぼう然ぜんとフランシスカを見つめていた。

「いつの間に……」

　絞り出すように口にしたその一言に、彼の気持ちの全すべてがこめられているように聞こえた。

　エリクソンとしても、まったく同感だった。

　初めてフランシスカがアルトゥールの存在を明らかにしたのは、かれこれ一ひと月つきほど前のことだ。そのときはバーナビーもまだ一緒だったが、やはり今と同じように大騒ぎになった。前国王キンゲイド四世の戦死の報が入ったときに匹敵するほどといってもいいかもしれない。

　あのときは、フランシスカがすぐにでもアルトゥールを迎えに行きたいと主張するのを、五公全員が結託して懸けん命めいに説得し、なんとか思いとどまらせたのだった。あれほど五人が気持ちをひとつにしたことは、後にも先にもない。そう断言してもいいほどだ。

　祖国が日に日にオルガンドの大軍に侵略されていく中、国王不在という事態がどれほど危ういものであるかは、誰だれもがわかっていたはずだ。そんな中、皆が前国王キンゲイド四世の血を受け継ぐのはフランシスカしかいないという前提に立った上で、将来を見据えて行動していた。少なくともエリクソンは彼なりに色々考えてはいたし、他ほかの四名もそうだろうと思っていた。

　そこへ、いきなり降って湧わいたように王子が現れたと聞かされても、喜ぶ者などいるはずもなかった。誰も口には出さなかったが、心の中では同じ思いを抱いていただろう。

　とんでもない邪魔者が現れた、と。

　そんな一ひと月つき前のことを思い出しながら、エリクソンはフランシスカの話に耳を傾けた。

　彼女は自分が雪せつ月げつ宮きゆうを脱出してから、ファウラーに保護されるまでの顚てん末まつを皆に語った。アルトゥールがエリュシオンに乗って敵の機巧鎧アームネインと戦い、これを撃退したと話すと、オルグレン、ヒュームの間から、次々にうめき声が漏もれた。

「なるほど、そんなことが……」

　アシュフォードが重々しい口調で呟つぶやく。

　エリクソンは愕がく然ぜんとなっていた。敵に追われて窮きゆう地ちに陥おちいったフランシスカを、エリュシオンで救い出す。それはまるで──

　まるで自分が思い描く、白レ日ヴ夢リそのものではないか！

　フランシスカが話を終えると、しばらくは誰も何もいわず、室内は静まり返るばかりだった。その沈ちん黙もくを破り、最初に質問を発したのはオルグレンだった。

「恐れながら、王女殿下にお尋ねいたします。そのアルトゥール様は、確かにご本人でいらっしゃいますか？」

　その場にいた全員の視線がオルグレンに突き刺さる。

　なるほど。

　エリクソンは自分の隣にいるオルグレンの端整な横顔を見つめながら、質問の意図を理解した。

　彼がいいたいのはこういうことだろう。エリュシオンに乗れたからには、そのいきなり現れた人物が、尊とうとき血筋の人間であることは間違いあるまい。だがそれでも、それがフランシスカが以前話していたアルトゥール本人であるかどうかは、また別の話ではないのか？

　確かにその通りだ、とエリクソンはオルグレンの言葉に賛同した。ただし、それを声に出すことはしない。彼の質問はフランシスカの話を疑っているといっているも同然の、危ういものだったからだ。下へ手たに同調して、共に咎とがを受けることになってはたまらない。

　当のオルグレン本人に、臆おくする様子はなかった。言葉を選んでいる余裕がないと見るのが正解なのかもしれない。

「それは……」

　答えようとしたフランシスカを押し留とどめ、代わりに口を開いたのは、フランシスカの隣にいたファウラーだった。

「わしが姫様に頼まれて探し出し、ひそかに王都にお連れしていた。間違いない」

　またしても鋭い眼まな差ざしを周囲に向けながら、近衛このえ長官でもある老伯はく爵しやくは重々しい口調で断言した。貴族としての格は下であっても、王国一番の歴戦の勇士であるファウラーの言葉にはえもいわれぬ迫力が満ちており、さしものオルグレンもそれ以上問いを重ねることはできず、黙だまり込んでしまう。

「……なぜそのようなことを」

　ヒュームが絞り出すような声で、恨うらめしそうにそう口にした。

「姫様は今の未み曾ぞ有うの国難を乗り切るためには、エリュシオンの機士たる資格を持つアルトゥール様のお力が、なんとしても必要であるとお考えになられたのだ。そこでわしに対し、かのお方の捜索をお命じになられた」

「は、はい。そうです」

　フランシスカがあわてたように頷うなずくのに、ファウラーはちらりと目を向けた。それからエリクソンたちのほうに視線を戻し、さらに言葉を続ける。

「さて、ここからが本題だが……姫様はエリュシオンの下もとに残された全軍の力を結集し、敵に立ち向かうことを希望されている」

「それは……撤てつ退たいでなく、抗戦を意味すると受け取ってよろしいのでしょうか？」

　オルグレンが再び問いかけると、今度はフランシスカ自身が、しばしためらう素振りを見せた後、決然とした表情になって、そうです、と答えた。

「失われた王都を取り戻し、先王陛下やこれまでの戦いで散っていった者たちの無念に報いるためには、そうするしかないと思います」

　エリクソンは意外な気持ちにとらわれた。それは他ほかの五公三人にしても同じだったろう。フランシスカがこれまで、五公の協議の場に現れ、政事に対して発言したことなど一度もなかったからだ。だが、先の国王の唯一公認の実子である彼女には、そうしようと思えばできる権利が確かにあった。

　エリクソン、オルグレン、ヒューム、アシュフォードの四名は顔を見合わせた。フランシスカの言葉に対してなんと答えればいいのか、考えあぐねていることは明らかだった。

　その中で最初に口を開いたのは、アシュフォードだった。

「素晴らしい！　王女殿下のお覚悟のほど、このアシュフォード、感服いたしました。かくなる上は王女殿下の御お為ために、全力を振るってご覧に入れます！」

　アシュフォードはフランシスカに向かって膝ひざをついた。その上で、エリクソンたちに向かって呼びかける。

「皆、何をしている。王女殿下は既すでにご決断なさっているのだぞ。従わずしてなんとする」

「お待ちください」

　オルグレンが一歩前に進み出た。

「無論、我々とて、殿下の直じき々じきのご命令とあらば、異を唱えるはずもございません。ですがその前に、そのアルトゥール様にぜひともお目にかかりたく存じます」

「今は無理だ。アルトゥール様は次の戦いに向け、既すでに同期調整に入っている」

　ファウラーはオルグレンの要求を言下に拒んだ。

　機巧鎧アームネインと操縦者の親和性を高め、性能をより効率的に引き出すべく、機士が出撃の前に操縦席にこもるのは珍しいことではない。特に、初めてだったり、乗り慣れていない機体の場合はそういった過程は必須ともいわれているほどだった。エリュシオンはただでさえ、扱いが非常に難しいとされている。ファウラーの言い分は、それ自体はおかしいものではなかった。

「しかし……」

　オルグレンはなおも納得できないといった様子だった。

　部屋の外から、伝令の到着を告げる報告が入ったのはそのときだった。

「申し上げます！　バーナビー公の使者がやってきて、五公の皆様に面会を求めております！」

　その言葉に、室内にいる全員がはっとなり、互いの顔を思わず見合わせた。

「使者だと……？」

　アシュフォードの口調には、驚きと疑念がたっぷりとまぶされていた。

　エリクソンも思いは一緒だった。彼が得ている情報によれば、バーナビーとオルガンドの連合軍は、その先せん遣けん隊たいがそろそろウェンズローまでの行程の半分近くに到達しているはずだ。

　この時期にわざわざ、バーナビーが使者を寄こして告げようとすることとは、一体何なのか？

　ファウラーが、エリクソンたちに向かって口を開いた。

「こうして我々が見つめ合っていても仕方あるまい」

「そ、そうだな。近衛このえ長官のおっしゃる通りだ。とにかく、その使者をここへ」

　アシュフォードが答えると、ややあってひとりの若い機士が、兵士に伴われて部屋に入ってきた。

　その機士によって伝えられたバーナビーの口上は、五公四人に対する降伏勧告、並びにフランシスカとエリュシオンの返還要求だった。

　王国に対する真の忠ちゆう誠せい心しんあらば、即座に我が言葉に従え。そうでない場合は叛はん意いありとみなし、討とう伐ばつする──

　機士が最後にそう口にして、口上は締めくくられた。絶対にこの通りいえと厳命されていたのか、クレイグ・ウェッブと名乗るその若い機士は、声を震わせながら、ようやくといった感じで最後まで言葉を吐き出した。

「おのれ……そこまで口にしたからには、覚悟はできていような？」

　口上が終わった瞬しゆん間かん、ヒュームがたちまち気色ばんで、腰に差していた剣に手を伸ばした。隣にいたアシュフォードがすかさず彼を止める。

「やめないか。使者に対して憤いきどおったところでなんになる」

「下へ手たに斬きり捨てようものなら、バーナビー公にさらなる大義名分を進呈することになりますよ。私はあの方に、そんなに大おお盤ばん振ぶる舞まいをしたくはないんですがね」

　反対側にいたオルグレンにも、彼なりの言い方で自重を促され、ヒュームはかろうじて行動を自制した。ウェッブが兵士に連れられ部屋から出て行くと、彼は握った拳こぶしを目の前の卓に思い切り振り下ろした。

「おのれバーナビーめ！　彼あ奴やつのしわ首は、我が手で必ず叩たたき落としてくれる！」

「よく決心された、ヒューム公」

　アシュフォードはヒュームの言葉に頷うなずくと、オルグレンとエリクソンに、後はお前たちだけだ、といわんばかりの視線を向けてきた。

　エリクソンはオルグレンと視線を交わしてから、フランシスカに向かって頭を下げた。

　ふたりの様子を見たアシュフォードが、フランシスカに向き直る。

「ご安心ください。バーナビーやオルガンドの奴ばらが何をいってこようと、ここにいる我ら五公、気持ちをひとつにして殿下と祖国のために尽力する所存です」

　こうして、これまでの停滞が噓うそのように、リュクサリア王国の方針は抗戦と決まった。

「さて。そうとなれば、時間もないことだ。すぐに今後の具体的な作戦内容の協議に移りたいのだが」

　ファウラーは背後に控えていたヴィクトを見、前に進み出るよう促した。

「このヴィクトの頭の中には、今回の事態を打開し、我が軍を勝利に導くための策が練り上げられている。まずはそれを聞いてもらいたい」

　策だと？

　書物に埋もれて学者の真ま似ね事ごとをしているような人間に、戦いのことがわかるのかとエリクソンは思ったが、アシュフォードがあっさりファウラーの提案を受け入れた。

「いいだろう。承うけたまわろうではないか」




　話し合いが終わり、フランシスカがファウラー、ヴィクトに伴われて退出すると、室内には五公の四人が残った。

「さて、準備に取りかからなければ。貴公らも急がれるがよろしかろう。再集合まで、あまり時間がないのだからな」

　アシュフォードは気力のみなぎった声でエリクソンたちに向かってそう告げると、部屋を出て行った。

「何を偉えらそうに。あの男はいつまでああやって、我々に年上風を吹かすつもりなのだろうな？」

　アシュフォードがいなくなると同時に、ヒュームが彼に向かって毒づいた。

「仕方がないでしょう。あの方にとっては、あれが自然な態度なのですから」

　オルグレンが、こちらも冷めた口調で答えた。

「ご自分の願った通りの配置になって、浮かれているのも事実でしょうがね」

　ヴィクトの策は初めは一同の間に驚きをもって迎えられたものの、彼の理路整然とした説明や、ファウラーの強い支持もあって、結果的に採用されることになった。その後は実行の段取りを確認するにあたって、五公を含む部将たちの配置が次々と決められていった。そしてアシュフォードは、フランシスカの警けい護ご役を受け持つことになったのだった。これは、彼自身がそうあることを強く望み、受け入れられた結果だった。

　ちなみにその役には、アシュフォードだけでなく、エリクソンも就くことになっている。こちらに関しては、ヴィクトから要請があったためだった。

　ヒュームがエリクソンを振り返り、告げた。

「ジェラルド殿。卿けいにはアシュフォード公をしっかりと見張っておいていただくよう、お願いしたい。戦闘の最中に、あの男に我がフランシスカ様に言い寄られたりしてはかなわん」

「君が一年中花を咲かせている頭の中で何を想像しようと勝手ですが、我がフランシスカ様という言い方は聞き捨てなりませんね」

　また始まった。

　オルグレンがすかさずヒュームに対して突っかかるのを見て、今度はエリクソンが、小さく鼻で笑った。

　元々両家は、領土が接近していることもあってか、伝統的に仲が悪い。現当主であるふたりの対立も、そうして先祖代々培つちかわれた、相手に対する悪感情の積み重ねによるところは大きいだろう。

　だが、理由はそれだけではない。

　ふたりはこの世にたったひとつしか存在し得ないあるものを互いに強く欲しており、そのことが確実に、争いの最大の要因となっていた。

　たったひとつしか存在し得ないあるもの。それはフランシスカの婿むこの座だった。

　それこそフランシスカがこの世に生を受けた直後から、この問題は当人たちのみならず、お互いの家や、雪せつ月げつ宮きゆうに集つどう数多あまたの者たちを巻き込んで、何かと話題にされてきた。

　かつてはアシュフォードも、有力候補の一角と目されていた。三人は互いを牽けん制せいし合うかのように、適齢期に入ってもなかなか妻を娶めとろうとせず、当時まだ王家の忠実な僕しもべだったバーナビーを嘆かせたものだった。

「陛下、早く王女殿下のお相手を決めないことには、五公のうちの三家が、後こう嗣し断絶で滅びかねませんぞ」

　バーナビーは国王に向かって、そういったとも伝えられている。

　フランシスカの婿となることは、事実上、次代の国王の座に限りなく近づくことをも意味していた。それだけに、候補者に挙げられていた三人の誰だれもが、当人の努力だけでなく、自分たちの基盤である家の力をも総動員して、王女の心を射止めようと躍やつ起きになっていた。

　その後、アシュフォードはフランシスカの侍女だった下級貴族の娘マーガレットと結婚したため、候補から除外された。今ではほとんどの者が、オルグレンとヒュームのどちらかで間違いなしと考えるようになっている。

　ちなみに、マーガレットは結婚から数年を経ずして死んでおり、今はいない。そのため、アシュフォードには再び可能性が出てきたと見る向きも、戦争が始まる前まではあったようだ。アシュフォードの最近のフランシスカに対する露ろ骨こつなすり寄りの姿勢を見ると、本人もその気だと考えても不思議ではなかった。しかし、そうした彼の姿勢は、宮廷の人々の失笑と顰ひん蹙しゆくを買うばかりだった。それに、今の彼は、オルグレンとヒュームに対抗する力を到底持ち得ない。現にふたりとも、アシュフォードのことは、まるで度外視しているようだった。

　フランシスカ自身が結婚問題に関して、どう考えているかは定かでなかった。これに関して、彼女はこれまで、なんの意思も表明していないからだ。下へ手たなことを口にすると混乱のもとになると考え、自重しているのか、それともそうしたことに関心がないのか、そこまではエリクソンには判断がつかなかった。

　もしかすると、とエリクソンは思った。

　もしかすると、アルトゥールの出現は、フランシスカをめぐるオルグレンとヒュームの争いにも、大いに影響を及ぼすことになるかもしれない。実の兄であれば恋こい敵がたきになることはなくても、権力をめぐる競争者には十分なり得るからだ。

　そこまで考えて、先ほどのオルグレンの質問がエリクソンの中で蘇よみがえった。

　本当に、本物のアルトゥールなのだろうか？

　彼はオルグレンとヒュームを見た。ふたりは相変わらず、低水準な言葉のやり取りを続けている。その様子を見て、エリクソンは自分の内に浮かんだ考えをひとまずしまい込むことにした。

　……まあいい。今は自分の役割をまっとうすることを考えよう。

　フランシスカのそばにあって、その身を守る。先陣を切って敵軍に斬きり込んでいくような華やかさはないかもしれないが、エリクソンにとっては、これ以上はないというほど、望ましい配置だった。

　自分が常々胸の内で思い描いていた白レ日ヴ夢リが、少しだけ実現に近づいたような、そんな気がした。




　話し合いから一日明けた、聖紀四〇七年十月十九日。

　その日の午後、ウェンズロー砦とりでから約五リグド（二十五キロ）の位置にまで接近していたバーナビーとオルガンドの連合軍の本隊に、砦に使者に出ていた機士クレイグ・ウェッブが帰陣した。

　ウェッブは五公三名と代理一名、計四人の連名からなる書状を手にしていた。そこにはこう書かれていた。

　明朝、王女殿下が、休戦のための話し合いを行うべく、そちらへ向かわれる。ついてはバーナビー公自ら、迎えに出られたし。

　後にウェンズロー会戦と呼ばれることになる戦いの前ぜん哨しよう戦せんの幕は、こうして切って落とされた。
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　十月二十日、早朝。

　ウェンズロー砦とりでから南方街道を王都方面に約半リグド（二・五キロ）進んだ地点で、リュクサリア王国軍約四万は、バーナビーとオルガンドの連合軍約五万五千と対たい峙じした。

　リュクサリア王国軍と連合軍のどちらも、機巧鎧アームネイン部隊を前面に展開させていた。連合軍側はバーナビーの部隊が最前線に押し出していたため、リュクサリアの主力機巧鎧アームネインであるライオットが、敵味方に分かれて向かい合う形となった。

　夜明けの時点では空一面に雲がたちこめていたが、今ではその切れ目から一筋の陽光が差し込み、地上を照らしていた。もしも今、天空からこの場を見下ろす者がいたら、地上の一角に機巧鎧アームネインや兵士たちが密集するさまを見て、息を吞のんだかもしれない。機巧鎧アームネインの装甲や、歩兵がまとっている胸当て、あるいは槍やりの穂先などが一斉に陽の光を浴び、輝かがやく光景は、さぞや壮観であることだろう。

　どちらの軍も、司令官の号令一下、すぐにでも飛び出せそうな緊迫感をみなぎらせつつ、しかしなかなか動き出そうとしなかった。双方合わせて十万近くの人間が集結しているとなれば、たとえ戦闘は起こっていなくても、さまざまな物音や話し声がそこら中で発生し、あたり一帯は喧けん騒そうに包まれる。それでも、両軍の間を覆っている空気、雰囲気といったものは、ある種の静寂といってもいい、奇妙な平静さを保っていた。

　もちろん全すべての将兵が、というわけではないが、両軍の主だった指揮官たちは、昨日きのうの時点でリュクサリア王国軍の側から連合軍に対し、休戦の申し入れがあったことを知っていた。

　その成否の鍵かぎを握るやり取りが、今からこの場で行われることもだ。

　事情を知っている者はもちろんのこと、知らない者の多くも、知っている者の様子を見てそれとなく何かを察知し、そのときが来るのをじっと見守っていた。それが、平静さの正体だった。

　最初に動いたのは、連合軍の側だった。

　バーナビーが率いる部隊の中から、都合四機の機巧鎧アームネインが、列の一番前へと進み出た。うち一機は重装機ヴアンカー仕様のライオットで、全身をいかにも重厚そうな、かつ贅ぜいを尽くしていることが誰だれの目にも明らかな、特別仕立ての装甲で美々しく飾り立てている。右手に持った巨大な鉾槍ハルバードが禍まが々まがしい迫力を醸かもしていたが、全体的な立ち姿は戦闘兵器というよりも、何か独特な意い匠しようの、美術品ででもあるかのようだった。

　乗っているのはリュクサリア王国五公の一員、シオドリク・バーナビーその人だった。




『出てきたぞ、バーナビーだ』

『間違えようもありませんね』

　左右を固めているファウラーとヴィクトの声が伝声器と呼ばれる装置を通じて聞こえてきた瞬しゆん間かん、イアンは思わず身を硬くした。

　今、彼がいるのは、エリュシオンの操縦席の中だった。

　最後は自らの意志でそうすることを決めたとはいえ、ほんの数日前までは想像もできなかった事の成り行きに、イアンはともすれば夢の中にいるような、現実離れした感覚を覚えた。

　大きく数回深呼吸をして、落ち着きを取り戻そうと努める。しかし、うまくいかなかった。

　両掌てのひらに汗をかいていることに気づき、左右の棒をつかんでいた手を離して軍服で汗を拭ぬぐう。棒が主に機体の腕と、上半身の動きの制御を補助する装置であることは、最初に乗ったときに感覚的にわかったが、その名が操そう演えん桿かんということを知ったのは昨日きのうだった。

　イアンは続いて、右足を乗せている踏み板に、軽く体重をかけてみた。機体の右半身が、わずかに沈み込むのが感じられる。体重をかけるのをやめると、すぐ元に戻った。

『右足の状態が万全かどうか、確認なさっているのですか？』

　ヴィクトが問いかけてきたのに対し、イアンは小声でええまあ、と答えた。ただし、そんな彼の声が、外に伝わることはない。エリュシオンの伝声器の機能が止まっていたからだ。操縦席にいるイアンさえその気なら、すぐに復活させることは可能だが、今の彼にそうするつもりはない。何かの弾はずみでうっかり自分の声が外に漏もれては、大変なことになるからだった。

　足を修理したのは、長年にわたってエリュシオンの補修と調律を担当してきた技術者らしい。その実力はリュクサリア王国内でも指折りで、フランシスカの父である前国王にも信頼されていたという。それほどの人物が手がけた仕事であれば、まず心配はないだろう。イアンもそう納得していたつもりだったが、それでも半なかば無意識で、つい右足を動かしてしまったのだった。五日前の戦いで強しいられた苦労が、体に染み込んでしまったせいかもしれない。

『それでは姫様、我々もそろそろ参りましょう』

　ファウラーの呼びかけがイアンのいる操縦席の中に響ひびいた。彼の声は、周囲にいる他ほかの機士たちの耳にも入っていることだろう。皆、エリュシオンの中にいるのが、フランシスカであることを、微み塵じんも疑っていないに違いない。

　王女殿下が直じき々じきにエリュシオンにお乗りになり、全軍と行動を共にされる。

　それがリュクサリア王国軍の将兵に対し、公式に伝えられている情報だった。そうでないことを知っているのはイアンが直接面識のあるヴィクト、ファウラー、フランシスカ、ミリアムの四名、それに五公と呼ばれる四人の貴族、合計八名だけのはずだ。さらに、イアンの正体までも含めた真相ということになると、その数はもっと絞られる。それこそヴィクトとファウラー、そこにミリアムを加えたとしても、たった三名だけということになるのだろう。

　それ以外の十万人近くを、自分は偽いつわっていることになるのだ──

　そう思うと、身震いしそうだった。

　それでも、もう決めたことだ。やるしかない。

　イアンは自分に言い聞かせると、ファウラーに返事をする代わりに、エリュシオンの足を前に一歩踏み出した。




　鼻の下にたくわえた髭ひげを指先でなでつけながら、朝日を浴びて輝かがやくエリュシオンの白い機体を、バーナビーはほれぼれする思いで見つめていた。

　彼は今年で五十四歳になるが、そんな年齢を感じさせないほど、肌のつやも、全身の筋肉の張りも申し分なく、あふれんばかりの活力を全身にみなぎらせている。

　国王以上に国王らしく見える、かつて雪せつ月げつ宮きゆうの人々にそう評されたこともある貫かん禄ろくは、旗を違たがえた今も健在だった。

　そんな彼が、今はまるで好きな少女を前にしたときの純真な少年のように、ひたむきな視線をエリュシオンに対して注いでいた。

　なんと美しく、凜り々りしい姿だろう。人の手で作り出されたということが、信じられないほどだ。エリュシオンを目にする機会はこれまでにも数え切れないほどあったが、こうして戦場に立つところを見るのはやはり格別だ。一点の非の打ち所もない。あれこそまさに、イグニス教の神話の中に登場する『猛たけりし存在』そのものではないか？

　先日の王都脱出の際、右足を損傷したと聞いたが、遠目に見る限り、無事に修理されているようだ。バーナビーは安心した。エリュシオンは傷ひとつ負うことも許されない。常に完かん璧ぺきな存在であり続けなければならないのだ。

　バーナビーにとって、機巧鎧アームネインとは何よりもまず芸術品であり、中でもエリュシオンこそ、その最たる存在だった。

　彼がそう思うようになったのは、まだ幼少のみぎり、王都で開催された閲えつ兵ぺい式しきにおいて、エリュシオンの雄姿を目の当たりにしたことがきっかけだった。

　一目で魅了された。これほど美しく、完璧な存在がこの世にあるのかと思った。

　それ以来、バーナビーは美の結晶たる機巧鎧アームネインの魅力に取り憑つかれ続けてきたといっていい。

　彼は六千機の機巧鎧アームネインを自ら所有していたが、その全すべての機体に、全身とはいわないまでもどこかしらに趣向を凝こらした、精せい緻ちな意い匠しようの装飾を施していた。そのためにわざわざ、海を越えた地域から職人を呼び寄せたほどだ。彼は機巧鎧アームネインの美しさをさらに際立たせることに、己おのが情熱を傾注させた。自分が乗る機巧鎧アームネインだけでなく、部下の機体に関しても、美しくあらねば気が済まなかった。

　そうした努力の甲か斐いあって、彼の部隊は、リュクサリア王国軍において最も美しい軍勢との評価を得るまでになった。これはバーナビーの誇ほこりとすることだった。

　また、バーナビーには機巧鎧アームネインの蒐しゆう集しゆう家かとしての一面もあった。本拠地サッカレーにある彼の居城には、多数の機巧鎧アームネインが入念に整備された状態で動態保存されており、さながら巨大な博物館の体ていをなしている。その中にはライオットをはじめとするリュクサリア王国歴代の制式採用機はもとより、ドラードのような他国から取り寄せた機体も含まれていた。いずれも豊富な財力に物をいわせ、あの手この手を使って集めたものだった。

　さらに、バーナビーの関心は機体そのものだけに留とどまらず、機巧鎧アームネインが持つ武器や盾たてなどの武具にも及んでいた。名のある武器工の手になる、いわゆる銘入りの武器も彼の下もとには多く集まっており、剣だけでも十振りを下らないほどだった。

　だが、どれだけ財力に物をいわせ、機巧鎧アームネインや武器防具をかき集めても、バーナビーの心が満たされることはなかった。なぜならば彼が心の中で最も欲しいと望んでいる一機だけは、どうやっても手に入れることが不可能だったからだ。

　その一機こそ、エリュシオンに他ほかならない。

　自分に資格さえあれば。

　近づいてくるエリュシオンの姿を見つめながら、バーナビーは若い頃ころから幾度となく抱いた思いを、改めて胸中にこみ上げさせた。

　自分に資格さえあれば、誰だれよりも上手にエリュシオンを乗りこなしてみせるものを。

　しかし、どれほど思い焦がれたとしても、王族でないバーナビーがエリュシオンに乗ることはできない。彼にはエリュシオンの操縦者たる資格があるかどうかを試される儀式に、臨む機会すら与えられなかった。それも当然のことだ。バーナビーに可能だったのは、エリュシオンのそばにあって、その姿を眺めることだけだった。彼のキンゲイド四世に対する忠ちゆう誠せい心しん、それ自体に偽いつわりがあったわけではないが、その思いの大部分は、エリュシオンに捧ささげられていたといっても過言ではなかった。

　そんなバーナビーの、エリュシオンに対する秘めたる熱情に、ある特定の方向性が与えられることになったのは半年前だ。

　モーリス河の戦いでリュクサリア王国軍がまさかの敗北を喫し、キンゲイド四世が戦死したとの知らせを耳にした際、バーナビーは無論のこと、とてつもない衝撃と悲ひ憤ふんに見舞われた。だがそれと同じくらいの強さで、心の中に強く沸わき起こったのは、安あん堵どの気持ちだった。

　何となれば、キンゲイド四世がエリュシオンに乗っていない状態で死んだということがわかったからだ。

　エリュシオンに土をつけずに済んだ。

　その事実は、彼にとっては国王の敗死に匹敵するほどの重大事だった。

　キンゲイド四世の死は、バーナビーに、これからは自分がエリュシオンを守らなければという強い気き概がいを持たせることとなった。

　気概が野心となり、具体的な形を帯びるまで、さして時間はかからなかった。

　それからの彼の行動は、全すべて、エリュシオンを手中に収め、リュクサリアの実質的な支配者となることを想定した上でのものだった。

　オルガンド軍の総司令官であるボラドーとも、そうなることを前提として意を通じてある。

　今や彼は、ひとつの明確な目標を抱くようになっていた。

　それは自分の血を受け継ぐ者を王位に就け、エリュシオンの正当な所有者とすることだった。

　バーナビーは妻を既すでに亡くしており、今は独身だった。自らフランシスカを娶めとることになってもなんら問題はない。あるいは、息子の小バーナビーにその役を担になわせる手もある。息子には正妻がいるが、それは離縁すれば済むことだ。

　欲しいのは自分の血と王家の血、双方を受け継ぐ子だった。

　その野望を実現させるためにも、まずはエリュシオンとフランシスカをなんとしても手中に収めなければならなかった。

　本当なら王都で事を起こしたときにどちらも手に入るはずだったが、まあそれはいい。その後の迅じん速そくな対応により、こうして再び、エリュシオンを間近に見るところまでこぎつけたからだ。

　もう少しだ。もう少しであのエリュシオンが自分のものとなる。

　そう考えるだけで、バーナビーは全身から静かな興奮が沸わき起こってくるのを抑えられなくなった。

『よし、ここからは手て筈はず通り進める。いいな？』

　彼は左右に居並ぶ側近に声をかけると、両軍が対たい峙じしているちょうど中間地点に向かって足を進めていった。




　バーナビーが数機の機巧鎧アームネインを供に従え、自軍から離れて前方へ進み出るさまを、オルガンド軍千機長イェルク・メルツァーは軍勢の後方から見守っていた。

　メルツァーは自らの配下となる約一千機の機巧鎧アームネイン部隊を率いて、連合軍に加わっていた。全体を俯ふ瞰かんすると、前ぜん衛えいにバーナビー率いる二万四千の部隊が展開し、中衛と後衛をオルガンド軍が固める形となっている。メルツァーの部隊は中衛の左さ翼よくの一角を担っており、今、彼のいる地点からバーナビーのところまでは距離があった。そのため、操縦席の扉を開いて体を乗り出し、右目に遠とお眼鏡めがねを当てながらの観察となった。

『うまくいくと思いますか、隊長？』

　横にいたレクターが、機巧鎧アームネインの中から話しかけてきた。メルツァーにとってはオルガンド本国にいた頃ころからずっと苦楽を共にしてきた部下で、気心が知れている。そこで、自身が千機長に昇進したのに伴い、副官として抜ばつ擢てきしていたのだった。

「どうだろうな」

　メルツァーはバーナビーが乗るライオットと、リュクサリア王国軍の最前列に現れたエリュシオンを交互に遠眼鏡の視界に入れながら答えた。エリュシオンのほうはいったん前に出てきたところで足を止めていたが、バーナビーの様子を窺うかがいつつ、再びこちらも動き出そうとする気配を見せている。

　昨日きのう、リュクサリア王国軍から話し合いの申し入れがあったとき、オルガンド軍の指揮官の中からは、受け入れるべきではないという意見が続出した。中でも、わざわざ自ら一万の兵を率いてこのたびの遠征に加わっていた万機将のガズレイが強硬な姿勢を見せ、昨日のうちにウェンズロー砦とりでの攻略に取りかかるべきだと力説していたほどだった。

　元々オルガンド側の狙ねらいは、バーナビーの軍勢とリュクサリア王国軍を正面からぶつからせ、互いに消耗させることにある。それゆえ、そうした反応も当然といえた。一昨日おとといの段階でバーナビーが降伏を勧告する使者を砦に送りたいと願い出た際も、あくまで形式的に許したようなもので、この期ごに及んでそうなることを本当に願っていたわけではない。

　それでも、最終的にバーナビーに会談に臨む機会を与えたのは、彼が提示した策に、皆が同意したためだった。

　話し合いのため出てきたエリュシオンを、自らの手で捕ほ獲かくする。

　バーナビーは昨日の軍議の場で、居並ぶオルガンド軍諸将に向かいそう宣言した。エリュシオンさえ捕とらえてしまえば、もはやリュクサリア王国軍に組織立ってオルガンド軍に立ち向かうだけの結束力はない。烏う合ごうの衆しゆうと化した敵を存分に討ち果たし、容易にこれを壊かい滅めつさせることが可能である──

　バーナビーはそう請け負い、胸を張った。

　そんなにうまく行くのか、という意見も当然出た。特に問題となったのは、バーナビーにエリュシオンを押さえ込むだけの実力があるのかということだ。なるほど、聞いた話によれば、バーナビーはリュクサリア王国において屈指といえる名門貴族の出であり、機巧鎧アームネインを操る機士としても、若い頃ころから武名を謳うたわれた人物であるらしい。しかし、それはあくまで過去の栄光であり、五十歳を過ぎた今の彼にそこまでの働きができるのかというのは、メルツァーだけでなく、オルガンド軍の指揮官誰だれもが、疑問に思ったことだった。

　結局、結論としては、相手が実戦経験ほぼ皆無のフランシスカであれば心配はないだろうというところに落ち着いた。

　本当にそれでいいのか、とメルツァーは思う。数日前、実際にエリュシオンと手合わせしている彼は、今に至っても胸に巣食っているわだかまりを払ふつ拭しよくすることができずにいた。

　あのとき、エリュシオンに乗っていたのは、フランシスカだったということになっている。

　だとしたら、決して油断はできないはずだというのが、メルツァーの抱いている考えだった。

　確かに、エリュシオンの動きはお世辞にも洗練されているとは言いがたかった。型も何もあったものではなく、こちらの攻撃にただ本能的に反応していただけというのが率直な印象だったが、メルツァーには逆にそれが不気味だった。

　うぬぼれるわけではないが、メルツァーをはじめ、あの場にいた部下たちのいずれも、機巧鎧アームネインの扱いに関しては、豊富な実戦経験に基もとづいた確かな実力を持っている。そんな自分たちの攻撃を、あのエリュシオンは、味方の救援が来るまでの短い間とはいえ、一対四という圧倒的不利な状況でしのぎ切った。エリュシオンの性能に負う部分ももちろん大きいだろうが、よほどの才能がなければできることではない。

　あのときの機士がフランシスカだとしたら、取り押さえることは相当難しいのではないか？

　こうした懸け念ねんを、無論メルツァーはバーナビーにも伝えたが、あまり真剣に受け入れられなかった。どうやら自分がエリュシオンを取り逃がした失態を糊こ塗とするべく、大げさに話しているとしか思われなかったようだ。そればかりか、メルツァーはバーナビーから、エリュシオンの右足を破壊したことをとんでもない行為だと批判されたほどだった。

　メルツァーは、バーナビーがエリュシオンに対して偏へん執しゆう的ともいえるほどの非常に強い執着を抱いているらしいということを悟った。それが、リュクサリア王国の王位に対する渇かつ望ぼうに根ざしたものなのかどうかまではわからなかった。

　自分に課せられた使命がエリュシオンの破壊であると知ったら、バーナビーはどう思うだろうか？

　そんなことを考えたメルツァーだったが、もちろん声に出して問いかけることはしなかった。

　彼は遠とお眼鏡めがねから目を離し、傍かたわらのレクターに向かって告げた。

「もうすぐ、バーナビー公がエリュシオンと接触する。何が起きてもすぐ対応できるよう、準備を整えておけ」

『我々のほうはいつでも動けます。まあ、あれのことはよくわかりませんが』

　あれというのが誰だれを指しているのか、メルツァーにはすぐにわかった。彼はレクターと反対側の位置に立っている機巧鎧アームネインに視線を向けた。

　その機体はユリシーズだった。機乗している機士はメイ。マンフレートから娘として紹介された、あの少女だ。

　周囲の機巧鎧アームネインがほぼドラードで統一されている中、ユリシーズの濃紺の機体はよく目立った。

　メルツァーはそんなユリシーズの中のメイに向かい、声をかけた。

「メイ、調子はどうだ？」

　操縦席の中からはなんの反応もない。

「……マンフレートは今、どこにいるのだろうな？」

　続けて別の質問を投げてみたが、やはりいらえはなかった。

　メルツァーはレクターのほうを振り向き、肩をすくめた。メイに関してはずっとこの調子だった。メルツァーの指示にはおとなしく従うものの、話しかけてもまったく反応がない。普通なら上官に対する礼を失していると一いつ喝かつするところだが、相手が年端も行かない少女となると、そうすることもはばかられ、結果的に当たらず障さわらずといった扱いになっていた。

　彼女の保護者であるマンフレートは、自分の直属部隊を率い、昨夜からメルツァーの本隊と別行動を取っていた。おそらく、戦場となっているこの平原のどこかに展開しているはずだが、どこにいるかまではメルツァーは把握していない。彼に関しては、戦場における独立行動権を認めることで事前に話がついており、メルツァーの配下にいる他ほかの隊長たちにもそう伝えてある。

　そうして姿をくらましたマンフレートだったが、数名の部下をメルツァーの下もとに残していた。その中にメイもいた。理由は乗機であるユリシーズの調子が思わしくなく、夜からの長丁場となる作戦行動についてこられなくなる可能性があるとマンフレートが判断したためだった。

　またしても妙なものを押し付けられたとメルツァーは思ったが、マンフレートからお願いしますと頭を下げられては、むげに拒むこともできなかった。そして、まだしも自分の目に届くところに置いておくほうが、何かあった場合に対応しやすいだろうという理由で、メルツァーはメイに、自分の近くに控えているよう命じたのだった。

「それでも、一度乱戦に突入したら、もう面倒を見ている余裕はないだろうがな」

　メルツァーはそう呟つぶやくと、再び遠とお眼鏡めがねを右目に当て、バーナビーとエリュシオンの動きを注視することに意識を集中させた。




　メルツァーがエリュシオンとバーナビーの動向を注視しているのと同じ頃ころ、両軍の対たい峙じ地点からウェンズロー砦とりでへと続く街道の途中に、五公であるオルグレンとヒュームの姿があった。

　そのあたりは地形的にはちょうど中央平原からローミット山地とグラナン大湿原への切り替わりが始まる地点にあたっており、森や沼しよう沢たく地ちなどが街道沿いに散見できた。

　その一角である森の中に、ふたりは各々子飼いの機巧鎧アームネイン部隊五百機ずつ、合計千機を率いて潜伏していた。

　ヒュームは自分の機巧鎧アームネインの操縦席の中で、戦いの始まる瞬しゆん間かんを待ち受けていた。

　体を動かさずにいると、その分頭の中で、嫌でも色々なことを考えずにはいられなくなる。今、ヒュームの関心の多くを占めていたのは、アルトゥール王子のことだった。

　一体どのような人物なのか。

　エリュシオンを預けて本当に大丈夫なのか。

　フランシスカの兄として、彼女のそばにいるのにふさわしい人間なのか──

　疑問が次々に湧わき起こっては、答えを見出せないうちに消えていく。それがなんとも苛いら立だたしかった。

　また、アルトゥールだけではなく、ヴィクトの存在も、ヒュームにとっては大いに気になることのひとつだった。いつの間にか近衛このえ長官のファウラーや、フランシスカの信頼を勝ち得ているようだが、それに見合うだけの人物なのか。頭がかなり切れるらしいということは軍議の席での話しぶりを見てわかったが、他の面はどうなのか。

　彼が今後も自分たちやフランシスカのそばにあって、政事に関与するというのであれば、そのあたりもしっかりと見極めなければならない。ヒュームはそう考えていた。

　アルトゥールにしろ、ヴィクトにしろ、もしフランシスカのそばにいるのにふさわしくないと判断したら、容よう赦しやなく叩たたき出す。その心積もりも固めている。

　初めてヒュームがフランシスカと対面したのは、まだ彼女が生まれたばかりの頃ころだった。父である先代ヒューム公に連れられ、雪せつ月げつ宮きゆうに伺し候こうした際、アルミラ前王妃が自らその場にフランシスカを抱いて現れたのだ。

　そのときはヒュームもまだほんの少年だったが、産うぶ衣ぎにくるまり母の胸ですやすやと眠るフランシスカの姿を見た瞬しゆん間かん、強烈な使命感が自身の内に湧わき出すのを自覚した。彼には三歳年下の弟もいたが、その弟に対してはついぞ抱いたことのない感覚だった。

　そのとき感じた思いを、長い年月が過ぎた今もヒュームは鮮烈に覚えており、ずっと自らの行動の規範としてきた。

　その姿勢は、今更フランシスカの実の兄が現れたところで、変わるものではなかった。

「まだか……？」

　ヒュームはじれた声で呟つぶやいた。両軍が対たい峙じしている方面には、相変わらず何の変化も見受けられず、伝令の報告もない。

　気持ちを落ち着けるため、少し外の空気を吸うことにした。立ち上がって操縦席の扉を開け、軽快な動きで地面へ飛び降りる。

　森の下生えを踏みしめる柔らかな感触が靴を通して足の裏に伝わってきた。

　ヒュームがいる場所のすぐ近くには、オルグレンもいた。彼もヒューム同様機巧鎧アームネインの操縦席に身を潜ひそませていたが、ヒュームが外に出ると、すぐに続いて姿を現した。

「機体から離れていると、咄とつ嗟さの反応が遅くなりますよ」

　そう口にしたものの、オルグレンも操縦席に戻る様子はない。恐らく彼もヒューム同様、ここで待ち続けていることに気持ちを鬱うつ屈くつさせていたのだろう。

　周辺には彼らの部下も控えていたが、彼らが機巧鎧アームネインから出てくる様子はなかった。

　ヒュームはオルグレンの姿を見ながら、こいつと間近で槍やりを並べ、一緒に戦うのは久しぶりだなと思った。

　お互い機士として一人前になる前、家か督とくも継がず、公こう爵しやくの地位にもなかった頃は、よく実地訓練などで一緒になり、力を競ったものだった。王都の学舎で机を並べ、ランディ、ジョエルと名前で呼び合っていた時期もある。年が同じで立場も同様となれば、接触の機会が多くなるのは当然だった。

　その頃から、何かにつけて張り合う関係だった。

　こいつにだけは負けたくないという気持ちは、ヒュームの中でずっと燃え盛っていた。

　それはオルグレンにしても同じだろう。昔から互いをよく知っているという間柄が、負けたくないという気持ちに余計拍車をかけているのは間違いなかった。

「まったく……なぜ我々が、こんなところで息を潜めていなければならないのか」

　ヒュームは、両軍が対たい峙じする方向を見やりながら不平をこぼした。

「今さら何をいっているんです。軍議の席でお任まかせくださいと大見得を切ったのは君自身でしょう」

　傍かたわらにやってきたオルグレンが肩をすくめながら答えた。

　ヒュームは足元に落ちていた枯れ枝を、苛いら立だたしげに踏みしめた。

「……じっとしているのは性に合わん。こんなことなら、やはりエリュシオンのそばにつくのだった」

　軍議の席上、ヴィクトによって提示された作戦案は、大きく分けて二段階からなっていた。フランシスカがエリュシオンに乗って話し合いに赴おもむいたと相手に思わせ、バーナビーを釣つり上げるまでが第一段階。ここでは近衛このえ長官であるファウラーと副長官に任命されたヴィクトがエリュシオンに付き従い、事を遂すい行こうすることになっている。

　その後、オルガンド軍とバーナビー軍の動きを見つつ、状況に応じて第二段階へと移行する手て筈はずになっていた。

　お二方には、その第二段階の切り札となっていただきたいのです。

　ふたりはヴィクトから、そう依頼されていた。

　重要な役割であるということは理解できた。フランシスカの手前ということもあり、その場では快かい諾だくしたヒュームだったが、その一方で、本来ならもっと自分に見合った役割があったはずだという思いも拭ぬぐいきれずにいた。

　こんなことならせめてもう少し、自前の勢力を手元にそろえておくのだった。ヒュームは歯は嚙がみしたい思いにとらわれた。そうすれば、先せん鋒ぽう役を務めることもできたろうに。

　こうなったら……

　自分の役割が決まってからというもの、ずっとヒュームの頭の中をよぎっていた考えが、またしても浮かんできた。

「しかし……エリュシオンに何かあっても困りますが、このまま私たちが何もすることなく終わってしまうのも、それはそれで嫌ですね」

　ヒュームは内心の驚きを隠しつつ、オルグレンを見つめた。彼の言葉は、ヒュームの内心をそのまま読み取ったかのようだった。

　第一段階で全すべての決着がついてしまう可能性も確かにあるが、できれば第二段階まで事態がもつれてほしい。その上で、自分たちの働きにより、最終的に味方を勝利へと導く。筋書きとしてはそれが一番だ──

　そう彼は思っていた。

　おそらく、オルグレンがいわんとしているのも同じことだろう。

　しかし、同じことを考えていたと思われるのもなんとなく癪しやくだった。

　ヒュームは黙だまり込んだまま、オルグレンから視線を外し、再び対峙地点へと目を向けた。




　　　　２




　外から絶え間なく聞こえてくる喧けん騒そうが噓うそのように、室内は静まり返っていた。

　フランシスカはウェンズロー砦とりで内に用意された自分の部屋にこもり、戦場に思いをはせていた。窓には窓掛けが引かれ、彼女の姿が外にいる者に見えないようにされている。フランシスカがここにいることを知っている者はほとんどいない。誰だれもが、エリュシオンに乗り込み、連合軍との会見に向かったと信じているはずだった。本来なら彼女には、神み子こ姫ひめとして出陣の前に全軍の前で戦勝を祈願する祝詞のりとをあげる役目もあったのだが、兵たちの目につくわけにはいかないとの理由から、それも今回は見送られていた。

　フランシスカの傍かたわらにはミリアムの姿があった。そのミリアムの前で、フランシスカは作戦の成功を願い、祈りを捧ささげていた。

　だが、どうにも集中できない。胸の前で両手を組み、瞳ひとみを閉じて精神を統一しようとするものの、次から次へと雑念が浮かび、意識を散らしてしまう始末だった。

　こういうとき、自分は大おお神み子こだった母にまだ遠く及ばないと思う。

　主に浮かんでくるのは兄であるアルトゥールの姿だった。

　そろそろバーナビーと接触している頃ころだろうか。

　うまく事は運ぶだろうか。

　ファウラーとヴィクトは、話していた通りに兄を守ってくれるだろうか──

　不安が次から次へと、胸の内からこみ上げてくる。アルトゥール様を危険な目に遭あわせるようなことはいたしません。そうヴィクトはいっていたが、バーナビーの側にも当然、思惑はあるはずで、全すべてがこちらの考え通りに進む保証はまったくない。

　兄様、どうか無事で。

　全軍に対して祈らなければならないはずが、知らず知らずのうちに、彼女の思いはアルトゥールひとりに集中していた。

　扉を叩たたく音が響ひびき、フランシスカは祈りを中断した。

「失礼いたします」

　入ってきたのはアシュフォードとエリクソンのふたりだった。

「砦の周辺は私とエリクソン侯こうの手勢で固めました。守りは万全です。どうかご安心ください」

　フランシスカのそばまで近づいてきたところで、アシュフォードは足を止め、恭うやうやしい仕草で頭を下げた。横に並んでいたエリクソンも無言でそれにならう。

「そうですか……」

　フランシスカはそう答えて、アシュフォードとエリクソンに視線を向けた。アシュフォードはともかくとして、フランシスカにはエリクソンとは不思議と、これまでほとんど話をした記憶がない。彼、ジェラルド・エリクソン侯こう爵しやくは、兄であるレオポルド・エリクソン公の代役として王都に詰めていたため、よく顔を合わせていたにもかかわらずだ。大抵の場合、口を開くのは他ほかの五公たちばかりで、エリクソンは黙だまっていることが多かった。

　それでもフランシスカにとって、彼はある意味、なじみの深い人物でもあった。

　その理由を、彼女はエリクソン本人に向かって告げた。

「エリクソン、あなたのお話は亡き母からよく聞きました。幼い頃ころはまるで兄と妹のように、母と親しくしてくださったそうですね」

「は、そ、それは……」

　エリクソンの声は恐きよう縮しゆくしきっていた。彼の、フランシスカに対する態度はたいていの場合こうだった。なぜそんなにかしこまる必要があるのだろうと、フランシスカにしてみれば不思議でならなかったが、そこはエリクソン本人の性格なのかもしれない。

「母は、あなたに遊んでもらった思い出を、とても大切にしていたようです。そんなあなたに警けい護ご役を務めていただけるのは、私としても安心です」

「も、もったいないお言葉にございます」

　フランシスカの発言に、エリクソンはますます身を硬くしたようだった。

「なるほど。前王妃様にとってエリクソン侯は、王女殿下にとってのアルトゥール様のような存在だったのかもしれませんな。これはいいお話を伺うかがいました」

　頭を上げたアシュフォードが、感心したように頷うなずいた。

「殿下、私めにもぜひ何か、お言葉を賜たまわることはできないでしょうか。もとより殿下のためとあらば、いつなりと命を賭とする覚悟のできている私ではありますが、お言葉をいただければ、それを励はげみとし、さらなる力を発はつ揮きできるものと確信いたします」

　アシュフォードの口調は、エリクソンとは対照的に滑らかだった。今に始まったことではないが、彼のそうした物言いは、フランシスカの癇しやくに障さわった。それでも、そうした気持ちをなんとか押し殺そうと努めながら、彼女は一言、絞り出すようにして告げた。

「……期待しています」

　その口調はフランシスカ自身が驚くほど、温度の低いものとなった。いわれたアシュフォードばかりでなく、その隣のエリクソンも顔を上げ、驚いた表情を見せる。しまった、と思ったフランシスカだったが、口に出してしまったものはもう引っ込みがつかなかった。

　彼女がアシュフォードの自分に対する態度に、あからさまなおもねりの姿勢を感じるようになったのは、彼の妻だったマーガレットが死んでからしばらく経たってからだった。それまではそうしたことがなかっただけに、彼の態度の変化は余計に目についた。

　アシュフォードがフランシスカの婿むこの座を狙ねらっているかもしれないという噂うわさが、彼女自身の耳にも入るようになったのは、それからほどなくしてだった。アシュフォードの変わりように気づいたのは、フランシスカだけではなかったということだろう。

　確かに、可能性としてはない話ではなかった。アシュフォード家は当時、五公の中でも上位に位置するだけの勢力を誇ほこっていたし、アシュフォード当人にしても、その政治手腕や機士としての才覚は、多くの人に高く評価されていたからだ。父であるキンゲイド四世の覚えもめでたかった。これまで父の第一の寵ちよう臣しんといえばバーナビーが不動の地位を占めていたが、その頃ころのアシュフォードに対する信頼ぶりを見ていると、遠からずバーナビーを逆転するのではないかとフランシスカには思えたほどだった。

　王族や貴族にとって結婚とは政事の一環であり、それ以上でもそれ以下でもない。フランシスカにもそれくらいのことはわかっていた。父が娘のその問題に関してどのように考えていたのかは結局最後までわからなかったが、もし彼が、フランシスカをアシュフォードに娶めとらせると決断していたら、彼女に抗あらがう余地はなかっただろう。

　それでもフランシスカは、自分がアシュフォードと夫婦になるかもしれないという仮定に対し、強い抵抗を感じずにはいられなかった。

　そんなとき、彼女の脳裏に思い浮かぶのは、決まってひとりの女性の姿だった。それはアシュフォードの死んだ妻であり、一時期フランシスカの侍女を務めていたこともある、マーガレットだった。

　マーガレットはおとなしい性格で、自分の意思を表に出すことはほとんどなかった。彼女がフランシスカの下もとにいたのは短い期間に過ぎなかったということもあるが、いつも影のように、決して目立つことなくフランシスカのそばに控えているばかりだった。正直にいえば、あまり強い印象は残っていない。

　そんな彼女が、アシュフォードに求婚されたことをフランシスカに打ち明けたときだけは、自分の内心の喜びを、隠すことなく満面にさらけ出していた。どちらかといえば地味な雰囲気だった彼女が、幸福感で全身を光り輝かがやかせているように、フランシスカには見えたものだ。

　マーガレットの実家はわずかばかりの領地を治める子し爵しやく家で、同じ貴族といっても五公のアシュフォード家とは家格にあまりにも差があった。そのためふたりの結婚は周囲の強い反対を受け、結ばれるまでにはかなりの紆う余よ曲きよく折せつがあったと聞く。当時のフランシスカはそういった詳しい事情までは知らなかったが、ふたりを心の底から祝福した。子供ながらに、アシュフォードとマーガレットが、お互いに対する純粋な想おもいで結ばれたように思えたからだった。

　それだけに、マーガレットが死んだ後のアシュフォードの変わりようが、フランシスカには納得できなかった。マーガレットとのことを祝福した自分の気持ちが、裏切られたように感じたというのもあったのかもしれない。

　なるべく自然な形でアシュフォードと接しなければと自分に言い聞かせていたフランシスカだったが、彼に対して抱いた不信感は、これまでにも態度の端々に、ぎこちなさとなって表れていた。そして、今しがたの発言は、そうした彼女の内心の思いを、より明確な形で表明したようなものだった。

　アシュフォードは一いつ瞬しゆん気まずそうな顔を見せたものの、すぐに何事もなかったかのように表情をやわらげた。

「これはこれは……どうやら私は、エリクソン侯こうほどには王女殿下のご信頼をいただけていないようですね」

　場をとりなそうとしてか、アシュフォードは苦笑を交えつつ、軽い調子で口にした。

　反射的に口を開きかけたフランシスカだったが、すぐにまた引き結んでしまった。ここで沈ちん黙もくするのが、アシュフォードの言葉を間接的に肯定するも同然だということはわかったが、どうにもできなかった。

　そんなフランシスカとアシュフォードの様子を見かねたのか、エリクソンは再び頭を下げる姿勢に戻っていた。もうひとり、部屋の中にはミリアムがいたが、こちらはフランシスカの傍かたわらで身じろぎひとつせずに立っているばかりで、内心どう思っているかはまったくわからない。

「かくなる上は、何としても自らの働きをもって、我が忠ちゆう誠せいと我が腕を、殿下にご覧いただきたく存じます。私の受け持つ役割を考えれば、そのような機会は本当ならないに越したことはないのですが」

　アシュフォードはそういって、傍らのエリクソンに顔を向けた。

「それではエリクソン侯、我々も配置につくとしようか」

　エリクソンの返事はない。

「エリクソン侯？」

「は、はい」

　繰り返し名前を呼ばれて、エリクソンはようやく我に返ったように返事をし、頭を上げた。

　ふたりは改めてフランシスカに一礼すると、連れ立って部屋を出て行った。去っていくふたりの後ろ姿を、フランシスカはじっと見つめた。そして、彼らが部屋から姿を消すのと同時に、大きなため息をついた。

「やっぱり、何かいわなくてはいけなかったかしら……ミリアムはどう思う？」

「私は、フランシスカ様のなさりようでよかったと思います」

　フランシスカが問いかけたのに対し、ミリアムは穏おだやかだがきっぱりとした口調で答えた。それを聞いたフランシスカは、少しだけ気を取り直した。そして、窓のほうに向き直り、再び両手を胸のところで組むと、頭を垂れて両目を閉じる。

　たちまち浮かんできたアルトゥールの姿に向かって、彼女は心の中で呼びかけた。

　兄様……無事のお戻りを、お待ちしております。




『止まれ！』

　ファウラーの大声が伝声器を通して響ひびき渡った。その途端、相手方の隊列から抜け出し、イアンたちのいるほうへ向かって進んできていた四機の機巧鎧アームネインが一斉に動きを止めた。

『王女殿下の御ご前ぜんである。そこからはバーナビー公単機でお越し願おう。武器も置いていかれよ』

　ファウラーが促すと、四機の中で最も派手な外見をした一機の機巧鎧アームネインが、持っていた巨大な鉾槍ハルバードを隣の機体に渡した。そしてそのまま、今度は単独で、再びイアンたちのほうへ向かって足を踏み出してきた。

　イアンはその様子を、エリュシオンの操縦席の中で固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　これからどうすればいいんだ？

　エリュシオンを囮おとりにしてバーナビーを誘い出す。それがヴィクトの狙ねらいであることはイアンもわかっていたが、いざ誘い出した後でどうするつもりかまでは、把握していなかった。バーナビー公が出てきた後は、私たちのほうでなんとかします。ヴィクトからはそう聞かされただけで、それ以上の具体的な指示は何も受けていなかったからだ。

　ヴィクトとファウラーは、このままバーナビーが一機でやってくるのを待ち受けて、捕ほ獲かくするつもりなのかもしれない。ならばそのとき、自分はどうすればいいのだろう？

　イアンは自分の取り得る行動についてあれこれ考えてみたが、正解だと確信できる答えは思いつけなかった。

　派手な機巧鎧アームネインはしばらく単独で進んできたところで、足を止めた。

『王女殿下、バーナビーでございます。お迎えにあがりました』

　機巧鎧アームネインの中からバーナビーの声が聞こえてきた。イアンが想像していたよりもずっと落ち着いていて、かつ温厚そうな響ひびきに満ちた声だった。ファウラーの話しぶりなどから、イアンは漠然と、バーナビーに対して相当な悪人であるという印象を抱いていたのだが、声を聞いた限りではそういった感じはしなかった。

　バーナビーはその場に立ち止まったまま、動こうとしなかった。イアンたちのいるところからバーナビーの位置までは、まだ若干の距離がある。これでは、ファウラーとヴィクトが走っていっても、捕とらえることは難しいだろう。

　どうするつもりなんだ？

　イアンが再び頭の中を疑問符で満杯にしたとき、ファウラーの声が彼の耳に聞こえてきた。

『姫様、よろしくお願いいたします』

　え？

　突然話を振られた驚きに、イアンは反射的に操縦席の中でファウラーのほうを振り向いた。エリュシオンがそんなイアンの動きにすかさず反応し、上半身をひねって横を向く。

　よろしく、とは？

　イアンはファウラーの言葉の意味がつかめなかった。彼は答えを促すように、じっとファウラーの機体を見つめたが、老将の口から発せられたのはその一言だけだった。

『王女殿下』

　今度は背後からヴィクトの声が聞こえてきた。イアンは彼のほうを見た。

　ヴィクトは自身の機巧鎧アームネインをエリュシオンのすぐそばまで近寄せると、まるで囁ささやくかのように、伝声器の音量を絞って告げた。

『バーナビー公の下もとへ向かって、ゆっくりとお進みください。決して立ち止まることのないよう、お願いいたします』

　イアンは自分がバーナビーと同様、単独で前に出るよう促されたのだと理解した。そうとわかった瞬しゆん間かん、全身がすくみ上がった。

　そんなことをして、大丈夫なのだろうか？

　もし、自分が捕まってしまったら……？

　イアンの声に出せない心の叫びを感じ取ったかのように、ヴィクトがさらに続けた。

『ここまでは全すべて予定した通りに進んでいます。ご安心ください』

　ヴィクトの口調は例によって平然としていたが、だからといって、素直に胸をなで下ろせるものでもなかった。

　本当にそれでいいのかという不安は、イアンの中ではち切れんばかりに膨ふくれ上がっていた。

　しかし、ここまで来たら、もう後には退ひけない。それもまたはっきりしていることだった。ここで自分が妙な動きをして、バーナビーの側に正体を疑うたぐられでもしたら、全てが水の泡になってしまう可能性がある。そんな事態を引き起こすわけにはいかない。

　今となっては、ヴィクトたちを信用して、その指示に従うしかなかった。

「わかりました……やってみます」

　ヴィクトの耳には届かないとわかっていたが、イアンは律りち儀ぎに返事をすると、機体をバーナビーのいる方向へと戻した。再び、派手な機体が視界に入る。距離は二百リム（約二百メートル）足らずといったところだろうか。

　イアンは大きく息をつくと、ヴィクトにいわれた通りのゆっくりした動きで、バーナビーに向かってエリュシオンを歩かせていった。

　ゆっくりと。決して立ち止まらず。

　自分にそう言い聞かせ、荒くなる呼吸を懸けん命めいになだめつつ、足を進めていく。

　十万の視線が、自分に向かって一身に注がれるのを感じた。

　一歩。また一歩。

　地面を踏みしめる感触が、踏み板を通して両足に伝わってきた。

　バーナビーの乗る機体が次第に近くなってくる。

　イアンは自分の背後にも意識を向けていたが、ファウラーとヴィクトが動きを見せる気配は感じ取れなかった。




　不安を覚えるイアンの後方では、このときファウラーとヴィクトによって、以下のような会話が交わされていた。

『本当に大丈夫なのか、ヴィクト』

『はい。あの方なら心配はいりません』

　伝声器越しとはいえ、その音量は互いに声を潜ひそめているかのように小さかった。ヴィクトの口ぶりはイアンに対したときと変わらなかったが、ファウラーの口調には、彼の内心に渦巻いている不安が、はっきりと表れていた。イアンがそれを聞いていたら、懸けん命めいに奮い立たせようとしていた気持ちが、萎なえてしまったかもしれない。しかし幸いにして耳に入らなかったため、イアンが怖おじ気けづいて途中で止まってしまうことはなかった。




　エリュシオンがバーナビーのすぐ近くまで到達した。

　どこまで近づけばいいのだろう？　イアンの中に新たな疑問が湧わき起こる。このまままっすぐ進んでいくと、バーナビーの乗った機巧鎧アームネインと接触してしまうことになる。それでも、足を止めてはいけないのだろうか？

『王女殿下……？』

　バーナビーの怪け訝げんそうな声が聞こえてきた。まるでためらう素振りを見せず、まっしぐらに自分に向かってくるエリュシオンの様子に、不審を抱いたようだった。

　どうすればいいのだ？

　焦あせりがこみ上げるが、答えは出なかった。イアンはヴィクトの指示を忠実に守ることだけを考えるようにした。そうすることだけが自分をつなぎとめる命綱とばかりに、彼はその場に立ち止まってしまいそうになる自分を叱しつ咤たし、踏み板に乗せた両足にいっそうの力をこめた。

　ゆっくりと。決して立ち止まらず。

　ゆっくりと。決して立ち止まらず──




　エリュシオンが武器も持たず、随ずい伴はんしていた二機から離れて単独で自分のほうへ向かって歩き始めるのを見た瞬しゆん間かん、バーナビーはほくそ笑んでいた。

　全すべて狙ねらい通りだ。これでエリュシオンを無傷で手に入れることができる。

　そんな彼の勝利に対する確信は、次第に懸け念ねんへ、さらには疑念へと取って代わった。

　なぜ止まろうとしない？

　エリュシオンの足取りはゆったりとしたものだった。そこには自分を討ち取ろうとしてがむしゃらに突っ込んでくるような、殺気、覇は気きの類たぐいは感じられなかった。バーナビーとて、機士としてこれまでに幾度となく実戦を経た身であれば、どういった気を相手が宿しているかは、たとえ隠かくそうとしていてもすぐわかる。

　エリュシオンの中にいるフランシスカからは、戦おうとする意欲が感じられなかった。だからといって、臆おくしているというわけでもない。自分に向かって進んでくるエリュシオンの足取りには、ためらう様子がどこにもなかった。

　強しいていうなら、そこにはただひたむきに、自分に近づいてこようとする意志だけが存在しているかのようだった。

　なんだこれは。

　バーナビーの全身を、得体の知れない悪寒めいた感覚が走った。

　自分が気おされていると自覚したのは、エリュシオンに、手を伸ばせば届くくらいの至近距離にまで、接近を許した後だった。

　自分はなぜ、こんな思いをさせられているのだろう。

　そんな疑問がバーナビーの中に浮かんだ。

　向かってくるのがエリュシオンだからか。それとも、中にいるのがフランシスカだからか。あるいは、その両方か。

　馬ば鹿かな。そんなことあるはずがない。

　バーナビーは操縦席の中でかぶりを振った。そして、そんな臆おくしかけた自分の気持ちを振り払うかのように、エリュシオンに向かってだしぬけに両手を伸ばしていった。

『殿下……そのお身柄、お預かりいたします！』




　ほとんど目の前の距離にまで近づいていたバーナビーの機巧鎧アームネインが、突然自分につかみかかってくるのを見た瞬しゆん間かん、イアンの息が止まった。

　捕まる!?

　そう思うや、反射的にイアンはエリュシオンの腰を思い切り落とし、機体を真下に沈めていた。

　バーナビーの両手が空を切る。

　間かん髪ぱつ入れず、イアンはバーナビー機の下半身を両腕で抱え込んだ。そのまま、全身の力をこめて再び立ち上がるのと同時に、抱えていた機体を思い切り後方へと放り投げる。

　バーナビーの機巧鎧アームネインが地面から浮き上がり、エリュシオンの頭上を飛び越えていった。

『うわっ!?』

　バーナビーの狼ろう狽ばいする声と、機巧鎧アームネインが地面に叩たたきつけられる音が、立て続けにイアンの耳に聞こえてきた。

　瞬またたきひとつ分にも満たない間の出来事だった。

　しまった……！

　イアンの全身から血の気が引いた。とんでもないことをしてしまった。これはヴィクトに指示された行動ではない。あれほど懸けん命めいに自分に言い聞かせていたというのに、これでは全すべてが台無しになってしまうのではないか？

　痛つう恨こんの思いであわてて背後を振り返ったイアンは、そこに自分のまったく想像していなかった光景が繰り広げられているのを見て、息を吞のんだ。

　彼のすぐ後ろに、三機の機巧鎧アームネインがいた。

　一機は、頭を自分のほうに向け、地面に仰あお向むけに倒れた状態から立ち上がろうとしているバーナビーの機体。

　そしてもう二機は──

　そんなバーナビーに向かって、武器を構えて猛もう然ぜんと走ってくるヴィクトとファウラーの機体だった。

「えっ!?」
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　イアンが驚きよう愕がくし、エリュシオンの操縦席の中で叫ぶのと、ヴィクトたちが抜き身の槍やりと剣をバーナビーの機体の操縦席に深々と突き入れるのとは、同時だった。

　バーナビーの機体がのけぞり、全身が小刻みに振動する。刺さった槍と剣を抜こうとしてか、胸に持っていこうとしていた両手がすぐに力を失い、地面に落ちた。

　イアンは目を見開き、啞あ然ぜんとしながらこれを見つめていた。

　ヴィクトたちの動きには、一切無駄がなかった。攻撃をためらうことはなく、バーナビーに立ち直る時間すら与えなかった。

　まさか最初から……？

　イアンが近づいていくことでバーナビーがどう動くか。それに対してイアンがどう反応するか。そこまで見越して、機会を窺うかがっていたというのだろうか？

　そんな考えが彼の脳裏に兆きざした矢先だった。

『こ、公こう爵しやく様っ！』

　悲痛な叫び声が聞こえてきたため、イアンは思考を中断し、再び前方を振り向いた。見れば、バーナビーの供として途中までついてきていた三機が、それぞれの武器を構え、こちらに向かって殺到しようとしているところだった。

　まずい、このままでは……！

　イアンは咄とつ嗟さに身構えた。

『動くな！』

　ファウラーの声が響ひびき渡った。口調の鋭さに気おされたか、三機がたちまち動きを止める。

　イアンは前方の三機と、背後のファウラーたちが共に見やすくなるよう、機体の向きを調整した。

　ファウラーが前方をにらみ据えるようにしながら、言葉を続ける。

『この場に居合わせる全すべての将兵たちに告ぐ。皆も見ていたであろう？　バーナビー公は恐れ多くも、エリュシオンに手をかけようとした。これは王国に対する重大な不ふ敬けい行為である。ゆえに我々の手で、成敗した！』

　三機だけでなく、その背後にずらりと居並んでいるバーナビーの軍勢の中に、あからさまな動揺が走るのをイアンは感じ取った。

　ファウラーとヴィクトは、バーナビーの機体に突き刺していた槍やりと剣を引き抜いた。

『バーナビー公配下の機士、兵士たちよ！　貴君らが従ってきたバーナビー公はもういない！　本来の居場所に戻るがいい。そう、貴君らが忠ちゆう誠せいを捧ささげるべき、唯ゆい一いつにして絶対の存在たる、フランシスカ王女殿下の下もとにだ！』

　ファウラーとヴィクトは、引き抜いた槍と剣を頭上に高々と掲かかげた。

　一拍遅れて、イアンたちの背後に控えていたリュクサリア王国軍の間からぽつぽつと鬨ときの声があがり始めた。それらがやがて一斉唱和となって、平原一帯に響き渡る。

　それが直接のきっかけとなった。

　バーナビーの軍勢は雪崩なだれを打って、一斉に潰かい走そうし始めた。

　戦場が、それまでの奇妙な静寂から一変し、たちまちのうちにおびただしいまでの喧けん騒そうに支配される場へと転じた。




「だからいっただろうが！」

　バーナビーが討ち取られ、配下の軍勢が崩れ出すまでの一部始終を目にしていたメルツァーは、苦々しげにそう吐き捨てると、手にしていた遠とお眼鏡めがねを投げ捨て、あわてて操縦席の中へ戻った。

　扉を閉め、左右の操そう演えん桿かんをつかむ。

　彼の頭の中には、今しがた目にした情景が焼きついていた。

　あのときとまったく同じだと思った。自分がエリュシオンを捕とらえようとして、結果的に部下をひとり失う羽目になった数日前のあの夜と。

　二回目ともなれば、もうまぐれとは考えられない。

　あれがエリュシオンの戦い方なのだ。

　メルツァーはそう確信した。

　信じられないほどの身のこなしで相手の攻撃を回避し、そこに生じた一瞬の隙すきを衝ついて的確な反撃を繰り出してくる。武器を持たずにいるのも、相手の隙を誘うためにわざとそうしているのかもしれない。そう思ってしまうほど、エリュシオンの動きは水みず際ぎわ立っていた。

　それにしても、大胆すぎる作戦だった。結果的に彼らの思い通りに運んだのだろうが、そうならない可能性も高かったはずだ。もし失敗していたら、彼らは神み子こ姫ひめフランシスカと機巧鎧アームネインエリュシオンというふたつの切り札を、一時に失っていたことになる。そうなったらもはや、軍の体裁を保つことは不可能だったろう。そう考えると、いくら自信があったとしても普通は取れる作戦ではない。

「リュクサリアの神子姫というのは、よほど大胆な気性の持ち主らしいな」

　あるいは、無む謀ぼうか。

　とにかく、あのエリュシオンに乗っているフランシスカがただ者でないのは、間違いないところだった。実戦経験がないから大丈夫だとか、無傷で捕らえられるなどと、甘いことを考えている場合ではない。

　上官のシュマイザーから受けている指示もある。ここは全力をもって、エリュシオンを破壊するつもりで立ち向かわなければならない。

　メルツァーはそう自分に言い聞かせた。

『隊長！』

　副官のレクターの緊迫した声が聞こえてきた。

『ガズレイ将軍の部隊が一斉に前進を開始しました！』

『何だと……』

　メルツァーの目にも、すぐその様子は確認できた。

　万機将ガズレイの部隊一万は、メルツァーの隣、中衛の中央に陣取っていた。今回、バーナビーと共に出陣してきたオルガンド軍総勢三万一千のうちの、三分の一近くにあたる大兵力となっている。オルガンド軍全体の指揮を執とっているのは総司令官であるボラドーの名代として派遣された王族の一員ガーラシュだったが、彼はまだ年若く、実戦経験も乏とぼしかった。そのためガズレイが、自他共に認める実質的な大将格といえた。

　そのガズレイが率先して動き出した。対応の速さから考えて、おそらくガーラシュからの指示を受けてではなく、ガズレイ独自の判断によるものだろう。こうなると、他ほかの部隊も次々と追つい随ずいすることになるのは間違いない。

　メルツァーとしても、はなから休戦など成立するとは思っていなかった。最終的な目標がエリュシオン破壊にあることを考えれば、全面戦闘に突入するのはむしろ歓迎だ。とはいえ、せめてもう少し連携が取れないものかと思ったのもまた事実だった。

　しかし、こうなってしまった以上、もはやそんなことはいっていられない。

　自分たちに向かって敗走してくるバーナビーの軍勢と、それを押しのけて前へ出ようとするガズレイの部隊が交こう錯さくし、連合軍の陣内は早くも凄すさまじいまでの叫きよう喚かんの場と化している。ここで手をこまねいていれば、混乱がオルガンド軍にも波及し、全軍の秩序が崩ほう壊かいする恐れすらあった。

『隊長、我々も動きますか』

　レクターの問いかけは、メルツァーの決断に対する駄だ目め押おしとなった。

　彼は少し考えてから答えた。

『ああ。だが向こうの出方が気になる。しばらくは慎重に行こう』

『まだ何か仕掛けてきますか、リュクサリアは』

　その可能性は十分ある、とメルツァーは思っていた。エリュシオンとフランシスカを囮おとり役にしてバーナビーを討ち取るというのが、彼らにとっての最大の博打ばくちであったことは確かだろう。しかし、それだけで全すべて片がつくとも思ってはいまい。

　次に相手がどのような手を打ってくるか。それを見極めなければならなかった。

　メルツァーは自分の機巧鎧アームネインに持たせていた槍やりを頭上高く掲かかげ、配下の機士たちに前進開始を指示した。




　味方だったはずのバーナビーの軍勢を蹴け散ちらすようにして、最前列へと現れ出たオルガンド軍機巧鎧アームネイン部隊の大軍。その大軍が巨大な地鳴りと土煙を巻き起こし、怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくるさまを、イアンは呆ぼう然ぜんと見やるばかりだった。

『王女殿下、こちらへ』

　ファウラーとヴィクトがエリュシオンの腕を取り、後ろへ下がり始める。そんな彼らを、後方から走り出てきた近衛このえ部隊の一団がたちまちのうちに何重にも包み込んだ。ウェンズロー砦とりでに来てから急きゆう遽きよ再編された部隊とのことだったが、その動きは統制がとれており、目立った乱れは見受けられない。

　さらに、そんな近衛部隊の後ろから、リュクサリア王国軍の主力となっている機巧鎧アームネイン部隊が、こちらもオルガンド軍に負けじとばかりに動き出し、イアンたちと入れ替わる形で前方に展開した。

　大型の盾たてを構えた多数の機巧鎧アームネインが横隊を構成し、迫り来るオルガンド軍の攻撃を受け止めようと身構える。

『お見事でした、王女殿下』

　横にいるヴィクトから声をかけられ、イアンはそちらに目を向けた。

『殿下の鮮やかなお手並みにより、こちらも首尾よく目的を果たすことができました。ありがとうございます』

　やはり最初からああすることを狙ねらっていたのか。バーナビーが倒された瞬しゆん間かん、イアンの内によぎった思いが、ヴィクトの一言で確信に変わった。

『来るぞ！』

　ファウラーの叫び声を耳にして、イアンは再び前方に視線を戻した。

　彼の間近ともいえる距離で、両軍の主力部隊同士が、最初の激突を果たそうとしているところだった。

　防御態勢を整えて待ち受けるリュクサリア王国軍の機巧鎧アームネイン部隊に対し、オルガンド軍が真正面から、思い切り速度を乗せた状態で突っ込んでくる。

　大質量の物体同士がぶつかり合う音が、轟ごう音おんとなってイアンの耳に叩たたきつけてきた。さらに、そこから間を置かず、武器同士で斬きり結ぶ剣けん戟げきの音や、伝声器を通じた怒声、悲鳴、絶叫が立て続けに発し、それが洪水のような勢いで、戦場全体に広がっていく。

　イアンは初めて当事者として目の当たりにする大軍同士の大規模戦闘、そこに吹き荒れる破壊衝動と殺意からなる異様なまでの熱気に、ひたすら圧倒されるばかりだった。

　胸が焼けつくように苦しかった。呼吸が浅くなり、息を吸うのさえままならなくなる。すぐさま操縦席の扉を開け放ち、逃げ出してしまいたいという気持ちと、恐ろしくて今いる場所から一歩も動けないという気持ちがないまぜとなり、気持ちの混乱に拍車がかかった。

『せっかく呼びかけたというのに、やはりバーナビーの配下がこちらにつく様子はないな。ヴィクトの予想した通りだったか』

『彼らには初めから、ああして混乱することでオルガンド軍の機動力を少しでも殺そいでもらえればいいと考えていました。その意味では予定通りかと』

　エリュシオンの中で自失寸前になっているイアンとは対照的に、左右に位置しているファウラーとヴィクトの声はあくまで落ち着いていた。

　これが戦場に常に身を置いている機士と、そうでない者の差ということだろうか。

『王女殿下』

「は、はい」

　再びヴィクトに声をかけられ、イアンははっとなった。

『これも全すべて予定の内です。どうかご心配されることなく、私たちにお任まかせください』

　エリュシオンと、ヴィクトの乗る機巧鎧アームネイン。二機の操縦席の扉に隔へだてられ、イアンの目にヴィクト本人の姿は映っていない。向こうにとってもそれは同じはずだ。それでもイアンは、自分に向かってじっと注がれる彼の視線を感じ取った。少なくとも、そんな気がした。

　荒くなっていた呼吸が、少しだけ収まった。

『そろそろか、ヴィクト』

　ファウラーが問いかけると、ヴィクトは機体を正面に向け、きっぱりとした口調で答えた。

『はい。今から作戦を、第二段階へ移行させます』




　　　　３




　後世、ウェンズロー会戦と呼ばれることになる戦いは、オルガンド側に与くみしていた元リュクサリア王国五公のひとりであるバーナビーの死、及びその軍勢の潰かい走そうをもって、前ぜん哨しよう戦せんの段階を終えた。

　そこから、オルガンド軍万機将ガズレイの突出により、戦況は一気にリュクサリア王国軍対オルガンド軍の全面対決、それも機巧鎧アームネイン部隊同士のぶつかり合いへと、様相を変えていた。

　バーナビーの軍勢は、息子である小バーナビーの懸けん命めいの立て直しにより、かろうじて全体の何割かが戦域の外れに再結集しつつあった。とはいえ、戦意はすっかり失われており、とても再び戦闘に参加できる状態にはなかった。

　戦前におけるリュクサリア王国軍と連合軍の総戦力比は四万対五万五千。ただしこれは、歩兵や戦闘奴ど隷れいなどを全すべて含めた数を指している。戦闘の主力となる機巧鎧アームネインの数だけを比較すると、リュクサリア王国軍九千に対して連合軍一万六千と、その差はほとんど倍近くまで開いていた。

　即すなわち、連合軍側が圧倒的に優位に立っていたといっていい。

　しかし、バーナビーがいなくなったことにより、そうした連合軍有利の状況は覆くつがえった。彼の率いていた総数二万四千に及ぶ軍勢、特に、そのうち約六千を占めていた機巧鎧アームネイン部隊が、除外される形となったからだ。

　この条件で双方の機巧鎧アームネインの数をもう一度比較した場合、九千対一万と、数字的にはほぼ互角となる。

　これにより、勝敗の行方ゆくえはわからなくなった。戦況は一いつ瞬しゆんごとに混迷の度合いを増していき、その帰き趨すうを正確に見極めることは、神の目を持たざる者には到底不可能ではないかと思われるほどだった。




　両軍の激突によって生じた喧けん騒そうは、戦場から半リグドの地点にあるウェンズロー砦とりでにも届いていた。

　今、砦はエリクソンとアシュフォードの直属部隊を中心として、本隊から割さいた一部の兵力を加えた、総勢一千機の機巧鎧アームネインを含む軍勢に守られている。目的は砦の中に身を潜ひそめているフランシスカの警けい護ごだったが、真相を知っている者は当のフランシスカを含めてほんの数人しかいなかった。ゆえに機士や兵士の中には、フランシスカが出て行き、今や守る価値などさしてないはずの砦とりでの警護に、上層部がなおも少なからぬ兵力を割さいていることに、奇異な印象を抱いた者もいたかもしれない。

　エリクソンは自分の機巧鎧アームネインに乗り、同じく機上にあるアシュフォードと並んで、砦の正面入り口のすぐ外に陣取っていた。警護部隊を統括する立場にある彼らの下もとには、襲歩機ギヤロツパーに乗った伝令兵がひっきりなしにやってきては、戦況に関する細かい報告や、前線にいるヴィクト、ファウラーからの指示を、彼らに伝達していた。

　バーナビーがファウラーとヴィクトによって討ち取られたことや、オルガンド軍の突出により両軍の間で全面戦闘が始まったこと、そういった情報も既すでに彼らの下に届いている。

『ここからが正念場だな、エリクソン候こう』

　新たな報告を持ってきた伝令兵に応対しながら、アシュフォードがエリクソンに声をかけてきた。

『ええ、そうですね』

　エリクソンの返答は彼にしては珍しく、自信と覇は気きとに満ちていた。ただし、アシュフォードがそのことに気づいたかどうかはわからない。

　王女を守るのは自分しかいない。

　エリクソンの胸の内は、今やあふれんばかりの使命感で満たされていた。さきほど、フランシスカと言葉を交わしたときの情景、彼女が発した言葉が、今に至るも彼の脳裏でずっとめぐり続け、汲くめども尽きぬ活力の源となっていたからだった。

　あなたのお話は亡き母からよく聞きました。

　そんなあなたに警護役を務めていただけるのは、私としても安心です。

　あのとき、自分に向かってそう告げたフランシスカの表情は、自分に対する全ぜん幅ぷくの信頼に満ちていたようにエリクソンには思えた。

　その瞬しゆん間かん、彼は確信していた。

　全すべては今、このときのためにあったのだと。

　自分が遠い昔、フランシスカの母アルミラと親しかったことも、そんなアルミラを思い浮かべながらの白レ日ヴ夢リが、いつしかフランシスカの姿に変わっていたことも。

　全ては今の役割をまっとうするための、神の配剤だったのに違いない。

　だからこそ、自分はなんとしてもこの手で、王女を守らなければならない。それが自分の、ずっと前から定められていた責務なのだ。きっと王女も、自分がそうすることを望んでいるはずだ。

『エリクソン候、どうされた？　返事をされよ、エリクソン候！』

　アシュフォードの声がすぐ間近で聞こえ、エリクソンは我に返った。

　ふと目の前を見ると、アシュフォードの乗るライオットがエリクソンの正面に立っていた。操縦席の扉が開き、中からアシュフォード本人が身を乗り出している。

　アシュフォードは右手を拳こぶしに握り、エリクソンの機体の操縦席の扉を甲で叩たたいた。

　エリクソンは渋々、中から扉を押し開けた。

「どうした、エリクソン候こう。もしや気分が優すぐれないのか？」

「いえ、そういうわけでは」

　エリクソンが答えると、アシュフォードは周囲を見渡した後、顔をエリクソンの機体の操縦席に突っ込むようにしながら、声を潜ひそめて告げた。

「ならば、どうして私が話しかけたのに返事をしない？　兵が何事かと思うではないか」

「申し訳ありません。少し考え事をしていたもので」

　エリクソンの返事を聞いて、アシュフォードの表情が若干怪け訝げんそうに歪ゆがむ。エリクソンの様子がいつもと違うと、今さらながら気づいたのかもしれない。

　そんなアシュフォードを、エリクソンは憐れん憫びんをこめた目で見つめた。

　ヒューム公の言い分ではないが、この方はいつまでこうやって、さも自分が偉えらいかのように振ふる舞まうのだろう。つくづくみじめな方だ。

　先ほどフランシスカにへつらおうとして、冷たくあしらわれたときのアシュフォードの様子を、エリクソンは脳裏に鮮明に思い浮かべることができた。本人はなんでもないふりを装おうとしていたが、内心の動揺は手に取るようにわかった。

　無ぶ様ざまな真ま似ねをするからだ。

　フランシスカがアシュフォードの下心を見抜き、それをよく思っていないのは明らかだった。さすがのアシュフォードも、あれでわかっただろう。今になって必死にフランシスカに取り入ろうとしたところで、もう出る幕はないのだと。なぜなら──

　エリクソンはふと、アシュフォードに面と向かってその答えをいってやりたい衝動にとらわれた。

　なぜなら、フランシスカが最も頼りにしているのはこの自分だからだ。

　アシュフォードはそんなエリクソンの声ならぬ呟つぶやきに気づく様子もなく、さらに言葉を継いできた。

「とにかく、もっと目の前のことに集中してもらわなくては困る。今は戦闘中なのだぞ」

「ご心配には及びません。アシュフォード公こそ、あまり私に構ってばかりいるとまわりにいらぬ心配をかけることになりますよ。どうか元の位置にお戻りください」

　そう口にしながら、エリクソンは操縦席の扉に手をかけた。

「待たないか、エリクソン候。我々の役割と作戦の方針に関して、今一度……」

「それについては、既すでに何度も確認したはずです」

　最後は吐き捨てるように答えると、エリクソンはそれきりアシュフォードとの会話を打ち切り、操縦席の扉を再び閉めた。

「……いわれなくても、もうわかっている」

　アシュフォードが首を傾かしげながら自分の機体の中に戻っていくのを見つつ、エリクソンはそうひとりごちた。

　事前の軍議で、もし最悪の状況となった場合は、エリクソンとアシュフォードの手でフランシスカを連れてウェンズロー砦とりでから落ち延びることが取り決められていた。

　最悪の状況とは、こちらが準備していた防衛策が全すべて破られ、それ以上砦にこもり続けるのが危険と判断された場合のことだ。

　その判断に関してはあくまでも慎重を期すよう、軍議の場に居合わせた全員から要請があったが、今のエリクソンは、自分が状況を見誤るはずがないという自信に満ちていた。

　そうだ。自分が間違えるはずがない。自分は必ず、王女を守ってみせる。なぜならそれは、あらかじめ定められた運命だからだ。

　アシュフォードの機巧鎧アームネインが目の前から離れ、エリクソンの横の位置へと戻っていく。

　再び開けた視界に目をやりながら、エリクソンは自分が守るべきフランシスカの姿を、再び頭の中で思い描いた。




　リュクサリア王国軍とオルガンド軍、双方の機巧鎧アームネイン同士による戦闘は、開始早々乱戦状態に突入していた。

　何もかもが異例ずくめの戦いだった。

　そもそものはじめ、イアンのエリュシオンとバーナビーのライオットが接触しようとした時点で、既すでに両軍の間は千リム（約千メートル）になるかならないかといった程度しか離れていなかった。万単位の軍勢同士が戦端の開かれる前に対たい峙じする間隔としては、これは異常なほどに狭い。通常の会戦における布陣を考えると、既に接触しているも同然といえた。

　この距離からお互いに激突するのは、人間同士にたとえれば至近距離で足を止めて殴り合うにも等しかった。畢ひつ竟きよう、そこには駆け引きも何もあったものではない、純粋な力と力のぶつかり合いが顕けん現げんすることとなった。

　バーナビーの軍勢の潰かい走そうが混乱状況にますます拍車をかけたこともあって、両軍の戦いは初手の段階からいきなり膠こう着ちやくし、押し比べの様相を呈するようになっていた。

　オルガンド軍の側で最も強烈な圧力をかけていたのは、やはり最初に突出した中央のガズレイの部隊だった。勇将でならすガズレイの指揮の下もと、配下の機士全てが火の玉のごとき勢いを示し、リュクサリア王国軍が築いた防壁を突き崩さんと、次から次へと息もつかせぬ波状攻撃を繰り返す。そのさまは荒れ狂う波ど濤とうのようでもあり、獲物に食らいついて引きずり倒さんとする猛もう獣じゆうの群れのようでもあった。

　そして、そんなオルガンド軍の猛攻を、リュクサリア王国軍の機巧鎧アームネイン部隊が、懸けん命めいに弾はじき返していた。

　両軍がぶつかり合うたび、巨大な地じ響ひびきが大地を揺るがし、重々しい衝突音が耳を聾ろうするほどのさざめきを周囲一帯に轟とどろかせる。

『エリュシオンには断じて近づけさせるな！　こらえろ！』

　ファウラーの塩しお辛から声ごえが、最前線に響き渡った。初めのうちはエリュシオンのすぐ脇わきで味方を督とく戦せんしていた彼だったが、損傷を受けて後退する味方機と入れ替わるように、いつしか列の一番前へと姿を現していた。近衛このえ部隊に属する機士だけが許される、白銀に金の縁取りを施した装甲で全身を覆われた機体が日の光を受けて燦さん然ぜんと輝かがやく。フランシスカを追って王都を脱出する際、いったんはそれまで乗っていた機体を雪せつ月げつ宮きゆうの前に置き去りにしたファウラーだったが、格納庫に予備が残っていたため、再び同じ近衛部隊用のライオットに座することになったのだった。その肩には長官の地位を示す、刃の形の飾りがあしらわれている。他ほかに同じ意い匠しようの機体がなかったため、これだけでも目立つには十分だったが、さらにファウラーの場合、敵味方問わず周囲の機士たちの耳目をいやが上にも集める理由が他にあった。

　それは彼の持つ槍やりのせいだった。全長は五リム超。先端に刃渡り一リムに及ぶ槍そう身しんが装着されており、槍身の表面にはうっすらと、ゆらめく炎を思わせる赤みを帯びた刃紋が浮き出ている。

　槍の名はインフェルノといった。

　およそ百年前に出現し、数々の名だたる武具を打ったとされる名匠ヴァイオラの手になるこの槍こそが、彼、エリック・ファウラーの名を剛ごう勇ゆうの士として知らしめる最大の要因となっていた。

『わが槍の餌え食じきにならんとする者はかかってこい！』

　ファウラーは大音声で呼ばわると、豪ごう槍そうを頭上高く掲かかげ、風車のように軽々と振り回した。

　このあからさまな挑発に、すかさずオルガンド軍の側から、二機のドラードが大おお斧おのを構えて突進してくる。

『来たか。その勇気だけは買ってやる』

　ファウラーは槍の柄を両手で持ち直し、身構えた。そこへ飛びかかるように、最初の一機が大斧の一撃を叩たたきつけてくる。風をも切り裂かんばかりの鋭い斬ざん撃げきだったが、ファウラーは槍の柄でもって、この攻撃をがっしりと受け止めた。金属と金属が嚙かみ合う、甲高い音が響き渡る。間かん髪ぱつ入れず、二機目が一機目の背後、ファウラーから見て右手の方向から飛び出し、横薙なぎに大斧を振るってきた。ファウラーは右足を引き、一機目をいなすようにしてこれをかわす。そして二機の敵機がちょうど重なる体勢になったところへ、いったん引いた槍を、裂れつ帛ぱくの叫びと共に思い切り突き入れた。

『食らえ！』

　インフェルノの槍身が、手前にいる一機目のドラードの操縦席に軽々と吸い込まれ、背部を突き抜けて二機目の操縦席までも貫き通した。ドラードの操縦席を覆う透過装甲に亀き裂れつが入り、破は砕さい音と共に砕け散る。インフェルノの刃はドラードを操っていたふたりの機士の命をも、一いつ瞬しゆんのうちに奪い去っていた。

　ファウラーの一連の動きにはまるで無む駄だがなく、六十を越える年齢を感じさせないほどの敏びん捷しようさと力強さに満ちていた。彼が槍やりを引き抜くと、二機のドラードは重なるようにして、低い地じ響ひびきを立てながら地面に頽くずおれた。

　インフェルノの槍そう身しんには刃こぼれひとつない。

　ノックス、貴様のお陰だ。

　ファウラーは心の中で、王都に置いてきた元副官のことを思った。彼が、王都を脱出しようとしていたひとりの機士にインフェルノを託してくれたお陰で、ファウラーが今こうして、それを存分に振るうことができているからだった。

『次！』

　叫びながら、ファウラーは自分の周囲に円を描くように、槍を大きくひと振るいした。新たな敵機が殺到する。それらを、彼は次々に突き伏せ突き立て打ち払い、撃退していった。その勇ゆう躍やくぶりは味方にとってはこの上なく頼もしく、敵にとっては限りなく目め障ざわりな存在だったに違いない。インフェルノが打ち振るわれるたび、赤い槍身が鮮やかな残像の軌跡をファウラーの機体の周囲に描き、そのさまはまるで灼しやく熱ねつの炎を身にまとう鬼神のようだった。

　さらに、ファウラーの目は自分の前だけに留とどまることなく、周囲にも広く行き届いていた。

『カイテル、ラウリーと共に前進しろ！　貴様たちふたりで存分にかき回してやれ！』

『モース、後ろのアスコットともっと連携を図れ！　単機で突出しすぎるとすぐに包まれるぞ！』

『マンセル、二列目と交替しろ！　すぐに下がれ！』

　臆おくしそうになっている者がいれば激励し、戦いに夢中になって味方から引き離されそうになっている者がいれば抑える。損傷を受けた機体があればすかさず交替を促し、といった具合に、ファウラーは自身に向かってくる敵機を退けながら、周囲にいる部下にも切れることなく指示を出し続けていた。

　彼にはひとりの機士としてのみならず、近衛このえ部隊を束ねる指揮官としての立場もあった。自分たちと相手方の戦力を比較し、一瞬ごとに移り変わる状況を見つめつつ、迅じん速そくに判断を下すことが今の彼には求められていた。

　考えなければならないことはいくらでもあった。機巧鎧アームネインの性能特性と、各機の状態の見極めもそのひとつだった。

　リュクサリア王国軍のライオットとオルガンド軍のドラード。両軍の主力となる機巧鎧アームネインを比較した場合、厚い装甲と大出力の動力機構を持つライオットは防御力と突破力に優すぐれ、一方で軽量のドラードは機動性と格闘性能において勝るとされる。もちろん、重装機ヴアンカーや突撃機ランサーといった仕様の違いや、細かな調整の方法による個体差があるため、一いち概がいに答えが出せるものではない。それでも、総じて今のような、盾たてを構えた重装機ヴアンカー仕様の機体を多数最前線に配して防壁を築き、敵の攻撃を受け止める守りの戦いこそは、本来ライオットの、ひいてはそれを擁ようするリュクサリア王国軍の得意とするところのはずだった。

　ただし、それも十分に整備が行き届き、装備も不足なく整った機体が必要な数だけ確保できた場合の話だった。王都を落とされ、ほうほうの体ていでウェンズロー砦とりでまで逃げてくることとなった今のリュクサリア王国軍に、そんな余裕はない。整備や修理が追いつかず、状態が不十分なまま戦場に投入されている機体などいくらでもあった。中には数をそろえるため、突撃機ランサー仕様でありながら盾を構えて最前線の防壁に加わっている機体も混ざっている。この部分は戦いを進めるうちにどうしても穴になりかねないため、絶えず目を配る必要があった。

　また、機士の錬度の問題もあった。今彼が率いているのは、ウェンズロー砦に到着してからの数日間で、急きゆう遽きよ再編された部隊だった。残存戦力を調べ上げ、これはと思われる機士をなるべく手元に集めるようにはしたものの、十分に満足のいく陣容が整ったとは言いがたい。中には経験が不足していたり、本調子でない者たちも少なからず含まれていた。これも、十分に考慮しなければならない点のひとつだった。

　いくつもの不安要素を内包した現状の戦力で、いかにオルガンド軍の猛もう攻こうをしのぎ、渡り合うか。それこそが部隊指揮官としてのファウラーの腕の見せ所であり、彼の肩にのしかかる責務だった。

　最前線からやや下がった場所に位置しているイアンの耳にも、敵味方の機巧鎧アームネインがぶつかり合って生じる地鳴りのような重低音や剣けん戟げきの鋭い音に混じって、ファウラーが部下を指揮する声がはっきりと聞こえていた。

『さすがファウラー閣下が前線に立たれると、全体の動きが違いますね』

　ヴィクトの感心した声がすぐ隣から聞こえてくる。ファウラーと異なり、ヴィクトのほうは決してイアンのそばを離れようとはしなかった。

　イアンの目から見ても、味方の軍におけるファウラーの存在の大きさはよくわかった。

　彼が指示を出すたび、いわれた側の機士がすぐそれに応こたえ、果か敢かんに前に出て敵を突き崩したり、周囲と協力して敵の攻撃を食い止めたりする様子が伝わってくる。そのさまはまるで部隊全体が、彼の意を受けて動く一個の生物と化したかのようだった。自分はその生物の中に包み込まれ、守られているのだと実感する。

　ただし、たとえそうであっても、この状況下では安心できるはずもなかった。今のところ、イアンの目の前に敵機が到達し、直接斬きり結ぶという事態には至っていない。それでも、耳を圧するほどの騒音と共に、敵軍の発する凄すさまじいまでの殺気と闘志が、自分に向かって吹きつけてくるのがはっきりと感じ取れた。

　わずかな距離しか隔てていない所に、猛たけり狂う怪物がいる。その怪物は味方の機巧鎧アームネインが築いた鋼はがねの壁を切り裂いて自分に肉薄し、鋭い牙きばを突き立てようとしている。

　オルガンド軍の攻撃を一回受け止めるたび、前線に立つ機巧鎧アームネインの間には確実に被害が生じていた。そればかりは、いかにファウラーの指揮が卓越したものであっても避けようがない。イアンは装甲が無残にひしゃげた機巧鎧アームネインが、後方に運搬されていくのを見た。足の動かなくなった機体が、両手を使って地面を這はいずり、下がっていくのを見た。大破した機体からかろうじて脱出を果たした者が、走り寄った味方の救護兵に身柄を確保され、共に危地を脱さんとこけつまろびつしながら逃げるさまも見た。

　時間を追うごとに、被害は確実に増大しているようだった。

　イアンの目の前で繰り広げられているのは、数多あまたの人間たちが自らの命を熱量に変え、蕩とう尽じんせんとする、狂乱の宴うたげだった。

　いつまでこの状態が続くのか。

　空の嵐あらしであれば、その場で止まって待っていればいつか自然に去るだろう。だが人の意志による嵐にはどうすれば終わりが来るというのか。

　考えるまでもなかった。どちらかの目的が成就するか、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされるまで、決してこの宴が果てることはない。

　そして今のオルガンド軍にとって、その目的とは自分の死に他ほかならないのだ。

　そう思った途端、全身に怖おぞ気けが走る。

　嫌だ。

　こんなところで死ぬのは嫌だ。

　最前線でひときわ大きな喚かん声せいがあがった。

　はっとなったイアンが前方に目をやると、ファウラーの機巧鎧アームネインが左右の肩を味方の機体に担かつがれ、自分たちのいる本陣に後退してくるのが視界に入った。

　ファウラーの機巧鎧アームネインは満まん身しん創そう痍いとしかいいようのない状態だった。右腕の肘ひじから先が取れてなくなっており、全身の装甲におびただしい裂れつ傷しようとへこみが生じている。無事なのは残ったほうの左手に握られた、槍そう身しんに赤い刃紋の浮き出た槍やりばかりといった状態だった。

　彼が最前線に立ってどれほどの激闘を重ねたのか、機体の状態を一目見れば瞭りよう然ぜんだった。

『閣下、お怪け我がはありませんか？』

『これくらい何ともない。ええい、ぬかったわ。部下を注意しておいて、わしのほうが数機がかりで取り囲まれるとは！』

　それでも、ヴィクトの問いかけに答えるファウラーの声音には、苦しんだり消沈している気配は微み塵じんもなかった。むしろ、老将の戦意はますます熱く燃え盛っているようにイアンには感じられた。

　ファウラーは自分の機体を担いできた味方から離れると、左右の肩を、まだ動くことを確かめるかのように回した。それから、イアンの傍かたわらにいたヴィクトに顔を向ける。

『ヴィクト、これ以上は厳しいぞ』

『もう少しです。もう少しだけ時間を』

　ファウラーのほとんど怒鳴っているも同然の口調に対し、ヴィクトの口ぶりはこの段階に至っても落ち着いていた。

　ヴィクトは何かを待っているのだろうか？　ふたりのやり取りを耳にしたイアンの中にそんな疑問が浮かんだが、問いかける術すべはない。

『よし、もう一度だ』

　ファウラーは近くにいた部下を振り向き、槍やりを握った無事なほうの左手を突き出した。

『インフェルノを持っていろ。代わりに貴様の剣をよこせ』

『その機体の状態では無理です、閣下！』

『わしが行かなければ、前を支えられん！　左手だけ動けばなんとかなる！』

　ファウラーが、自分の持っていたインフェルノを強引に部下に押し付け、代わりに部下が手にしていた剣を奪い取ったそのときだった。

『前線、これ以上は無理です！　崩れます！』

　前方から走って戻ってきた一機の機巧鎧アームネインから、悲鳴がほとばしった。

『ええい、わしのいないわずかな間くらい、こらえ切れんのか！』

　ファウラーが忌いま々いましそうに叫び、舌打ちした。

　間をおかず、両軍が激突していた地点から、立て続けにいくつもの絶叫があがる。

　その後次々にやってきた伝令は、いずれも味方の陣がオルガンド軍に突き崩され、内へ侵食されていく様子を報告するものばかりだった。

『二段目、破られました！』

『三段目、苦戦中！　長くはもちません！』

　声はどれも、焦しよう燥そう感と悲壮感とに満ちていた。ただでさえ張り詰めていた、本陣を包む空気が、たちまちのうちに殺気立ち、あわただしさを増す。

　その気配はイアンにも伝でん播ぱした。

　一体どうするつもりだ？　このままここで踏みとどまるのか？　それとも──

　混乱のあまり、頭の中が恐きよう慌こうをきたしそうになった瞬しゆん間かん、ヴィクトの声が聞こえてきた。

『閣下、動きましょう』

　前線に向かって飛び出しかけていたファウラーの足が止まった。ファウラーはヴィクトを振り返り、次いで周囲を見渡した。

『わかった』

　そう返事をするなり、彼はいったん部下に渡していたインフェルノを再び自分の手に取り戻した。左手で柄をつかみ、赤い刃紋の浮き出た槍そう身しんを高々と頭上に突き上げる。

『近衛このえ部隊の全機に告ぐ。戦闘態勢を維持したまま第二地点へ移動せよ！』

　イアンはファウラーの言葉の意味するところがわからず、戸惑った。移動しろといわれてもどこへ行けばいいのかわからない。

『殿下』

　ヴィクトが自分を呼ぶ声が聞こえた。同時に、機体にわずかな振動を感じる。イアンが声のしたほうを見ると、ヴィクトの機巧鎧アームネインがエリュシオンの左腕を取っているのが目に入った。

『殿下、ここは危険です。こちらへ』

　そう口にするなり、ヴィクトはエリュシオンの腕をつかんだまま、ゆっくりと後ろに向かって動き始めた。

　イアンは足がもつれそうになるのをなんとかこらえ、ヴィクトに引っ張られる形で、自らも移動を開始した。同時に周囲の様子を窺うかがう。部隊全体が自分たちと歩調を合わせるように、じわじわと後ろに下がっているのが見て取れた。

「後退するのか……？」

　これまでは敵軍の攻撃に対し、皆の間に何があっても一歩も引くまいという強い意志がみなぎっているように感じられたが、ついにこらえ切れなくなってしまったのだろうか？

　イアンは目を最前線に向け、そこに釘くぎ付づけとなった。彼の視界に飛び込んできたのは、味方の防壁についに決定的な綻ほころびが生じるところだった。初めは小さかった穴が、オルガンド軍の機巧鎧アームネインが次々と殺到することによって、みるみるうちに巨大な亀き裂れつへと変へん貌ぼうしていく。

　敵味方の機体の押し合いによって生じる激しい摩ま擦さつ音が、イアンの耳には怪物の咆ほう哮こうのように聞こえた。

　迫ってくる。

　巨大な手が壁を突き破り、自分に向かって伸ばされようとしている。

　その手に捕まってしまったら、もう終わりだ。

「ひっ……！」

　イアンの口から悲鳴が漏もれた。それに合わせて、エリュシオンが最前線に背を向けそうになる。操縦席の中で彼が咄とつ嗟さに取った体の動きが、機体に伝わったためだった。

　エリュシオンのその行動は、ヴィクトに阻はばまれた。ヴィクトの乗る機巧鎧アームネインは、依然としてエリュシオンの左腕を取ったままだった。

『殿下、もう少しのご辛抱です』

　ヴィクトの声が再び聞こえてくる。この段階に至っても、その口調に相変わらず変化はなかった。おそらくはイアンを安心させようとしての発言なのだろうが、彼はその言葉の中に、別の意味を感じ取った。

　逃げるな。そういっているように聞こえた。

　イアンは操縦席の中で、なんとか少しでも気持ちを落ち着けようと、深呼吸を繰り返した。

　この間も後退が止まることはない。

　防壁に生じた亀き裂れつはますます拡大し、巨大な怪物が、その間からついに全ぜん貌ぼうを現そうとしていた。

　もはやよそ見をしたり、何かを考えたりする余裕はなかった。イアンは視線を亀裂に据えたまま、エリュシオンを後退させることに意識を集中させていった。




　　　　４




　両軍の激突によって生じる喚かん声せいが、潮しお騒さいのように次第次第に大きくなってくるのを、フランシスカの耳ははっきりととらえていた。

　今の彼女はもはや祈りに没頭しようとする姿勢すら放棄してしまい、さほど広いともいえない部屋の中を、所在なさそうに歩き回るばかりだった。その顔は蒼そう白はくになっており、表情は緊張のあまり厳しく引き締まっている。時折、自分が動いてばかりいることに気づいて足を止めるものの、じっとしている時間はほとんどなく、すぐまた無意識のうちに足を動かしてしまう有様だった。
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　そんなフランシスカの様子を、ミリアムが傍かたわらで黙だまって見守っていた。

　状況は今、どうなっているのだろう？

　兄様は大丈夫だろうか？

　フランシスカの頭の中では、相変わらずアルトゥールの存在が、意識の大半を占めていた。今、彼がどのような状況にあるのか、彼女は知らない。本格的な戦いが行われているということは外から聞こえてくる音で察せられたが、それ以上のことはまるで見当がつかなかった。アシュフォードとエリクソンが出て行った後は、誰だれも彼女たちのいる部屋を訪れることはなく、情報を手に入れる術すべがなかったからだ。

　フランシスカは部屋を出て、外の様子を見に行きたいという思いをこらえるのに懸けん命めいだった。そのため先ほどから、室内を歩き回るのと同時に、視線を何度も部屋の外に通じる扉に送っては、またそらすということを繰り返してもいた。

「そんなにご心配でしたら、私がちょっと行って、状況を確認してきましょうか？」

　フランシスカの様子を見かねたのか、ミリアムがそう切り出す。

「本当に？」

　フランシスカはすがるような視線をミリアムに向けた。

「はい。フランシスカ様をこのままにしておくと、いずれ我慢できなくなって、ご自分で様子を見に行くと言い出しそうですし」

「そ、そんなことは……」

　ないわよ、と反論しようとしたフランシスカだったが、その声は途中でかき消えてしまった。

　自分でも、そうなる可能性は高いと思った。

「城壁の上へ出れば、外がどうなっているのかわかると思います。警備の方にお話が聞けるようでしたら、伺うかがってきますね」

　ミリアムは扉のほうに向かって歩いていくと、フランシスカを振り返り、一礼した。

「それでは行って参ります。すぐ戻りますので、お待ちくださいませ」

「お願いね、ミリアム」

　フランシスカは部屋を出て行くミリアムに向かい、そう声をかけた。




　イアンは後退を続けていた。

　巨大な怪物の手から逃れようと必死になっていた。

『隊列を維持しろ！　前だけでなく、周囲にも目を配れ！』

　ファウラーの怒鳴り声がすぐ脇わきから聞こえる。いつしかイアンの乗るエリュシオンは、ヴィクトだけでなくファウラーにも腕を取られる形になっていた。いつの間にそうなったのか、イアン自身にはまったく覚えがない。彼の目線と意識は、目の前の敵軍に釘くぎ付づけになったままだった。

　瞬またたく間まに広がった防壁の裂け目から、敵機巧鎧アームネインの群れが怒ど濤とうを打ってなだれ込んできていた。それは決壊した堤防から、川の水が奔ほん流りゆうとなってあふれ出すさまにも似ていた。

　イアンの位置から敵軍の先せん鋒ぽうまでは、かろうじてまだ数段の味方の機巧鎧アームネインの壁に隔へだてられていたものの、守りの力はもはやほとんど失われていた。彼の目の前で味方の機巧鎧アームネインが、次々押し寄せるオルガンド軍の勢いに抗しきれず、当たると同時に吹き飛ばされ、左右へ押しのけられていく。

　怪物の手が間近に迫った。

　このままでは追いつかれる！

　イアンの全身から冷たい汗が噴き出した。双そう眸ぼうが極限まで見開かれ、瞼まぶたが引きつる。

　エリュシオンと敵軍の先せん鋒ぽうの間の距離が詰まり、間もなく接触すると思われた瞬しゆん間かん、味方の部隊が大きく左に旋せん回かいし、敵軍の突進を回避した。

　敵軍は即座にこちらの動きに対応することはせず、そのまま一直線に、イアンの目の前を轟ごう音おんをあげながら走り抜けていく。

　自分たちの側がうまく相手の動きをいなしたためそうなったのか、それとも相手側が最初からそうするつもりだったのか、イアンにはわからなかった。

　わかったのは、敵軍のこの動きによって、味方の部隊が真っ二つに断ち割られる形となったということだ。

　敵機巧鎧アームネインの大軍が巻き起こすおびただしい土煙により、イアンの視界が束つかの間ま塞ふさがれた。再び回復したときには、既すでに敵部隊はイアンたちの後方にあって、その場で次々と反転を始めていた。

　また来る。

　もう一度突っ込んでこられたら、今度こそ避けられない。

　自分の想像した情景にイアンが慄りつ然ぜんとなった、そのときだった。

　イアンから見て敵軍の左手に広がっていた湿原から、突如爆音のような鬨ときの声が響ひびいたかと思うと、岸辺一帯に生えていた葦あしの群落の中から、次々と新手の機巧鎧アームネインが上半身を現した。

　さらに、湧わき起こった鬨の声とほぼ時機を同じくして、右手側からも別の機巧鎧アームネイン部隊が接近してきて、まっしぐらに敵軍に突っ込んでいく。先頭を走る機体がとりわけイアンの目を引いた。その機体は血を連想させる暗い赤色の装甲を全身にまとい、長い柄の先に湾曲する金色の巨大な刃をつけた武器を持っていた。

「味方……なのか……？」

　現れたのがリュクサリア王国軍の新手の機巧鎧アームネイン部隊らしいとイアンが把握したときには、既すでに戦闘が開始されていた。敵軍の間に、目に見えて動揺が生じる。その様子はまるで巨大な怪物が、不意の攻撃を受けて、苦痛にのたうち回っているかのようだった。




「突出してきたオルガンド軍の機巧鎧アームネイン部隊が、自陣を突き抜けて後方に達したら、反転しようとする隙すきをついて側面から痛撃を加える」

　予備兵力として後方に展開していたヒュームとオルグレンの下もとに本陣からの指示が届いたのは、リュクサリア王国軍とオルガンド軍の間に戦端が開かれた直後だった。

　オルガンド軍の中核を率いているのが、万機将ガズレイらしいとの情報も、併せてもたらされていた。それを聞いて、ヒュームの闘志はますます燃え盛った。ルドルフ・ガズレイ。オルガンド軍きっての猛もう将しようで、半年前のモーリス河の戦いにおいても、味方の軍を散々に突き崩し、多くの同胞の血を大地に吸わせた人物として知られている。その名は他ほかの数名の武将と共に、いつの日か雪せつ辱じよくすべき対象として、リュクサリア王国の機士たちの間に刻み込まれていた。

　なんとしてもこの手で討ち果たしてやる。

　ヒュームはそう、己に誓ちかっていた。

　彼は突入の時機を過あやまたなかった。敵軍の先せん鋒ぽうが自軍の間から姿を現したのと同時に、得物をつかんだ乗機の右腕を頭上に突き上げ、攻撃開始の合図を自らの部隊に出した。そして、部下や僚機に先んじて自らが真っ先に飛び出し、目の前のオルガンド軍機巧鎧アームネイン部隊に向かって突進を開始していた。

　ヒュームたちが動き出すのと同時に、オルガンド軍が反転しようとしていた地点に隣接する湿原の中からも、味方部隊が出現していた。これはヒュームにとっても意外だった。直前まで、そこに自分たちのような予備兵力が待機している気配は見受けられなかったからだ。全容はつかめなかったものの、どうやらかなりの数の歩兵も混ざっているらしい。岸辺に広がる葦あしの茂みの中から聞こえてきた鬨ときの声は、大地を揺るがし、瞬しゆん間かん的にではあったが、オルガンド軍の動きに掣せい肘ちゆうを加える効果を生んでいた。

　ヒュームが敵軍の下もとに到達したのは、ちょうどその頃ころ合あいだった。

『いつまでもいい気になるな、オルガンドども！』

　操縦席の中で咆ほう哮こうすると、彼は持っていた武器を肩に担かつぐようにして大きく振りかぶり、目の前に並んでいた敵機に向かって思い切り斜めに打ち下ろしていった。金色の巨大な刃がうなりをあげて風を切り裂き、敵機にぶち当たる。その攻撃力は凄すさまじかった。装甲のひしゃげる音と共に、刃を合わせようとしていた一機の両手を武器ごとたちまち吹き飛ばした。咄とつ嗟さにヒュームの攻撃を受け止めようとした二機目を操縦席ごと一いつ閃せんした。三機目に至ってようやく、横腹に深々と刃を食い込ませたところで動きが止まった。

　たったの一撃で、ヒュームは三機のドラードを戦闘継続不能に追いやっていた。

「よし、期待以上だ。さすが東方製」

　ヒュームは自分の攻撃の成果を目で確認しながら、納得したように呟つぶやいた。

　彼の手にしている武器は独特の形をしていた。鉾槍ハルバードの一種ということになるのだろうが、リュクサリア王国軍で一般に使われている鉾槍ハルバードが片刃なのに対し、三日月形の刃を二枚、槍そう身しんを挟んで対称となる形で備えているのが大きな特徴だった。長さも相当で、六リムを軽く超えている。元々はヒューム家が懇こん意いにしていた交易商人が持ち込み、それをヒュームが気に入って、自分用に求めたものだった。はるか東方の、名のある武器工の手で打たれたものらしい。正式な名前はヒュームも知らなかった。交易商人から聞かされたが、覚えていなかった。いずれ自分の活躍ぶりを見た誰だれかが、通り名のひとつもつければいい。そう考えていた。

　新たに一機が大おお斧おのを構えて向かってきた。ヒュームは自分の機体の右足を三機目の胴体にかけ、蹴けり飛ばすようにして武器を引き抜くと、その場で身構え直した。

　向かってきた敵機は大斧を振りかぶることなく、思い切り速度を乗せた状態で体当たりしてきた。ヒュームの機体が激しい振動と衝突音に包まれる。だが一歩も後ろに下がることはなかった。彼の乗るライオットは、お抱えの調律士に命じて専用の調整が施されており、通常の機体よりも高い出力を叩たたき出すことができるようになっている。それが功を奏した。

『甘い！』

　ヒュームは武器を持ったまま、両手を思い切り前に伸ばし、敵機を突き飛ばした。鈍い音を立てて敵機がよろけたところへ、すかさず武器の先端部を突き入れる。敵機の操縦席が粉ふん砕さいされ、中の機士が目を見開いたまま、口から鮮血をほとばしらせて絶命するのが目に入った。

　後続の部下たちも既すでに追いつき、ヒューム同様そこかしこで激闘を開始していた。部隊を構成する機巧鎧アームネインは一千機で、決して多いわけではなかったが、強襲をかける間と位置が適切だったことで、数でははるかに上回る敵軍を、浮き足立たせることに成功していた。

　ふとヒュームが横を向くと、自分のすぐ近くで、青い装甲のライオットが長剣と盾たてを構え、一機のドラードと激しい剣けん戟げきを繰り広げているのが目に入った。オルグレンの機体だった。相手をしているドラードの機士もどうやらかなりの剣達者らしく、両者の間で厳しい攻撃の応おう酬しゆうが続いている。剣と剣、あるいは剣と盾が、火花が散りそうなほどの勢いで激しくぶつかり合い、鋼はがねの合奏を周囲に響ひびかせていた。

　オルグレンの使う剣はファルコンの銘を持っていた。数代前のオルグレン家当主が、自領から産出した鉄鉱を使い、当時屈指の名匠といわれた武器工ジールを招いて打たせたものらしい。わずかに白みがかった透き通るような剣身を持ち、その美しさと、切れ味の鋭さでもって、広く名前を知られている逸いち物もつだった。かのバーナビーは機巧鎧アームネインやその装備品を兵器としてよりも美術品として見る向きが強い人物だったが、その彼がファルコンには相当に執着を持っていたらしい。噂うわさでは、オルグレンに向かって何度となく譲じよう渡との交渉を持ちかけ、そのたびにはねつけられていたとも聞く。見た目だけでなく戦績のほうも華々しく、歴代のオルグレン家の当主が携えて戦場に赴おもむき、数々の武功を打ち立てている名剣だった。

　そのファルコンの白い剣身が、隼はやぶさを表す名のごとく、斬きり結んでいる敵機の周囲を目にも留とまらぬ速度で舞っていた。

「敵もなかなかやる。しかし」

　ヒュームの見たところ、わずかだがオルグレンの技量が敵機士を上回っているようだった。彼の予想はほどなくして当たった。疲労したのか、敵機が不用意に繰り出した隙すきだらけの一撃をかいくぐり、オルグレンが疾風のような鋭い突きを相手の胸の部分めがけて繰り出す。剣先があらゆる機巧鎧アームネインにとっての弱点ともいえる、操縦者の視界を確保するために設けられたわずかな隙すき間まを正確に貫き通した。そのさまはまさに、隼はやぶさが獲物をしとめた瞬しゆん間かんといえた。音までは直接ヒュームの耳に入らなかった。

　敵機は力を失い、その場に倒れた。オルグレンはファルコンを引き抜くと、剣身についた血を払おうとするかのように一振りして、ヒュームのほうに顔を向けた。自分に向けられる視線に気づいていたのかもしれない。

　ふたりの間に、特に言葉が交わされることはなかった。もはやその必要はない。本陣から指示が届いた時点で、何をすべきかの確認は既すでに済んでいたからだ。ヒュームたちの目的は万機将ガズレイの首、ただそれだけだった。バーナビーに続いてガズレイまで討ち取ることができれば、オルガンド軍は軍団としての形を維持することが不可能になるはずだ。そうなればこの戦いは勝つ。

　始まる前は、自分の活躍の機会が来るよう、戦況がもつれてほしいなどと思ったりもしたヒュームだったが、今やそうした考えはかけらも残っていない。

　彼の意識は、今の状況をいかにして打破し、この戦闘で自分たちが勝利をつかむかの一点に集中していた。

　どこだ。どこにいる。

　ヒュームの視線は戦場の間を巡り、どこかにいるはずのガズレイの姿を探し求めた。この間も機体の動きは、一瞬たりとて止まることがない。相変わらず近くにいるオルグレン共々、得物を振るって手当たり次第に敵機を蹴け散ちらし突き伏せしながら、敵陣を切り裂いていく。その勢いは凄すさまじく、ふたりを止めようと突っ込んできたオルガンド軍の機巧鎧アームネインが、次々返り討ちに遭あって後退を余儀なくされるか、その場で打ち倒されていった。

　そしてヒュームは、ついに目指す機体を視界にとらえた。

　見つけた。

　その機体の意い匠しようは、あらかじめ得ていた情報の通りだった。両肩に棘とげつきの巨大な肩当てをまとった重装機ヴアンカー仕様のドラード。手持ちの武器は鉾槍ハルバード。まわりを警けい護ごするように、数機が絶えずそばに張りついている様子から見ても、間違いない。

　ヒュームはオルグレンと先を争うようにして、ガズレイの前へと躍おどり出た。

『オルガンド軍万機将、ガズレイ将軍とお見受けする。我が同胞の敵、覚悟せよ！』

　ヒュームが叫ぶと、ガズレイの機体が、手にした鉾槍ハルバードを構えて前に出てきた。

　ヒュームは操縦席の中でほう、と唸うなった。てっきり部下に任まかせて、距離を取ると思ったからだ。もちろんこのほうが、ヒュームとしては都合がいい。

　ヒュームとガズレイは、互いに相手の攻撃範囲に入る直前で腰を落とし、攻撃態勢を取った。先に動いたのはガズレイのほうだった。腰をひねって手にした鉾槍ハルバードを振りかぶると同時に、ヒュームの間合いに足を踏み入れ、斜め上からうなりをあげて鋭く振り下ろしてくる。ヒュームも同じ攻撃で受けて立った。巨大な刃と刃が正面の位置でかち合い、重々しい音を響ひびかせる。武器を握った両手からヒュームのいる操縦席まで、痺しびれるような振動が伝わってきた。そのまま力比べに突入する。機体の両腕の関節が軋きしんで、悲鳴をあげた。ヒュームは全身の力を両腕にこめ、つかんだ操そう演えん桿かんを握り潰つぶすかというほどの勢いで押した。額からたちまち汗が噴き出す。しかし、ガズレイの機体は動かない。巨大な巌いわおのようにびくともしなかった。逆にヒュームは、自分の両足の踵かかとが沈み込むのを感じ、愕がく然ぜんとなった。

　押されている？

『ええい、そんなはずがあるか！』

　ヒュームは大声で怒鳴ると、後ろへ飛び退しさるようにして、いったんガズレイから距離を取った。

　あり得ない。

　自分の機体が力負けするなど、あるはずがない。

　ヒュームは武器を構え直し、今度は自分のほうから、渾こん身しんの力をこめた一撃をガズレイ目がけて打ち下ろしていった。金色の刃が烈風と化して相手の頭部を襲う。しかし、ガズレイの打ち返す一撃のほうがわずかに速かった。その差は瞬またたきひとつにも満たないごくわずかなものだったが、両者の明暗を分けるには決定的だった。

　鋭く響く音と共にヒュームの武器が跳ね上げられた。両腕が持ち上がり、操縦席のある胸部ががら空あきとなる。

「しまっ……！」

　ヒュームは最後まで言葉を出せなかった。ガズレイはヒュームの側に生じたわずかな隙すきを逃さず、一気に距離を詰めてきた。巨大な肩当てをつけた左肩を前に出し、腰をかがめ気味にして体重を乗せた体当たりをかけてくる。ヒュームに体勢を立て直す暇は与えられず、ガズレイの攻撃をまともに受ける形となった。激しい衝撃に全身が揺すぶられ、操縦席の中で体が跳ねる。前面の扉部分の装甲が、肩当ての形に合わせ、引き裂かれたような音を立ててひしゃげた。

　ヒュームのライオットは、その場に膝ひざをついた。

「おのれ……」

　ヒュームは操縦席の中でうめいた。脳のう震しん盪とうを起こした頭を振って、明めい晰せきな意識を取り戻そうとする。

『ランディ！』

　オルグレンがヒュームの名を叫びながら飛び込んできた。ガズレイの横合いから鋭い出足で迫り、ファルコンの一撃を見舞う。ガズレイはオルグレンに対して半身となり、肩当てでこの攻撃を受け止めた。鈍い音を立ててファルコンの剣身が弾はじかれる。よほど厚い装甲らしく、さしもの名剣も肩当てに傷をつけることはできなかった。オルグレンはなおも休まず、矢継ぎ早に剣撃を繰り出す。だが二撃目からはガズレイも体勢を整え、鉾槍ハルバードを巧みに扱ってオルグレンを射程範囲内に入れようとしなかった。剣と鉾槍ハルバードの戦いとなると、間合いの点でどうしても鉾槍ハルバードのほうが有利となる。オルグレンもそのあたりは心得ていると見え、標的を鉾槍ハルバードそのものに切り替え、先端目がけて攻撃を繰り返していった。

　両者の打ち合いはたちまち十合を超え、一合ごとに剣身と槍そう身しんの激突する甲高い金属音が周囲に響ひびき渡った。だが、オルグレンの攻撃が目的を達することはなかった。逆にガズレイの放った突きの一撃が、オルグレンの持っていた盾たてを弾はじき飛ばした。

『下がれ、ジョエル！』

　ヒュームが怒鳴り、オルグレンが機体を後ろに下げるのと、直前までいた場所をガズレイの鉾槍ハルバードが横薙なぎにかすめるのとはほぼ同時だった。風圧がヒュームのいるところまで届いてきそうなほどの、鋭い一撃だった。

　オルグレンがヒュームのところまで下がってきた。ヒュームはオルグレンの差し出した手を取り、機体を立ち上がらせた。

『ご無事ですか、ヒューム公』

『ああ。それにしても強い』

　相手の力を認める言葉を、ヒュームは素直に口にした。

『そうですね。さすがは万機将といったところでしょうか』

　オルグレンも息を切らせながら同調する。

　この間に彼らの周囲では、配下の機士たちが敵部隊を取り囲んで激しい攻撃を繰り返し、敵部隊の勢いを止めることに成功していた。機士たちの働きの素晴らしさはもちろんだが、ヒュームとオルグレンがふたりがかりでガズレイと斬きり結び、ガズレイの部隊指揮の機会を封じたのも要因としては大きいだろう。

　本陣から届いた指示に関しては既すでに達成したともいえる。

　だが無論、戦いがこれで終わるわけではない。

　ヒュームは再び武器を構え、前傾姿勢を取った。なんとしてもガズレイを倒す。その気持ちに変わりはなかった。相手の技量が優すぐれているのは確かだ。機体の性能もいい。だがたとえ相手がどれだけ強くても、ここまで来たらもう後には引けない。何としてもガズレイを討ち取るか、少なくとも敗走させなくてはならない。

　たとえ、どのような手を使おうとも。

『オルグレン公、左を頼む』

『わかりました。右はお願いします』

　オルグレンも攻撃態勢を取る。

　ふたりの機体は同時に地面を蹴けり、左右に分かれる形でガズレイに向かって攻撃を仕掛けていった。










　ウェンズロー砦とりでの正面入り口前を固めていたアシュフォードは、今や彼の視界にも入るようになった両軍の激闘を、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　砦に向かって後退してくる本陣を貫くようにして、オルガンド軍の機巧鎧アームネイン部隊が姿を現したのを見たときは、息が止まりそうになった。

　半年前のモーリス河の戦いで被った、悪夢のような敗戦の記憶が蘇よみがえる。あのときも、オルガンド軍は今と同じように戦力を一点に集中し、磐ばん石じやくを誇ほこっていたはずの王国軍の守りを突破した。そして、自分たちに立ち直る暇を与えないまま、散々に蹂じゆう躙りんしつくしたのだった。

　今回は半年前とは違う。同じように見えるのはあくまでファウラーとヴィクトの指揮によってそう装っているのであって、実際は全すべてこちらの企図した通りに事が運んでいる。中央に配置されていた近衛このえ部隊の後退も、敵軍を寸断してその一部を自陣内に引きずり込み、包囲殲せん滅めつするため、わざとそうしているだけのはずだ。だが、しかし──

　開戦直後に本陣から届いた伝令で、ファウラーたちの方針を知らされていたアシュフォードだったが、それでも安心はできなかった。戦場では何が起こるかわからない。いつ、どんなきっかけで全軍が崩れ、本当にモーリス河の戦いの再現になってしまわないとも限らないのだ。そう思うと、気が気ではなかった。

　アシュフォードがようやく人ひと心地ごこちついた気持ちになれたのは、突出してきたオルガンド軍の機巧鎧アームネイン部隊が、ヒュームとオルグレンの率いていた予備兵力と湿原に潜ひそませていた混成部隊の攻撃によって楔くさびを打ち込まれ、動きを止められたのを見たときだった。

　よし、行ける。

　奴やつらの機動力さえ奪ってしまえば、こっちのものだ。

　まだ勝利が確定したわけではないが、それでも、ひとまずこちらの目指す形にオルガンド軍を追い込むことには成功したようだ。アシュフォードは機巧鎧アームネインの操縦席の背に体をもたせ、安あん堵どの息をついた。ふと、自分の脇わきに目をやる。そこにいるはずのエリクソンがいつの間にか姿を消していたのに気づいた。周囲を見回すと、砦の正面入り口の脇にある通用門の前で、彼の乗っていたライオットが背中をこちらに向け、膝ひざをついているのが目に入った。

『エリクソン候こう、どうされた？』

　呼びかけたものの、反応がない。アシュフォードは舌打ちした。また人の話を聞いていないようだ。どうも先ほどから、エリクソンの様子はおかしい。放心した様子を見せていたかと思えば、不ふ遜そんな態度を取ったりと、何やら浮き足立っているようにアシュフォードには思えてならなかった。自分たちの命運を決する戦いがすぐ近くで行われていることで、不安に襲われているのだろうか？　その気持ちはわからないでもないが、兵たちの前で取るべき態度ではない。もう一度そばへ行って、たしなめておいたほうがいいかもしれない。

　そんなことを考えながら、アシュフォードはもう一度、今度はより強い口調で呼びかけた。

『エリクソン候』

「候こうは機巧鎧アームネインをお降りになり、砦とりでの中へお戻りになられました」

　通用門の前に立っていた兵士のひとりが、敬礼しながら答えた。

『中だと？』

「はい。かなり急いでおられるご様子で、間に合わない、間に合わない、と何度もおっしゃられておいででした」

　どういう意味だ？　アシュフォードは首を傾かしげた。エリクソンがそこまであわてる理由が、彼にはにわかに思いつかなかった。

『他ほかには何か言っていたか？』

「はっ。確か……早くお逃がししなければ、とも」

　兵士のその言葉を聞いた途端、嫌な予感がした。

　まさか。

　まさか、エリクソンは……

　アシュフォードはあわてて記憶を探った。エリクソンは本陣から届いた連絡の内容を知っていただろうか？　いや、知らないはずだ。先ほど自分がそれを彼に伝えようとした際、彼に無理やり会話を打ち切られ、それきりになってしまったではないか。

　まずい。

　アシュフォードの全身から血の気が引いた。

　間違いない。

　エリクソンは近衛このえ部隊の後退を、彼らが本当に敗走したものと思い込んでいる。

　だとしたら──

　アシュフォードの決断は速かった。自分も通用門の前まで走っていくと、機巧鎧アームネインの操縦席の扉を開けて下へ降り、門の前にいた兵士に向かって命じる。

「私も中へ戻る。門を開けろ」

「はっ、いや、しかし……」

　兵士は戸惑っていた。無理もない。この場の最高責任者である五公のふたりが、よりによって目の前で戦闘が繰り広げられている最中に、そろって持ち場を離れようとしているのだ。だが事情を説明している時間はなかった。

「いいからさっさと開けろ！　急げ！」

　アシュフォードが声を荒げて一いつ喝かつすると、兵士が弾はじかれたように、あわてて門に取りついた。開くのを待つ間ももどかしく、アシュフォードはわずかにできた隙すき間まから、中へと体を滑り込ませていく。

　どうか間に合ってくれ、心の中でそう叫びながら、砦の中を全力で走り、フランシスカの潜ひそんでいる奥の一室へと向かう。

　しかし彼の願いも空むなしく、部屋の扉は開け放たれていた。

　アシュフォードは絶望的な気分になりながら、室内へと飛び込んだ。

　部屋の中には誰だれもいなかった。フランシスカばかりでなく、ミリアムの姿もない。

　一緒に連れて行かれたのだろうか？

　そんなことを思いながら室内を見回していると、背後に誰かの気配を感じた。振り返ると、ちょうどどうなったかと考えていた当のミリアムが、そこに立っていた。どこかへ行って、戻ってきたところのようだ。

「これは……どういうことです？」

　ミリアムの顔からは日ひ頃ごろ見慣れた微び笑しようはすっかり消え、表情も口調も険けわしくなっていた。

「エリクソン候こうが王女殿下を連れ出したようだ。一体どこへ行ったのか……」

　アシュフォードの言葉を聞くなり、ミリアムは顔をしかめた。

「……あの、能無しが！」

　忌いま々いましそうな口調で吐き捨てると、彼女は即座に身を翻ひるがえし、その場から走り去っていた。

　アシュフォードは声をかけることも忘れ、呆ぼう然ぜんとその様子を見つめるばかりだった。自分の目で見たものが信じられない思いだった。今のは本当にあのミリアムか？　普段の彼女なら、絶対にあんな口の利き方をするはずがない。それに、機士もかくやと思われるほどの敏びん捷しような身のこなし──

「あれは……誰だ……？」

　部屋の外から兵士たちの喚かん声せいが聞こえてきて、アシュフォードの意識はミリアムから離れた。声のした窓のほうへと走り寄り、窓掛けをめくって外の様子を窺うかがう。今アシュフォードがいるのは主塔の三階だったが、彼の目は眼下の中庭を横切るように走る、一機の襲歩機ギヤロツパーをとらえていた。

「で、殿下！　それにエリクソン！」

　襲歩機ギヤロツパーの機上に、アシュフォードの探していたふたりの人物の姿があった。

　エリクソンが襲歩機ギヤロツパーの後ろにフランシスカを乗せ、砦とりでの裏出入り口に向かって猛もう烈れつな勢いで走っていくところだった。
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「王女殿下!?　なぜこちらに！」

「エリクソン候、どちらへ！」

　集まってきた兵士たちの間から驚きと疑問の声が発せられ、それらがたちまち背後に遠ざかっていった。

　エリクソンは操そう縦じゆう桿かんを握る両手に力をこめ、襲歩機ギヤロツパーを全速力で走らせていた。四本の脚が地面を蹴けるたび、振動が全身に伝わる。風が頰ほおを打ち、耳元で音を立てた。

　彼が目指しているのは中庭を越えた先にある裏出入り口だった。まだそちらの方面にはオルガンド軍の手は及んでいないはずだ。脱出するならその方向しかない。

　何としてもフランシスカを守らなければ。

　エリクソンは決意を固めていた。ここでの戦いはもう終わりだ。エリュシオンが出撃して将兵の士気を極限まで高めても、オルガンド軍の突進を食い止めることはできなかった。ヴィクトの策は破れたのだ。じきにこの砦とりでは、敵の大軍に包囲されるだろう。そうなる前に、フランシスカを無事に落ち延びさせなければならない。エリクソンは自らの判断に露つゆほども疑いを抱いていなかった。

　自分は必ず、フランシスカを守り抜いてみせる。彼は改めて心の中で己に言い聞かせた。これは運命だ。今まで自分が幾度となく心の中で描いてきた白レ日ヴ夢リも、全すべては今、このときのための予行演習だったのに違いない──

「エリクソン、どこへ行くつもりですか!?」

　後部席のフランシスカが質問してきた。どこか不安そうな、切羽詰まった口調だった。襲歩機ギヤロツパーの速度を急激に上げすぎたせいかもしれない、とエリクソンは思った。全身を外気にさらしている分、体感速度が速くなり、そのせいで怖くなってしまったのではないだろうか？

「ご安心ください、フランシスカ様。私は襲歩機ギヤロツパーの扱いを得意としております。決してフランシスカ様を危ない目に遭あわせることはいたしません」

　エリクソンは目線を前方に向けたまま答えた。フランシスカの気持ちを安らげるための言葉だったが、彼が襲歩機ギヤロツパーの操縦に自信を持っているのは本当だった。貴族のたしなみとして、幼い頃ころから訓練を重ねてきたからだ。それは機巧鎧アームネインに関しても同じだったが、エリクソンは機巧鎧アームネインよりも、襲歩機ギヤロツパーを扱うことをより好んだ。機巧鎧アームネインはどこか野や蛮ばんな感じがして好きになれないということもあったが、襲歩機ギヤロツパーがより肌に合っていたともいえる。まだ若かりし頃、国王が臨席して行われた襲歩機ギヤロツパーの競技会で優秀な成績を修め、国王からお褒ほめの言葉をもらったのは、彼にとっては誇ほこらしい思い出のひとつだった。

　ふたりを乗せた襲歩機ギヤロツパーは中庭を突っ切り、やがて目指す砦の裏出入り口へと近づいた。当然ながら門は閉じられている。

「ジェラルド・エリクソンだ！　王女殿下のお通りである。急いで門を開けよ！」

　エリクソンは襲歩機ギヤロツパーの速度を緩ゆるめないまま、門の前に詰めていた警備の兵士たちに向かって叫んだ。

　兵士たちの間に動揺が走るのが見て取れた。どうするべきかと仲間同士顔を見合わせる者、周囲を見渡し、状況を把握しようとする者、中には門の前に立ち塞ふさがり、エリクソンの行く手を阻はばもうとする者もいた。

　エリクソンは兵士たちの様子を見て、襲歩機ギヤロツパーの速度をさらに上げていった。その勢いに、行く手を阻もうとしていた兵士も衝突しそうになる直前で脇わきに身をそらした。

　開けられた門の隙すき間まを縫うようにして、エリクソンは砦とりでの外へと飛び出した。

「お待ちください、王女殿下！　エリクソン候こう！」

「外は危険です、お戻りください！」

　自分たちに向かって叫ぶ兵士たちの声が、次々と背後から聞こえてくる。

　何をいっている。危ないのは砦のほうだ。

　エリクソンは声に出さずに答えた。

　裏出入り口を出ると、そこからは緩ゆるやかに下った道が左手に向かって曲線を描きながら、森の中へと続いていた。エリクソンは道に沿って襲歩機ギヤロツパーを走らせていった。

　砦を脱出するところまではうまく行った。次は──

　エリクソンはこれから自分とフランシスカがたどるはずの道のりに関して思いを向けた。やはり最終的には自分の故郷であるミストスを目指すことになるだろう。兄のレオポルドがどういった態度に出るかわからないが、総合的に考えるとそれが最善と思われる。しばらくは南方街道に沿って進み、ヒューム公の勢力圏に入る手前で進路を東方に取るのが良さそうだ。フランシスカにしばらく難儀をかけることになるのは心苦しいが、自分がそばについていれば不安をやわらげてやることもできるだろう。むしろこの旅を通じて、より関係が深まるかもしれない。そうなれば将来、オルガンドに対して反攻に転じることになった際、自分はフランシスカの傍かたわらに立ち、新生リュクサリアの全軍を──

「エリクソン、すぐ砦に戻りなさい」

　背後からフランシスカの声が聞こえ、エリクソンは我に返った。砦の外に出たことで緊張が高まったのか、口調が硬くなっている。エリクソンは襲歩機ギヤロツパーを走らせたまま、フランシスカのほうを振り返った。道は森に入って直線に変わっていたため、少しくらいの間なら目を離しても問題はない。

　フランシスカは青ざめた表情でエリクソンを見つめていた。眉まゆをひそめ、にらみつけるような眼まな差ざしをエリクソンに向けている。エリクソンはそこに、彼女の母であるアルミラの面影を見た。やはりよく似ている。

「ご安心ください。フランシスカ様は私が責任を持ってお守りします。ほんの少しの間のご辛抱ですので」

　エリクソンはフランシスカの不安を少しでも解きほぐそうと、笑顔を見せながら答えた。

　フランシスカの表情がますます厳しくなる。

「いいから戻りなさい。これは命……」

　彼女の言葉は途中で止まってしまった。その目が襲歩機ギヤロツパーの進行方向に向けられたまま、大きく見開かれる。

「エリクソン、前を！」

　いわれてエリクソンは前に向き直った。そして見た。

　向かって右手に広がっていた木立の間から、数機のオルガンド軍の機巧鎧アームネインがやにわに姿を現すのを。

　エリクソンは息を吞のんだ。

　こんなところに敵の伏兵が？

　目に見える範囲にいるのは四機。うち三機はすぐにドラードとわかったが、残り一機はエリクソンが初めて見る機種だった。ドラードよりもひとまわり大きい。その機体は全身が黒一色に塗られており、左右の手に両刃型の戦せん斧ぷを握っていた。

　黒い機巧鎧アームネインが、道の上に出てきた。悠然とした動きだった。エリクソンたちから見て、横を向いたままだった。持っていた戦斧を振り上げて身構えることもしなければ、エリクソンたちの乗る襲歩機ギヤロツパーの行方ゆくえを遮さえぎろうとする素振りすら見せない。その様子はエリクソンたちのことなど眼中になく、単に道を横切ろうとしているだけのようにも見えた。

「よし、この隙すきに！」

　エリクソンは襲歩機ギヤロツパーの速度をさらに上げ、進行方向にいる黒い機巧鎧アームネインに向かってまっしぐらに突っ込んでいった。後ろの三機のドラードまで出てきて進路を塞ふさがれる前に、黒い機巧鎧アームネインの脇わきをすり抜ける。即座にそう決めていた。大丈夫。見たところあの黒い機巧鎧アームネインは動きも鈍そうだ。自分の腕ならきっと行ける。

　頭の中で、成功の瞬しゆん間かんの情景を想像する。

「やめなさい、エリクソン！　近づいてはだめ！」

　フランシスカの鋭い叫びが響ひびいたが、エリクソンは決断を変えなかった。

　黒い機巧鎧アームネインが、ようやくエリクソンたちのほうを振り向いた。

　その瞬間、エリクソンは巨大な矢で自分の体を射抜かれたような、激しい衝撃に襲われた。

「──！」

　声にならない悲鳴が口から漏もれる。たちまち全身が硬直した。操そう縦じゆう桿かんを握る両手が、まるで石と化してしまったかのように動かなくなる。このままだとぶつかる、意識の上では回避の動きを取らなければと思うものの、体がまったくそれに反応しない。

　襲歩機ギヤロツパーはまっしぐらに黒い機巧鎧アームネイン目がけて突進していった。黒い機体がみるみる目の前に迫る。

「エリクソン!?」

　フランシスカが悲痛な叫びをあげるのと、襲歩機ギヤロツパーが黒い機巧鎧アームネインに激突するのとはほぼ同時だった。激しい衝突音と振動に全身が見舞われるのと同時に、エリクソンの意識は暗転した。




　メルツァーがいるオルガンド軍の左さ翼よく部隊は、総司令官の名代ガーラシュ率いる本隊や、右翼の部隊ともども、中央のガズレイの部隊と完全に分断され、動きを封じられていた。

　今、彼の目の前にはリュクサリア王国軍の誇ほこる重装機ヴアンカー部隊の分厚い壁が再び出現している。いったんは突破に成功したように見えたが、中央に開けたはずの穴は左右両翼よくの部隊によって埋められてしまっていた。しかも今度は、最初の頃ころよりもより強固に、守りを固める態勢を取っている。こうなるとリュクサリア王国軍は非常に手ごわい。メルツァーも何度となく部下に命じて突撃を敢かん行こうさせていたものの、再び壁を突破するところまでは至らずにいた。

　リュクサリア王国軍の後退は、最初から意図的なものだったに違いない。目の前にいる敵の戦いぶりを見て、メルツァーは確信を深めていた。全すべては相手の計略だった。それにまんまと引っかかってしまったのは、無論相手の誘い込みが狡こう猾かつだったということもあるだろうが、それ以上にこちら側の過信によるところが大きい。そう彼は考えていた。

　モーリス河の戦いで大勝利を収めたという経験が、指揮官たちの判断を鈍らせたのだ。あのときも、オルガンド軍とリュクサリア王国軍は、今回と同じ陣形でぶつかった。そして結果的に歴史に残るほどの華々しい大勝利を挙げたわけだが、それが今回は、逆にあだになったようにメルツァーには思えてならなかった。あの成功の記憶が未いまだに鮮烈に残っていたせいで、指揮官の多くが、無意識のうちに、同じことを狙ねらってしまったのではないだろうか？　特に、率先して敵軍に斬きり込んでいったガズレイは間違いなくその傾向が強かった。

　あるいは、相手側はそこまで想定していたのかもしれない。あえてモーリス河の戦いを再現するかのような状況を作り出し、こちらをその気にさせたとは考えられないだろうか？　エリュシオンを囮おとりに使うような連中のことだ。それくらいは平気でやりかねない。

　とにかく、起こってしまったことはどうにもならない。問題はこれからどうするかだった。

　このまま手をこまねき、ガズレイの部隊が壊かい滅めつするようなことになれば、バーナビーの軍勢と同じように、オルガンド軍全体が崩ほう壊かいする可能性がある。なんとしてもそれは避けねばならなかった。

　だが自分たちはガズレイの部隊と切り離され、状況を打開できないでいる。

　今の状況を覆くつがえすには、相手の思惑を超える一手をこちらも出さなければならない。

　それができるとすれば──

「マンフレート、お前は今どこにいるんだ？」

　自分の周囲にいる総勢約一千の部下たちに向かって次々と指示を出しながら、メルツァーは今この場にいないひとりの百機長の顔を思い浮かべていた。




　一いつ瞬しゆん、自分の体が浮き上がったような感覚にとらわれ、その直後に全身が固いところに叩たたきつけられる激しい衝撃が取って代わった。息が詰まり、しばし呼吸ができなくなる。速度を殺しきれず、体が何度も横転した。口の中に冷たくて苦い何かが飛び込んでくる。あわてて吐き出すと、泥の塊だった。自分が地面を転がっていることに、フランシスカはようやく気づいた。

　体が止まったところで、両手を地面につき、よろよろと上半身を起こした。左肩に鋭い痛みが走る。すぐ近くに、例の黒い機巧鎧アームネインがそびえ立っているのが見えた。驚いたことに、まったく姿勢を変えておらず、襲歩機ギヤロツパーがぶつかったことなど意にも介していないという風だった。

　黒い機巧鎧アームネインの前に、自分たちの乗ってきた襲歩機ギヤロツパーがひっくり返っていた。機体の前面はひしゃげており、二本の前脚がねじれておかしな方向に曲がってしまっている。あれではもう元通り走らせることは無理だろう。襲歩機ギヤロツパーの傍かたわらで、エリクソンが仰あお向むけに倒れていた。動く様子がないところを見ると、もしかしたら気を失っているのかもしれない。一体何が起きたのだろうか？　激突の瞬しゆん間かんの記憶は、混乱のため、彼女の中でも曖あい昧まいになっていた。

　フランシスカは改めて黒い機巧鎧アームネインを見た。両手に持った斧おのの刃の部分以外はなんの混じり気もない、純粋な黒がそこにあった。外見はドラードとはまるで違って見える。獣を連想させるドラードよりも人間に印象が似ており、どちらかといえば自分たちのライオットや、エリュシオンに近いようにも思った。単機でいたら味方と思い込んだかもしれない。特別製の機体であることは間違いなさそうだった。乗っているのは指揮官だろうか？

　早く起きなければ、とフランシスカは自分を急せかしたが、痛みが全身に広がっており、にわかに体を動かすことができなかった。首だけを回して周囲の様子を窺うかがう。黒い機巧鎧アームネインと一緒に現れた三機のドラードも道の上に出てこようとしているところだった。

　フランシスカは唇を嚙かんだ。今や彼女の置かれている状況は、数日前に王都を落ち延びたときよりも、はるかに悪いといってよかった。自分には一機の機巧鎧アームネインもなく、唯ゆい一いつの足だった襲歩機ギヤロツパーも、もはや動きそうにない。このままでは抵抗することも逃走することも、極めて難しいと考えざるを得ない。

　エリクソンの体が動いた。意識を取り戻したようだった。彼もフランシスカと同じように上半身を起こし、すぐに黒い機巧鎧アームネインに気づいたらしく、ひい、と糸を引くような悲鳴をあげた。

「こんな……こんなはずは……こんなはずでは……！」

　エリクソンは呆ぼう然ぜんとした口調で、何度も同じ言葉を繰り返した。

　それは私のいいたいこと！

　フランシスカは心の中で、エリクソンに対する憤いきどおりの言葉を叫んだ。

　どうしてこんなことになってしまったのか。先ほど、エリクソンが自分のいた部屋に飛び込んできたのは、ミリアムが外の様子を見に行った直後だった。ここは危険です、すぐに私と一緒にお越しください、そういわれ、強引に手をつかまれて部屋の外へと連れ出された。予想もしていなかった彼の荒々しい行動と、つかまれた手を通して伝わってくる力の強さに、フランシスカはすっかり動転してしまい、無礼を咎とがめることもできなかった。危険とはどういうことだ？　まさか戦いに負けたのか？　そうだとしたらエリュシオンに乗っていた兄様や、じいや、ミリアムはどうなる？　エリクソンが発した言葉の意味をめぐって悪い想像を次々噴出させているうちに、中庭に止まっていた襲歩機ギヤロツパーの上へと引っ張り上げられ、挙げ句にこんなところまで連れてこられてしまった。エリクソンは何を思ってこんな行動に出たのだろう？　中庭にいた兵士たちや、砦とりでの裏出入り口を出た直後の外の様子などからすると、すぐにでも逃げなければならないほど切迫した状況だったとはとても思えない。むしろ今となっては、自分たちのほうからみすみす危地に飛び込んでしまったとしか考えられなかった。

　フランシスカは再び周囲に視線をめぐらせた。せめてどこかに味方がいれば──

　兄様、お願い。助けに来て。

　そんな思いが束つかの間ま胸をよぎった。

　いや、無理だ。兄様は今まさに、オルガンド軍と戦っている最中のはず。

　ここへ来られるわけがない……！

　フランシスカの全身が、不意に冷たい氷を押し付けられでもしたかのようにすくみ上がった。黒い機巧鎧アームネインの操縦席の中から、強烈な視線を感じる。中の機士が、自分を見ているとはっきりわかった。鋭い眼まな差ざしが、操縦席の扉を貫通し、確実に自分を射抜いている。あるいはエリクソンも、これのせいで、襲歩機ギヤロツパーの操縦を誤ったのだろうか？

『リュクサリア王国の神み子こ姫ひめとお見受けする』

　黒い機巧鎧アームネインの中から声が聞こえてきた。低く、落ち着いた声だった。

　フランシスカの中で、絶望感がますます高まった。相手は自分の正体に気づいている。なんと答えればいいのだろう？　正直に認めてしまっていいのだろうか？　それとも、あくまで白を切るべきなのだろうか？

「私は……」

『王女殿下！』

　いうべき答えを思いつけないまま、フランシスカが言葉を紡つむぎ始めたところへ、別の誰だれかの声が被かぶさった。

「え……？」

　彼女は背後を振り返った。

　そこに見えたのは、剣と盾たてを構えた一機のライオットが、自分たちのほうに向かって走ってくるところだった。

「……アシュフォード？」

　自分に向かって発せられた声から、中に誰が乗っているのか、フランシスカにはすぐにわかった。

　エリクソンと一緒に砦とりでの正面入り口を警けい護ごしていたはずの、アシュフォードだった。

　アシュフォードは道の上をまっすぐに走ってくると、フランシスカの前に回り込み、黒い機巧鎧アームネインからフランシスカをかばうようにその場にかがみ込んだ。

『遅くなって申し訳ありません。ご無事ですか？』

「は、はい。私はなんとか……」

『お立ちになれますか？』

　フランシスカは頷うなずき、アシュフォードの機体を支えにして立ち上がった。体中の痛みがますます激しくなる。この分だと、どこか怪け我がをしたかもしれない。だがそれを確認しているゆとりは今の彼女にはなかった。

「これは……」

　フランシスカはアシュフォードの機体の全身の装甲が、無数といっていいほどの大小の傷で覆われているのを見て、驚きに目を見張った。一体どれだけの激闘を重ねれば、これほどの傷がつくのだろう？　もしこれが、ここ半年にわたるオルガンドとの戦いにおいて刻まれたものだとすれば、アシュフォードがここまでいかに過酷な環境に身を置いてきたのかが、察せられそうなものだった。だがそうした彼と、妻マーガレットの死後、自分に向かって露ろ骨こつに阿あ諛ゆ追つい従しようしてきたアシュフォードの姿をどうしてもすぐに結びつけることができず、フランシスカは戸惑った。

『黒い牙きば……今回も参戦していたか』

　アシュフォードの緊迫した声が聞こえてきた。どうやら彼は、黒い機巧鎧アームネインに心当たりがあるらしい。黒い牙というのは自分たち、リュクサリア王国の者がつけた通り名だろうか？　フランシスカの黒い機巧鎧アームネインに対する印象が、ますます禍まが々まがしいものへと変わった。何となればそれは、イグニス教の神話における死を運ぶ使者の名だったからだ。

　フランシスカは改めて黒い機巧鎧アームネインを見た。その背後には最初に現れた三機に加え、さらに新たなドラードが次々と、左右に茂っていた木々の間から姿を現していた。その数は全部で数十機にも及ぶだろうか。

「あんなにたくさん……！」

　フランシスカは息を吞のんだ。

『殿下。私がここで敵を食い止めます。殿下は砦とりでに向かってお逃げください』

「でも、それではあなたが」

　アシュフォードが機士としてかなりの技量を持っているということは、フランシスカも昔からよく周囲の者に聞かされて知っていた。だがこれだけの数を相手に、ひとりで戦うというのはあまりに無む謀ぼうというものだろう。しかもそのうちの一機は、ただの一機ではない。死を運ぶ使者なのだ。

『何の。我が身に代えても主あるじをお助けするのは、機士の本懐です。それに、何があっても殿下をお守りするというのは、亡き妻と交わした最後の約束でもありますので』

　アシュフォードはその場で機体を立ち上がらせると、手にしていた剣と盾たてを構え、黒い機巧鎧アームネインに向き直った。

「アシュフォード……」

『さあ殿下、お急ぎください』

「ですが……」

　フランシスカがためらう素振りを見せた途端、アシュフォードが彼女を叱しつ咤たした。

『殿下のお命は、殿下おひとりのものではありません！　どうかお早く！』

「は、はい！」

　フランシスカは弾はじかれたように、その場でアシュフォードたちに背を向けると、来た道をまっすぐ、砦とりでに向かって走り始めた。上り坂だったこともあり、たちまち息があがる。全身の痛みもますます激しくなった。しかし、足を止めるわけにはいかない。

　走りながら、一体どれがアシュフォードの本当の姿なのだろうかと考えた。

〝何があっても殿下をお守りするというのは、亡き妻と交わした最後の約束でもありますので〟

「あっ……！」

　今しがた耳にしたアシュフォードの言葉を思い返した途端、フランシスカは反射的に足を止めていた。

　約束。

　そうか。そういうことだったのか。

　マーガレットの死後、アシュフォードが急になりふり構わず、自分に接近する素振りを見せるようになったのは──

　全すべて、妻であるマーガレットとの約束を果たすためだったのか。

　なんということだ。フランシスカは自分の目が曇くもっていたことを思い知らされた。アシュフォードは初めから、変わってなどいなかった。マーガレットのことを忘れてしまったわけでもなければ、機士としての矜きよう持じを失ってしまったわけでもない。

　彼の胸にはずっと消えることなく、ふたつの炎が燃え盛っていたのだ。

　機士たることの自負と、亡き妻への想おもいというふたつの炎が。

　傷だらけになったあのライオットこそ、アシュフォードの真の姿そのものだったのだ。

　フランシスカは背後を振り返った。アシュフォードのライオットが剣と盾たてを構えたまま数歩後ずさりし、敵との間に適正な距離を取ろうとしているのが目に入った。

　数機のドラードがアシュフォードに迫ろうとする気配を見せたが、黒い機巧鎧アームネインがそれらを制し、自らアシュフォードに向かって一歩足を踏み出してきた。

　アシュフォードとあの機巧鎧アームネインが戦おうとしている。

　逃げなければと思いながらも、フランシスカは両機の対たい峙じから目を離せなくなった。

　黒い機巧鎧アームネインは戦せん斧ぷを持った両手を下ろしたままだった。その様子はとても戦いに臨もうとしているようには見えない。

『身構えられよ。それくらいの時間は差し上げる』

　アシュフォードが黒い機巧鎧アームネインに向かって促した。だが相手が応じる様子はない。アシュフォードを挑発しているのか、それともそれが黒い機巧鎧アームネインに乗っている機士のやり方なのか定かではなかったが、とにかく何も反応はなかった。

『そうか。あくまでその姿勢を貫くというなら、好きにするがいい。参る！』

　そう叫ぶなり、アシュフォードは剣を振りかぶった。飛び込むようにして間合いに入ると、速度と重さを十分に乗せた一撃を黒い機巧鎧アームネイン目がけて振り下ろしていく。烈火のごとく、と形容するのがふさわしいほどの激しい斬ざん撃げきだった。風を切り裂く鋭い音がフランシスカの耳に飛び込んでくる。

　フランシスカは自ら剣を取って直接敵と戦った経験はないが、機巧鎧アームネインの操縦方法を習得する過程でファウラーの手ほどきを一通り受けていた。ゆえにアシュフォードの実力が周囲の評価に違たがわない、本物であることが見てすぐわかった。

　しかし黒い機巧鎧アームネインは、そんなアシュフォードの攻撃をあっさりとかわした。それも特別な動きを見せるでもなく、機体の向きをわずかに変えただけで。

『このっ！』

　アシュフォードが吼ほえた。最初の攻撃が空を切ったと見るや、自らの機体をさらにもう一歩踏み込ませ、返す刀で素早く第二撃を繰り出す。黒い機巧鎧アームネインはこの攻撃もなんなくよけた。そこには何のてらいも、気負いも見受けられなかった。

　アシュフォードはさらに数合、黒い機巧鎧アームネインに向かって剣撃を見舞っていった。そのことごとくが空振りに終わる。アシュフォードの剣筋は黒い機巧鎧アームネインのすぐそばに軌跡を描くものの、決して機体そのものをとらえることはない。実際に空あいている距離はごくわずかだったが、そこには容易に埋め得ない隔へだたりが存在しているようにフランシスカには思えた。まるで剣の素振りをしているかのような、空を切る音ばかりが耳に響ひびいてくる。

　彼女は戦いの様子を、食い入るように見つめていた。

　黒い機巧鎧アームネインの様子は相変わらずだった。アシュフォードの攻撃をゆるゆるとかわしているばかりで、自らが手にした戦せん斧ぷを振り上げようとはしない。

　アシュフォードはいったん後退して距離を取ると、左手に持っていた盾たてを捨て、剣を両手で持ち直した。

　次の一撃で勝負が決まる。フランシスカは直感した。アシュフォードは持てる力の全すべてを乗せた捨て身の一撃を繰り出そうとしている。もしそれまでよけられることがあれば、他ほかにはもう──

『受けてみろ！』

　激しい叫び声と共に、アシュフォードは両手に握った剣を上段から打ち込んでいった。これまでの攻撃よりも、さらに速度が増している。

　今度こそ当たる、とフランシスカは確信した。

　黒い機巧鎧アームネインの両手が動いた。両手を素早く機体の前で交差させたかと思うと、そのまま上に向かって大きく振り払い、ちょうど頭上から振り下ろされてきたアシュフォードの剣に、戦斧の刃先を打ち当てた。

　甲高く澄んだ音を発して、アシュフォードの剣が真っ二つに折れた。剣先が激しく回転しながら空中を舞い、木立の中へと飛び込んでいく。下生えの茂った地面に落下したのだろう、何本もの枯れ枝がへし折られる乾いた音がフランシスカの耳に届いた。

『ば、馬ば鹿かな……！』

　アシュフォードの呆ぼう然ぜんとした声が聞こえた。見ていたフランシスカも自分の目を疑う思いだった。

　アシュフォードが満身の力をこめて放ったはずの一撃を、黒い機巧鎧アームネインはいともたやすく払いのけた。しかも剣身を軽々と破壊して。

　黒い機巧鎧アームネインが初めて攻撃態勢を取った。腰を落とし、両手の戦せん斧ぷを構える。

　アシュフォード、逃げて！

　フランシスカの叫びは声にならなかった。

　黒い機巧鎧アームネインの手にした二本の戦斧が、疾風のごとき速さでアシュフォードの機体に襲いかかった。

　右手で放った最初の一撃が、ライオットの頭部を叩たたき割った。

　左手で放った二撃目が、操縦席のある胸部に深々と食い込んだ。

　鋼はがねに鋼を叩きつける破は砕さい音が、立て続けに二回響ひびいた。それだけで全すべてが終わっていた。

　黒い機巧鎧アームネインはいったん密着したアシュフォードの機体から離れながら、戦斧を引き抜いた。アシュフォードの機体は支えを失い、そのまま仰あお向むけに倒れると、完全に沈ちん黙もくした。

「ア、アシュフォード……」

　フランシスカは自分の目が信じられなかった。王国きっての機士と称たたえられたこともあるアシュフォードが、いとも簡単に倒されてしまった。それも、抵抗らしい抵抗すらすることなく。

　黒い機巧鎧アームネインが、フランシスカのほうを振り向いた。

　途端、全身に痺しびれが走り、フランシスカは射すくめられたようにその場から動けなくなった。

　黒い牙きば。死を運ぶ使者。

　アシュフォードに聞かされた通り名が、頭の中で反響する。

　黒い機巧鎧アームネインの背後にいたドラードが、襲歩機ギヤロツパーの残ざん骸がいやアシュフォードの機体を踏み越え、自分のほうに近づいてくるのが目に入った。だがもはやフランシスカは、逃げようとする気力すら喪失していた。

　彼女は全身をわななかせながら、その場にすとんと腰を落としてしまっていた。

　その視線は、黒い機巧鎧アームネインに釘くぎ付づけになったままだった。




　巨大な怪物がのたうち回っていた。

　自分のすぐ近くで繰り広げられている両軍の戦闘は、イアンの目にそう映っていた。

　新たに出現した味方の機巧鎧アームネイン部隊が、怪物であるオルガンド軍の部隊を取り囲み、散々に攻め立てていた。数は依然として敵軍のほうが多そうに見えたが、味方の側も、自分たちと一緒に後退していた部隊が今や攻撃に加わっており、その差はさほどないように思われた。そして勢いに関していえば、明らかに今は味方の側が優勢だった。

　味方の機巧鎧アームネイン部隊は、敵軍の守りが手薄になった箇所を見つけては、的確に攻撃を加えていた。何機かをまとめて引きずり出しては叩たたき、浮き足立ったところを追撃し、敵軍の力を徐々にではあるが、確実に殺そいでいるように見える。

　そのさまは先ほど自分たちが相手にやられたことを、やり返しているようでもあった。

　そんな中、特にイアンの目についたのは、敵側の一機の機巧鎧アームネインと、味方側の二機の機巧鎧アームネインが戦っているところだった。敵側の機巧鎧アームネインは両肩に棘とげのついた巨大な肩当てをつけ、見るからに厳しい姿をしていた。対する味方側の二機も、片方は暗い赤、もう片方は鮮やかな青の装甲で全身を覆い、明らかに他ほかの機体とは一線を画した見た目をしている。その三機は動きが際立っていることもあって、敵味方多数の機巧鎧アームネインが入り乱れて戦っている中でもよく目立った。味方の二機は相互に連携しながら敵側の一機と斬きり結んでいた。そして、それら三機の周辺は、両軍とも特に機巧鎧アームネインが密集した地点となっており、他の場所と比べてより激しい戦いが展開されていた。敵軍を巨大な怪物に見立てていたイアンの目には、そこが怪物の頭であるかのように映った。

『ええい、ふたりがかりで仕留められんとは。ヒューム公とオルグレン公は何をしているのだ』

　イアンの右側にいたファウラーが、じれったそうに呟つぶやく声が聞こえた。おそらく自分と同じところを見ているのだろうとイアンは思った。

『あのドラードは、いい動きをしていますね。あれだけの装甲を持ちながら、動きでお二方にまったくひけを取っていません。ガズレイ将軍の技量もさることながら、おそらく相当に腕の立つ調律士が整備したのでしょう』

　こちらは左側にいたヴィクトが、感心した口調で答える。

『見ておれん。わしも加勢してくる』

『お待ちください、閣下！　ここはどうかご自重を！』

　右腕を失った機体で前に出て行こうとしたファウラーを、そばにいた部下があわてて制止した。

『私もそれがいいと思います。ガズレイ将軍のほうは、もう少し様子を見ましょう。閣下には向こうにも目を配っていただく必要がありますし』

　ヴィクトはイアンたちが逃げてきた方向を指し示した。そちらの方面でも戦闘は継続されており、喧けん騒そうが相変わらず、地鳴りのように響ひびいていた。

『そうか……そうだったな』

　ファウラーは気を取り直したように返事をすると、ヴィクトの示した方向に顔を向けた。

『ここまではなんとか狙ねらい通りに来たのだ。詰めを誤らないようにしなければ……』

　狙ねらい通り……？

　ファウラーのその言葉が、イアンの耳に引っかかった。ふとあることに思い至り、彼は周囲を見渡して自分たちの置かれている状況を観察した。

　防壁をこじ開けられ、敵軍が突入してきたときはもう終わりかと思ったが、実際はイアンが想像したほどひどいことにはなっていないようだった。自分たちの部隊が後退して生じた穴も、いつのまにか修復されている。敵に蹴け散ちらされたように見えた味方の機巧鎧アームネインも、よくよく見れば大破して動けなくなった機体の数はさほどでもなく、その多くが再び戦闘に復帰しているようだった。

　そして、自分たちに向かって斬きり込んできた敵の部隊は、今や逆にこちらが包囲する形となり、盛んに攻撃を加えている。

　ここに至って、イアンの中で、戦いの全体像が浮かび上がった。

　今、敵軍は味方によって完全に分断されている。それにより、明らかに勢いが弱まっている。

　ヴィクトとファウラーは、最初からこうするつもりだったのではないか？

　イアンは操縦席の中から、ヴィクトの機巧鎧アームネインをまじまじと見つめた。その視線に気づいたのか、ヴィクトもイアンのほうに顔を向ける。

『殿下のお力をもちまして、もうひとつの目的も、何とか達成することができそうです。ありがとうございます』

　やはりそうか。

　ヴィクトの言葉を聞いて、イアンは確信した。

　全すべては彼、または彼とファウラーの思い描いた通りに事が進んでいる。

　防壁が破られたのも、自分のまわりの味方が一斉に後退したのも、全ては敵部隊を誘い込み、分断するための作戦だったのだ。

　イアンは全身の力が抜けそうになる感覚にとらわれた。真相を知らされなかったことに対して怒りは覚えなかったものの、敵軍に追い立てられたときの絶望感はなんだったのかという思いまでは、さすがに拭ぬぐえなかった。あのとき、自分は死を覚悟した。巨大な怪物の手に捕まり、全身を引き裂かれるのではないかという恐怖に圧倒された。あの思いは、まぎれもない本物だった。

　あるいは、そうした自分の感情すらも、敵の目を欺あざむくための一要素として使われたのだろうか。

『ですが、事前に想定していたのはここまでです。後は純粋な力勝負のみ。時間をかけず、こちらの勢いが盛んなうちに勝負を決める必要があります』

　気を緩ゆるめかけたイアンだったが、ヴィクトのその言葉で、改めて引き締め直した。

　そうだ。まだ勝ちと決まったわけではない。戦いが完全に終わるまで、安心などできるはずはないのだ。

　ヴィクトの口調はどこか緊張をはらんでいた。ファウラーがそんな彼に向かって問いかける。

『何か引っかかっていることでもあるのか？』

『そうですね。実は一点、不確定事項が……』

　ヴィクトが答えを口にしようとした、そのときだった。

　戦場に新たな喚かん声せいが湧わき起こった。

『何事だ!?』

　ファウラーが驚いた口調で叫んだ。イアンも声の聞こえてきたほうに顔を向ける。砦とりでのほうから、新たな味方の一群が、次々と姿を現すのが目に入った。新たな援軍の登場だろうか？　だがそれにしては様子がおかしい。先に現れた部隊と異なり、今度の一群は、機巧鎧アームネインと歩兵が雑然と入り混じっていて、まるで統制が取れていなかった。動きもどこかあわただしく、混乱している様子だった。戦おうとするよりも、むしろここへ逃げてきたかのような印象を受ける。

　新たな一群の登場は、味方の優勢で進んでいた戦いを、もう一度混こん沌とんとした状況へと引き戻した。両軍の秩序が完全に乱され、たちまちそこかしこで、敵味方が複雑に入り混じっての乱戦状態が出現する。

『あれは砦の守備隊ではないのか？　なぜこんなところに！』

『砦のほうで、何か異変が起きたのかもしれません』

　ちょうどそのとき、砦方面から現れた機巧鎧アームネインのうちの一機が、イアンたちの下もとへ走り寄ってきた。

『も、申し上げます！　王女殿下が……殿下が……！』

『姫様がどうした？　早くいわんか！』

『ファウラー閣下、あれをご覧ください！』

　ヴィクトが鋭い声を発し、ファウラーに砦のほうを見るよう促した。

　イアンの目にも、ヴィクトの指摘する光景が映っていた。

　数十機の機巧鎧アームネインからなる敵部隊が、砦のほうからやってくるところだった。

　イアンの目は先頭に立っている一機の機巧鎧アームネインに吸い寄せられた。

　両手に斧おのを携えた、真っ黒な機体。

　それは見るからに不吉な印象をイアンに抱かせた。

　同時に、何か引っかかるものも感じる。

　自分はあの機巧鎧アームネインを、前にもどこかで見たことがなかっただろうか？

『間違いありません、あれは黒い牙きばです』

『黒い牙だと……！　なぜあんなところから……！』

　ファウラーだけでなく、ヴィクトの口調にも、動揺の色が混ざっていた。今起きているのが彼らにとっても想定外の出来事であるということが、その口調から察せられた。

　黒い牙と呼ばれているのが先頭の黒い機巧鎧アームネインであることは間違いないだろう。その機体にじっと視線を注いでいたイアンは、後ろに続いていた別の機巧鎧アームネインが、両手に何かをつかんで運んでいるのに気がついた。

　彼はすぐ、その正体に思い至った。

「そんな……まさか……！」

　気づいた途端、彼は操縦席から体を浮かし、扉に顔を押し付けて叫んでいた。

　黒い牙きばがこの場に伴ってきた存在。

　それは砦とりでの中で身を潜ひそめていたはずの、フランシスカだった。
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　まさか、と思った。

　思わず自分の目を疑った。

　しかし、黒い機巧鎧アームネインのすぐ後ろで囚とらわれの身になっているのは、間違いなくフランシスカだった。

『ひ、姫様！』

　ファウラーの悲痛な叫びがイアンのすぐ傍かたわらで響ひびく。

『なぜだ……！　なぜ姫様があんなところにいる!?』

『……あれが不確定事項です。黒い牙きばが参戦している様子がないので気にはなっていたのですが……まさかこういった形で現れるとは……』

　ヴィクトの言葉には苦渋の気配が満ちていた。

　黒い機巧鎧アームネインを先頭にした敵部隊は、両軍が入り乱れて戦っている中を、イアンたちの下もとへ向かってまっすぐに進んできた。味方の機士の中には、新たな敵勢の登場に反応して攻撃を仕掛けようとする者もいたが、いずれも手にした武器を敵機に打ち込む前に、弾はじかれたようにあわてて距離を取った。

　彼らも気づいたのだろう。自分たちが最も忠ちゆう誠せいを尽くし、守ってきたはずのフランシスカが、敵の手中にあることに。

　黒い機巧鎧アームネインの一団の行く手に自然と道が開けた。彼らはその中を、まるで行進でもしているかのように、悠然と近づいてきた。

『あそこに殿下がいらっしゃるということは……』

　呆ぼう然ぜんと黒い機巧鎧アームネインとフランシスカを見つめていたイアンだったが、すぐ近くで聞こえたその一声で我に返った。ヴィクトやファウラーとも違う、別の人間の声だった。イアンの近くには彼ら以外にも大勢の機士がいて、エリュシオンを警けい護ごしている。そのうちの誰だれかが発したものであることは間違いなかった。

　イアンは操縦席の中から周囲を見渡した。多くの視線が自分に向かって集中しているのを感じる。たちまち確信した。ひとりだけではない。ここにいるほぼ全員が、声には出さずとも同じ疑問を抱いている。

　お前は誰だれだ？

　声なき声が、一斉に自分に向かって突き刺さってくるのを感じた。全身から冷たい汗が噴き出し、体の表面を流れ落ちていく。

　どうすればいいんだ？

　自分で自分に問いかけるものの、考えが乱れ明確な答えを導き出せない。フランシスカを助けなければという焦りと、自分の正体がばれてしまうという恐れが同時にこみ上げ、イアンの胸を圧迫した。

　黒い機巧鎧アームネインはイアンたちから二百リム（約二百メートル）近くの地点まで来たところで背後に従えた一団に指示を出し、その場に待機させた。そこからは自分とフランシスカを連れた一機だけを伴って進んできて、さらに五十リムほど近づいたところでようやく足を止めた。

　先ほどバーナビーと対たい峙じしたときよりも、距離は狭まっている。

　イアンの目は、敵機に抱きすくめられるようになっているフランシスカの表情をはっきりととらえた。遠目に見たときは、彼女が意識を失っているのではないかと思ったが、そうではないことがわかった。

　フランシスカは青ざめた表情をして、視線をまっすぐイアンに向けていた。ひたむきな眼まな差ざしがイアンの胸を貫く。助けを求めているような、あるいは謝っているような、恐らくはいくつもの感情を同時に内包しているであろう眼差し。

　イアンの脳裏に、五日前に王都近くの森で初めて会ったときと、その後砦とりでの一室で一時を過ごした際のフランシスカの姿が、立て続けに浮かび上がった。

　自分の腕の中で、手を胸元に向かって伸ばしてきた彼女。自分のことを兄様と呼び、微笑ほほえみかけてきた顔──

　助けなければという思いと、どうすればいいのかという閉へい塞そく感が、同時にますます募る。激しい感情が心の内でぶつかり合い、圧迫感がいや増して息苦しささえ覚えた。

　黒い機巧鎧アームネインが両手に構えていた戦せん斧ぷを背中にしまった。手ぶらの状態になったが味方の中に斬きりかかろうとする者は誰もいない。皆が遠巻きに様子を見守るばかりだった。今この瞬しゆん間かん、黒い機巧鎧アームネインは確実にこの場を支配する存在だった。彼を中心として、その周辺に、戦いの手を止めた機士たちの輪が次第に形成されようとしていた。

『五日前、王都リュクシス郊外の森で、我が軍の偵察部隊と交戦したのは貴公か』

　皆の注目する中、黒い機巧鎧アームネインの機士が言葉を発した。低く、落ち着いた声だった。口調に疑問の響ひびきはなく、あくまでも断定だった。

　その言葉が聞こえた瞬間、イアンは太い金属の棒を体に打ち込まれたような、冷たく重い衝撃を感じた。

　あの黒い機巧鎧アームネインは自分に向かって話しかけている──

　敵味方問わず、これだけ数多くの人間がひしめいている中、他ほかでもない自分に向かって。

　見られている、とわかった。黒い機巧鎧アームネインが、自分に向けて強烈な視線を注いでいる。不意に全身が、痺しびれたような感覚に包まれた。今感じている圧迫感は、もしかしたらこの視線のせいなのかもしれない。そんな考えが頭の片隅をよぎる。

『エリュシオンは王族にしか動かせないと聞いたが……それだけの身分ということか』

　黒い機巧鎧アームネインの機士が言葉を続けた。最初の発言に対して、イアンたちが沈ちん黙もくしているのを、肯定と受け取ったようだった。

『姫様を放せ！』

　ファウラーが一歩前に足を踏み出し、怒鳴った。

『エリュシオンが一機打ちに応じるのであれば、神み子こ姫ひめは返す』

　黒い機巧鎧アームネインが平然とした口調で答えた。

　何だって？

　イアンはその場で飛び上がりそうになった。

　一機打ち……自分と？

　心臓の鼓動が、早はや鐘がねを打つかのようにたちまち激しくなる。なぜだと思った。エリュシオンに乗っているのがフランシスカでないことはもう判明している。それなのに、なぜ──

『一機打ちだと。しかし、エリュシオンは』

　ファウラーがイアンと同じことを思ったらしく、疑問を口にした。

『私の目的はエリュシオンの破壊だ。中に乗っているのが誰だれだろうと関係ない』

『何……！』

　ファウラーの口調にたちまち憤ふん怒ぬの色が混じった。黒い機巧鎧アームネインの言葉を、とてつもなく侮ぶ辱じよく的な発言と受け取ったのかもしれない。

　しかしイアンは、向こうがこちらを挑発するためにそんなことをいったようには思えなかった。感じたのは、黒い機巧鎧アームネインが本気だという、ただその一点だった。

　あの黒い機巧鎧アームネインは本気で自分と戦おうとしている。

　自分が乗った、エリュシオンと。

　周辺にいる機士や兵士たちの間に、動揺が広がるのが見て取れた。味方だけではない。黒い機巧鎧アームネインの背後で待機している敵の一団にしてもそれは同じだった。

『一機打ち……？』

『黒い牙きばとエリュシオンが……』

　そこかしこから疑問と戸惑いの声が次々にあがり、それらが次第にざわめきへと転じていく。

『ヴィクト、黒い牙のいっていることは本当か。それともこれは罠わななのか？』

『なんともいえません。もう少し様子を見てみないことには』

　イアンは怖おじ気けづいてその場にへたり込んでしまいそうになるのを、懸けん命めいにこらえていた。一機打ちなどできるはずがない。今まで無事だったのは単に運が良かっただけだ。あの黒い機巧鎧アームネインとまともに戦って勝てるとは思えない。

　しかし──

　ここで自分が黒い機巧鎧アームネインの提案に応じなかったら、彼女はどうなる？

　敵に捕とらわれ、どうすることもできなくなっている彼女は？

　フランシスカは目を大きく見開き、愕がく然ぜんとした表情で黒い機巧鎧アームネインを見ていた。やがてその顔が、おもむろにイアンのほうに向けられる。目が合った。そうイアンが思った瞬しゆん間かん、彼女の口から叫び声がほとばしった。

「兄様、逃げて！」

　フランシスカの一言は、この場に居合わせた全すべての者たちの間に、たちまち新たな動揺を引き起こした。

『兄様？』

『兄様だと……？』

　イアンの周辺から発せられるざわめきがますますその量を増し、潮しお騒さいのようにあたりを満たしていく。

　フランシスカは訴えかけるような眼まな差ざしをイアンに向けていた。

「どうして……」

　イアンの口から疑問の呟つぶやきが漏もれた。

　兄様、逃げて。どうしてそんなことを口にしたのか。彼女の立場、今置かれている状況を考えれば、絶対に口にできない言葉のはずだった。

　それでも彼女はいった。

　敵の機巧鎧アームネインに命を握られているも同然の状態にありながら。兄だと信じている自分の身を案じて。

　このままにはしておけない。

　そう思った瞬間、イアンはエリュシオンの足を一歩前に踏み出していた。

『本当に……』

　周囲の視線が一斉に集中する。予想していなかった反応に、イアンは意表を衝つかれた気になった。

　なぜだ？　自分は独り言を口にしただけなのに、まるでそれが外に聞こえてしまったかのような──

　そこまで考えたところで、理由に思い至る。あわてて右手の操そう演えん桿かんに目を向けた。思った通り、そこにあった伝声器の切り替え装置を、自分の手が知らないうちに押してしまっていた。

　しまった、と思ったがもう遅い。敵味方の区別なく、この場にいる者たち全員が自分に注目していることが、気配としてはっきりと伝わってきた。

　いうしかない。ここまで来たら後には引けない。

『……本当に、返してくれるんですか』

　イアンは腹に力をこめ、一言ずつ振り絞るようにしながら、黒い機巧鎧アームネインに向かって質問を発した。

『約束する』

　黒い機巧鎧アームネインの返事は即答だった。口調には一切よどみがない。その傍かたわらでフランシスカが、心配そうな表情でこちらを見つめている。

　勝てるとは思えない、という判断に変わりはない。

　それでも、やるしかないと思った。

　彼女を救う手が他ほかにないのであれば──

　フランシスカの視線を一身に感じながら、彼は続く言葉を口にした。

『……わかりました』

　おお、とあたり一帯にどよめきが生じる。

『馬ば鹿かな。何を勝手に……』

『閣下、お待ちください』

　ファウラーが咎とがめる口調になったのを、ヴィクトが小声で制した。

『ここはひとまず、申し出を受ける形にしましょう。向こうの出方を窺うかがいつつ、善後策を講じるのがいいかと』

『しかし』

　黒い機巧鎧アームネインが、フランシスカを捕とらえている傍らのもう一機のほうに顔を向けた。

『神み子こ姫ひめを解放しろ』

『え？　……ほ、本当によろしいのですか？』

『構わぬ』

　傍らのもう一機は、そんなことをしていいのかとためらうような素振りを見せていたが、やがて渋々といった様子でその場に膝ひざを落とし、フランシスカを地面に降ろした。

『行くがいい』

　黒い機巧鎧アームネインがフランシスカを促した。フランシスカは黒い機巧鎧アームネインとイアンのほうを交互に見た後、こちらへ向かって走り出した。その足取りは頼りなく、体をふらつかせながら懸けん命めいに逃げてくる。

『どうやら黒い牙きばは、本気のようですね』

『姫様あっ！』

　ファウラーの絶叫が炸さく裂れつした。矢も盾たてもたまらず、といった具合で、彼の乗った機巧鎧アームネインが本陣を飛び出していく。

　イアンのいる位置から百リムほど離れた地点で、ファウラーがフランシスカを救出した。ファウラーは操縦席の中から転げ出るように飛び出すと、フランシスカの前に跪ひざまずいた。途端、フランシスカの体が力を失い、頽くずおれそうになる。彼はあわてて身を起こし、両手を伸ばして彼女の体を支えた。

　ファウラーはフランシスカを抱きかかえるようにして、機巧鎧アームネインの操縦席に戻った。扉を開けたまま機体を立ち上がらせ、即座にきびすを返して、イアンたちのいる本陣目指して再び走り出す。

　黒い機巧鎧アームネインはその場を一歩も動かず、ただ立っていた。

　ファウラーはフランシスカを伴い、すぐに戻ってきた。

　よし、これで彼女は大丈夫だ。

　イアンはエリュシオンの操縦席の中で、安あん堵どの息をついた。黒い機巧鎧アームネインが約束を守ったことは誰だれの目にも明らかだった。だがそれは同時に、もはや選択の余地がなくなったことをも意味していた。

　次は……自分の番だ。

　イアンがそう己に言い聞かせ、足を踏み出したのと、フランシスカを乗せたファウラーの機巧鎧アームネインがすれ違ったのは同時だった。

　イアンはファウラーの機体の操縦席を一いち瞥べつした。フランシスカが目を大きく見開き、青い顔をして自分のことを見つめているのが目に入る。口が何かをいおうとするかのように開きかけていたが、イアンが実際に彼女の声を聞くことはなかった。姿が見えたのもごくわずかな時間に過ぎず、すぐに彼女は彼の視界から消えた。

　イアンは視線を前に戻した。

　黒い機巧鎧アームネインが真正面の位置に立って、イアンを待ち受けている。

　イアンは一歩一歩、黒い機巧鎧アームネインに向かって進んでいった。バーナビーの下もとへ近づいていったときと状況的には同じだったが、イアンの心情的には、先ほどと今とでは大きな違いがあった。

　バーナビーのときは、ヴィクトの指示を守ることだけを意識していればよかった。だが今度はそうはいかない。自分で全すべてを考え、動かなければならなかった。

　イアンは五十リムほど進んだところでいったん立ち止まった。どこまで近づいていいのかわからないためだった。

　イアンが足を止めたのを受けて、今度は黒い機巧鎧アームネインが動き始めた。同じようにゆっくりとした足取りで、さらに距離を詰めてくる。フランシスカを捕とらえていた一機はもうついてこようとはせず、後ろに下がってオルガンド軍の一団に合流した。

　エリュシオンとの距離が七、八十リムほどになったところで、黒い機巧鎧アームネインは立ち止まり、背中に両手を伸ばした。その両手が再び前に戻されたとき、そこには二本の戦せん斧ぷが、左右の手に一本ずつ握られていた。

　銀色の刃が、日の光を反射して鮮烈な輝かがやきを放つ。

　それを見て、イアンは唐突に思い至った。

　そうか、この黒い機巧鎧アームネインは。

　五日前、王都近くの森へやってきたあの夜。主人だったアルバートの機巧鎧アームネインを瞬またたく間まに倒してしまった敵機。あれこそが──

　あれこそが、今自分の目の前にいる、黒い機巧鎧アームネインだったのではないか。

　さらにイアンは、黒い機巧鎧アームネインの持っている戦せん斧ぷを見て、自分がとんでもない過あやまちを犯したことに気がついた。

　何も武器を持っていない。

　イアンの全身からたちまち血の気が引いた。たとえ持っていたところで自分がうまく扱えるとは到底思えないが、丸腰で戦えるわけがないというのもまた確かなことだった。

　どうすればいい？　いったん戻って取ったほうがいいのか？　それが許されるのか？

『これをお使いください』

　頭の中が混乱して真っ白になりそうになった瞬しゆん間かん、すぐ背後から声が聞こえた。イアンがあわてて振り返ると、いつの間にかヴィクトの乗った機巧鎧アームネインが近くまで寄っていて、自分の持っていた剣をイアンに向かって差し出していた。

　イアンはその剣を受け取った。

『エリュシオンの性能を信じてください。決して足を止めず、常に動き回ることです。そうすればどこかで、光明を見出せるでしょう』

『……わかりました』

　ヴィクトは最後にご武運を、といって、本陣へと戻っていった。

　エリュシオンを信じる。もはや自分にはそれしかない。

　イアンは再び黒い機巧鎧アームネインのほうに向き直り、ヴィクトから受け取った剣を鞘さやから抜き払った。

　そこから、さらに少し距離を詰めていく。直前に黒い機巧鎧アームネインが動いたのと同じくらいの距離を進み、また足を止めた。今や両者の距離は、五十リム程度にまで迫っていた。

　黒い機巧鎧アームネインの機士が名乗りをあげる。

『私はオルガンド軍百機長、マンフレート・クロイツ。貴公の名をお聞かせ願いたい』

『僕は……』

　エリュシオンの操縦者であるイアンが答えられる名はひとつしかなかった。

『……僕はアルトゥール。フランシスカの兄です』

　自分の背後の味方や、マンフレートの向こう側に控える敵部隊の間から、再びどよめきが生じる。

　マンフレートは無言のまま、両手に持った戦斧を顔の位置まで持ち上げ、身構えた。

　イアンも剣を両手で握り直す。

　ふたりの間に急速に気が満ちていく。イアンは全すべての意識を、目の前のマンフレートに向けて集中させた。他ほかに少しでも気を振り向けたら、そのときが自分の終わりのように思えてならなかった。

　高まりきった気が、不意に爆はぜた。

　先に動いたのはマンフレートだった。

　来る、と思った次の瞬しゆん間かん、黒い機巧鎧アームネインは五十の距離を一気に詰めてきた。飛んだのかと思うほどの瞬発力だった。漆しつ黒こくの塊が旋せん風ぷうとなって吹きつけてくる。

「くっ……！」

　イアンの口から声が漏もれた。視界の片隅で何かがきらめくのが見え、咄とつ嗟さにそちらへ向けて水平に構えた剣を掲かかげる。金属同士が嚙かみ合う甲高い音と共に、機体が激しい衝撃に包まれた。イアンの構えた剣が、マンフレートの打ち下ろしてきた戦せん斧ぷの刃を、根元に近い部分で受け止めていた。エリュシオンの両腕から、軋きしんだ音が生じる。黒い機巧鎧アームネインの出力がとてつもないものであることの証あかしだった。

　マンフレートはすぐに戦斧を引いて、大きく一歩後ずさると、その場で腰を沈めた。

　あの体勢は……！

　イアンの中に閃ひらめくものがあった。主人のアルバートはこの後の攻撃で体勢を崩され、一気に攻撃をたたみかけられた。同じ目に遭あうわけにはいかない。

　イアンは即座にエリュシオンの姿勢を低くして、次の攻撃に備えた。イアンのこの動きと、マンフレートが右肩を前に出し、体当たりをかけてくるのとは同時だった。鈍く、重い打撃音と共に、新たな衝撃がエリュシオンの全身を見舞う。イアンは剣の柄つかを右手で握り、剣身に左手を添えて盾たて代わりに前に突き出していたが、これだけでマンフレートの突進を受け止めるのは不可能だった。黒い機巧鎧アームネインの肩当てが、それを押さえようとした剣ごとエリュシオンの操縦席を覆う装甲にぶち当たる。鈍器で殴りつけられたかのような激しい音が操縦席の中を圧した。イアンの視界が、一瞬、エリュシオンの手にした剣によって塞ふさがれる。装甲に歪ゆがみが生じ、金属の潰つぶれるような不ふ穏おんな音が耳を打った。

　このまま操縦席ごと潰されてしまうのではないか？　そんな思いがふと心の中に兆きざし、途端に恐怖にとらわれそうになる。

　イアンはエリュシオンの腕の動きを想像することに意識を集中させた。曲がった状態になっているはずの両肘ひじを、思い切り伸ばす。そして、その反発を利用して──跳ぶ！

　ほんの一瞬ではあったが、イアンは自分の体がふわりと浮き上がったような感覚を覚えた。エリュシオンはイアンの想像した通りに動き、黒い機巧鎧アームネインの位置から大きく後ずさっていた。

　マンフレートといったん距離を取ったところで、イアンは早くも上がってしまった息を整えようとした。しかしマンフレートはその暇をイアンに与えようとしない。地面を蹴けり、離れた間合いを今度こそひと跳びで詰めてきた。右手に握った戦斧が思い切り振りかぶられ、イアンの頭上から唸うなりをあげて襲いかかってくる。

　半月形をした銀色の刃が、猛烈な速度で風を切り裂きながら目前に迫った。

　イアンはさらに後ろへと跳び退しさって、この攻撃をかわした。だが完全によけきることはできなかった。すれすれのところで先端を回避し、うまくいったと思った次の瞬しゆん間かん、黒い機巧鎧アームネインの腕がさらにひと伸びしてきた。分厚い刃がエリュシオンの操縦席をかすめ、耳をつんざく悲鳴のような金属音と、操縦席を揺さぶる振動を生じさせた。イアンのまさに目と鼻の先で、操縦席の装甲に、刃の爪つめあとがまっすぐな線となって刻みつけられる。

　イアンは全身をすくみ上がらせた。

　この黒い機巧鎧アームネインは、今までの相手とはまるで違う。

　あと少し回避が遅れていたら、今いま頃ごろ自分は──

　またしても悪い想像が脳裏に湧わき起こる。イアンは激しくかぶりを振り、あわててそれを振り払った。

　姉もいっていたではないか。今想像すべきは、自分がどうしたいかだ。この状況をどうやって打開するかを、明確な形で思い浮かべること。それ以外は必要ない。

　マンフレートの攻撃はなおも途切れることを知らなかった。直前の一撃をイアンにすんでのところでかわされた後、いったん地面にかがみ込む体勢になったところから、今度は思い切り機体を跳ね上がらせて、下段から戦せん斧ぷを斬きり上げてきた。

　イアンは剣でこれを受ける。剣身と戦斧の刃が激しくぶつかり、互いに弾はじき合って再び甲高い音を生じさせた。

　機体の両腕に発した振動が、操縦席の中まで伝わってきた。イアンは自分自身の腕が痺しびれたような感覚に陥おちいった。

　マンフレートが猛もう然ぜんと、イアンに向かって連続攻撃を仕掛けてきた。左右の戦斧を目にも留とまらぬ速度で、矢継ぎ早にエリュシオン目がけて打ち込んでくる。斜め上からの斬り下ろしに真横からのなぎ払い、かがみ込んでの下からの斬り上げ──

　息もつかせぬほどの激しい連撃だった。イアンは後退しながら、これらのマンフレートの攻撃をあるいは受け止め、あるいは回避して、必死にしのいだ。イアン自身はまったく気づいていなかったが、後ずさるエリュシオンの軌跡は、それを追いかけるマンフレートの黒い機巧鎧アームネインともども、大きな円を描くようになっていた。それに伴い、周囲を取り巻く両軍の機士たちの輪もさらに大きく広がっていく。

　エリュシオンの至近距離を戦斧の刃がかすめるたび、耳鳴りのような高い風音と、何かの巨大な塊のような禍まが々まがしい風圧が生じ、それらが次々と、イアンの目の前にある操縦席の装甲に叩たたきつけてきた。

　戦いが始まってまださほどの時間が過ぎていないにもかかわらず、エリュシオンの全身は早くも傷だらけとなっていた。イアンは回避と防御に専念する形になっていたが、完全にマンフレートの攻撃を封じることはできなかった。腕が、肩が、操縦席の装甲が、黒い機巧鎧アームネインの繰り出す二本の戦せん斧ぷの刃に何度となく引っかけられ、そのたびに激しい衝撃と新たな痕こん跡せきをエリュシオンにもたらす。マンフレートの恐ろしいところは、こちらが攻撃をよけたと思った瞬しゆん間かん、さらなる駄だ目め押おしを加えてくるところだった。容易に間合いがつかめない。そうと気づいてから、イアンはとにかく距離を取ろうと努めていたものの、マンフレートはそんなイアンに食らいついたまま、決して離れようとしなかった。彼にとっては今の間隔が、もっとも有利に戦える位置取りなのかもしれない。

　不意に、イアンは足あし下もとが滑るのを感じた。ぬかるみに足を踏み入れてしまった、そう気づいたときには既すでに遅く、エリュシオンは上体の均きん衡こうを崩して機体をよろけさせていた。

　この隙すきをマンフレートが見逃すはずがない。黒い機巧鎧アームネインがその場で体勢を低くして、再びエリュシオンに向かい、右肩を前に出して突進してきた。

　イアンは踏ん張りの利くほうの足で、思い切り地面を蹴けって後方へ飛び退のいた。瞬またたきひとつ分にも満たないぎりぎりのところで黒い機巧鎧アームネインとの接触をかろうじてかわす。機体がほとんど倒れているも同然なほど傾いているのを、空中にいるわずかな間に思い切り頭部を前に起こし、修正した。次の瞬間、エリュシオンの両足が地面を踏みしめる確かな感触が伝わってきた。

　イアンは再びその場で、どの方向へも即座に動けるよう身構え直した。

　危なかった。

　イアンは息を荒げながら、声に出さずに呟つぶやいた。

　もしあのまま転倒していたら、もうそれ以上マンフレートの攻撃を受け止めることはできなかっただろう。あの二本の戦斧で、確実に機体を粉ふん砕さいされていたに違いない。あのときのアルバートのように。

　マンフレートが再び武器を構え直した。あれだけ激しい攻撃を続けたにもかかわらず、疲れた様子はまったく見受けられない。

　一方イアンのほうはといえば、困こん憊ぱいのあまり気が遠くなりそうになっていた。これが本物の機士であるマンフレートと、そうではない自分の差なのだろうか。

　ヴィクトのいっていた光明は、未いまだに見出せていなかった。それがいつ、どのようなきっかけで訪れるのか、イアンにはまったく見当がつかず絶望しそうになる。

　いつまでこの状態が続くのだろうかと、心の片隅でふと考えた。




『何だ、あの動きは』

　ヒュームはエリュシオンと黒い牙きばの戦闘を見つめながら、感嘆の呟きを漏もらしていた。

『まったくです。どちらも……凄すごすぎる』

　傍かたわらのオルグレンが相あい槌づちを打つ。ふたりとも、今は自分たちの戦いの手を止めていた。ガズレイとの決着はつけられずじまいだった。ウェンズロー砦とりで方面から流れ込んできた味方が一帯を混乱に陥おとしいれた際、なし崩し的に両者の距離が離れ、そのままになってしまったからだった。

　ヒュームたちの周囲では、味方の機士や兵士がふたりと同じように、エリュシオンと黒い牙きばの動きに視線を注いでいる。それはオルガンド軍の側にしても同じことだった。

　エリュシオンと黒い牙以外の戦闘が完全にやんだわけではない。今も少し離れたところでは、ふたつに分断された敵の本隊と、壁になっている味方の部隊の間で激しい衝突が続いている。機巧鎧アームネイン同士の戦う音や、人の発する様々な叫び声からなる喧けん騒そうは、今も相変わらず戦場一帯に鳴り響ひびいていた。

　それでもヒュームは、今自分がいるこの場が、奇妙な静寂に包まれているような、そんな気がしてならなかった。視界に入る中では、誰だれもが動きを止め、固かた唾ずを吞のんでエリュシオンと黒い牙の一挙一動に注目している。そんな感じだった。

　エリュシオンと黒い牙の攻防は、通常の機巧鎧アームネイン同士の戦いの範はん疇ちゆうを超えていた。ヒュームは噂うわさに聞いていた黒い牙の、凄すさまじい戦闘能力に舌を巻いた。切れ目なく攻撃をつなげていく反応の速さ、一撃一撃の重み、いずれをとっても尋常ではない。あの黒い機巧鎧アームネインは特別製のようだが、あれほどの性能を持った機体はこちら側にもそうないだろう。もちろん、それを難なく扱いこなす、黒い牙自身の機士としての技量も桁けた外はずれだった。

　味方の機士たちを幾度となく絶望と恐怖の淵ふちに叩たたき込んだ黒い牙。その実力は紛まぎれもなく本物だった。

　だが、それでも。

　それでも黒い牙の動きは、いくら凄まじいとはいえあくまで機巧鎧アームネインとしての常識の範囲に収まってはいた。ひとつひとつの挙動が突飛なわけではない。むしろそこには、調練と実戦のたゆまぬ蓄積によって培つちかわれた、正当な機士としてのまっとうな型、呼吸といったものが感じられた。

　しかしエリュシオンは違う。こちらは明らかに規格外だった。それは黒い牙の攻撃を回避する際の動きに顕けん著ちよに現れていた。その場でかがみ込んだり、飛び跳ねたり、ほとんどのけぞるようにして攻撃をかわすことも一度ならずあった。まるで人間の動きを見ているかのように、その挙動はあまりにも滑なめらかだった。

　ヒュームがエリュシオンのそうした動きを目の当たりにするのは初めてだった。前の所有者であるキンゲイド四世は、そこまで変則的な操縦をすることはなかったからだ。

『あれは本当に……同じ機巧鎧アームネインなのか？』

　ヒュームは思わず、疑問を口にしていた。今度はオルグレンの答えはない。ヒュームもそれ以上は何もいわず、エリュシオンと黒い牙の戦いに意識を集中していった。




　フランシスカの視線はエリュシオンに釘くぎ付づけになっていた。

　彼女の目には、アルトゥールが一方的に押されているように映った。

　黒い牙きばの攻撃が繰り出されるたび、息が止まりそうになる。

　お願い、当たらないで、と、心の中で何度となく叫んだ。

　エリュシオンが足を滑らせ、機体を傾かせるのを見たときは、頭が真っ白になって気が遠くなりそうになった。

　今の彼女は、ファウラーの機巧鎧アームネインの操縦席の中にあって、ファウラーにしがみつくような体勢になっている。彼の軍服をつかむ両手に力がこもり、指先は白く変色していた。

「……大したものだ」

　ファウラーが感心したように呟つぶやくのが聞こえた。フランシスカは彼のほうを振り向き、その顔をにらみつけた。

「どういうこと？」

　ファウラーはかぶりを振った。

「いえ、姫様。私がいったのは、エリュシオンの動きに対してです」

「エリュシオンの……？」

　フランシスカは眉まゆをひそめた。

「わかりませんか？　黒い牙からあれほど激しい攻撃を受けて、まだ動いていられる。それだけでも大したものです。並の機士だったらとうに倒されています」

　いわれてみれば確かにその通りだった。アルトゥールの乗ったエリュシオンは、劣勢に追い込まれているようでいて、実は未いまだに致命傷となるほどの損傷は受けていない。それがいかに凄すごいことかは、先ほどアシュフォードと黒い牙が戦ったときのことを思い返しても明らかだった。

「なら、兄様は……」

　黒い牙を実力で上回っている。そう考えてもいいということだろうか？

　それなら、きっとそのうち──

　フランシスカの中にほのかな希望が兆きざす。だがそれは、続くファウラーの一言であえなく打ち砕くだかれた。

「しかし、このままではもちません。今の状態が続けば、いずれエリュシオンは敗れるでしょう」

「じい！　なぜ……」

　なぜそんなことをいうのか、と続けようとしたフランシスカだったが、ファウラーの表情を見た途端、喉のど元もとまで迫せり上がっていた言葉が止まった。

　ファウラーは厳しい眼まな差ざしを、エリュシオンと黒い牙の戦っている方向に向けていた。

　フランシスカがこれまで見たことがないほどの、鋭い目つきだった。




　あれだけ、いつ果てるとも知れぬ勢いだったマンフレートの攻撃が、ぴたりと止まっていた。とはいえ、それがあくまで一時的なものに過ぎないことはわかりきっている。イアンは剣を構えたまま、次に相手がどのような動きを見せるかを注視していた。この間に少しでも息を整えようと、操縦席の中で深呼吸を繰り返す。

　今度は何を仕掛けてくる気だろうか。戦せん斧ぷで斬きられる？　それとも体当たりで吹き飛ばされる？　あるいは──

『なるほど。事前に聞いていた通り、動きがいい。しかし』

　不意にマンフレートが口を開いた。

『いつまでそうやって逃げている気だ？』

　マンフレートのいう通りだった。この状態を続けていてもどうにもならない。それはイアンにもわかっていた。この戦いは、一定の時間が経たてば引き分けで終わるような類たぐいのものではないからだ。どちらかが勝つまで続く。自分が勝とうと思うなら、どこかで反撃に出るしかなかった。そうしなければ、いずれ自分の体力が尽き、黒い機巧鎧アームネインの戦斧の餌え食じきになってしまう。それは火を見るよりも明らかだった。

　ヴィクトがいっていた光明も、こちらから動かないことには、見出せないのかもしれない。ここまでは余裕がまったくなかったが、いったんマンフレートの攻撃がやんだ今こそ、ようやくその機会が到来したといえるのではないか？

　自分から仕掛けるしかない。

　イアンは即座に決断した。左右の操そう演えん桿かんを力をこめてつかむ。エリュシオンの手にした剣を、自分自身の手で握り締めているかのような気になって、後に続く動きを想像する。

　上段に剣を振りかぶり、正面から思い切って黒い機巧鎧アームネインに向かって踏み込む。そこから、振り上げた剣を相手の頭部目がけて振り下ろす。

『行け！』

　イアンの口から気合が発せられるのと同時に、エリュシオンが地面を蹴けり、マンフレートの黒い機巧鎧アームネイン目がけて飛び込んでいった。




「兄様、だめ！」

　エリュシオンが黒い牙きばに向かって斬りかかるのを見た瞬しゆん間かん、フランシスカは絶叫していた。

　だめだ。その攻撃は通じない。このままではアシュフォードの二の舞に──




　黒い機巧鎧アームネインの頭部をとらえたと思ったのは錯さつ覚かくに過ぎなかった。次の瞬間、イアンの剣はマンフレートが下から交差させるようにして振り上げた左右の戦斧に打ち払われ、高い音を発しながら手から離れて飛んでいった。

　しまった、とイアンが思ったときには、マンフレートは早くも攻撃態勢に移っていた。頭上に高々と掲かかげた二本の戦斧を、返す刀でエリュシオン目がけて振り下ろしてくる。

　イアンは反射的にエリュシオンの腰を落とし、ほとんど地面に膝ひざをつきそうなほどの姿勢を取った。自分の真上、寸前まで操縦席のあった位置を、立て続けに刃の突風が吹き抜けていく。空気の切り裂かれる鋭い音がイアンの耳じ朶だに触れた。

　イアンの目の前に、黒い機巧鎧アームネインの左足があった。エリュシオンを攻撃するため、半歩前に出る体勢になっている。

　あれだ。

　あの足をつかんで持ち上げてしまえば──

　これこそが、ヴィクトのいっていた光明かもしれない。イアンは手ぶらになった両手を伸ばし、肩ごとぶつかるようにして、黒い機巧鎧アームネインの左足に組み付いていった。

　よし、このまま！

　バーナビーの機巧鎧アームネインを投げ飛ばしたときの感触を思い出し、つかんだ足を上へ持ち上げようとする。

　しかし、動かない。黒い機巧鎧アームネインの左足は、まるで根が生えたかのように、地面から離れようとしなかった。

　なぜ動かない？

　イアンの頭上から、マンフレートの静かな声が降ってきた。

『やはり足を取りに来たか』

　やはり？　まさかこれは、罠わな──

　イアンがそう思い至るのと同時に、エリュシオンの機体の左半身を凄すさまじい衝撃が襲った。耳を聾ろうさんばかりの轟ごう音おんと共に、装甲が内に向かってひしゃげ、中にいるイアン自身の体をも激しく圧迫する。

『ぐっ……！』

　イアンの息が詰まる。衝撃をこらえ切れず、エリュシオンが背中を下にして地面に仰あお向むけに倒れた。イアンの体が操縦席の中で跳ね、あちこちにぶつかってさらなる痛撃をもたらす。

　空あいたほうの足で横から思い切り蹴けられたのだとイアンが気づいたときには、持ち上がった黒い機巧鎧アームネインの右足が、エリュシオンの腰の部分目がけてまっすぐに伸ばされようとしていた。

　イアンは機体をひねってこれをよけようとする。だがマンフレートの動きのほうが速かった。黒い機巧鎧アームネインの右足が、エリュシオンの胴体を踏みつけ、地面に釘くぎ付づけにする。全身が揺さぶられる振動と、装甲に亀き裂れつの生じるけたたましい音が、イアンに襲いかかった。

　まずい。このままでは──

　右足でエリュシオンの動きを封じたまま、マンフレートが右手の戦せん斧ぷを高々と振りかぶった。銀色の刃が陽光を照り返し、きらめくのがイアンの目に入る。

『終わりだ』

　マンフレートはそう口にするなり、手にした戦斧を操縦席目がけて振り下ろしてきた。イアンは咄とつ嗟さに右手を握り締め、戦せん斧ぷに向かってまっすぐに打ち上げていく。エリュシオンの拳こぶしと黒い機巧鎧アームネインの戦斧が、真っ向からぶつかり合い、火花を散らした。だがイアンの必死の抵抗も、戦斧の勢いを止めることはできなかった。銀色の刃がエリュシオンの拳に食い込み、鈍い断裂音を生じさせながら指を、掌てのひらを、切り裂いていく。

　あきらめるな……！

　あきらめるな！

　最後まで、あきらめるな！

　イアンの口から雄お叫たけびがあがった。

　今度は左手を、開いた状態で掌しよう底ていを打ち当てるように伸ばしていく。なんとしても相手の攻撃を受け止める！

『させるか！』

　体の奥底で、不意に何かが灯ともったような感覚が生じた。それがたちまちのうちに全身を引き裂かんばかりに膨ぼう張ちようし、伸ばした左手の先端から、荒れ狂う奔ほん流りゆうとなって噴出した。
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　左手の掌から、膨大な熱が発せられるのを感じる。

　次の瞬しゆん間かん、とてつもない爆音と共に、イアンの視界は閃せん光こうに塗り潰つぶされ、真っ白に染まった──




　突然目の前で発した光と音の洪水に、フランシスカは抗あらがうこともできずたちまち吞のみ込まれていた。

　何も見えず、何も聞こえなくなる。ファウラーの背中にかばわれる感覚だけがかろうじて伝わってきた。

　再び視界が回復したとき、彼女の目に飛び込んできたのは、直前まで見ていたのとまったく異なる光景だった。

「え……？」

　口から驚きの声が漏もれる。フランシスカにとっては予想だにしていなかった状態がそこにあった。

　エリュシオンと黒い牙きば、双方が地面に倒れていた。

　エリュシオンのほうは、直前に見た状態のままだった。地面に腰を落とし、上体を起こした体勢で、両手を頭上に差し伸べている。

　大きく違っていたのは黒い牙のほうだった。エリュシオンを上から踏みつけ、戦せん斧ぷを振り下ろそうとしていた漆しつ黒こくの機体は、今やエリュシオンから二十リムほど離れた地面の上に長々と横たわっていた。

「な、何が……？」

　一体何が起きたというのだろう。あの爆発が起こった一いつ瞬しゆんの間に、一体何が？

「どうなっているのだ……？」

　ファウラーの途方に暮れたような呟つぶやきが聞こえてくる。どうやら彼にも、状況がつかめていないらしい。

　フランシスカはエリュシオンの状況を見極めるべく、機巧鎧アームネインの操縦席から身を前に乗り出し、目を凝こらした。彼女にとっての何よりの関心事は、アルトゥールの安否だった。

「兄様は……？」

　そのとき、傍かたわらにいたヴィクトの声が、機巧鎧アームネインの伝声器越しに聞こえてきた。

『あれは……フェノメナ……』

　フランシスカはヴィクトのほうを振り向いた。彼が発した言葉そのものが引っかかったためなのか、それとも彼の、どこか興奮を隠し切れないでいるような物言いが気になったせいなのか、自分でもよくわからなかった。

　あるいは、その両方だったのかもしれない。

「フェノ……メナ……？」

　彼女は聞いたばかりのその言葉を、嚙かみ締めるように声に出して繰り返していた。




　白一色だった世界が、徐々に元の輪郭を取り戻していく。

　操縦席の装甲を透かしてイアンが最初に見たのは、エリュシオンの両手だった。右手は黒い機巧鎧アームネインの戦せん斧ぷによって手首のところまで切り裂かれ、無残な有様となっている。左手が、そんな右手を押さえるように掌てのひらを開いて添えられていた。

　その向こう側には、青い空があるばかりだった。エリュシオンにとどめを刺そうとしていた黒い機巧鎧アームネインの姿はない。

　どこへ行ったんだ？

　イアンは操縦席の中からあわてて周囲を見渡し、すぐに見つけた。

　少し離れたところで、足をこちらに向けて倒れている黒い機体を。

　イアンの心の中がたちまち驚きと疑問で満たされる。

「な、なぜ……？」

　声に出して呟つぶやきながら、彼は機体の両手を地面につき、立ち上がらせた。途端、両足の膝ひざから下の感覚が失われ、機体をよろけさせてしまう。あわてて両足に力をこめ直し、転倒しそうになるのをかろうじてこらえた。

　全身がとてつもない疲労感に覆われていた。鉛のような、というのはこういう状態をいうのだろうか。自分の体を動かすばかりか、エリュシオンの挙動を想像することさえも、ままならないと感じられるほどだった。頭の中にぼんやりと靄もやがかかったようになっており、判断力や思考力が極度に低下しているのがわかる。

　いけない、このままでは。

　イアンは大きく息を吸い込み、靄を無理やり振り払った。頭の中でもう一度、自分とマンフレートの身に起こったことを思い返そうと試みる。

　自分がエリュシオンで何かをした。そしてあのおびただしい光が生じた。そこまではかろうじてわかる。しかしその何かの正体がまるで見当がつかなかった。

　イアンはエリュシオンの左手を操縦席の前まで近づけ、掌を内側に向けた。操そう演えん桿かんから自分の左手を離して目の高さに掲かかげ、エリュシオンのそれと見比べる。

　どちらにも変わったところは見受けられなかった。閃せん光こうが生じた瞬しゆん間かん、掌に感じられた火傷やけどしそうなほどの熱も、すっかり引いてしまっている。そもそも本当に熱が生じたのかどうかも今となっては定かでなかった。残っているのはかすかに自分の掌が震える感覚だけだった。

「あれは……何だったんだ……？」

　イアンはエリュシオンの左手を下ろし、改めて自分の前に倒れているマンフレートの黒い機巧鎧アームネインに目を向けた。

　倒れたままだった機体が、わずかに振動する。

　イアンの全身に戦せん慄りつが走った。

　起きないでくれ！

　今マンフレートが再び起き上がって、戦いを続けようとしたら、自分にはもはやそれに対抗するだけの気力、体力はとても残されていない。

　起きないでくれ。

　イアンの祈りは切実だった。

　不意に背後で、新たな喧けん騒そうが生じた。何事かと反射的に振り返った彼は、本陣の背後にあった味方の壁の一角が、機巧鎧アームネインの装甲と装甲がぶつかって生じる激しい音と共に割れるのを目の当たりにした。

　割れた中から、一機の機巧鎧アームネインが転げ出るように飛び出してきた。全身のほとんどを濃紺の装甲で鎧よろい、右手と左足だけが別の機体の部品を取り付けたように色が違っている。武器は持っていなかった。

　濃紺の機巧鎧アームネインがイアンのほうを向いた。その途端、機体の中から咆ほう哮こうが轟とどろいた。甲高くけたたましい、まるで子供のような奇声だった。

　イアンの全身は総毛立った。理由を考えるより前に、これはまずい、と本能の部分が危険を知らせてくる。

　本陣のヴィクト、ファウラーらが反応するよりも早く、濃紺の機巧鎧アームネインは彼らの間をたちまちのうちに走ってすり抜けると、そのままイアン目がけて、まっしぐらに突っ込んできた。

　速い！

　あわてて反応しようとしたイアンだったが、間に合わなかった。濃紺の機巧鎧アームネインが右肩を前に出して体当たりしてくるのを、よけることも受け止めることもできず、まともに食らってしまう。重い衝突音と機体のきしむ耳みみ障ざわりな音と共に、エリュシオンが地面に打ち倒された。前面と背後から同時に衝撃が襲ってきて、イアンの体はまたしてもなす術すべなく操縦席の壁に何度も打ちつけられる。鋭い痛みに口からうめきが漏もれた。視界に一いつ瞬しゆんだけ再び青空が映る。そこへ間かん髪ぱつ入れず、新たな振動が機体を襲った。濃紺の機巧鎧アームネインがエリュシオンの腰の上に、飛び乗るように跨またがってきたためだった。イアンは機体をひねって濃紺の機巧鎧アームネインを振り落とそうとしたが、それより早く、相手に両足で操縦席の下のところを押さえつけられてしまい、まるで身動きが取れなくなる。

　濃紺の機巧鎧アームネインが両腕を振り上げ、再び咆哮した。それと同時に、左手の手甲の中から灰色の刃が伸びる。前方に向かって湾曲したその刃は、形状といい出方といい、猛もう獣じゆうの鉤かぎ爪づめを彷ほう彿ふつとさせるものだった。

　刃が、操縦席目がけて振り下ろされる。イアンは両腕を前に出し、咄とつ嗟さに防御の体勢を取った。エリュシオンの手甲で刃を受け止める。金属同士が衝突する激しい音と共に、刃に装甲が削られる不ふ穏おんな感触が腕から肩を這はい上って操縦席の中まで確実に伝わってきた。

　続いて反対側から、今度は重量を伴った一撃が襲ってくる。こちらが防御している上から、右手の拳こぶしで力ちから任まかせに殴りつけられたのだとすぐにわかった。腕の装甲が歪ゆがみ、潰つぶれたような音を立てる。

　濃紺の機巧鎧アームネインが怒ど濤とうの連打を繰り出してきた。向かって右から鋭い刃の斬ざん撃げきが、左から叩たたきつけるような打撃が、息もつけぬほどの勢いで交互に飛んできて、エリュシオンを苛さいなむ。機体を押さえ込まれ、回避する術すべを失ったイアンは、防御を固めて懸けん命めいにこれをこらえるしかなかった。一撃一撃を叩たたき込まれるたび、腕の装甲が悲鳴をあげる。それに合わせてイアンの体も何度となく操縦席の中を転げまわり、その都度激しい痛みを生じさせた。

　この間、濃紺の機巧鎧アームネインの中の機士は、ずっと咆ほう哮こうし続けていた。その叫び声はおよそ理性を持った人間のものとは思えない、野獣の雄お叫たけびそのものだった。イアンは何の混じり気もない純粋かつ圧倒的な破壊衝動が、自分に向かって叩きつけられるのを感じた。マンフレートから浴びせられた圧迫感とはまた別の、恐怖と焦りをかき立てられるまぎれもない殺意を。

　エリュシオンの腕の装甲は切り刻まれ、殴られているうちに激しく損傷し、今にも千切れそうな状態へと変へん貌ぼうした。濃紺の機巧鎧アームネインは見た目こそかなり細身だったが、機体のどこにこれほどの力を秘めているのかと思わせるほど、その攻撃は凄すさまじかった。

　このままでは長くはもたない。今の勢いで濃紺の機巧鎧アームネインの攻撃が続けば、じきに両腕はこじ開けられてしまうだろう。そうなったら終わりだ。これだけの攻撃をまともに受ければ、操縦席の装甲とて無事に済むとは思えない。あっという間に中にいる自分ごと、機体全すべてがずたずたに破壊し尽くされてしまうだろう。

　殺される……！

　そうなった自分の姿を想像した瞬しゆん間かん、死ぬのは嫌だという生存への渇かつ望ぼうが、イアンを衝つき動かした。

「……このっ！」

　叫ぶなり、彼は残った力を振り絞り、濃紺の機巧鎧アームネインの攻撃の間隔がわずかにあいた一瞬の隙すきを縫って、左手を相手の操縦席目がけて突き出していった。

　もう一度あの閃せん光こうが出ればとも思ったが、彼の期待した反応はなかった。なけなしの攻撃は濃紺の機巧鎧アームネインの操縦席を打ち抜くほどの威い力りよくを持たず、装甲に当たって鈍い打撃音を発しながら、わずかに相手の機体を押し戻すことしかできなかった。

　これでは駄だ目めだ。イアンの中に絶望感が兆きざす。しかし相手の反応は、彼のまったく予想していないものだった。濃紺の機巧鎧アームネインは弾はじかれたようにエリュシオンの上から飛び退き、いきなり距離を取った。

「効いたのか……？」

　この機会を逃すわけにはいかない。彼は急いで機体を起こした。だがかろうじてエリュシオンを立ち上がらせはしたものの、再び両膝ひざから下の感覚がなくなり、その場に倒れそうになる。今度は踏ん張りきれず、機体は頽くずおれるように、地面に片膝をついた。

「動け……動けったら！」

　イアンは両手につかんだ操そう演えん桿かんを必死に揺さぶり、同時にエリュシオンが立ち上がるさまを頭の中に思い浮かべた。しかし、機体は反応しない。まるで糸の切れた操り人形のように、沈ちん黙もくするばかりだった。

　この間に濃紺の機巧鎧アームネインは腰を落とし、新たな攻撃態勢を取っていた。これまで以上に大きな、ほとんど絶叫とおぼしき叫び声が操縦席の中から響ひびき渡る。

　それと同時に、濃紺の機巧鎧アームネインの両手が光を帯びるのがイアンの目に入った。

「あれは……！」

　イアンは息を吞のんだ。あの光は先ほどエリュシオンが発したのと同じではないのか？　エリュシオンが黒い機巧鎧アームネインに対してやったのと同じことを、今度は濃紺の機巧鎧アームネインが、自分に対してやろうとしている──

　攻撃を受け止められるとは思えなかった。

　なんとしてもよけないと！

　イアンは必死の思いで操そう演えん桿かんを握り締め、なんとかエリュシオンを立ち上がらせようとした。攻撃を回避するさまを脳裏に思い浮かべ、機体をその通りに反応させようとする。しかし、エリュシオンは微動だにしなかった。

　その間に濃紺の機巧鎧アームネインの両手の輝かがやきは、ますます強くなっていた。先端部分にはちきれんばかりの力がみなぎる気配が、見ただけで伝わってくる。

　濃紺の機巧鎧アームネインの両腕が、イアンに向かってまっすぐに伸ばされた。

　イアンは反射的に歯を食いしばり、来るべき攻撃に備えた。

　頭の中で、これまで彼が係かかわり合いになったさまざまな人々の姿が立て続けに浮かび、即座に流れ去っていく。

　兄様──

　フランシスカの呼びかける声が、どこからか聞こえてきた気がした。

　濃紺の機巧鎧アームネインに異変が生じたのはそのときだった。そこだけ色の違っていた右手と左足が、大きな断裂音と共に突然千切れて吹き飛んだ。機体はたちまち平へい衡こうを崩し、胴体を大きく回転させながら地面に倒れた。

　イアンはこの様子を、呆ぼう然ぜんと見つめるばかりだった。

　濃紺の機巧鎧アームネインは地面をのたうち回り、七転八倒した。そのさまは内からあふれ出す巨大な力を制御できず、逆に機体それ自体が、力に振り回されているかのようだった。操縦席の中からは相変わらず咆ほう哮こうが響いていたが、それも今は苦く悶もんの叫びへと変わっている。

　それでも濃紺の機巧鎧アームネインは、右手と左足を失い、機体をのたうち回らせる状態にあって、なお執しゆう念ねん深く、エリュシオンに向かって近づいてこようとする気配を見せていた。

　泥まみれになりながら、残った左手と右足で地面をかき、胴体を這はいずり迫ってくるその様子を見て、イアンの全身に鳥肌が立った。

　そんな状態になってまで、なぜ向かってこようとする？

　どうしてあきらめようとしない？

　濃紺の機巧鎧アームネインの動きは、それ自体が一個の生物のように生々しく、それゆえに見ているイアンの中に、ほとんど生理的ともいえる恐怖感、嫌悪感を呼び起こした。

「ひっ……！」

　イアンの口からおののきが漏もれる。逃げろ、と本能の部分は警告を発しているものの、両目は魅入られたように濃紺の機巧鎧アームネインに釘くぎ付づけとなり、離そうとしても離せなかった。

『メイ！』

　マンフレートの声が突然響ひびき渡った。それと同時に、いつの間にか立ち上がっていたらしい黒い機巧鎧アームネインが、風のような速さでエリュシオンと濃紺の機巧鎧アームネインの間に割って入ってくる。

　黒い機巧鎧アームネインは濃紺の機巧鎧アームネインの上にかがみ込むと、ひときわ細くなっている腰の部分を両手で抱え、肩に担かつぎ上げるようにして、再び立ち上がった。

　濃紺の機巧鎧アームネインは甲高い叫び声をあげながら、抵抗するように残った手足と頭部をくねらせていたが、黒い機巧鎧アームネインの腕は濃紺の機巧鎧アームネインをしっかりと押さえ、離そうとしない。

　マンフレートの乗った黒い機巧鎧アームネインはイアンのほうに顔を向けた。

『全機、後に続け』

　マンフレートのその声は、ちょうどそのとき位置的にイアンの真後ろにいた、彼の引き連れてきたオルガンド軍の一団に対して向けられたものだったのだろう。彼はそれだけ告げると、イアンに背を向け、先ほど濃紺の機巧鎧アームネインが現れた方向に向け走り始めた。濃紺の機巧鎧アームネインがこじ開けた味方の壁のほころびは、今も開いたままになっている。マンフレートがそこを目指しているのは明らかだった。

『た、隊長！』

　イアンの背後で地響きが生じた。オルガンド軍の一団が、彼を追って一斉に全力疾走を開始したためだった。さらにその勢いは、先にこの場にいたオルガンド軍の別の部隊にも伝でん播ぱし、まるで地震が発生したかのような激しい鳴動を周囲一帯に生じさせた。

『退路は開けたままにしておけ！　深追いはするな！』

　ファウラーが味方に指示を飛ばす声が、地響きに混じって聞こえてきた。

　イアンは走り去る敵軍の様子を、エリュシオンの操縦席の中から黙だまって見ているばかりだった。




　ここまでずっと姿を見せずにいたマンフレートと彼の率いる部隊が、リュクサリア王国軍の壁の間に穿うがたれた穴から飛び出してきたのを見た瞬しゆん間かん、メルツァーは驚きよう愕がくした。

　マンフレートのネストールは、先ほど単独で飛び出していったメイのユリシーズを肩に抱えていた。ふたりがどうやって合流したのか、ユリシーズに何が起こったのか、メルツァーにはまるで見当がつかなかった。

　さらに彼の困惑は、マンフレートのすぐ後ろから、ガズレイを含む、分断された部隊が次々姿を現すに及んで、頂点に達した。

　分断された部隊の出現は、こちら側にいた本隊の動向にも決定的な影響を及ぼし、オルガンド軍はたちまち総崩れとなった。

　このままではまずい。

　その様子を見て、メルツァーはようやく彼本来の、明めい晰せきな判断力を取り戻した。

『レクター、百機長全員に大至急指示を出せ。我が部隊が殿しんがりとなって、全軍の撤てつ退たいを援護する』

『はっ』

　レクターの返事を聞きながら、メルツァーは今も前方から現れ続ける味方の様子に目を凝こらし、今後の作戦方針に思いをめぐらせていった。
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　オルガンド軍が一斉に走り去り、自分のまわりから完全に姿を消した段階になっても、イアンはなお、戦いが終わったのだという実感を持つことができずにいた。

　マンフレートにしろ、濃紺の機巧鎧アームネインにしろ、まるで不意打ちのように、まさかと思われるときに姿を現している。今度もそうならない保証はないという意識が、どこかで働いていたのかもしれない。

　彼のそうした気持ちがようやく治まる兆きざしを見せたのは、本陣にいたフランシスカがそれまで乗っていたファウラーの機巧鎧アームネインから飛び降りて、こちらへ向かって走ってくるのを見たときだった。

　彼がエリュシオンの操縦席の扉に手を伸ばし、内側から押し開けるのとほぼ同時に、フランシスカが彼の下もとに到着した。

　彼女は操縦席の縁に両手をかけ、顔を覗のぞかせた。

「兄様、ご無事ですか!?」

　息せき切った口調で尋ねてくる。その表情は不安ではち切れそうになっていた。

「あ、うん。何とか……」

　そう答えた後で、イアンは続くうまい言葉を見つけられず、後は微笑ほほえむしかなかった。

　フランシスカはそんなイアンをじっと見上げていたが、不意にその表情が歪ゆがみ、両目から大粒の涙がこぼれ始めた。

「よかった……私、どうしようかと……私のせいで兄様がこんな……こんな大変な目に……でもよかった……」

　フランシスカは嗚お咽えつ交じりのたどたどしい口調でそう語った。言葉は切れ切れだったが、イアンは彼女のいわんとしていることが何であるか、すぐにわかった。

　自分の身を案じて、泣いてくれている。

　久しく失っていた気持ちが、湧わいてくるのを感じた。

　彼はその場でかがみ込み、フランシスカに少しだけ顔を近づけた。

「戦いは……もう終わったのかな？」

　フランシスカは再び顔を上げ、頰ほおをつたう涙を手の甲で拭ぬぐいながら、頷うなずいた。

「はい。兄様のお陰です」

「僕の……」

　時を同じくして、周囲を取り囲む味方の軍の間から、次々に歓声が起こり始めた。初めは散発的だった声が、次第にまとまっていき、一斉唱和へと変わっていく。

「あの声は……？」

「皆が兄様の功績を称たたえ、お名前を呼んでいるんですよ」

「まさか」

　イアンには信じられなかった。何年にもわたる奴ど隷れい身分の生活において、誰だれかに殴られたり罵ば倒とうされたりといった経験は数限りなくあれど、賞賛されることなど一度もなかったからだ。

　しかし、耳には確かに、アルトゥールという名が何度も繰り返し呼ばれるのが聞こえてくる。

　イアンは操縦席の壁に手をついて再び立ち上がり、そのまま上体を機体の外に乗り出した。

　次の瞬しゆん間かん、大地が震えた。

『アルトゥール様、万歳！』

『リュクサリア王国に栄光あれ！』

　周囲を取り囲む味方の機士や兵士たちの間から爆発的な歓声が湧き起こり、巨大な鯨げい波はとなって、イアンの全身に覆いかぶさってきた。

　イアンは周囲を見渡した。皆が思い思いの仕草で、喜びの感情を表している。イアンと同じように、機巧鎧アームネインの操縦席から身を乗り出し、拳こぶしを突き上げる機士。かぶっていた兜かぶとを脱ぎ捨て、頭上高く放ほうり上げる兵士。感極まったように泣き出している者もいれば、近くにいた同士で抱ほう擁ようし合っている者たちもいる。反応はさまざまだったが、勝利を喜んでいるという点において、皆の気持ちは間違いなくひとつだった。イアンの視界に入る誰もが、喉のども嗄かれよとばかりに、アルトゥールやエリュシオン、リュクサリアやフランシスカの名を叫んでいた。

　イアンは驚きに目を丸くしながら、この様子を見つめた。

「いった通りでしょう？　皆、兄様を称えています。兄様が私たち全員を、救ってくださったからですよ」

　イアンの足あし下もとにいるフランシスカが、彼を見上げながら、声をかけてきた。

「……凄すごい」

　聞こえてくるのはアルトゥールの名なのに、なぜか自分が呼ばれている気がして、熱いものがこみ上げてくる。

　これで……よかったんだな。

　心の中でそう実感しながら、彼はますます大きくなる歓声の洪水に、身を浸していた。




「姫様を上から見下ろすとは、何たる不ふ敬けいか。けしからん」

　自分の機巧鎧アームネインから地面に降り立ったファウラーは、フランシスカとイアンの様子を遠目に見ながら、苦々しそうに呟つぶやいた。

「しかしあの方は、王子殿下でいらっしゃいますから」

　傍かたわらにいたヴィクトが、静かな口調で答える。

「それはそうだが……」

　あの男は姫様の思っているアルトゥール様ではない。そういおうとしたファウラーだったが、その言葉をあえて口に出さず、吞のみ込んだ。

「……まあいい。今だけは特別だ。あの方の働きで、我が軍が勝利したことは事実だからな」

「素晴らしいご活躍でした。正直申し上げて、あそこまでエリュシオンを巧みに扱われるとは思いませんでした」

　ヴィクトの口調は、恍こう惚こつとした響ひびきを帯びているように、ファウラーには聞こえた。彼は先ほどから抱いていた疑問を、ヴィクトに向かってぶつけてみることにした。

「そういえばヴィクト、先ほどエリュシオンが発した閃せん光こうに関して、何か心当たりがあるようだな。確かフェノメナ……といっていたか」

「確証はありません。ただ、そうではないかと思っただけで」

「そのフェノメナとは何なのだ？」

　ヴィクトはファウラーに向き直り、咳せき払ばらいをひとつしてから答えた。

「はっ。あくまで民間に伝わる伝承に過ぎないのですが、かつてこの世界には、神の担にない手てと呼ばれる十二機の機巧鎧アームネインが存在したそうです。それら十二機の機巧鎧アームネインが用いる奇跡の技を指して、フェノメナと呼んだとか」

「奇跡の技か……そのようなものが都合よく存在するとは考えがたいが」

　ファウラーはいったん言葉を切り、エリュシオンのほうに再び視線を向けた。

「しかし、あの方が黒い牙きばを退け、こうして生き残ったということ。それ自体は確かに、奇跡と呼ぶにふさわしいことなのかもしれんな」

「同感です」

「あの閃光の正体に関しては、エリュシオンを修理しがてら、じっくり調べてみなければなるまい」

　ファウラーはそう口にして、視線の先にあるエリュシオンを見つめた。操縦席には、今やリュクサリア王国軍全すべての将兵からフランシスカの兄アルトゥールとして認められることになった、元戦闘奴ど隷れいの若者の姿がある。その若者は周囲に向かって手を振るでもなく、呆ぼう然ぜんとした様子で、操縦席から身を乗り出しているばかりだった。

「お前は……一体何者なのだ？」

　ファウラーは若者に向かって問いかけた。それは声の大きな彼にしては珍しく、隣のヴィクトにも聞こえないほどの小声だった。




　エリュシオンを取り巻く周囲の歓呼の声はますます強くなり、衰える気配を見せなかった。

　そんな中、操縦席から外の様子を窺うかがっていたアルトゥールの体が、それを見上げるフランシスカの目の前で突然沈み込んだ。

「に、兄様？」

　フランシスカはあわてて声をかけた。

　アルトゥールは操縦席の床に完全に腰を下ろし、肩で大きく息をついた。

「あ、ごめん……さすがにちょっと疲れたかな」

　その言葉を耳にするなり、フランシスカの中で、戦いが終わったことやアルトゥールが無事だったことに対する安あん堵ど感がたちまち吹き飛んだ。いても立ってもいられない気持ちになり、彼女は再び自分の近くまで下りてきた兄の顔を改めて見つめた。肌は土気色をしていて、表情はやつれ切っている。目の下には大きなくまが浮き出ていた。いかにも精せい魂こん尽き果てたといった感じだった。無理もない。機巧鎧アームネインの操縦はただでさえ極度の精神集中が必要とされる。いつまでも休みなく乗り続けていられるようなものではないのだ。しかもアルトゥールの場合、あの黒い牙きばや突然現れた濃紺の機巧鎧アームネインと、あれほど激しい戦いを立て続けに繰り広げた。兄がいかに機士として卓越した技量の持ち主だとしても、消耗していないはずはなかった。肉体的にも精神的にも、今のアルトゥールは疲労困こん憊ぱいの状態といっていいだろう。

「兄様……」

「大丈夫。休めばまた、元通りになると思うから。とにかく……君に何もなくてよかったよ」

　アルトゥールはそういって微笑ほほえんだ。彼の言葉も笑顔も、おそらくはフランシスカに気持ちの負担をかけまいとする配慮から発せられたものだったのだろう。だがそれらは、受け止めるフランシスカの胸の奥底まで重々しく響ひびき渡り、まったく逆の効果をもたらした。

　彼女は改めて思った。

　そうだ。

　兄様は自分を守るために、黒い牙の一機打ちを受け、命いのち懸がけで戦ってくれた。

　アルトゥールだけに限ったことではない。命を懸けたという点においては、ファウラーやヴィクトをはじめ、戦いに参加した機士や兵士全員が同じなのだ。

　今ここで、こうして戦せん捷しように沸わいている者たちがいる一方で、命を散らした者たちも大勢いる──

　フランシスカの脳裏に、アシュフォードが黒い牙に倒されたときの光景が蘇よみがえった。

　自分があの後すぐに囚とらわれの身になってしまったため、アシュフォードがどうなったか、フランシスカにはわからない。だがあれほどの攻撃を受けて、無事でいられるとはとても思えなかった。

　彼の真意に長い間気づかなかった。そのことをいくら詫わびたいと思っても、彼はもういない。

　そう思うと、胸の内がたまらなく苦しくなった。これからも、同じようなことが何度となく起こるだろう。戦いがこれで終わったわけではないからだ。それどころか、祖国を取り戻すという点においては、まさに今から始まるといってもいい。それがどのような意味を持つか、今の彼女には明確に理解できた。

　戦いを続けるということは、これからも大勢の人間が死ぬということだ。

　自分にそれを受け止められるのか。

　多くの人間の上に立つ資格が本当にあるのか。

　不意にフランシスカは、自分の足あし下もとに大きな穴が開き、そこへ向かって落ちていくような、覚おぼ束つかない感覚にとらわれた。

　そう思った途端、彼女は目の前にあったアルトゥールの右手を、咄とつ嗟さに自分の両手でつかんでいた。

　あ、と驚いたような声が漏もれたが、それきりアルトゥールは何もいわず、フランシスカのするがままにさせていた。彼女が顔を伏せてしまったため、彼がどんな表情を浮かべているのかはわからなかった。

「すみません。少しだけこのまま……いいですか」

　それだけ口にするのが精一杯だった。

　フランシスカはそれきり黙だまったまま、アルトゥールの手を握り続けた。

　周囲から浴びせられる歓声は、いつしか耳に入らなくなっていた。

　彼女の手を握り返す彼の手に、少しだけ力がこめられたような気がした。




　尽きることなく湧わき起こる歓声も、ウェンズロー砦とりでを挟んで反対側にある森までは、風に乗ってかすかに聞こえてくるばかりだった。

　森は静寂を取り戻していた。

　そうした中、ひとりの機士が息を切らせながら、地面に仰あお向むけに倒れた機巧鎧アームネインの上に乗り、操縦席の扉を、外から開けようとしていた。

　未いまだ少年の面影をわずかに残した、若い機士だった。その顔が、今は焦しよう燥そうと苦く悶もんに彩られている。
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　やがて彼は、ひしゃげた操縦席の扉を機体から引き剝はがすようにしてなんとかこじ開けた。中には、彼の探していた人物である、アシュフォードの変わり果てた姿があった。額に大きな裂傷が生じており、そこから多量の血が流れ出た痕こん跡せきが見て取れる。本来は赤しやく銅どう色いろだった肌が、今は真っ白になっていた。体中から流れ出た血が、背中の下にどす黒いたまりを作っている。両目は閉じられていた。

「お屋形様！」

　若い機士はアシュフォードの体にすがりつき、揺すった。アシュフォードの口からうめきが漏もれ、その目がゆっくりと開かれていく。

　よかった、まだ息がある。

　若い機士の心は、ごく一いつ瞬しゆんではあったが安あん堵どに包まれた。

「その声……エドワードか……」

　エドワード・オーウェン。それが若い機士の名だった。アシュフォード家に仕つかえており、今なお彼に忠ちゆう誠せいを尽くす数少ない部下のひとりだった。

「お助けにあがりました。遅くなって、申し訳ありません」

　オーウェンはそう口にしながら、アシュフォードの体を操縦席から引き出そうと手を伸ばした。

「エドワード、戦いは……どうなった？」

「勝ちました。オルガンド軍は撤てつ退たいしたと、伝令の報告が」

　オーウェンは直接戦闘には参加していなかった。ずっとウェンズロー砦とりでの正面入り口にあって、アシュフォードが血相を変えて砦の中に姿を消した後も、その場を動かずにいたからだ。敵の一隊が予期せぬ方角から現れ、フランシスカを拉ら致ちしたとの報告が入ったときも、浮き足立って次々砦を後にする味方をよそに、彼は正面入り口のそばから離れようとしなかった。本当はすぐにでもアシュフォードの後を追いたかったが、あえてそうしなかったのは、アシュフォードだったら自分にそうすることを望むはずだと考えたからだ。従者時代からの長い付き合いともなれば、主人が何を考えるかは言葉を交わさずとも理解できる。彼にはその自負があった。

　オーウェンがようやく自分を縛しばり付けていた義務から解放されたのは、戦いが味方の勝利に終わったことがはっきりしたときだった。彼は砦の中に残っていた者たちから情報を聞き、アシュフォードがどこへ向かったかを突き止めて、ようやくこの森までやってきた。

　だがそこで彼を待っていたのは、主人のライオットが無残に大破し、地面に倒れているという信じがたい光景だった。オーウェンは今や、自らを呪のろい殺してやりたいほどの激情を内に対して向けていた。

　自分がすぐに後を追ってきていれば、お屋形様をこのような目には遭あわせなかったものを。

　悔やんでも悔やみきれない思いが後から後から湧わき出し、彼の身を苛さいなんでいた。

「王女殿下は……？」

　アシュフォードがさらに質問を重ねてくる。その声は今にも消え入りそうにか細かった。

「ご無事です。エリュシオンが黒い牙きばを一機打ちの末に退け、殿下をお救いすることに成功しました」

「エリュシオンが……」

　そこまで口にして、アシュフォードはいったん言葉を切った。怪け訝げんに思ったオーウェンが彼の表情を窺うかがうと、アシュフォードは何かに思いをはせるような目つきになっていた。

　彼の心の内に何が去来しているのか、そこまではオーウェンにもわからなかった。

「そうか……どうやら……本物だったようだな……」

　アシュフォードは自分の言葉を嚙かみ締めるように小さく頷うなずいた。不意に、むせ返ったような激しい咳せきがその口から漏もれる。口元を押さえた右手が、鮮血で赤く染まった。

「お屋形様、しっかりなさってください！　すぐに医師の下もとへお連れします！」

　オーウェンがあわてて声をかけると、アシュフォードはかぶりを振った。

「いい。私はもう終わりだ。自分の体のことは……自分が一番よくわかる……」

「そんなことをおっしゃらないでください！」

　オーウェンは必死に叫んだ。アシュフォードは口元に、どこか苦笑のようにも見える笑みを浮かべた。

「エドワード……アルトゥール殿下に伝えてくれ。王女殿下を……よろしく頼むと……」

　口にし終えた途端、アシュフォードの首が、力を失って横に落ちた。

「お屋形様……？」

　オーウェンは恐る恐る呼びかける。もう返事はなかった。アシュフォードの両目は既すでに光を失っていた。

「おや……！」

　それ以上は、オーウェンも口にできなかった。

　彼は地面に倒れたライオットの上で、操縦席に向かってかがみ込んだまま、その場を動かなかった。

　風に乗って、味方の歓声がなおもわずかに聞こえてくる。

　いつしかオーウェンの喉のどの奥から、低い嗚お咽えつが断続的に漏もれ始めていた。

　森は静かなままだった。




　聖紀四〇七年十月二十日。

　後世に伝わる記録においてウェンズロー会戦と記される、リュクサリア王国軍とオルガンド軍の戦いは、オルガンド軍の全面潰かい走そうによるリュクサリア王国軍の勝利で幕を閉じた。

　この戦いは後の歴史家の間で、ふたつの意味を持つものとして位置づけられている。

　ひとつは、それまでずっと劣勢を強しいられてきたリュクサリア王国が、オルガンドにようやく一いつ矢しを報い、全体の戦局を変化させるきっかけとなった戦いとして。

　もうひとつは、エリュシオンの本格参戦によって双そう竜りゆう戦せん役えきがその前ぜん哨しよう段階を終え、真の開幕を告げる端たん緒しよとなった戦いとして。

　ある有名な歴史書の一節にはこう書かれている。




「その日、竜が地上に降臨し、西方世界全域を吞のみ込む運命の扉が開かれた」







あとがき




　はじめまして、安彦薫と申します。

　このたびは『機械じかけの竜と偽りの王子』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　この本を読んでくださった方が、このページを開きながらどのような感想をお持ちになっているのか、考えると緊張します。

　これからお読みになる方が、いずれどのような感想をお持ちになるのか、考えるとやっぱり緊張します。

　少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。




　ファンタジーでいってみましょう、と最初に担当さんからお話をいただいたのはもう去年のことになります。

　そうかファンタジーか、よし頑がん張ばろう、でもそもそもファンタジーってなんだろう？　そんなことを思いながら骨格となるアイデアをいくつか提出したのですが、その中のひとつに、等身大の球体関節人形をモチーフにしたものがありました。

　それを見た担当さんが一言。

「これ、大きくしませんか？」

　かくして、機巧鎧アームネインの誕生となりました。

　ちなみに、そのとき一緒に出したアイデアの中には「うっかり魔ま王おうを復活させてしまった主人公が無理やり世界征服の手伝いをさせられるもののなぜか世直しをしてしまう話（要約）」などというのもありました。即決で駄だ目めでした。確かにそれはないな、と自分でも思いました。




　プロットの段階では、主要登場人物は五人くらいしかいませんでした。ところが実際に書いていくうちに出るわ出るわ、書き終わる頃ころには十倍近くまで膨ふくれ上がっていたのには自分でも驚きました。そんな調子だったものですから、執筆中もなかなか順風満帆とはいかず、何度となく行きつ戻りつを繰り返すこととなりました。

　プロットの時点では影も形もなかった者が終わってみればやけに目立つポジションを占めていたり、名前は一緒でも書き直しているうちに性格がまるで変わった者がいたり。出そうと思っていたのに結局出せなかった者もいました。

　個人的に最も気になっているのはエリクソンです。あの人この先どうなるんだろう？




　この本がこうして完成に至るまでには、多くの方にご協力をいただきました。担当の峯さんには、参考資料の提示から細かい文章表現に至るまで、懇こん切せつ丁寧にご指導いただきました。また、編集部のほかの皆様にも大変お世話になりました。

　イラストを描いていただいたTomatika様にも、あつくお礼申し上げます。最初に見せていただいたのはイアンとエリュシオンが並んで立っている絵だったのですが、見た瞬しゆん間かん、「の、乗りたい！　マジで！」と思いました。イアンがうらやましいです。お忙しい中、本当にありがとうございました。

　執筆中の私を支え、励ましてくれた家族（と猫ねこ）にもこの場でお礼を。ときどき意味もなく部屋の中を歩き回ったりして、さぞ迷惑だったと思います。ありがとう。




　最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に、改めまして最大限の感謝を。

　またお目にかかれる機会があると嬉うれしいです。





安彦　薫　









安あ彦びこ 薫かおる

埼玉県さいたま市出身。秋生まれだけど夏が好きな左利きです。最近ジューサーミキサーを購入し、朝食事情が劇的に向上しました。色々な材料を放り込んで試してみましたが、やっぱりオーソドックスにバナナとミルクが最強だと思います。バナナ万歳。
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Tomatika

北海道出身＆在住（２００８年11月まで予定）のイラストレーター。メカを描くのもモノクロイラストを描くのも初めてで、とまどいながらの文庫挿絵デビュー。









電撃文庫





機き械かいじかけの竜りゅうと偽いつわりの王おう子じ











安あ彦びこ 薫かおる








二〇十三年五月三十日　配信
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